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序
激動の20世紀か ら 21世紀へ と 移 り 、 人 々 の も の の 見方 や 考 え 方 に 大 き な 変

化が生 じ 、 「物の豊か さ 」 よ り 「心の豊か さ 」 がい っ そ う 求め ら れ る 世の 中 に

な っ て ま い り ま し た 。 こ の よ う な 中 で文化財 と は 、 現代 に生 き る 人 々 の癒 し

と し て 見つ め直 さ れ る べ き 、 貴重な 国民的 財 産 で あ る と 考 え ま す。 と り わ け

埋蔵文化財 は 、 先 人 た ち の 文化 を 今 に 伝え る だ け で は な く 、 現代文化 の 在 り

方 を 問 う 、 必要欠 く べか ら ざる 資 料 な の です。

本書で報告 し て お り ま す 浅 川 扇 状地遺跡群檀田 遺跡 は 、 飯綱山 を 水源 と す

る 浅川 が形成 し た 扇状地上 に 立地す る 、 広 大 な 面積 を 有 す る 浅川 扇状地遺跡

群に属 し て お り 、 長野市 を 代表す る 集落遺跡のひ と つ です。 長 野市 檀 田 土 地

区画整理事業 に と も な う 区画街路や街区の一部、 ま た 大規模庖舗 な どの造成 ・

建設工事 に 先立 ち 、 記録保存 を 目的 と し た発掘調 査 を 実施 し ま し た 。

こ こ に 長野市の埋蔵文化財 第 105集 と し て 刊行 い た し ま す 本書 に は、 こ の た び

の 発掘 調 査 に よ っ て得 ら れ た成果を 詳 し く 掲載 し て お り ま す。 連綿 と 綴 ら れ

て き た 人 々 の歴史の ほ ん の 一 部 に すぎ ま せ ん が、 地域史解明 の 一助 と し て お

役立て い た だ け れ ば こ の 上 な い喜びであ り ま す。

最 後 に な り ま し た が、 埋蔵文化財保護 に 対す る 深 い ご理解 と ご協力 、 な ら

び に 発掘 調査 に 際 し て 多 大 な ご尽力 を 賜 り ま し た 長野市檀 田 土地 区 画整理組

合の理事長 は じ め 役 員 ・ 地権者・事務局の皆様、 株式会社エ ス ・ エ ス ・ ブイ

お よ び大和ハウ ス 工業株式会社長野支屈の 関係者、 該当 す る 工 区 の 施工 を 請

け負われた 建設業関係者、 発掘作業 に携わ っ て い た だ き ま し た地元発掘作業

員 の皆様、 ま た 報告書刊行 に 至 る ま で ご支援・ ご指導賜 り ま し た 関 係機関 ・

諸氏 に厚 く 御礼 申 し 上 げ、 本書の上梓を も っ て ご挨拶に か え さ せ て い た だ き

ま す。

平成16年 3 月

長 野 市 教 育 委 員 会

教育長 立岩 睦秀



一

盲例

本書は 、 長野県長野市若槻地 区 の檀 田 地籍に お け る 開 発事業 「長野市檀 回 土地 区 画整理事業J、 およびその事

業地 内 に お け る 関連開発事業で あ る f (仮称) 西友檀田 庖庖舗建設工事」 、 「ア ク ロ ス プ ラ ザ長野北建設工事」に

先立 ち 実施 し た埋蔵文化財発掘 調 査の報告書で あ る 。

本 来 な ら ば起因事業 ご と に 報告書 を 刊行すべ き で あ る が、 遺構および遺構面の連続性 を 重視 し 、 ま た， 刊行2 

に 関 わ る 経費 節減 を 図 る 目 的 か ら 、 委 託者 の 同 意 を 得 て 合冊 と し た。 本書の構成 は 以下の と お り で あ る 。

第 2 分冊 (図版編) …実測 図 図版 ・ 写真図版第 1 分冊 ( 本文編) …本文

長野市長塚田佐 (-平成13 年 1 1月 1 0 日 ) ・ 鷲津正一 (平成13年 1 1月発掘調査事業 は 、 下記委 託者 と 、 受 託者3 

と の埋蔵文化財発掘調査協定および埋蔵文化財発掘 調 査委 託契約 に基づ き 、 長野市教育委 員会 (埋蔵11 日 -)

文化財 セ ン タ ー担当) が実施 し た。

起 因 事 業 名 略 称 委託者名

長野市檀田土地区画整理事業 区 画 地点 長野市檀国土地 区 画整理事業組合 理事長 永原政幸

(仮称) 西友植 田庖庖告m建設工事 西友地点 株式会社エス ・エス ・ ブイ 代表取締役 吉津良一

ア クロスプラザ長野北建設工事 ア クロス地点 大和ハウス工業株式会社長野支!苫 支庖長 北野秀男

発掘調査地籍は、 長野県長野市大字檀田181 - 1 番地 ほ か で あ り 、各開発事業の 総面積、 埋蔵文化財の 保護対4 

象面積 は下記の と お り であ る 。

略 称 開発事業面積 保護対象面積

区爾地点 約229，000m 60，297ぱ

西友地点 約10，402ぱ 全域
ア クロス地点 約10，866m 全域

事業範囲 内 に は 「越後四J . f 有無J . f棲町J . f鍛冶 田」 な どの 小字名があ る が、 遺 構 の 分布 は檀 田 地籍全域5 

檀 田か ら 確認 さ れて い る こ と か ら 、 本書で は 周 知 の埋蔵文化財包蔵地 と し て 登録 さ れた 「浅川 扇状地 遺跡群

遺跡 (長野市 A ・035) J と し て報告 を お こ な う 。

本書の編集 は矢口 ・ 飯島 の 指導の も と 清水が行 い 、 縄文時代 中 期 に 関 連 し た 部分 は 山 下が担当 し た 。 ま た執6 

こ れ以外を 清水が行 っ た。筆 は 、 第 W章第 1 節 1 項および第 N章第 2 節 を 山 下 ・ 清水が行い 、

発掘調査の実施に際 し 、 事業委 託者 に お か れ て は 、 埋蔵文化財 に 対 し て 深 い ご理解 を い た だ き 絶大 な ご協力7 

を 賜っ た。 ま た 保護協議、 現場お よ び整理作業 に お い て 多 く の 方 々 ・ 関 係機関よ り 有益な ご指導・ ご助言 を い

ただ い た 。 深甚な る 謝意 を 表 し 、 第 1 分冊 第 I章第 3 節 に て 明記 し て い る 。

で き う る かぎ り 追認で本書で は 確認 さ れ た すべて の 遺構 ・ 遺物 に つ い て 資料化の義務 を 来た せ な か っ た が、8 

き る よ う 、 諸資料 は長野市教育 委 員会埋蔵文化財 セ ン タ ーに そ の ま ま 保管 し で あ る 。 な お 、 出土遺物の注記記

号は、 区画地点は カ タ カ ナ で 「マユミダ」 、 西友地点 と ア ク ロ ス 地点 は そ れぞれアル フ ァ ベ ットでf A M S MJ、

f A M A P  J と 表記 し で あ る 。



凡 例

本書では、 調査によって確認された遺構・遺物について、 その基本的資料を提示することに主眼を置いた。資

料掲載の要領は下記のとおりである。

1 地図等に記載した方位は真北、 また実測図等に掲載した方位は、 全て座標北を表している。 調査地における

座標北からの真北方向角は約0 0 9' 56 " であり、 また磁北は真北より西へ約6 0 40 'の偏差がある。

2 基準点測量および遺構測量は、 平面直角座標系(国家座標、 旧日本測値系)の第四系(東経138 0 30 ' 00 " ， 

北緯 36 0 00 ' 00 " )の座標値と日本水準原点の標 高を基準とし、 株式会社写真測図 研究所の開発した遺跡調査

支援システムiATS Jのうち、 光波ìRU距儀を用いた「コーデイツク・システム」を援用するため同所に委託し

た。

3 検出した遺構の略記号については、 下記のとおりとした。

SA...竪穴住居、 SB・"掘立柱建物、 SH…柵 ・ 杭列、 SK…土坑、 SP・..小穴、 SC・..環状溝

SJ'"土器棺墓・土坑墓、 SDZ・..周溝墓、 SR'"埋護、 SN…環状列石、 SD・..溝・河川

SE'"井戸、 SU'" 地層の落ち込み、 SX…性格不明 遺構

4 遺構実測図は現場にて 1 / 20の縮尺で基本原図を作成し、 種別ごとに下記の縮尺で掲載した。

SA . SB . SD . SDZ (全体). SH' SX…1/ 100 

SE'" 1 / 50 

SK'"任意

SDZ (主体部). SJ (土器棺墓を除く). SP・.. 1 / 30 

SJ (土器棺墓)・SR'" 1 / 20 

5 遺物実測図は原寸で原図を作成し、 種別ごとに下記の縮尺で掲載した。

土 器 土器… 1 / 4 、 断面実測… 1 / 3 

石製品 石鎌・石錐… 2 / 3 、 刃器・石斧・石鎚・石底丁 ・ 砥石… 1 / 3 、

石匙・石核・原石・紡錘車… 1 / 2 、 蔽石・多孔石 ・ 凹石・石皿・石棒… 1 / 6 、

土製品 1 / 2 

装身具 玉・耳環一 1 / 1 、 郵11 ・ 垂飾… 1 / 2

6 写真図版の遺構・遺物の写真は、 任意の縮尺である。

7 実測図において主に用いた網掛けはそれぞれ以下の意味を示す。 またこれ以外のものについては適宜図中に

明 示した。

遺構実測図

遺物実測図

墜薗 炭
区三ヨ 黒色処理
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第I章 調査の概要

第1節 調査に至る経緯

1 区画地点

長野市役所都市開発部区画整理 課は、 長野市大字檀田に「長野市檀回 土地区画整理事業Jを計画した。 この計

画の総事業面積は約229 ， 000ばにおよぶ大規模なものであり、事業の一部には都市計画 課に関連する「都市計画道

路北部幹線建設事業」を含んでいる。事業予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地である浅川扇状地遺跡群(遺跡番号:

A-①) の範囲 内に所在しており、長野市 教 育委 員会では平成 6 年5 月19・20日に周辺の踏査を行い遺物の散布状

況を調査した。 この結果、 ほほ全域から土器片 等の遺物が採取され、 事業予定地内の広範囲に埋蔵文化財の包蔵

が予想された。 さらに詳細な包蔵状況を把握するために翌 年3 月15・16日に試掘調査を行い(図 2 ) 、 15ヶ所設定

した試掘坑のうちの9ヶ所から遺物包含層を確認し、A-Dの埋蔵文化財包蔵地の存在を推定した。そして遺跡範

囲Aと遺跡範囲Cについては、 それぞれが近接する檀回 遺跡第1次調査地点と神楽橋遺跡との関連性を考えた。

以上の事前調査から、 当該開発事業において工事に先立つ記録保存を目的とした発掘調査の必要性が確認される

に至り、 埋蔵文化財発掘調査委託契約書を長野市檀回 土地区画整理事業組合理事長 永原政幸と長野市長塚田佐

との間で締結して平成10年3 月 2 日より発掘調査を開始した。

2 西友地点・アクロス地点

株式会社エス・エス ・ ブイ( 以下、 S SVと表記 ) が区画整理事業地内にi(仮称) 西友檀回庖庖舗建設工事」を

写真 1 調査地周辺の航空写真

唱EA
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計画し、 当センターあ て に遺跡の有無について照会し た の は 平成11年6 月29日 の こ と で あ る。 区画地点

の調査 所見から事業予定地が遺跡範囲に含まれることは確実であったため、 発掘調査が必要である旨を同日回答

した。 翌年10月に示された最初Jの事業計画は、 区画整理事業地南西部の26街区に西友庖舗と駐車場、 41街区に専

門庖3棟および駐車場を建設するものであった。 しかし庖舗建設予定地の一部で埋蔵文化財への影響が懸念され

たことから、 開発計画の変更を検討しつつ準備を進めることとなった。 平成14年4 月に示された新たな事業計画

は、 西友店舗部分は26街区から41街区の西側へ移動し、 駐車場を41街区東側と43街区・44街区東側にそれぞれ造

成することで、 西友庖舗の一部を除いて埋蔵文化財への影響を最小限に抑えたものに変更された。 またこれに併

せて26街区の開発事業者が大 和ハウス工業株式会社( 以下大 和ハウスと表記) へ変更になり、 複数の専門庖が計

画される「アクロスプラザ長野北建設工事Jとして別途協議することとなった。 その後41街区および43街区を囲

続する区画街路が旧地表面よりも低く計画・施工されており、 これと同じ 高さで駐車場を造成した場合に埋蔵文

化財への影響が懸念される事態が明るみとなった。 したがって西友地点の発掘調査対象が41・43街区のほぼ全域

に拡がることとなった。 新たに大 和ハウスが開発主体者となった26街区は、 駐車場予定地における埋蔵文化財の

包蔵面が囲鏡する区画街路の道路面よりも低いことが予想されたため、 発掘調査は影響がおよぶ専門庖庖舗部分

に対して実施されることとなった。

発掘調査費用は各々の庖舗部分を株式会社エス・エス・ケイ(S SVの開発部が独 立、 以下 S SKと表記) と大 和

ハウスが100%、西友地点の駐車場部分を組合と S SKが50%ずつ負担し、開発事業を実施する組合がこれをとりま

とめることとなった。 また契約は組合に一本化せずに個々の開発事業者と行うこととなった。 しかしながらこの

内容について大 和ハウスからは諸般の事情により同意が得られなかったため、 急きょ今回の保護協議からは除外

され、 西友地点について長野市檀回土地区画整理事業組合理事長永原政幸および株式会社エス・エス・ブイ 代表

取締役吉津良一と長野市長鷲津正ーとの聞に埋蔵文化財発掘調査委託契約書が締結され、 平成15年2 月 4日か

ら発掘調査が開始された。 別事業となった26街区のアクロスプラザについてはその後協議が続けられ、 大 和ハウ

ス工業株式会社長野支庖 支庖長 北野秀男と長野市長鷲浮正ーの聞に埋蔵文化財発掘調査委託契約書を締結し、

平成15年4 月2 1日より発掘調査を開始した。

第2節 調査の経過

区画地点の調査は、 工事工程との調整 を図りつつ狭長な街路部分を便宜的に細分して行われた。 着手順にアラ

ビア数字を冠して平成 9 年度に 1 ・ 2 区、 平成10年度に 3 -46区、 平成11年度に47-61区、 平成12年度に62-73

区の調査を実施している。 平成13年度以降は地権者側の事情によりこれまで継続的に実施してきた発掘調査も中

断せざるを得ず、 平成13年度に74・75区、 平成14年度に76-79区と支障が解消された部分のみを個別に調査した。

75区は本来調査対象外であった街区部分にあたるが、 一部切土造成の範囲において遺構面の露出を確認したため

急漣発掘調査を実施したものである。 膨大 な工事発注面積に対して調査の遅れはしばしば 生じたが、 作業 員の増

員や遺構の有無をr確認する事前調査の実施などの措置を講じて調査の効率化、 迅速化に努めた。 調査では貴重な

遺構・遺物の発見が相次ぎ、特に48区における鉄鎖11・銅釧が同時装着された人物が葬られた円形周溝墓の検出や、

63区における長野市内最大 の土偶の出土のニュースは各メディアを通じて発信され、 地元を含めた多くの市民の

関心を呼んだ。

西友地点の調査は 3ヶ所設定した調査区にアルファベットを冠して、41街区を A区.B 区、43街区をC区とし、

平成14年度に A.B 区1次面、平成15年度に同2次面およびC区の調査を実施した。41街区は上記の事情から S SK

が単独 で、費用負担する A区と S SKと組合が折半して費用負担するB 区に分割されているが、 実質的には同 ーの
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調査区として調査を行っている。 西友地点は区画整理事業にともなう周辺街路の調査から遺構密 度の 高い区域と

推定されていたが、 調査では予想を上回る多くの遺構が検出され、 アクロス地点の調査開始も重なって作業 員の

不足が 生じることとなった。 平成15年度には作業 員の増 員を行ってこれに対処したが、 その検出遺構の多さから

当初の予定よりも若干調査期間を延長せざるを得ない状況が 生じた。

ベットを冠して西側をD 区、東側をE 区とし
アクロス地点は 2ケ所設定した調査区に、西友地点に続くアルフア

て調査を実施した。 発掘調査開始時期が当初予定よりも大 幅 にずれ込んだが、 西友地点とあわせて作業 員の増 員

を行い、 ほほ当初の予定通り調査を終了した。

表1には各調査区の調査実施期聞を示した。 表中の調査面数と第田章の遺構配置図中の調査面数が異なる調査

区は、 2次面 以下の調査で明瞭な遺構が検出されなかった場所である0・

区画地点
-西友地点
-アクロス地点

、、，，

 

，，

 

‘、
，
、

、、、
、

図 3 調査区の位置
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表1 翻査の流れ

ーーー …1次面 糊欄糊 …2次面 輔輔叩 …3次面
平成9年度

3月

I区 -

2区 回国圃圃圃

3区

4区

5区

6区

7区

8区

9区

10区

11区

12区

13区

14区

15区

16区

17区

18区

19区

20区

21区

22区

23区

24区

25区

26区

27区

28区

29区

30区

31区

32区

33区

34区

35区

36区

37区

38区

39区

40区

41区

42区

43区

44区

45区

46区

4月

田園

固圃

5月

回.. 
回� :
l 圃圃

6月

-由・圃

平成10年度

7月 8月 9月

圃』恥吋噛嘩
1・・-

， -同l

-圃・圃圃圃

・同 1
回ー-ー
回ーー

..... 
-・・

-5一

10月

同l

圃

1 ・圃圃圃

ー�
固圃圃圃

; 田・・
; 固-

: 田・・

-

11月

圃園町 ! 

同l
ー 白

回・・

同同.
ーー
回ーー

固・・

田園

12月 1月 2月

圃・圃・・圃

- : 

1・圃・・

-

回国圃固



4月 5月 6月
47区 同ー:
48区
49区 : ・田園

50区
51区
52区
53区
54区
55区
56区
57区
58区
59区
60区
61区

4月 5月 6月
62区 田-ー・紛鎗製色
63区
64区
65区
66区
67区
68区
69区
70区
71区
72区
73区

4月 5月 6月
74区
75区

4月 5月 6月
76区 同ー:
77区 同】
78区 田園田園

79区
AB区

4月 5月 6月
AB区
C区
D区
E区

平成11年度
7月 8月 9月 10月

m 総 l

強蝿鴻摺帯雨脚

平成12年度
7月 8月 9月 10月

回・4欄勾欄， . 

圃回 。

ーー
。 。 圃同 i

平成13年度
7月 8月 9月 10月

-和風対描 : 

7月

: 固圃

7月

8月

同

8月

平成14年度
9月 10月

平成15年度
9月 10月

-6-

11月 12月 1月 2月 3月

ー

溜扱総崩

。 ' .-

11月 12月 1月 2月 3月

園・圃・・回

11月 12月 1月 2月 3月

11月 12月 1月 2月 3月

11月 12月 1月 2月 3月



第3節 調査体制

すべての調査は長野市 教 育委 員会(長野市埋蔵文化財センター) の直轄事業として実施した。 発掘調査は飯島

が担当し、 区画地点を山田・小野・荒木・小林(ま) 、 西友地点を清水・長瀬・山野井、 アクロス地点を山下が 補

助した。 整理調査は飯島・小野・清水・山下が担当し、 各調査員・作業 員が作業を分担した。 各年度における事

業内容および調査体制は表 2 のとおりである。

表 2 作業内容と調査体制

年度 平成9 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16

事
案

容
内

区画地点 発掘 発掘 発掘 発掘 発掘 発掘・整理 整理 整理
.司._. .._------------ -- -ー ー ー ー ー- -・4・・ ー・・・ーー ーーーー・ ・ ー ー ーーーー--ーー ーー，ー，ー・. ・ー------ --・- -- ・ ・ ・ ・ ・ - -曙 司- - ----・ - ---- ー ー ー --・ ・----・4・ ー・・- -匹 -- -- - ー .ト4・ ・ - -ト -_. .・ーー .

西友地点 発掘 発綴・整理 整理ー--_ . ._-ーー・. _--- - 骨-- ー ー ・ ー ・ ・・・ ・ーー --・-ー ー -- -ー- --嘩ー ー ー ー ー ー ー ーーー ーー ー------ -- -------ーーー

アクロス地点 発掘・整理 整理

教 育長 滝沢忠男 久保 健 久保 健 久保 健 久保 健 立岩睦秀 立岩睦秀 立岩睦秀4・ 4・・・ ーー ーーー・ー--・ー +・・ -- - ・ ---ー・ーー--ー・. ー・ーーーーーーーーーーーーーー --・ ---ー + 骨 骨骨-- _ .・ - - -- - ・・ ー ・ー ' ーー ーー ー ーー -ー -ー-ー- ー - ーー - -- ーー ー・. _ -- -・・-- --ー ・E ・ ・ ・ ・ーーーーーーーーー

統 所長 丸田修三 小林重夫 中 島昌之 磯野久夫 議野久夫 磁野久夫 磯野久夫 矢口忠良
ー・ーーーー，ーーー _-------_ -- --・ 司 ・----- --- ー ー ---・--- ‘ ー ・ ーー

括
所長 補佐

小林重夫 矢口忠良 矢口忠良 矢口忠良 矢口忠良 矢口忠良 矢口忠良

矢口忠良 宮津秀幸

係
庶務

係長 小林重夫 宮津秀幸 北村 実寛 北村 実寛 北村 実寛 山岸恒雄 山岸恒雄 山岸恒雄
---------ーーーーーー，ーーー ------- _ ・p・----ー ー ー ---- ・E ・ E ・ ーーー

職 員 青木厚子 青木厚子 青木厚子 青木厚子 青木厚子 青木厚子 吉村久江 吉村久江

係長 矢口忠良 矢口忠良 矢口忠良 矢口忠良 千野 浩 青木和明 青木和明
ーーーーーーー司 ーー ー・ーーーーーー. ー ー・4・--- ・ ・ 4・ ・・ ・ ・ ーー・ー ・4・-- -- --- ー ー ーーーーー・ー ー ー ー ー

主査
千野 j告 千野 浩 千野 浩 千野 浩 千野 浩 飯島哲也 飯島哲也 飯島哲也

飯島哲也 飯島哲也 風間栄一---亭 4・・・ー・・--・- ------ - -・--・・v ・・ ーーー _ ---ー . ーー-ー-ーーー・ーーーーーーー ー ーー--・-----ー----- ------・ --・E・ー -ー. ー ・・ ・・ ・ーーー ーーー ー ー ・ー ・ ・ --- - --ー・ - -ーー・ -------

飯島哲也 飯島哲也 飯島哲也 風間栄一 風間栄一 風間栄一 風間栄一 小林和子

主事 風間栄一 風間栄一 風間栄一 小林和子 小林和子 小林和子 小林和子

小林和子 小林和子 小林和子
ーーー.ーーー-ーーーー・.ーーーーーー ーーーー・---_- --圃』圃司-- ー ーー ー -----ー-ーー ー- - ーー・ーーー・ーーーー ーー・ーー

専門主事 清水 武 荒木 宏 荒木 宏 荒木 宏
ー ーー---------ー・.ーーーー ーー・ーーーー・ーーーー---・ ー_-_-- 圃--尋 d‘・ー ・・ ・-- ーー ・ー ーー ー ーーー ーー ー ーーーーーーーーーー------ 圃

調
査

中 殿章子 中 殿章子 中 殿章子 中 殿章子 中 殿章子 西j署員弓 小野由美子 堀内健 次

山田美弥子 山田美弥子 山田美弥子 山田美弥子 北村美弥子 小野由美子 堀内健 次 清水竜太
係

西j挙巽弓 西j宰員弓 西j事異弓 西j宰虞弓 西j峯民弓 堀内健 次 宮川明美 遠藤恵笑子

小野由美子 小野由美子 小野由美子 小野由美子 小野由美子 宮川明美 清水竜太 長瀬 出

専門 員
堀内健 次 堀内健 次 堀内健 次 堀内健 次 堀内健 次 清水竜太 山下大 輔 山野井智子

藤田隆之 藤田隆之 藤田隆之 藤田隆之 藤田隆之 内山 梢 遠藤恵実子 石丸敦史

宮川明美 宮川明美 宮川明美 宮川明美 宮川明美 山下大 輔 長瀬 出 小出泰弘

小林まゆ伎 小林まゆ佳 小林まゆ佳 清水竜太 清水竜太 遠藤恵実子 山野井智子 森田利枝

清水竜太 清水竜太 内山 梢 藤原崇志 宮沢浩司

山岸千晃
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調査 指導

元 信州大学医学部第2 解剖学教室

長野県 立 歴史 館 考 古資 料 課 専門主事

長 野 県 埋 蔵 文 化 財センター調査 部 長

長野県 埋蔵 文化財センター調 査 課 長

調査 研究員

飯 山 市 立 第 一 中学校 教 頭

遺物保存処理

長野県 立 歴史館 考古資料課保存処理班長

石材鑑定

長 野 市立 茶臼山自然史 館学芸員

西 i峯 寿晃

綿田 弘 実

小 林 秀 夫

土 屋 積

青 木 一 男・西 山 克己 ・ 費 田 明 ・ 臼 居 直之

寺 内 陸夫・黒 岩 隆 ・ 町 田 勝則

宮 下 健 司

白i畢 勝彦

畠山 幸司

調査 補助員

井上一 也 ・ 太田昔志・佐藤信孝 ・ 藤木潤. 1青地良太 ・妻方尚也 ・ 松田 剛(以上、 専修大学生) 、 古田聡美(駒沢

大学生)、 保科高志(高知大学生) 、 大井麻子・小林園美 ・ 小林千恵 ・ 山上恵美(以上、 長野商業高校郷土班) 、

秋山織絵・柴野愛華・染野幸治 ・ 竹内恵理 ・ 中村浩子(以上、 長野商業高校 考古学同好会) 、 近藤 由 美子、

竹本友美(鶴見大学生) 、 向山純子、 清水武

発掘作業員

青木正次、 荒木保、 池田賢二、 市野川峰子、 一色茂喜、 今村展遠、岩崎利子、 上野文子、 内山弘子、

内山善徳、 大峡静子、 岡本輝江、 小畑安市、 笠井旭好、 風間章雄、 風間政道、 金子宣夫、 金子ユキ、

柄浮みよ子、 柄j畢ヨリ子、 北原京子、 北村宣之、 倉浮昭光、 倉 島邦子、 古岩井雅彦、 神頭昭夫、

神頭和賀子、 小林明、 小林紀代美、 小林三郎、 小宮山武男、 小宮山盛雄、 坂本昇、 佐藤ひで子、

佐藤幸子、 渋沢幸治、 鈴木友江、 回井中志保子、 高木英子、 武内祐之、 多城恵 子、 玉井清子、 寺 沢良治、

伝田忠志、 富永亮、 中川敏明 、 中津秀子、 中村恭子、 中村忠彦、 名取正秋、 成田孜子、 成田とよみ、

橋爪孝次、 畑山よしみ、 林貞子、 原厚二、 原田いづみ、 原田静子、 原庄子、 藤本寧子、 保坂豊子、

松本裕一、 丸山武雄、 丸山良子、 丸山吉司、 宮川忠、 宮津けさよ、 宮下文一、 宮 島静美、 村越宮子、

村田定男、 村田政子、 村橋寿美男、 安 武京子、 柳沢隆夫、 山口悦子、 山田茂雄、 山本康子、 雪入治隆、

横田与志子、 吉 浮きよ江、 若林次郎、 和田五男、 和田高治

整理調査 員

青木善子、 池田寛子、 小野由 美子、 多羅沢美恵 子、 鳥羽徳子、 中 殿章子、 武藤信子、 矢口栄子

整理作業 員

池田賢二、 倉 島敬子、 小泉ひろ美、 清水さゆり、 関崎文子、 塚田容子、 富田景子、 西 尾千枝、 橋爪孝次、

三好明 子、 村松正子
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第E章 遺跡の概要

第1節 檀田遺跡の位置と地形

檀田遺跡が所在する長野市は県 の北部に位置する県 庁所在地で、 長野県 の一般的な地域区分では北信地域に属

している。 市域を地形的にみると、 中央には長野盆地が広がり、 東西には盆地を画する東部山地 ・ 西部山地の山

並みが連なっている。 長野盆地は長野県 北部の千曲川下流域に広がる盆地で、 通称「善光寺平」とも呼ばれる。

長さ約30回、 最大幅約 10kmの南西~北東方向に主軸をもっ狭長な紡錘形を呈し、 最も幅が広くなる中央部分を長

野市が占めている。 長野盆地は盆地中央を縦貫して北流する千曲川の氾濫原堆積物や、 周囲の山地から流れ出て

千曲川に合流する中小河川の扇状地堆積物によって形成された盆地で、 大 部分が後者により占められている。

檀田遺跡が位置するのは、 市域の北西部を占める浅川l扇状地の扇央部左岸である。 浅川扇状地は西部山地の北

部にそびえる飯縄山(標高1917m) に源を発する浅川が形成した扇状地で、調査地北西の浅川東条付近を扇頂とし

て扇状地面を南東方面に広げ、 扇端は南で裾花川扇状地、 東で千曲川氾濫原の後背湿地に接している。 扇頂~扇

央には|を起した古 い扇状地面が開析された谷地形が約 2 kmにわたってみられ、 これを見下ろす檀田遺跡付近では

河床との比高差は約 5 mにおよんでいる。 浅川の土砂運搬作用は現在でも活発に行われており、 扇端側では新た

な扇状地面が発達しつつある。このため、浅川は扇端の吉田付近で]R 信越線をまたぐ天井川となっている。檀田

遺跡が立地するのは現況標 高414-396mの緩傾斜地であり、 一帯は果樹園や水固などに利用されていた。

引用・参考文献

長野市誌編 さん委員会 1997 r長野市誌』第 I 巻 自然編

第2節 浅川扇状地上の周辺遺跡

檀田遺跡が立地する浅川扇状地は市内で、も有数の遺跡密集地として知られ、 その範囲は「浅川扇状地遺跡群J

として把握されている。 本節では、 浅川扇状地遺跡群内の遺跡および扇状地を見下ろす山上の遺跡を、 発掘調査

が行われた遺跡を中心に時期を追って概観していきたい。

縄文時代 扇状地上に初めて人類の足跡が認められる時期である。 該期は前期前葉(関山式) の牟礼バイパスA

地点遺跡( 4 ) ・ 浅川端遺跡(23 ) を初現として、 以後、 前期後葉~後期の松ノ木田遺跡(11 ・ 12) 、 後期の吉田

古 屋敷遺跡(39)・ 吉田四ツ屋遺跡(40)と継続的に集落が営まれている。松ノ木田遺跡では、第1次調査地点(11)

で前期後葉・中期後葉、 第2次調査地点(12 ) で後期の遺構が検出された。 前期後葉の竪穴住居からは垂飾品 ・

勾玉などに転用された30点余りの暁状耳飾が砥石、 垂飾品・ 管玉の未製品などとともに検出され、 本遺跡、におい

て狭状耳飴iを再加工した石製装身具 類の 生産が行われていたと推測されている。

弥生時代 扇状地上において本格的な開発が始まったと考えられ、 縄文時代に比べて遺跡数は増加する。 中期後

半(栗林式) では本堀遺跡(16 )・ 二ツ宮遺跡(17 )・ 牟礼バイパスD地点遺跡( 7 )・ 本村ー東沖遺跡(27 )・ 浅川

端遺跡 ・ 徳間本堂原遺跡(18) ・ 吉田古屋敷遺跡で集落が検出された。 いずれの遺跡も検出住居数が10軒に満たな

い小規模集落であるが、 徳間本堂原遺跡では竪穴住居とともに 4基の磯床木棺墓が集中して検出され、 当時の集

落構造を良好に示している。 後期前葉(吉田式) の遺跡は前後する時期に比べて少ないものの、 長野吉田 高校グ

ランド遺跡(29) や二ツ宮遺跡で単一時期の集落が良好な状態で検出されている。 吉田式土器の標識遺跡として

著名な長野吉田 高校グランド遺跡では、 東北地方の天王山式土器や天王山式土器の要素を取り入れた吉田式土器
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が出土したほか、 天王山式土器と同じ分布域を持つアメリカ式石鍬が未製品も含めて 5 点出土した。 該期におけ

る数少ない東北地方との交流を示す遺物として注目されよう。 後期後半(箱清水式)の集落は神楽橋遺跡、(13)・

下字木遺跡、(31)・本村 東沖遺跡で、見つかっている。 集落を構成する住居数は増加傾向にあり、 本村 東沖遺跡第1

次調査地点(27)では41軒もの竪穴住居が検出された。 本村 東沖遺跡では在地土器とともに多くの北陸系土器が

出土しており、 北陸系土器の流入が本格化する弥生時代末から古墳時代初頭に先んじる共伴事例として評価され
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図 4 檀因遺跡の位置

1 . 2 植 田遺跡 ( 安 は調 査地)、 3 若槻山城、 4 - 8 牟礼バ イ パ ス A-E地点遺跡、 9 浅川西条遺跡、 10 若槻里城

1 1 ・ 1 2、 松ノ木 田 遺跡、 1 3 布11楽橋遺跡 14 稲添遺跡、 1 5 柳田遺跡、 1 6 本堀遺跡、 17 二ツ宮逃跡

1 8 徳間本堂原遺跡、 1 9 駒沢新町遺跡、 20 駒沢城、 21 地附山古墳群、 22 湯谷東古墳群、 23 ・ 24 浅 川端遺跡

25 押鐙遺跡、 26 盛f云寺 居館跡、 27 ・ 28 本村東itfl遺跡、 29 長野吉田 高 校 グラン ド遺跡、 30 折l鐙城、 31 下字木遺跡、

32 相ノ木城、 33- 38、 三輪遺跡、 39 吉田古屋敷遺跡、 40 吉田四ツ屋遺跡

図 5 徳田遺跡周辺の地形と主要遺跡
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る。 また第2次調査地点(28) では、 第1次調査地点と同時期の円形周溝墓 3基・木棺墓 6基・土器棺墓 1基か

ら構成される墓域が検出された。 副葬品には土器・銅釧・鉄鎖11・鉄鉱・管玉・ ガラス小 玉などが見られる。

古境時代 徳間本堂原遺跡・牟礼バイパスD地点遺跡・本村-東Nl遺跡・柳田遺跡(15) ・吉田四ツ屋遺跡、で前期、

本村 東川I遺跡・二ツ宮遺跡・牟礼バイパスB地点遺跡( 5 ) ・浅川端遺跡(24) ・ 三輪遺跡(33-38) で中期、 二

ツ宮遺跡 ・吉田古屋敷遺跡・三輪遺跡・牟礼バイパスB 地点遺跡で後期の集落が検出されている。 中期の本村 東

沖遺跡は該期の拠点集落であり、 石製模造品の製作工房を含む 56軒の竪穴住居が検出されたほか、 出土遺物には

多量の古式須恵器や子持勾玉・土鈴などの特殊な祭杷遺物が認められた。 北西の山上に立地し、 合掌形石室を内

包する古墳群として著名な地附山古墳群(21) の造営期間と存続期聞が重複することから、 古 墳群の築造に直接

関わった人々の居住域と考えられている。前期と後期の集落規模はいずれも小さく、 詳細な内容は明らかでない。

墓は吉田四ツ屋遺跡で前期の前方後方形周溝墓、 徳間本堂原遺跡で中期の円墳が検出された。 徳間本堂原遺跡の

円墳は墳丘が完全に削平された埋没古墳であり、 山上に築造される同時期古墳とは明らかに異なる立地である点

が注 意される。 後期に属するものは 6 世紀末頃構築された湯谷東古墳群(22) が知られる。 元は 7基の円墳で構

成されたが、 水田や宅地の造成により多くが煙滅し、 現在に残るのは 2号墳のみである。 調査が行われた 1号墳

は直径 11. 5m横穴式石室を内蔵する土石混合墳であった。前庭部より須恵 器が出土したほか、 石 室内部より武具・

馬具 ・装身具 など多数の副葬品が出土している。 扇端部に位置する 駒沢新町遺跡(19) では中期の祭杷遺構が半

径 20mほどの範囲内に集中して 5ヶ所検出された。中でも 1号祭杷遺構は最大 の規模をもち、 総数500個体を超え

る多量の土師器と共に、 900点を数える臼玉や石製模造品・鉄鉱・ガラス小 玉などが出土している。

奈良・ 平安時代 二ツ宮遺跡・浅川西条遺跡( 9 ) ・牟礼バイパスB地点遺跡・同C地点遺跡( 6 ) ・同D地点遺

跡で集落が検出されている。 当地は仏教を積極的に受容してきた地域であったことが窺われ、 その痕跡、が考古学

的に認められる。 古 くは扇状地の北に位置する吉古 墳群 3号墳で横穴式石 室の奥壁に合掌をする人物が娘刻され

ているほか、 遺構として確認されていないが稲田・徳間地域では寺に関連した字名の存在や古 瓦の出土事例から

古代寺院の存在が 指摘されている。 造物としても稲添遺跡(14) の瓦塔、 二ツ宮遺跡の鴎尾片、 本堀遺跡・牟礼

バイパスC地点遺跡・同D地点遺跡の軒瓦のように仏教関連の遺物が多く出土している。

中世 扇状地を見下ろす山上には三登山の若槻山城( 3 ) をはじめとして多くの山城が存在し、 また、 扇状地上

には若槻里城(10) ・ 駒沢城(20) ・盛伝寺居館 跡(26) ・押鐘城(30) ・相ノ木城(32) などの城館 跡が知られて

いる。 発掘調査が実施された 駒沢城では、 堀と考えられる構状遺構や柵列・掘立柱建物などが検出されている。

第3節 檀田遺跡の既往調査

植田遺跡、は北長野ゴルフセンターの建設に先 立つて平成 2 年度に実施された試掘調査により発見された遺跡で

ある。 この調査では事業地の東半分において遺跡の展開が認められなかったことから、 発掘調査は西半分のフェ

ンス支 柱埋設部分16ヶ所について行われた(図 7 ) 。 なお、 遺跡名には大字を冠した「浅川扇状地遺跡群 檀田遺

跡、」として報告された。 調査の結果、 古 墳時代中期?講 1 条、 古墳時代後期竪穴住居 2 軒、 平安時代竪穴住居 5

軒、 時期不明竪穴住居 4 軒の他に、 遺構にともなわない縄文時代・弥 生時代の土器が検出され、 檀回遺跡、が平安

時代を中心として弥生時代から中世まで存続した集落遺跡であることが判明 した。 また、 発掘調査に併せて実施

された周辺の分布調査の成果も踏まえて、 調査地西方の浅川変電所から若月神社付近を中心に現檀田集落付近を

東端として展開する遺跡範囲を予想した。
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図 6 檀回遺跡周辺の小字名
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図 7 檀因遺跡第1次調査地点の遺構配置
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第E章 調査成果

第1節 遺構分布の概要

調査区の配置は起因事情の性格から東西および南北に狭長なトレンチを巡らせたような状況を呈している。 調

査面積は、 区画地点の調査にともなう 6 m幅の区画街路部分が主体を占める事業地北側に対して、 幅22mの北部

幹線部分やこれに面した広い街区内を調査対象とした西友地点・ アクロス地点が位置する事業地南側が占める割

合が 高い。 調査では縄文時代から中世までの多数の遺構が検出されたが、 遺構遺存状況は上記のような事情から

事業地南側の方が概ね良好といえる。

調査地には遺構分布が濃密な区域と希薄な区域が比較的明瞭に観察された。 遺構が集中するのは事業地北西に

位置する54区と南東に位置する48区を結ぶ線上の調査区と、 同じく北西に位置する 4 区と南東に位置する67区を

結ぶ線上の調査区である。 一方遺構がほとんど検出されていないのは遺構が集中する区域の北東および南西に位

置する調査区である。 後者は旧河道流路の範囲と考えられ、 調査地のいたるところで地形の落ち込みゃ土質の変

化としてその痕跡が検出された。 大 正15年測図の周辺地形図にこの旧河道と主要遺構の位置を重ねたものが図 8

である。 これをみると、 扇頂部に近い図左上の浅川小学校 付近にみられる谷地形と事業地中央の旧河道が連続す

る位置関係にあり、 本来同一地形であったものが調査地付近では測量 当時においても視認されないほどに土砂の

堆積が進んでいたことが看取される。 地形が現在に近い状態になったのは、 早くとも旧河道埋土上に遺構が確認

される平安時代 以降のことと考えられる。 それ以前については、 中央の旧河道を境とする 2ヶ所の遺構集中区域
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図 8 調査地周辺の旧地形と主要遺構分布
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において後述するように遺構の内容に差が認められ、 窪地状を呈する地形が両者の土地利用を地形的に区画して

いたと推測される。本書では遺構が集中する区域を旧河道の窪地に対する微 高地と認識し、 それぞれ北東微 高地・

南西微 高地と呼称することとする。

それぞれの微 高地の特色を簡単にまとめると 以下のようになる。

北東微高地(3�7・10・18�21・25�32・35�38 ・ 64�67 ・ 69・74・75区)

遺構の分布は南西微 高地と比べて散在的であり、 空閑地には上記した河道とは別の小規模な河道が存在してい

たと考えられる。 検出された竪穴住居は弥生時代中期・古 墳時代中期に比定されるが、 多数を占めるのは前者で

あり、 後者は 1 軒のみの検出にとどまっている。 弥 生時代後期には円形周溝墓・土器棺墓、 古 墳時代前期には前

方後方形周溝墓・方形周溝墓が構築され、 墓域として選地されている。 古 墳時代後期には若干の遺物の存在が認

められるものの、 明 確な遺構は検出されていない。

南西微高地(23 ・ 33 ・ 34 ・ 42�46・48�57・60�63・70�73・76�79' A�E区)

縄文時代中期から中世までの遺構が多数検出された。 第1次調査で検出された集落も同一微 高地上にのると考

えられる。 遺構分布は西寄りのC区を中心とした付近が極めて密で、 D区付近の僅かな空閑地を挟んで東寄りで

は粗になる。 D 区付近の空閑地は河道の可能性が考えられており、 これを含めて一連の地形として認識すること

には問題もあるが、 その詳細が明らかでないことから大 きく一括して把握することとする。 南西微 高地では 2 面

の検出面が設定された調査区が多く、D区以西では概ね 1次面で古墳時代以降、 2次面で弥生時代以前を検出し、

またD区から東では 1次面で弥 生時代 以降、 2次面で縄文時代の遺構を検出した。検出面の比 高差はB 区東側で

は30cm、 63区東側で、は60cmと徐々に大 きくなるが、 48区では下層遺構の存在が部分的なトレンチ調査では認識で

きないほど大 きくなっており、 縄文時代中期の埋聾(48② SR1 ) は 1次面の調査終了後に工事業者によって発見

されたほどである。 南西微 高地は各時代における居住域として継続的に選地されていたことが看取されるが、 西

よりの61区で検出された弥生時代中期の木棺墓群や、 東寄りの48区で検出された弥 生時代後期の円形周溝墓群の

ように、 一部の時代では墓域としても利用されている。 48区についてはD 区付近の河道により居住域と地形的に

区画されていた可能性が考えられ、 北東微 高地と同様の選地意識が働いていたといえる。

本遺跡と 同様な遺構分布は檀田遺跡、の上流側に位置する縄文時代集落である松ノ木田遺跡でも認められてい

る。 松ノ木田遺跡では、 南西微 高地に連続する微 高地上に集落形成が行われており、 中央の河道と連続する微 高

地北東側への展開は認められていない。

第2節 遺構と遺物

検出された遺構 ・ 遺物を縄文時代中期・弥 生時代中期・間後期 ・ 古墳時代前期~中期・間後期・平安時代~中

世の 6 時期に分け、 遺物についてはさらに所属時期が不明 なものも加えて報告を行う。 本節では遺構配置図およ

び各種観察表を掲載し、 実測図および写真については第2 分冊にまとめた。

本書では時期が特定できる出土遺物がある遺構を優先 して報告を行うが、 遺存状況によっては遺物実測図や遺

構写真のみの掲載としたものもある。 所属時期が明らかにできなかったピット ・ 土坑 ・ 溝などについては全体図

上で表現した。 出土遺物は遺存状態の良いものを中心に図示したが、 特殊な遺物や遺構の時期を示すために必要

と判断した遺物については破片 資料でも図化を行っている。遺構名は調査時に付されたものを原 則的に用いたが、

複数調査区にわたって検出された遺構や、 整理の過程で性格の変更が必要と判断された遺構については遺構名の

統廃合および新たな遺構名の付与を行った。 いずれの場合もその変更内容については遺構観察表に記した。

刈斗A1Eム
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表 3 遺構観察表

遺構名

45② SA 1 

45② SA2 

45② SA3 

45② SA4 

結 合 ・ 切 り 合 い
遺構番号変更

形 態
(主軸方向)時期

縄中 ? 

純中 方形系

純中 ? 

縦中 ? 

45② SA5 45 ② SA4 に 切 ら || 縄中 1 ;不 整 楕 円 形れ る ' 

45② SA5 に 切 ら
45② SA6 I れ る 45 ② S B6 1 純中 | 不整楕 円 形

か ら 名 称変更

峨 SA7 I 縄中 | 楕 円 形

63② SA 1 

63② SA2 

63② SA3 

E ② SA1 

E ② SA2 

縄中 | 隅丸方形

純中 1 1鞠 丸方形

純中 | 隅丸方形

総中 1 ? 

純中 | 円 形系

E ② SA3 1 63② SA4 と 統合 | 単位中 | 楕円 形

E ② SA4 総中 | 不 整 円 形

E ② SA5 制中 1 1偶 丸方形

規 模
(単位 : m) 

長 さ 6. 70

長径6. 1 6
短径5. 22

掲載図版番号

実視Jj図 : 写 真

遺構1 遺構1

遺構l、 土器89 遺構l
遺構1 : 遺構 l
遺 構 1 : 遺構1

遺 構 I、 石 製 F
' : 遺構1、 石 製品361 1 7  

構 造

主柱 ? (P1 ' 4) 

主柱 ? (P1 -4) 
地床炉

特 記 事 項

長 径5. 25 1 
1 遺構1、 土器89 遺構l短径4. 98 1 

長径6. 02 1 :遺構 1 、 土器89、 ! 遺構l、 石製 品 35 ・� '!:r� � .. �11���.. ; � 1t"t .b 1_1 ;:PClllh J .) I 地床炉 ?短径 (5. 10) 1 石 製 品 1 13 ・ 120 : 38 

長軌6. 20
短軸4. 82

長期115. 76
短軸 (4. 96)

長径8. 80
短径7. 46

長径5. 82
短径5. 24

長事116. 40
短軸4. 86

遺構2、 土務89 " ..1>_ .&.-.l!: .. I 1l.1l ... .... I I 、 : 遺構1 、 土 昔if32、 土 | 主柱6本 ? 、 地床炉 x 2土 製 品 1 2 1 、 石製 : ::; l;:�: _'_':lT;:�;' -:: I j 製 品38、 石製品35 1 間 仕切 り 溝 ?品 1 1 3

遺構2、 土器90、 : ;Ìfi構 1 、 土器32、 石
石 製 品 1 1 9 : 製品37
遺 構2、 石 製 F l

' : 遺構1、 石 製品351 1 3  

遺構2、 土器94 遺構1

遺構2、 土器94、 1i 遺構 1 、 石製品35石製 品 1 13

遺 構 3、 土 器 94 : 

地床炉 ?

地床炉

: 遺構2、 土器32 ・ 33、-98、 土 製 F I 
D : 土製品38、 石製品 | 主柱 ( 不 明 ) 、 地床炉1 2 1 、 石 製 品 1 1 3 ・ I

: 35-37 1 14 ・ 1 1 7

床面 よ り 土偶 (576) 、 K 7 よ り 税泊 玉 ( 未笑ìJ1リ ) が 出 土 し て い
る 。

墜沿 い に 巡 る 柱穴 の い ず れ かが主柱穴 に な る と 考 え ら れ
る 。

遺 構 4、 土 器 99 '.dJ......U�_ n 1_1Ul，，1'\ I_ I l 遺構2、 土器33、 土 I � .J..l. / -'- nCJ\ hl. M-.t.= ，. I 壁沿 い ド 巡 る 柱穴 の い ず れ かが主柱 穴 に な る と 考 え ら れ- 101 、 土 製 品 ， | 主柱 ( 不明) 、 地床炉、 入 |
』

: 製 品38、 石製品35 ・ �'::::' ���;7J I " ..\::Wl"" .. / '" I る 。 上層 よ り 土器が多 数出 土 し た。 ま た、 中 層 か ら は異形1 2 1 、 石製品 1 1 4 ・ 0 | 口 (SK l): 37 ・ 38、 土 製 品 1 2 1 I 1--1 \ '-'1\.. .1. 1 凹 石 (573) 、 土偶 (577) が集中 し た。1 1 5 ・ 1 1 9 ・ 120 : _ . -_. � - ，..... - - - 1 

遺構5、 土 器101 ， .1I，.....U:. .... 1_ IUl^ � -，- 1 +"，.� l.t. r+- .a.= Ilo-4 -:1_1.� . ... - . I "... 1 、 ; 遺構2、 土器34、 石 | 柱穴 、 地床炉 、 貯蔵穴 (P 1 貯蔵穴 か ら は 多 数の 黒l曜石チ ッ プが出 土 し て お り 、 石器製石 製品 1 13 ・ 1 1 5 ・ : :;:. I�;�: -L..̂. U�I . .rn '1_ 1 I �-:: / :: \ "'='/I"J7 .. ��J '-"' /" \� 
I ! 製 品 35-37 1 16 ・ 26) 作枇の可能性があ る 。1 17- 120 : 

'_ " .' -- _ . I - - --， 
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遺構名

E ② SA6 

E ② SA7 

E ② SA8 

63② SK l 

63② SK2 

E ② SK8 

E ② SK9 

E ② SK39 

E ② SK47 

63② SP79 

E ② SP28 

E ② S] l  

E ② S]2 

E ② S]3 

E ② S]4 

E ② SN l  

結 合 ・ 切 り 合 い
遺構番号変更

E ② SK 1 3 か ら 名
称変更

E ② SK24 か ら 名
称変更

E ② SK5 か ら 名
称変更
E ② SA8 に 切 ら
れ る

E ② SA3-K4 か ら
名称変更
E ② SA3 に 切 ら
れ る

時期 形 態 規 模
(主軸方向) (単位 : m) 

長径5. 45総中 不 整楕 円 形 短径4. 36

射日中 不 整楕 円 形 長ff5. 08
短径4. 00

崩Ug:r 不 撃 円 形 長径5. 90
短径5. 56

総司 : 円 形 径0. 95

長径0. 68純<1'1 椅 円 形 短径0. 5 1

制tlg:' 楕 円 形 長径0. 9 1
短径0. 65

純中 円形 径 1 . 3

純中 円 形 径0. 83

縄中 円 形 径O. 76 

総司コ 楕 円 形 長 径0. 51
短径0. 39

総中 円 形 径0. 49

縄中 円 7彩 径 1 . 0

総司 1 絡 円 形 長 径 1 . 46 
短径 1. 2 1  

�lI!g:r 円 形 径 1 . 25 

縄中 不 撃 円 形 長径1. 1 1
短径1. 02 

純'1'

掲載図版番号

実ìJlU図 写 真

遺構6、 土 音寺 102、 遺構3 土器33 土土製品121 、 石製
olM 13 ・ 1 15 ・ 1 18 ・ 製品 38、 石製品35

ï 1 9
�- � � - � �- : -38 

遺構6、 土器103 : 逃構3

遺
石

構
製

6
品

、 土
1 1

保
3
103、 ! j出品3、 石製品35

石製品 1 13 : 石製品35

石 製 品 1 1 3 石製品35

遺
1 15

構7、 石 製 品 : ill構3、 石製，fi，36

遺構7、 土持103 : 遺構3、 土器33

遺 構 7、 石 製 lHl ;; 石製品351 13 

遺 構 7、 石 製 品 ; 石製品371 19 ・ 120

遺構7、 土器90 土器32

遺構7、 土器103 : 

遺構8、 土器104 造構3、 土器34

遺精8、 土器104 遺構3、 土器34

遺構8、 土器105 逃構3、 土器34

逃構8、 土器 105、 遺構4 石製品36石 製品 l l6

遺構9、 土器 107 : :i凶器4

構 造 特 記 事 項

地床炉

主柱 (不明) 、 ;盟主主炉 壁沿い に 巡 る 柱 穴 の い ず れ かが主柱穴 に な る と 考 え ら れ
る 。

主柱 ? (P2 ・ 3 ・ 5 ・ 6 ・ 8- 1 1 ) 、 住居の掘 り 込み は雑誌、で き な か っ たが、 柱穴配列 よ り 範囲
土器放炉 を 確認 し た。

浅鉢を逆{立 に 向 け て 出 土 し て お り 、 そ の 脇 に は 人頭大の際
五E被葬 が二つ添 え ら れ て い た 。 型E 被で埋葬 さ れ た土機墓で あ る と

考 え ら れ る 。

斐被葬 浅鉢が出 土 し た箇所が一段高 く 、 被葬者の 頭 部 を の せ た 可
能性 も 考 え ら れ る 。 斐被葬であ る 叢然性が高い。

斐被葬 出 土土 器 は 一 方 の 隅 で ま と ま っ て 検出 さ れて お り 、 横 た え
ら れ た遺体の頭 部 に 被せ ら れ た も の と 推測 さ れ る 。

斐被葬 一方 の |判 よ り 深鉢が人頭大の磯 を 伴b 、 出土 し て お り 。 斐被
葬で埋葬 し た 土験墓で あ る と 推測 さ れ る 。
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遺構名

45② SD1 

48② SR1 

63② SR1 

E ② SR1 

E ② SR2 

E ② SX 1  

3① SA1 

3① SA2 

4① SA 1 

4① SA2 

10① SA1 

1 8① SA 1  

25① SA1 

29① SA1 

29① SA2 

30① SAl 

結 合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

63② SK 16か ら 名
称変更

E ② SK35か ら 名
称変更

32① SA2 と 統合
32 ① SA 1 に 切 ら
れ る

l時期 形 態 規 模
(主軸方向) ( 単位 : m) 

純中 NW-SE 幅2. 1
検出長7. 2

縦中

制II中 円 形 径0. 49

納中

縄中 椅 円 形 長径0. 48
短径0. 39

総中 幅0. 65

円形 長径4. 56弥 中 (N430 E)  短径4. 14

弥 中 円 形

弥 中 円 形 径6. 0

弥 中 円 形系

弥 中 円 形 径4. 56

弥 中 小判形 長柄112. 92
(N510 W) 録制112. 47

勃;�J 円形 径4. 1 1(N220 E) 

弥 中 円 形系

弥 中 円 形

弥 中 円 形

掲載図版番号

実iJ!IJ図 写 真

土捺92

土総91 i 遺構4、 土 �g，32

泣構8、 土器90 遺構4、 土器32

土椋106 : 遺構4、 土総34

遺構8、 土音寺106 : 遺構4、 土器34

遺構7 i 遺構3

巡t fl'li:10、 土器122 遺構4

近榊10、 土器 遺構4、 土器39、 石
122、 石製品 142 製 品42

遺 構 10、 土 器 :山
遺構123、 石製品 141 ・ : :iûffl4、 石 製叩41 ・

142
. - --

.- .- - .- : 42 

遺構10、 土器123 : 

遺 構 10、 土 音寺
巡構 製 品123、 石製If占 l;;ï i :iûf，'I}4、 石 41 

遺構10、 土器124 : j的存4

遺構 1 1 、 土器124 : 遺構4

遺 構 1 1 、 土 苦言 :
124、 土製品 144 : 土製品43

遺構11 、 土器124 : 遺構4

巡 構 1 1 、 土 器 : ìïl124、 石製品 142 ・ i 構4、 石製品41 ・

143 - - - .- .- - - - : 42 

構 造 特 記 事 項

調査終了 後 の 工事 に 伴 っ て 検出 さ れ た た め 、 2次而 と し て
扱 う 。 正確な検出位置 は 不 明 で あ る 。

有孔鍔付土器が正位で埋納 さ れ る 。 埋楚内の主I!.土は 一 層 の
み で あ り 、 中 か ら 造物 の 出 土 は な か っ た。

深沢系深鉢土器が正位に埋納 さ れ る 。 埋主主内の埋土 は一 層
であ り 、 遺物 の 出 土 は な か っ た。

集石遺構 に な る か ? 石 の一部 は 被熱 し て い る 。

主 柱 3/4 (Pl -3) 、 掘 込
炉、 入 口 施設 ? (P5) 、 !司
i蒋

主柱 ? (Pl -3) 、 掘込炉、
周i蒜

主 柱 ( 不明) 、 掘込炉、 周
iflí. 

主 柱 ( 不 明) 、 掘込炉、 周
1辞
主 柱4/4 (Pl -4) 、 地 1木
炉

主 柱 ( 不 明) 、 掘込炉、 周
語草

主柱 ? (P1 ) 、 周溝

主柱 (不明 ) 、 掘込炉、 周
i斡



信為
己コ

遺構名

32① SA1 

33① SA3 

34① SA4 

37① SA 1 

43① SA2 

50① SA 10 

5 1① SA2 

52② SA1 

52② SA3 

53② SA3 

53② SA7 

53② SA 1 1  

55① SA2 

55① SA4 

62② SA4 

結合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

43① SA3 と 統合
34 ① SA3 に 切 ら
れ る

43 ① SX1 に 切 ら
れ る

52② SA4 と 統合
52② SA2 に 切 ら
れ る

53 ② SA 1 1 、 C ②
SA12、 53① SD5に
切 ら れ る

53② SX1 か ら 名
称変更
C ① SA l l に 切 ら
れ る

C ② SA3 と 統合
53 ① SD5 に 切 ら
れ る

55① SA3 に 切 ら
れ る

時期 形 態 規 模
(主軸方向) (単位 : m)

長径6. 39弥中 円 形 短径6. 14

弥中 円形系

弥中 円形 径4. 69

弥中 円 形 長径3. 98
短径3. 83

弥中

弥中 長方形 長軸2. 96
(N360 E)  短軸2. 06

効、中 方形系

弥中 円 形 長径3. 90
(N700 W) 短径3. 71

弥中 円形系 径6. 68

弥中 円 形系

弥中 円 形系

長径4. 1 9弥 中 円 形 短径3. 90

弥中 方形系

弥中 楕 円 形

弥中 円 形系

掲載図版番号

実測図 写 真

遺 構 1 1 、 土 器
124 ・ 1 25、 土 製 品 遺構5、 土器39、 土
144、 石 製 品 141 製 品43、 石製品41 ・
- 143、 装 身 具 42、 装 身 具43
145 

遺構56

遺 構 1 1 、 土 器 。 遺構 土 製1 26、 土製品 144 : 見43

遺
14

構
4
12、 土 製 品 遺構5、 土製品43

遺構12、 土 器 126 : 遺構5

遺 構 12、 土 器 i
126、 石製品 142 : 遺構5、 石製品42

遺構12、 土器1 26 : 遺構5

遺 構 12、 土 器 : 遺構5、 石製品41 ・
126、 石 製 品 141 : 42 

遺 構 1 2、 土 器 :
遺 構 石 製 品

127、 石製品 141 ・ : illfl45， n �，m41 ・

Î43
' _ . -- _ ._ - -- : 42 

遺 構 1 2、 土 器
遺 構127、 石 製 品 l..ï ï : :ilifl45 

遺構13、 土器 127 遺構5

遺構
l

13、 土器 128 : 遺構5、 土器39、 石- 1 3 1 、 石 製 p1 ・: 製 品4 1 ・ 42141- 143 

遺構13 j 遺構5

遺構13 : i章構5

構 造 特 記 事 項

原 石 ・ 石核 未 製 品 を 含 む 石 製 品 が76点 と 、 頁 岩 ・ 流紋岩 ・
主柱 (不明) 、 掘込炉、 周 チ ャ ー ト を 主体 と す る 剥 片 が約450点 出 土 し た 。 小型打製
溝、 床面被熱 x 3 石 器 の 製 作祉 で あ る 可能性が高 い。 土 製 円 板 の 出 土 も 多

u 、。

周 溝

主柱 (不明 ) 、 掘込炉、 周
i蒋

主 柱 6/6 (Pl - 3 ・ 5-7) 、
掘込炉、 周 溝

掘込炉

主 柱 4/4 (Pl -4) 、 掘 込
炉、 周 溝

主柱 (不明) 、 掘 込炉、 周
溝

主柱 (不明) 、 掘込炉、 周
i蒋

主柱 (不明) 、 周溝

主柱 (不明) 、 掘込炉、 周 焼失住居であ る 。 出 土土器中 に 熱 を 受 け て 変 形 ・ 変 色 を 生
i蒋 じ た 724 を 含む。

主柱 ? (P1 ) 、 周 溝

主柱、 周 溝 周 辺 の状況、 形態か ら 該期 の住居祉 と 判 断 さ れ る 。



遺構名 特 記 事 項

64① SA1 

64① SA2 

65① SA1 

69① SA1 

69① SA2 

結合・ 切 り 合い I n-H'" I 形 態 | 規 模| 時期 I;I:" _;'C.� \ I 遺構番号変更 I .'J"" I ( 主軸方向) I (単位 : m) 

弥中 | 円形

64① SA1 に 切 ら | 弥中 | 円形れる
65① SU1 に 切 ら | 弥中 | 円形れる

弥中 | 円形

弥中 | 円形系

長径6. 69
短径6. 0 1

長径3. 97
短径3. 83

掲載図版番号
実測図 ; 写 真

遺 構 13、 土 器 :: 遺構6、 石製品41 ・131 、 石製品142・ l
: 42、 装身具43143、 装身具145 : 

遺構13、 石製品 :; 遺構6、 石製品41141 

遺構14、 石製F '
， : 遺構6、 石製品41141  

遺 構 14、 土 器 :: 遺構6、 石製品41131 、 石製品141 : 
遺構14、 石製品 lj 石製品41141 

構 造

主 柱6/6 (P1-6) 、 掘 込
炉、 周溝

主柱 (不明) 、 搬込炉、 周
溝
主柱 (不明) 、 掘込炉 x 2、 1 2軒の住居祉が重複 し た も のか ?周溝
主柱 (不明) 、 掘込炉 x 2、
周溝

主柱 ? (P2) 、 周溝

74① SA1 主 柱4/4 (P1-4) 、 掘 込
炉、 周溝

74① SA2 

.... 

"1' 1 75① SA1 

弥中 | 円 形

74① SA1 に 切 ら | 弥中 | 長方形れる

長径4. 58
短径3. 9 1

長事112. 6 1

遺 構 14、 土 器 ，
: 遺構6、 土製品43、131 、 土製品144
l 

、 ; 石製品42石製品 143

遺構14、 土器132 : 遺構6 地床炉 ? 、 周溝

弥中 | 円形 径5. 56
1 + ....4-- ') (nn A .... \ +f:;:f '， I 焼失住居で、 炭化材が炉を 中心 に放射状に残存する 。 未実遺 構 14、 土 器 : 遺構6、 土器40、 土 | 主 柱 ? (P2-4 ・ 6) 、 掘 込 |
� 
'1..1. � .:;: '" "7 V/ " J� '-;_;: I i�IJ で あ る が被熱に よ る 著 し い変形・変色 を 生 じ た壷 ・ 楚 ・ 鉢132、 土製品144 : 製品43 炉、 周溝 | I F'/ " '....J I1.J. 各 1個体程度遺存 し て いた。

B ② SA4 主柱 (不明) 、 掘込炉、 周
溝

B ② SA5 

B ② SA6 

弥中 | 円形

B ② SA3 に 切 ら I "�� I 円形| 弥中 |れる I "J" I (N90' W) 

円形弥中 | (S81' E) 

径5. 14

長径4. 33
短径4. 26

長径6. 33
短径6. 29

内〆UM
一

令BA

唱EA

sq
-

a4

aq

 

口叩
一

口間
口聞

製
一

製

製

石
一

石

石

nhv
-

phv

phv

 構
一

機

構

造
一

遺

遺

品
一
器
弘

器
引

斑

一
土
制

土
耐

Z
一-h
U
HU一
人
製

弘
一
日

j
h則一
日
石

靴
3一
様川
上
船一
構
み

遺
HH一
遺
日
石一
遺
日

主柱3/4 (P2 ・ 3 ・ 7) 、 掘込
炉

主 柱7/7 (P1-7) 、 掘 込 | 未掲載資料に打製石鍬2点があ る 。炉、 周溝
53② SA9 と 統合

C ② SA13 1 c ① SA14に 切 ら | 弥中 | 円形
れる

長径4. 56 I 遺 構 15、 土 器 'Jh.�:H; .... ---r-�II n A n 主 柱 6/6 ? (P3 ・ 6 ・ 7 ・ 13
I � nlrr _;_V�II �1 � : 遺構6、 石製品42 I 短径3. 24 I 133、 石製品 142 .... t:s.-w.rv'\ '�I 4'<.I.II"I"'"' 1 -- 15) 、 掘込炉、 周溝

C ② SA14 1 53② SA10 と 統合 | 弥中 | 楕 円形

C ② SA19 弥中 | 円形

長径5. 1 1
短径3. 2 1

長径5. 31
短径5. 03

遺構15、 土器134 : 遺構6

遺 構 16、 土 器 .，1'1_ J.-u: '" -，-JI>.I M . .. : 遺構6、 石製品41 ・ | 主 柱4/4 (P1-4) 、 掘 込134、 石製品 1 41 ・ J.t;5."li"rV，" 'W4'<.I.II-I"'1:: .L 
: 42 炉、 周溝、 床面被熱 x 3142 : .-



.p. 
N 

遺構名

C ② SA20 

C ② SA27 

E ① SA 1  

18① SK4 

26① SK10 

29① SK2 

60① SK3 

64① SK1 

64① SK9 

C ② SK 109 

C ② SK 1 1 1  

48① S]5 

61② S]l 

61② S]2 

6 1② S]3 

6 1② S]4 

61① SJ5 

結合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

C ② SA5 と 統合
C ② SA 1 9 に 切 ら
れ る

26 ① S07 に 切 ら
れ る

6 1 ① SA8 に 切 ら
�1. る

6 1 ① SA8 に 切 ら
れ る

形 態 規 模時期 (主軸方向) (単位 m) 

長径3. 78 弥中 円 形 短径3. 69

弥中 円 形系

弥中 円 形 径3. 93

弥中 円形 径0. 35

弥中 円形系

弥中 円形系 l�lliO. 54 

弥中 不整精 円 形 短径1. 00 

弥中 円形 径0. 34

弥中 不整形 1陥2. 26

弥 I ド 小 判 形 長南J13. 39
短取" 1. 94 

弥中 方形系 長 さ 3. 06

弥中 長方形 短軸1. 12 

弥中 長 方形 長南" 1 . 92 
(N390 W) 短期"0. 87

%i中 長方形 長期"2. 05
(N300 W) 短事"0. 96

長方形 長剥12. 1 0弥中 (N340 W) 短軸0. 85

長方形弥中 短lJiI"0. 73(N430 W) 

長方形弥中 (N430 E) 短:�QhO. 72 

掲載図版番号

実測図 写 真

遺
~
構
137

16、 土
土
器
製

13
品
5 : 遺構6、 土器40、 土

144 、 石 製 品 143、 製 品43、 石製品42、

装 身 具 145 装 身 具43

遺 構 16、 土 器
137、 土 製 品 144 土 製 品43

遺 構 16、 土 器 i 遺構6 ・ 7、 土器40、
137、 土 製 品 144 : 土製品43

土器138 : 遺構7

土器139 : j虚構7

土持 139 : 遺構7

遺 構 1 7、 土 一得 :
遺構 石 製 品

138、 石 製 品 143 : :iti:f，'I}7， .tJ�'I M2 

土器139 遺構7

石製品 143

遺構17、 土 器140 : 

逃構17、 土器140 : 遺構7

遺構18 ! 遺鱗7

造+再 1 9 : i:世情7

治構19 : 遺稿7

遺構20 : 1立構8

遺構20 ( 遺構8

遺
14

構
5

20、 装 身 具 遺構8、 装 身 具43

構 造 特 記 事 項

主 柱 4/4 (P l - 4) 、 掘 込 若干の 炭化材が認め ら れ、 焼失住居の 可能性 も あ る 。 北側IJ

炉 の床面 よ り 多量の土器が出土 し て お り 、 こ の 中 に熱 を 受け
て変形 ・ 変色 を 生 じ た 土一様 も 含 ま れ る 。

周iilt プ ラ ン は不明瞭で あ る 。

主 柱 4/4 (P l -4) 、 掘 込
炉

土器片が折 り 重 な る よ う に し て検出 さ れた。 一括投棄 さ れ
た も の か ?

土坑状の遺構か ?

小 口 穴 、 機敷 南東付 近 か ら 人歯が出土 し 、 南 東頭位 と 判 断 さ れ る 。 車整敷
横断面は浅い U 字形 を 呈す る 。

小 口 穴 、 磯敷 南東付近か ら 人歯が出 土 し 、 南東頭位 と 判 断 さ れ る 。

南東付近 か ら 人歯が出 土 し 、 南 東頭位 と 判 断 さ れ る 。 61②
小 口 穴 、 磯敷 SA8出 土の半玖状勾 玉 ( 1 588) が伴 っ た 可能性があ る 。 磯敷

横断面は浅い U 字形 を 呈 す る 。

北東小口付近か ら 人歯が出 土 し 、 北東頭位 と 判 断 さ れ る 。
小 口 穴 弥生時代後期 の61② SA8出 土 の 半玖状勾 玉 (1588) が伴 っ

た 可 能性があ る 。

南東付近 か ら 碧 玉 製 の 太形管玉が5点 出 土 し て い る 。 着装
小口穴 位置 を 示 す と す れ ば北東頭位 と な る 。 検 出 面 出 土 の 管玉

(2662) が伴 っ た 可能性が極 め て 高 い。



，p.. 
w 

遺構名

6 1② S]6 

6 1② S]7 

6 1② S]8 

6 1② S]9 

6① SD3 

27① SD1 

73① SU2 

3① SX1 

25① SX1 

43① SX1 

55① SX1 

33① SA2 

46① SA1 

46① SA2 

46① SA3 

50① SA7 

50② SA1 

結 合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

61 ① SA8 に 切 ら
れ る

3① SK4 を統合

34① SA2 を 統合

33 ① SA1 に 切 ら
れ る

46 ① SD1 に 切 ら
れ る

46 ① SD 1 に 切 ら
れ る

形 態時期 (主剥|方向)

弥中 長 方形
(N630 E) 

弥中 長方形
(N640 E) 

弥中 長方形
(N4 10 W) 

弥中 長 方 形
(N400 W) 

弥中 NW-SE 

弥中 W-E 

弥中

弥中 方形系
(N410 W) 

弥中 方形系
(N220 W) 

弥中 方形

弥中 不撃方形

弥後 縦長方形

弥後 方形系

弥後 縦長方形
(N420 W) 

弥後 縦長 方 形

弥後 方形
(N590 E)  

縦長方形弥後 (N490 W)  

規 模 掲載図版番号
(単位 : m) 構 造 特 記 事 項

実討!IJ i)g] 写 真

長 軸 1 . 86 遺構21 : 遺構8 小 口 穴 、 機敷短事110. 94

長 軸 1 . 83 遺
14

権
5

2 1 、 装 身 具 : :ìí:l:構8、 装 身 具43 小 口 穴 、 磯敷 碧玉製の細 形管玉が3点 出 土 し て い る 。 こ の う ち の 1 点は墓
短期110. 75  坑のす ぐ南側で検出 し た も の で あ る 。

長軸2. 02 遺構22 : 遺構8 小 口 穴 、 磯敷短軸 1 . 21 

長 軸 1 . 87 遺構22 ; 遺構8 小 口 穴 、 傑敷 際敷の両端 は 、 小 口 穴埋土の 沈 下 に 伴 い若干傾斜す る 。 、

IpNi2. 8 i 遺構8検 出 長 1 8. 0

幅 1 . 6 土器140、 石製品 ; 遺構9、 石 製 品4 1 ・
検 出 長 14. 0 141 ・ 143 : 42 

: 遺構9

長軸2. 82 遺構17、 土 器140 : 遺構9短j�IIl . 75 

長期112. 9 1 遺構17、 士宮号140短軸2. 22

長事112. 68 遺構9 所属時期l は 不確定 で あ る 。短軸2. 50

長軸2. 50 : j立構9短事112 . 36

遺構23、 土器146 遺構9 主 柱 3/4 (P l -3) 、 地 床
炉、 周 溝

遺構23、 土総146 遺構9 主 柱 1/ ? (P7) 、 入 口 (P2 P4 よ り 炭 化材が出土する 。-4、 P6 ・ 9は添柱 ? ) 

短j�II3. 97 遺構23、 土 探 146 : jfl 主 柱 2/ ? (P1 ' 2) 、 地 床
炉

造;構23、 土 器 146 遺緋9 主 柱 1 / ? (Pl ) 、 地床炉

長 期112. 98 遺構23、 土器146 遺構9 覆土 中 か ら 焼土検出 さ れ る 。 住居 に な ら な い 可能性 も あ
短期113. 37 る 。

長 取115. 44 主 柱4/4 (Pl -4) 、 入 口 建 て 替 え 、 も し く は補 修 を 行 っ て い る 可能性が高い。 P5 ・ 6 ・
短取113 . 90 逃構24、 二lニ総146 : 遺構9 (P7-9、 P10-12 ) 、 地床 1 3 - 1 5 は 添 え 柱 か ?炉 x 2



遺構名 特 記 事 項
結合・切 り 合い
遺構番号変更 時期 形 態

(主軸方向)
規 模

(単位 : m) 真
一
写

旦守一番一版一図丁
'

載一掲一
図『却価実

構 造

50② SA2 I B ② SA1 と 統合

50② SA3 

50② SA4 

50② SA6 

l 縦長方形弥後 |I (N430 W) 

弥後 縦長方形

b 方形弥後 7 : 〓 。
臥 N450 W) 

弥後 | 方形系

系方後弥
合
ι

統
奴

と
に
nL
EEE

 

即
決
qu
cL

 

的
時
時

Fhd
Fhd
・44

勾tA
 
肉、u鈎phd

 

長軸4. 43
短軸4. 21

逃構24、 土器147 : ì:輩格9

遺構24、 土器147 : 遺構9

遺構24、 土器148 : 遺構10、 土器44
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構一
構
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造一
巡
土
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一
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A唯
一
AUτ
E口

組一航
製

土一
土
土

F「υ
一
F、υ
、

円L
一
?“。，
“

構一
構
日
8

逃一
巡
~
M

主 柱 3/6 ? (Pl-3) 、 棟
持 柱 ? (P8) 、 入 口 (P4
-7) 、 地床炉

主柱1/ ? (P1 ) 、 入口 (P2 | 焼失住居であ る 。-4) 

主 柱 2/ ? (P1 ・ 2) 、 入
口 ? (K1) 、 地床炉 x 2

主 柱3/4 (Pl-3) 、 入 口
(P5-8) 

焼失住居であ る。

50② SA8 主柱 (不明) 、 地床炉50② SA5 に 切 ら I ， /.0 ，，， I 縦長方形| 弥後 |れる I " " ''''" I (N510 W) 
長軌3. 71
短軸3. 05 逃構25、 土器153 : 遺構10

51① SA1 
品
中‘

縦長方形弥後 | (N310 W) 
長軌5. 1 1
短車1J4. 26 遺構25、 土器153 : 遺構10

主 柱4/4 (Pl-4) 、 棟 持 lI 1次面で一部を 調査後、 2次面で全体を検出 し た。 全体図で柱 (P5) 、 入口 (P6-8) 、 地 || は2次面に掲載し て い る 。床炉、 周溝 l 

5 1② SA1 

5 1② SA2 

5 1② SA3 

弥後 | 縦長方形

| 縦長方形弥後 || (N240 W) 

弥後 | 方形系

長事1J6. 06
短軸4. 78 

遺 構 25、 土 器 ・: 遺構10、 土製品49 I 主柱1/ ? (P4) 153、 土製品188 ・
遺 構 26、 土 器 : 遺構10、 土持44、
154、 土製品188 : 土製品49

: 遺構10

主 柱4/4 (Pl-4) 、 入 口
(P5) 、 地床炉、 周溝

52① SA5 l 方形弥後 |I (N290 W) 
長事1J4. 62
短軌4. 42 遺構26、 土器154 : 遺構10

主 柱4/4 (Pl-5) 、 入 口
(P6-8) 、 地 床 炉、 被 熱
ピ ッ ト (P9) 、 床面被熱 ×
2 

52① SA7 

52② SA2 

弥後 | 方形系

弥後 | 方形系

遺構26、 土器154 : 遺構10
遺 構 26、 土 苦手 1
154、 土製品 188 ; 遺構10、 土製品49、 | 主柱1/ ? (P1) 、 i 石製品49石製品 187

主 柱 (不 明) 入 口 ? (P1 1 ・
12) 、 地床炉53② SA1 

53② SA4 

形方長縦後

後

弥

弥

p
り

内
り

切

切

、i

Fhd

D

A

 

nb

qu

 

②
る一
②
る

日
れ一
日
れ

遺構26、 土器154 : 遺構10

遺構27 i 遺構10



中h
u可

遺構名

53② SA5 

55① SA3 

55② SA 1 

56② SA1 

56② SA3 

57② SA 1 

57② SA5 

60② SA2 

60② SA4 

61① SA4 

6 1① SA6 

61① SA8 

62① SA1 

70① SA1 

78① SA2 

78① SA6 

結 合 ・ 切 り 合い
遺構番号変 更 時期

弥後

弥後

62② SA5 と 統合
55① SA1取 り 上 弥後
げ造物 を 含む

弥後

弥後

C ② SA26 と 統合 弥後

弥後

60① SA 2 取 り 上 弥後げ遺物 を 含 む

弥 後

弥 後

弥 後

弥後

弥後

弥後

弥後

弥後

形 態 規 模
(主軸方向) (単位 : m) 

縦長方形
(N360 W) 

楕 円 形 長 径4. 05
(N470 W) 短径3. 16

縦長方形
(N320 E) 

方形系

縦長方形 長軸5. 85

縦長方形

縦長方形

縦長方形 短軸4. 1

方形系

方形系

方形系

縦長方形 長軸7. 48(N730 W) 

方形系

方形系

縦長方形

掲載図版番号

実測図 写 真

遺構27、 土器155 : 遺構10

遺 構 27、 土 器 遺構 0 土製 品 9155、 土製品Iiis : iîHî41 、 4 

遺構27、 土器155 : 
- 1 56、 土 製 品 ! 遺構1 1 、 土 製品49
1 88 

遺構27、 土器156 : 遺 構 1 1

遺 構 27、 土 器 遺構1 1 、 土器44、
157、 土製品 188 土製 品49

遺構28、 土器157 : 遺構 1 1

遺 構 28、 土 器 :
158 ・ 1 59、 土製品 ( 遺構 1 1 、 土製 品49
188 

遺構28、 土器159 : 遺構 1 1

遺構28、 土 器160 : 遺構11

遺構29 : 遺構 1 1

遺 構 29、 土 器
159、 装 身 具 188 遺構1 1 、 装 身具50

遺
18

構
8
29、 装 身 具 遺構1 1 、 装 身 具50

遺 構 29、 土 器 j
遺構 製 品160、 石 製 品 187 i :i1iffi1 1 、 石 49 

遺構29、 土器160 : 遺構 1 1

遺構29、 土器161 : 遺
45

構 12、 土器44 ・

遺構30、 土器161 : 遺構 1 2

構 造 特 記 事 項

主 柱 3/4 (P1 ・ 3-5) 、 入
口 (P6-8) 、 地床炉

主柱 ? (P1 ・ 2) 、 入 口 ? (P 建 て 替 え を 行 っ た 可 能性が考 え ら れ る 。3 . 4、 P5- 7) 、 地床炉

主 柱 3/4 (Pl-3) 、 棟 持
柱 (P4) 、 埋土器炉 壷 ( 1083) を逆位に埋め、 炉体と し て使用 し て い る 。

焼失住居で あ る 。

主 柱 1 /4 (P1 )  

主柱2/4 (P1 ・ 2) 、 棟持柱
(P3) 、 地床炉 (炉縁石 ) 、
被熱 ピ ッ ト (P5)

主 柱 2/4 (Pl-4) 、 入 口
(P5) 

主 柱4/4 (P1-4) 、 地 床
炉

主 柱 3/4 (P l - 3) 、 入 口
(P4-6) 、 地 床 炉 (炉 縁 焼失住居の可能性が あ る 。
石 )

主柱2/4 (P 1 ・ 2) 、 地床炉

主柱2/4 (P 1 ・ 2) 、 棟持柱
(P4) 、 地床炉

主柱 ? (P1 )  

主 柱 (P 1) 、 地 床 炉 (炉 縁
石 )



*'" 
σ、

遺構名

79① SA2 

79① SA I0 

B ② SA2 

B ② SA3 

B ② SA7 

B ② SA8 

B ② SA9 

B ② SA10 

B ② SA l l 

B ① SA 1 2  

B ② SA14 

B ② SA15  

B ② SA16 

B ② SA 1 7  

B ② SA 1 8  

結 合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

79① SA6 ・ 10 に 切
ら れ る

B ② SD6 に 切 ら
れ る

B ② S D 1 ' 6 に 切
ら れ る

形 態 規 模l時期 (主軸方向) (単位 : m) 

縦長方形 長取116. 4 1弥 後 (N330 W )  短軸3. 73 

弥後

縦長方形 長 軌6. 09弥後 (N560 W) 短軌4. 78 

縦長方形 長事11 5. 62功、後 (N360 W) 短期114. 45

縦長方形 長軸7. 4 1弥 後 (N400 W )  短事115. 0 1

弥後 縦長方形 長事116. 45
(N420 W) 短車114. 08

縦長方形 長軸6. 60弥後 (N20 E) 短軸4. 69

功、後 縦長方形 長期115 . 26
(N430 W) 短車IU3. 90

弥後 縦長方形 短車114 . 37(N700 W) 

弥後 縦長方形 長軌8. 25
(N360 W) 短事115. 34

弥後 縦長方形 長事115 . 04
(N380 W) 短軸4. 35

功;後 縦長方形 長制15. 26
(N490 W) 短車114. 46

弥後 縦長方形 長制15. 66
(N260 W) 短軸5. 25

弥後 (N380 W) 

弥後 短判14. 53

掲載図版番 号

実 測 図 写 真

遺 構 30、 土 総 : 遺構 石製品162、 石製品187、
i � !13、 49、

装身 具 1 88 装 身具50

遺構30 : 遺構 1 2

遺 構 30、 土 器 : 遺構12、 土器45、
163 ・ 164 、 土製品 ! 土 製品49、 装 身 具
188、 装 身 具188 : 50 

遺 構 3 1、 土 器 :
遺 構 2 土器1 64 ・ 165、 右日製一品一 : llifl'ifl 、 45、

1 87 石製 品49

遺 構 32、 土 器 : 遺構 土器165 ・ 166、 石製品 i 12 、 46、

187 石製品49

遺構32、 土器167 : 遺構12、 土器46

遺 構 33、 土 器 遺 構 12 ・ 13、 土 告書
167 ・ 168 : 46 ・ 47

遺 構 34、 土 器 1
遺 構 石 製品169、 石製品 Iii7 i llitji}13、 49 

遺構34、 土持170 : 遺構13

遺構34、 土器170 逃構13

遺 構 34、 土 器
1 7 1 、 石製一品 187 遺構13、 石製品49

遺構35、 土持172 : 遺構13

遺構35、 土器172 : 遺構13

i 造構 1 3

遺構35、 土持172 : 遺構13、 土器47

構 造 特 記 事 項

主 柱4/4 (Pl-4) 、 地 床 覆 土 内 に 拳 ~ 人頭 大 の 川 原 石 が投棄 さ れて い た。炉

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 入 口 東 附 か ら 1 193- 1 1 97 ・ 1 199 ・ 1200が ま と ま っ て 出 土 し た 。 使
(P5-6) 、 地床炉 用 l時の状況が残 さ れ て い る 可 能性が高 い 。

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 入 口 焼失住居で、 中心か ら 放射 状 に 炭化材が残存す る 。 柱 穴 に
(P5) 、 地床炉 は 炭 化 し た柱材 が原位置 で残存 し て い た 。

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 入 口 被土 内 に 拳 ~ 人頭大の 川 原石が投棄 さ れて い た。(P5-7) 、 地床炉

主 柱4/4 (Pl-4) 、 入 口 覆 土 内 に 拳~ 人頭大の 川 原石が投棄 さ れて い た。(P5 ・ 6 )

主 柱4/4 (Pl -4) 、 棟 持 焼失住居で 中 心 か ら 放射状 に 炭 化 材が残存 し 、 壁面 に 強 い柱 (P5) 、 入 口 (P6-7) 、 地
床炉 被熱痕があ る 。 炭 直 上 に ベ ン ガ ラ の 集積が認め ら れ た 。

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 入 口 稜土内 に 拳 ~ 人頭大の 川 原石が投棄 さ れて い た。(P5 ・ 6) 、 地床炉

主 柱 2/ ? ( P l ・ 2) 、 入 口
(P3 ・ 4)

主柱4/4 (P l -4) 、 入 覆 土 は レ ン ス 状の 堆積 を な し て お り 、 1 次面 か ら 住居内へ
口 ? (P7) の 落 ち 込みが確認 さ れ た。

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 入 口
(P5 ' 6) 、 地床炉

主 柱 4/4 (Pl-4 ・ 8) 、 入 建 て 替 え を 行 っ て い る 。口 (P5- 7) 、 地床炉

主柱 ? 4/ 4 (P l -5) 1 次而か ら 住居内への 落 ち 込み が 落 ち 込みが石在認 さ れ た。

主柱4/4、 地床炉 掘 り 込み は 検出 さ れて い な い。

主 柱4 /4 (Pl-4) 、 地 床 プ ラ ン は 不 明瞭であ る 。 覆土中 よ り ス タ ン プ 文 の あ る 小型
炉 の査が出 土 し て い る 。



品
、司

遺構名

C ② SA 1  

C ② SA2 

C ② SA4 

C ② SA6 

C ② SA7 

C ② SA8 

C ② SA9 

C ② SA10 

C ② SA l l  

C ② SA12 

C ② SA 1 5  

C ② SA 1 7  

C ② SA18 

結合 ・ 切 り 合 い
遺構番号変更

C ① S A6 ・ 7 に 切
ら れ る

53 ① S A9、 C ②
SA 12に切 ら れ る

C ① SD 1 . SA l l に
切 ら れ る

57② SA2 と 統合

C ① SA5 ・ 1 9 ・ 20 ・
24に切 ら れ る

53② SA2 と 統合

C ① SA 1 7 に 切 ら
れ る

C ① S  A7 ・ 24 ・ 28
に切 ら れ る

形 態 規 模時期 (主軸方向) (単位 : m) 

弥後 縦長方形 短調114. 57(N120 w) 

縦長方形 長軸7. 06弥後 (N180 w) 短取114. 57

縦長方形 長軌8. 45弥後 (N400 w) 短事115. 9 1

縦長方形弥後 (N450 w) 

弥後 縦長方形 長制14. 74
(N530 w) 短事114. 18

弥後 縦長方形 長南1110. 24
(N280 W) 短事115. 59 

弥後 縦長方形 長 事114. 80
(N630 E) 短軸3. 74

弥後 縦長方形 長車119. 25
(N360 w) 短事115. 66

弥後 縦長方形 長取11 (6. 59) 
(S750 W) 短軸 (5. 00)

縦長方形 長軸7. 1 7弥後 (N380 w) 短紬4. 30

弥後 縦長方形 長期115. 72
(N220 w) 短軸4. 18

弥後 縦長方形 長軸6. 92
(N30 w) 短調115. 64

弥後 ブJ 形系 短事114. 16

掲載図版番号

実測図 写 真

遺構35、 土器1 73 : 遺構13

遺 構 36、 土 器 i遺 構 石 製 品 9173、 石 製 品 Úi7 ! i1l 11'lj: 14、

遺 構 36、 土 探
173、 石製品 187、 遺構14、 石 製 品49、

装 身 具 188 装 身具50

遺 構 37、 土 器 ; 遺 構 石製品 9174、 石 製 品 Úi7 ! :iR{ii} 14、

遺構37、 土 器1 75 : 遺構14

遺 構 38、 土 器 遺構141 7 5 ・ 1 76

遺構38、 土 器1 76 : 遺構14

遺 構 39、 土 器 遺構14 ・ 15177 ・ 178

遺構40、 土器178 : 遺構15、 土器47

逃幹事39 土器179 : 遺構15、 土禄47 ・
: 48 

遺構40、 土器180 : 遺構15

遺 構 40、 土 探 遺 構 装 身 具180、 装 身 具 úiä ! llifj'lj: 1 5、 50 

遺構4 1 、 土 器 1 80 : 遺構15

構 造 特 記 事 項

主柱 (pz) 、 入 口 ? ( K 1 ) 、
地床炉

主 柱 4/4 ? (Pl - 4) 、 棟 焼失住居で、 床 面 ・ 壁面 に 強 い 被熱痕跡があ る 。 炭 直上 に ベ持柱 (P5) 、 入 口 (P6) 、 地
床炉 ン ガ ラ の 集積が認め ら れ た。

主 柱4/4 (Pl -4) 、 入 口
(P5-8) 、 地 床 炉 ( 炉 縁 覆 土 中 よ り 扶入柱状片 刃 石 斧 ( 1591 ) や 、 土 製勾 玉 ( 1591 ) が石) 、 被 熱 ピ ッ ト (P18
-20) 、 床商被熱 x 4 、 周 出 土 し て い る 。

百時
王柱 ? (Pl ・ 2) 、 地床炉、
棟持柱 ? (P3) 、 床面被熱 プ ラ ン 東 半 は 土 探が出 土す る 範聞 か ら 判 断 し て い る 。
x 1 

主 柱4/4 (Pl-4) 、 入 口
(P5 ・ 6) 、 地床炉

主 柱4/4 (Pl-4) 、 入 口
(P5 ・ 6) 、 被熱 ピ ァ ト (P7 ・ 一般的な住居祉よ り も 柱穴が非常 に 大 き く 、 土坑状 を 呈す
8) 、 地床炉、 床 面 被熱 × る 。
1 

主 柱4 /4 (Pl-4) 、 地 床
炉 X 4

主 柱 6/6 (Pl-6) 、 棟 持
柱 (P7) 、 入 口 (P8- 10) 、 東l端付近 に 土器 の 良好 な 逃 存状況が認め ら れ た。地 床 炉 、 被 熱 ピ ッ ト (p
18) 

主柱 ? (P1 ) 、 地床炉

主 柱4/4 (Pl-4) 、 様 持
柱 (P5) 、 入 口 (P6 ・ 8) 、 地 東 隅 付 近 に 土 器 の 良 好 な 造存状況が認め ら れた。
床炉、 被熱 ピ ッ ト (P2 1 )

主 柱 4/4 (Pl -4) 、 入 口
(P5) 、 地床炉

主 柱 4/4 (P l -4) 、 入 口
(P5-8) 、 地床炉
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遺構名

C ② SA21  

C ② SA22 

C ② SA23 

C ② SA25 

4① SC2 

50② SK4 

25① S]l 

48① SJ3 

48① SJ7 

64① S] l 

4① SDZ 1  

1 9① SDZ1 

37① SDZ1 

48① SDZ 1  

結 合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

C ① SA17、 C ②
SA23に切 ら れ る

57② SA4 と 統合

4 ① SDZ 1 に 切 ら
れ る

検 出取 り 上 げ

4① SC1 か ら 名 称
変 更
4① SU 取 り 上 げ
遺物 を 含 め る

1 9 ① SC1 か ら 名
称変更

37 ① SC1 か ら 名
称変更

48① S] l を 主 体 部
と し て統合
48 ① SD l に 切 ら
れ る

時期 形 態
(主軸方向)

弥後 縦長方形
(N20 W) 

弥後 縦長方形
(N300 W) 

弥後 方形

弥後 方 形

弥後

弥後 不整形

弥後 掘 り 方不 明
(N2 10 W) 

弥後 長方形
(N550 E )  

弥後 不整円形
(N810 E)  

掘 り 方不明弥後 (N100 E)  

弥後 円形

弥後 円 形

弥 後 円 形

周 溝 ー 円 形

弥 後 主体部・ ・ ・ 長 方
*� 
(N540 E) 

規 模
(単位 : m) 

短軸3. 63

長軸9. 22

長軸3. 54
短軸2. 91

長軸 (5. 18)
短軌 (4. 82)

中高1 . 15 

長 軸 1 . 41 
短軸1 . 13 

長径0. 88
短径0. 74

周溝径7. 42

周 講径9. 41

周 溝径8. 78 
主体部

長軸2. 28
短軸 1 . 36 

掲載図版番号

実測図 写 真

遺 構 41 、 土 器 : 遺構 土製品180、 土製品 188 : iiH1f 15、 49 

遺構4 1 、 土器181 遺構15

遺
18

構
7
4 1 、 石製品 遺構15、 石製 品49

遺構4 1 、 土器181 : 遺構15

遺構43 : 遺構16

遺構42、 土器184 : 遺構15、 土器48

遺構42、 土器 182 : 土器48

遺構15

遺構42、 土器182 遺構15、 土器48

遺 構 42、 土 器 ! 遺構16、 土器48、
183、 石 製 品 187， : 石製 品49、 装 身 具
装 身 具 188 : 50 

遺構43、 土器184 遺構16、 土器48

遺構44 、 土 器 185 : 遺構16、 土器48

遺構43 : 遺構 1 6

遺構45、 装 身 具 遺構16 装 身具50189 ・ 190

構 造 特 記 事 項

主 柱 3/4 (Pl-3) 、 地 床
炉

主 柱 (P1 ・ 2) 、 入 口 (P4
-6 . K2) 、 地 床 炉、 被 葬品
ピ ッ ト (P7) 、 床面被熱 ×
l 

主柱 ? (P1 ・ 2) 、 地床炉、
周溝、 床商被熱 X 1

B ② SD6内部か ら 検出 さ れ て い る 。

受棺墓 掘 り 方 は不明であ る 。

土城墓

発棺墓

1 5 1 5 を 1514に挿入 す る 。 1514の上部は棺支 え と し て 利用 さ
合 口査棺墓 れ る 。 棺 内 か ら 半決状勾 玉が出土す る 。 石槌 ( 1 567) と の 関

係 は 明確 で な く 、 共伴 し な い可能性 も あ る 。

周 溝 周 溝 東側 よ り 遺物が集 中 し て 出 土 し た。

周 溝 図示 し た 遺物 は 周溝 内 の 南 側 の 覆 土 中 よ り ま と ま っ て 出
土 し た。 内部の方形遺構 は 主体部に な ら な い。

周 溝 推定周溝径が15m 弱 と な り 、 円 形周 溝墓 に な ら な い 可能性
があ る 。

主体部北東か ら 人歯が出土 し 、 北 東頭位 と 判 断 さ れ る 。 主
体部中央で は銅剣| の 下 位 に 鉄釧が連な っ て 出 土 し た。 ま た

周 溝 ( 南 西 に 関 口部) 主 体部北東 で は ガ ラ ス 小 玉 77個 が 糸 で つ な がれ た よ う な
主体部木棺墓 状況で 出 土 し た。 留11が腕、 ガ ラ ス 小玉が首への着装状態 を

留 め て い た 可能性が高い。 こ れ ら の周 囲 に ガ ラ ス 玉が散在
し て お り 、 埋葬時に撒かれた も の と 思 わ れ る 。



，p.. 
にD

遺構名

48① SDZ2 

48① SDZ4 

48① SDZ5 

48① SDZ6 

48① SDZ7 

48① SDZ8 

4① SD2 

26① SD7 

48① SD1 

55① SD6 

B ② SD2 

B ② SD6 

B ② SD8 

B ② SU2 

62① SX4 

6① SA1 

結 合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

48① S12を 主 体部
と し て統合
48 ① S D 1 ' S D Z1 
に 切 ら れ る

48① S]4 を 主 体 部
と し て統合

48 ① SD1 に 切 ら
れ る

48① SDZ2 に 切 ら
れ る

48 ① SD1 に 切 ら
れ る

48① S18を 主 体 部
と し て統合

63① SD12 と 同 一
遺構か ?

50② SD2 と 統合

形 態時期 (主軸方向)

周 溝・ ・ ・ 円 形

弥 後 主体部・ ・ ・ 長 方
形
(N39' E) 

周 溝 ・ ・ ・ 円 形

弥後 主体部・ ・ ・ 長 方
形
(N50' E) 

弥後 円 形 ?

弥後 円 形 ?

弥後 円 形 ?

弥後 円 形 ?

弥後 (W-E) 

弥後 (W-E) 

弥後 (W-E) 

弥後 (NW-SE) 

弥後 (W-E) 

弥後 (N-S) 

弥後 (W-E) 

弥後 円 形

弥後

古前中 方形
(N43' E)  

規 模
(単位 : m)

周 溝径5. 29
主体部

長軌1. 94 
短剥11 . 20

主体制1
長 軸 1 . 64 
短軸1. 08 

主体部
長嶺11 1 . 68 
短剥1 1 . 21 

幅2. 4
検 出 長8. 4

幅2. 0
検 出 長 16. 0

幅5. 2
検出 長36. 0

幅O. 7 
検出 長6. 0

幅O. 7 
検 出 長44. 0

幅4. 5
検 出 長30. 4

幅O. 7 
検出 長36. 0

長軸4. 09
短軸4. 02

掲載図版番号

実測図 写 真

遺構46、 装 身 具 遺構17 装 身具50188 ・ 1 89

遺構46 遺構17

遺構46、 土器185 : 土器48

遺構46、 土 器185 遺構17

遺構46

遺構46 ! 遺構 1 7

( 遺構 1 6 ・ 1 7

遺構17

遺構47、 土器185 : 遺構17

逃構47、 装 身 具 。: 装 身 具50188 

遺構47、 土器185 : 

遺構47、 土器185 遺構17

遺構47、 土器185

! 遺構 1 7

遺構47、 土器186 : 遺構17、 土器48

遺構48、 土器191 : 遺構17、 土器51

構 造 特 記 事 項

周 溝 (南西 に 開 口部) 主体部北東か ら 人歯が出 土 し 、 北東頭位 と 判 断 さ れ る 。 主
主 体部 木 棺 墓 (長 側 板痕 体部北東で勾玉 と ガ ラ ス 小 玉が出 土 し て お り 、 首への着装
跡、 裏込石) 状態 を 留 め て い る 可 能性が高 い。

周 溝 ( 南 東 に 開 口部) 主 体部北東か ら 人歯が出 土 し 、 北東頭位 と 判 断 さ れ る 。主体部構造不明

周溝 周溝の一部 を 検出 し た の み で あ る 。

周 溝 断而形状か ら 、 周 溝墓 に な ら な い 可能性 も あ る 。

周 溝 周 溝 の 一 部 を 検 出 し た の み で あ る 。

周 溝

出 土 土器か ら 所属 時 期 が古墳時代前期 に 下 る 可 能性 も あ
る 。

断面 よ り 2条の溝が重 な っ て い る 状況が看取 さ れ る 。

主柱4/ 4 (P l -4)
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遺構名

34① SA3 

48① SA1 

48① SA2 

48① SA3 

50① SA8 

50② SA5 

54① SA1 

57① SA3 

60② SA3 

6 1① SA9 

6 1① SA10 

62① SA2 

62① SA3 

63① SA1 

79① SA5 

79① SA8 

B ② SA 1 3  

結合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

43① SA1 と 統合

48 ① SA4 に 切 ら
れ る

50 ① S A5、 50 ②
SA9 

57② SA3 か ら 名
称変更

60① SA3 

6 1 ① SA9 に 切 ら
れ る

61① SA 10に 切 ら
れ る

63① SD4 に 切 ら
れ る

形 態 規 模l時J羽 (主軸方向) (単位 : m) 

古前中 方形系

方形系古前中 (N320 W)  

古前中 方形 長軸4. 98
(N400 W)  短軸4. 90

古前中 方形 長軸7. 28
(N390 W) 短軸6. 97

古前中 方形系 短軸4. 92(N290 E) 

古前中 方形 長期115. 75
(N250 W) 短j��14. 87 

古前Ij1 方形系

古前中 方形 長 さ 3. 1 4(N410 E )  

古前中 縦長方形 短軸6. 09

古前中 方形系

古前中

古前中 方形系

古前中 方形 長南113. 9(S760 W) 

方形古前中 (N420 W) 長刺16. 6

古前中 方形系

古前中 方形系

古前中 方形系 短期113. 8(N270 E) 

掲載図版番号

実測図 写 真

遺構48、 土器191 : 遺構 18、 土器51

遺 構 49、 土 器 : 遺構1 9 1 、 土 製 品ZÖ3 i m f� 18  

遺構48、 土器192 : j射能 18

遺構49、 土器192 遺構18

遺構18

治情48、 土務 192 : 遺構18

遺構50、 土器 193 : 遺構18

逃 構 50、 土 器 : 逃構1 93、 土製品ZÖ3
i :im p n B  

逃 構 50、 土 器 i
1 93、 土製品203、 : 遺構18、 装身具53
装身 具203

遺 構 50、 土 器 ! 逃構18、 土器5 1 、
193、 装 身具203 : 装 身 具53

遺構50 ; 遺構 1 8

遺構51 : )立構18

遺構51 : 遺構 1 8

遺 構 51 、 土 M : 遺構18 土器51193 ・ 194

遺 構 51 、 土 器 : 遺構 8 土器194、 土製品ZÖ3 : 
:í iì' tJ' U 、 5 1  

造機5 1 : 1立構 1 9

遺構52、 土器194 : i盆構19

構 造 特 記 事 項

主柱2/4 (P1 ・ 2) 、 周 i��

主柱2/4 (P1 ・ 2) 、 地床炉
(炉縁石) 、 周 溝 、 ベ ッ ド
状遺構

主 柱4/4 (Pl-4) 、 入 口
( K2 ・ 3) 、 地床炉、 周 溝

主 柱 4/4 (Pl -4) 、 入 口
(K 1 ) 、 地床炉、 周 溝

地床炉 所属l時期j は 不確定で あ る 。

主 柱 4/4 (P l -4) 、 入 口
(K1 )  

主柱 ? (P2) 、 周 i北

カ マ ド (痕跡)

主柱 ? 4/4 (P2 ・ 6 ・ 7 ・ K 1) P8付 近 に炉があ っ た可 能性が考 え ら れ る 。

主柱 (不明)

主柱 (不明)

周 溝

主柱4/4 (Pl -4) 、 周i辞

主柱3/4 (Pl-3) 、 入 口
(P5-8) 、 入 口 (K 1 ) 、 地床
炉 ・ 周溝

主柱4/4 ? (Pl-4) 1 次 函 か ら 住居内 への 落 ち 込みが確認 さ れ た 。 焼失住居で
あ る 。 f波紋が本来 の プ ラ ン か ?
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遺構名

C ① SA30 

C ② SA16 

34① SBl 

48① SK3 

65① SDZ1 

75① SDZ1 

75① SDZ4 

6① SDl 

13① SDl 

23① SD5 

33① SD7 

34① SD7 

50① SD2 

50② SD3 

52① SDl 

52① SD4 

62① SD2 

結合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

C ① SA24 に 切 ら
れ る

56② SA2 と 統合

74① SDZl 、 75①
SDZ2 と 統合

55① SD7 と 統合
62① SC l と 同 一

l時期 形 態
(主軸方向)

古前中 方形
(N330 W) 

古前中 縦長方形
(N450 E)  

古前中 (N420 E?) 

古前中 不整円形

古前中 前 方後方形
(N1340 E) 

古前中 方形

古前中 方形

古前中 (W.E) 

古前中 (W.E) 

古前中 (NW.SE) 

古前中 (NW.SE) 

古前中 (NE.SW) 

古前中 (N.S) 

古前中 (W.E) 

古前中 (N.S) 

古前中 (W.E) 

古前中 (NW.SE) 

規 模
(単位 : m)

長 事114. 77
短車11 (4. 37) 

長車116 . 37
短調114. 0。

長径0. 83
短径0. 67

周 溝 長 13. 0

幅3. 3
検出 長5. 6

胸3. 2
検 出 長 16. 0

申目0. 9
検 出 長 10 . 0

検 出 長7. 6

帽3. 6
検 出 長3. 2

開 1 . 2
検 出 長 13. 2

l陥 1 . 0
検 出 長7. 6

崎 1 . 7
検 出 長8. 8

幅0. 5
検 出 長5. 6

幅0. 4
検 出 長2. 2

掲載図版番号

実ìßlJ 図 写 真

遺 構 52、 土 捺 : 遺構19、 土持51 ・
194 ・ 195 : 52 

遺 構 52、 土 器 ! 遺構 19、 土鵠52、
195、 土製 品203 : 土 製 品 53

遺構52、 土器196 : 遺構19

遺構52、 土器196 : 遺構19

遺 構 53、 土 告書 : 遺構19、 土音寺52、
196、 装 身 具203 : 装 身具53

逃構54 i 逃構 1 9

遺構54、 土器196 泣構1 9、 土器52

遺 構 55、 土 器
196 ・ 197 遺構20、 土器52

遺構20

遺構55、 土器198 : 遺構20

遺構55、 土器199 : 遺構20、 土器52

遺構55、 土総198 i 遺
53
構20、 土器52 ・

土器 198、 土製品 i 土 製 ， !，�， 53、 装 身 具
203、 装 身 具203 : 53 

土
20

器
3
1 98、 土製品 土 製品 53

遺構55、 土総198 : 遺構20

巡構55、 土器198 遺構20

遺構55、 土待200

構 造 特 記 事 項

主 柱 2/4 (Pl ・ 2) 、 地 床
炉、 周 溝 炉周辺 に 良好な 土器の逃存状況が認め ら れた 。

2問 x 2問残存

周 溝 ( 前 方 部北 西 隅 に 閲 65 ・ 74区で墳丘の 前 方部3/4 と 後方部1 /4 を 検出 し 、 65 ・ 74

lコ 音11) 区 の 南側 に 位 置 す る 75区 で 後 方音11周溝の南関 を 検 出 し た。
推定全長 は30m を 超 え る 大型 の 周 溝墓であ る 。

周i蒋 隅の検出 に と ど ま る が検 出 規模か ら 方形 と 予想 さ れ る 。

28区 の 東側 お よ び29区 の 西 側 で 周 j昨 夜 土 と 同 様 の 黄褐色

周溝 砂質土の広が り が検 出 さ れて お り 、 こ れ ら が周溝 の一部 と
な る 可 能性が考 え ら れ、 一辺が20m を越す規模が想定 さ れ
る 。

位置 ・ 平 蘭形態が調査記録 に 残 さ れ て い な い た め 、 詳細l は
不明であ る 。 1 930の 出 土位置 か ら 考 え る と 、 50① SD3 と 重
複 し て い た も の と 推測 さ れ る 。

住居祉の周溝か ?
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遺構名

63① SD1 

63① SD2 

63① SD6 

63① SD12 

46① SX1 

75① SX1 

C ① SX1 

23① SA1 

33① SA 1 

33① SA4 

33① SA5 

34① SA1 

48① SA4 

50① SAl 

50① SA2 

50① SA3 

50① SA4 

結 合 ・ 切 り 合 い
遺構番号変更 時期

古前中

古前中

古前中

古前中

古前中

75① SDZ3か ら 名
称変更 古前中

C ① SU4 か ら 名 古前中称変更

古後

古 後

古 後

古後

古後

古後

古後

B ① SA1 0 と 統合 古 後

古 後

古後

形 態 規 模
(主軸方向) (単位 : m)

(W-E) 検 出 長40. 0

(W-E) 阪o. 9 
検 出 長55. 0

(NE-SW) 幅 1 . 1
検 出 長6. 9

(N-S) 幅o. 7 
検出 長2. 3

不整円形

円形

方 形
(N620 W)  短軸4. 44

方 形 長軸6. 4(N610 W) 

方 形系

方形系

方 形 長軸4. 30
(N450 W) 短軸4. 57

方 形 長軸5. 19
(N280 W) 短軸5. 09

長方形 短軸5. 41

方形 長軸4. 93
(N270 W) 短軸4. 91

横長方形 長軸4. 88
(N600 W) 短軸3. 33

方形系 長軸4. 48

掲載図版番号

実ìDU 図 写 真

: ill構20

遺 構 55、 土 器 遺構20 装 身 具 3200、 装 身具203 : 、 5 

遺構55、 土器200 : 

遺構55、 土器200 : 

遺構55、 土器200 : 遺構20

逃構55、 土器201 遺構20、 土器53

遺 構 55、 土 器 ; 遺構20、 土器53、
202、 土製品203 : 土製品53

遺構56、 土器204 : 遺構21、 土 器54

遺 構 56、 土 器 ;。
遺構 器204、 土製品 246 i lliffl21、 土 54 

遺構57、 土器205 : 遺構21

遺構57、 土器204 : 遺構21

遺構57、 土器205 : i立構21 、 土 器54

遺構57、 土 器206 : 遺構21

遺構57、 土器205 遺構21

遺 構 図、 土 器 :遺構2 土製品62207、 土製品246 : ilH1l21 、

遺構58、 土 器207 : 遺構21

遺構58、 土器205 : 遺構21

構 造 特 記 事 項

埋没 し た 旧河道の流路であ る 。

議は一方の土坑 と 重複 し 、 ま た他方の土坑を 囲 む。 土坑内
に は頚部以上 を 欠 く 査が、 胴音11上半 を 欠 く 登 を 蓋状 に 被せ

土坑2基、 j荷 1 条 て正直 し て埋納 さ れ て い る 。 中央の土坑内は 1889 ・ 1890、 溝
内 の 土坑 は 1887 ・ 1888が組み 合 う 。 そ れぞれ単独遺構 の 可
能性 も 考 え ら れ る 。

磁土上層 ~ 中 層 に 古墳時代の逃物が集中 し て 出 土す る 。 弥
生後期の 1904 は床面か ら 出 土 し た も の で あ る 。

主 柱 3/4 (Pl -3) 、 カ マ 焼失住居で あ る 。 K2お よ びそ の 周 辺 に 土器が多 く 遺存 す
ド (石組) 、 貯蔵穴 CK2) 、 る 。 K2内 の 1 935- 1 937 ・ 1940 と 1932 ・ 1933は 正位 に 重 な っ た

周 溝 状態で 出 土 し て い る 。

主柱2/4 (P3 ・ 6) 、 カ マ ド
(土袖) 、 貯蔵穴 (K1)

主柱l / 4 (P2) 、 カ マ ド ×
2 (1 … 石組、 2 . . .痕跡、 2→
1 と 構築 )

主 柱4/4 (Pl - 4) 、 カ マ 焼失住居で あ る 。ド (痕跡) 、 周 溝

主 柱4/4 (Pl -4) 、 カ マ
ド (土袖)

周 溝

主柱3/4 CP2 ・ 4) 、 カ マ ド カ マ ド 石材が床面 に散乱 し た 状態で検出 さ れ る 。(石組) 、 貯蔵穴 (K1)

カ マ ド ( 石組)
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遺構名

50① SA6 

50① SA9 

52① SA1 

52① SA2 

52① SA3 

52① SA4 

52① SA6 

53① SAl 

53① SA2 

53① SA3 

53① SA4 

53① SA5 

53① SA9 

53① SA10 

53① SA 1 1  

53② SA6 

54① SA2 

54① SA3 

結 合 ・ 切 り 合 い
遺構番号変更

C ① SA1 と 統合
53 ① Sn . SD5 に
切 ら れ る

53 ① SD5 ・ SA5 に
切 ら れ る

C ① SD1 に 切 ら
れ る

54 ① SA3 に 切 ら
れ る

時期 形 態 規 模
(主軸方向) (単位 : m)  

古後 方形系

古後 方形系 長刺13. 92

古 後 方形 長制14. 42(N480 w) 

古後 方形系

古後 方形 長事113. 00
(N320 w) 短軸2. 95

古後 績長方形 長 期114. 32
(N520 w) 短取113. 15 

古後 横長方形 長軸4. 71
(N580 w) 短軸4. 15  

古後 方形 長制13. 51
(N370 w) 短刺13. 26

古後 方形系

古後 横長方形 短軸3. 25

古後 方形系

古 後 方 形 短車115. 32(N450 w) 

長期118. 86古後 方形 短判18. 33

古後 縦長方形 長軸5. 90
(N330 w)  短布114. 89

古 後 方形

古 後 方形 長南112. 66(N570 W) 

古後 方形

古後 長方形

掲載図版番号
構 造 特 記 事 項

実測図 写 真

遺構58、 土 器208 : 遺構21 、 土器54 主 柱 ? 2/4 (P1 ・ 2) 、 カ マ 火床は小石 を 敷 い た も の か ?ド (石組)

逃構58 : 遺構21 カ マ ド (石組) B ① SA1 7 と 同 一遺構 に な る 可 能性 も 考 え ら れ る 。

遺構58 : i1'l構22 主 柱 4/4 (P1-4) 、 カ マ
ド (痕跡)

遺構59、 土器208 : 遺構22 主 柱 1/ 4 (P1) 、 カ マ ド
(土袖)

遺構59 : 遺構22

遺構59 、 土 器209 : 遺構22 カ マ ド (痕跡)

遺構59、 土務208 : 遺構22 主 柱 4/4 (Pl -4) 、 カ マ
ド (痕跡) 、 貯成穴 ? (P6) 

遺構59、 土器209 遺構22 カ マ ド (痕跡)

遺構22

遺構59、 土器210 : 遺構22、 土探55 カ マ ド (石組) カ マ ド は北東|塙 に 寄 る 。 カ マ ド 周 辺 よ り 土器 が ま と ま っ て
出 土す る 。

遺構60、 土 告書211 遺構22 主柱1/ 4 (P1 ) 、 周溝

遺構60、 土器210 遺構22 主 柱 4/4 (Pl -4) 、 カ マ
ド (土相11) 、 周溝

プ ラ ン は 明 瞭 に 認識 さ れたが、 カ マ ド 、 柱穴共 に検出 さ れ遺構6 1 、 土告書2 1 1 : 逃ー構22 て い な い。

遺構6 1 、 土器211 : 遺構22 主 柱 4/4 (P1-4) 、 カ マ カ マ ド に 良好な土器の遺存状況が認め ら れ た 。ド (土布11 ) 、 貯蔵穴 (K 1 )

遺構62、 土 器2 1 1 : 遺構22 カ マ ド (痕跡)

遺構52、 土 器2 1 1 : 遺構23 カ マ ド (石組)

逃構62、 土器212 : 遺構23

遺構62 ! 遺構23 カ マ ド (石 組 ? ) P5 ・ P6聞 に土綜・ 石が散乱 し て 検出 さ れ てお り 、 こ の 付 近 に
石組み カ マ ドが存在 し て い た 可能性が考 え ら れ る 。
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遺構名

55① SA1 

55① SA5 

56① SAl 

56① SA4 

57① SA1 

57① SA2 

60① SAl 

6 1① SA1 

6 1① SA2 

6 1① SA3 

6 1① SA5 

78① SA1 

78① SA3 

78① SA4 

78① SA5 

79① SA4 

79① SA6 

79① SA7 

79① SA9 

結合 ・ 切 り 合 い
遺構番号変更

55① SD3 に 切 ら
れ る

79① SA3 と 統合

79① SA1 と 統合

60 ② SA l か ら 名
称変更

6 1 ① SA1 ' 2 に 切
ら れ る

79 ① SA4 に 切 ら
れ る

形 態 規 模時期 (主軸方向) (単位 m) 

古後 方形系

古後 方形系

古後 方形系

古 後 方形 長軌3. 10
短事112. 96

古後 方形 長調115. 34(N330 W) 

古後 方形 長軸5. 19

古後 縦長方形

古後 方形系

古後 方形系

古後 方形

古後 方形系

古後 方形系 短軸3. 69

古後 方形 長剥15. 45
(N830 W) 短期115. 43

古後 方形系

古後 方形系

古後 方形系

古後 方 形系 長期113. 58(N520 W) 

古後 方形系

古後 方形系

掲載図版番号

笑測図 写 真

遺 構 63、 土 器 :遺構 装 身 具212、 装 身具246 : jfìfl/t23、 62 

遺構63、 土器212 : 遺構23

遺 構 63、 土 器 遺構23 装 身 具62212、 装 身具246 : 

遺構63、 土器213 : 遺構23、 土器55

遺構64、 土器213 : 遺構23

遺 構 64、 土 器 i
214、 土製 品246、 i 遺構23、 装 身 具62
装 身具246

遺構65、 土器214 : 遺構23

遺構65、 土器215 : 遺構23

遺構65、 土器215 遺構23

遺構65、 土器216 : 遺鱗23

遺 構 65、 土 器 l 製 口
216 、 石製品246 : 石 61 

遺構66、 土器216 : j虚構23

遺構66、 土器216 : 遺構24

! 遺構24

遺構66 : j虚構24

遺構66、 土器217 : 遺構24

遺構67、 土梼217 : 遺構24 、 土器55

遺構66 : 遺構24

遺構67、 土器217 : 遺構24

構 造

主柱2/4 (P1 ・ 2)

カ マ ド (石組)

カ マ ド ( 土袖)

主 柱 ? 4/4 (KI-4 ) 、 カ
マ ド (石組)

主 柱 3/4 (Pl -3) 、 カ マ
ド (石組) 、 貯蔵穴 ( K l )

主 柱 3/4 (PI-3) 、 カ マ
ド x 3 ( 1 … 石組、 2 ' 3 ・ ・ ・痕

跡、 2→3→1 と 構築 か ? ) 

カ マ ド (石組)

カ マ ド (石組)

カ マ ド (土袖)

主 柱 3/4 (Pl-3) 、 カ マ
ド (石組)

主 柱 4/4 (PI -4) 、 カ マ
ド (石組) 、 原iJ i清

主柱 ?

主柱2/4 (P 1 ・ 2)

主柱 ? 2/4 (P1 ・ 2) 、 カ マ
ド (石組)

カ マ ド (土 布li ) 、 貯蔵穴 (K
1)  

特 記 事 項

カ マ ド は北|塙 に 寄 る 。

K3は貯蔵穴 の可能性があ る 。

カ マ ド2は煙道の天井部が残存す る 。

カ マ ド は東 隅 に 寄 る 。

柱穴、 土坑は P2 を 除 き 下層 住居床面 に て検 出 さ れ た。

所属時期 は不確定 で あ る 。
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遺構名

B ① SA 1  

B ① SA2 

B ① SA3 

B ① SA4 

B ① SA 5  

B ① SA6 

B ① SA7 

B ① SA8 

B ① SA9 

B ① SA l 1  

B ① SA12 

B ① SA13 

B ① SA14 

B ① SA16 

B ① SA17  

C ① SA2 

結 合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

B ① SA5 に 切 ら
れ る

B ① SE 1 に 切 ら れ
る

B ① SE2に切 ら れ
る

53① SA12 と 統合

形 態 規 模時期 (主軸方向) (単位 : m) 

古後 方形 長軸5. 27
(N27' W) 短軸4. 56

古後 方形

方形 長軸4. 66古後 (N32' W) 短軸4. 60

古 後 方形 長軸4. 38
(N65' W) 短軌4. 30

古 後 方形 長軸6. 42
(N22' W) 短軸6. 32

方形 長軌6. 62古 後 (N18' W) 短軸6. 34

古 後 横長方形 長軸4. 63
(N31' W) 短軸3. 80

古 後 方形 長軸6. 69
(N44' W) 短軸6. 04

古 後 方形系 短軸4. 44

古 後 方形系

古後 方形 長軸5. 39
(S24' E) 短軸4. 84

古 後 方形系 短軸4. 84(N44' W) 

古後 方形系
(N45' W) 

古後 方形 長軸6. 88
(N36' W) 短軸6. 04

古 後 方形系

方形 長軸6. 53古 後 (N42' W )  短軸6. 39

掲載図版番号

笑測図 写 真

遺構67 : 遺構24

土器218

遺構67、 土器218 : 遺構24

遺構67、 土器218 : :遺構24

遺構68、 土器219 遺構24、 土器56

遺 構 69、 土 器 ; 遺構24 ・ 25、 石 製 品
220、 石製品246 : 6 1  

遺構69、 土器220 : 遺構25

遺構68、 土器220 : 遺構25

遺構69、 土器221 : 遺構25

遺構70、 土器221 : 遺構25、 土器56

遺構70、 土器221 遺構25

遺構70、 土器221 : 遺構25

遺構70、 土器221 : 遺構25

遺 構 7 1 、 土 器 遺構25 土器56221 ・ 222

: 遺構25

遺構72 土器223 遺構25 ・ 26 、 土器
56 ・ 57

構 造

主 柱 ? 4/4 (Pl-4) 、 周
i韓

主 柱4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド ( 石組) 、 貯蔵穴 (P5)

主 柱 (不 明) 、 カ マ ド (石
組)

主 柱4/4 (Pl -4) 、 カ マ
ド (痕跡)

主 柱 3/4 (P l -4) 、 入
口 ? (P5 ・ 6) 、 カ マ ド (土
袖) 、 周i誇

主 柱4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド (石組)

主 柱4/4 (Pl -4) 、 カ マ
ド (痕跡)

主柱 ? 2/4 (P1 ・ 2)

カ マ ド (痕跡)

カ マ ド (石組)

主 柱 3/4 (Pl-3) 、 カ マ
ド ( 石組)

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド (石組)

主 柱4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド (石組) 、 貯蔵穴 P5

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド (石組)

特 記 事 項

住居祉 に な ら な い か も し れ な い。

P5に は焼土 ・ 炭が多 く 堆積す る 。 K 1 床面か ら は 炭 ・ 被熱 し た
石が検出 さ れ、 住居廃絶後 に カ マ ド の 石 材 を投棄 し た 穴 と
考 え ら れ る 。

カ マ ド 周辺 に 良好 な 土器の遺存状況が認め ら れ た。

火床 は2面存在 し た 可 能性があ る 。

平面形態が不 定形で明瞭 な柱穴が検出 さ れず、 カ マ ド が通
常 と 異 な る 南方 に あ る こ と か ら 、 住居 と す る に は不確定な
要素 を 多分に 含む。 プ ラ ン に つ い て は 下 層 に あ る B ② SA5
の 覆 土 を 1次箇で住居祉 と 誤認 し た 可 能性があ る 。

掘 り 込み は ほ と ん ど検出 さ れて い な い。

カ マ ド 周 辺 お よ び床面 に 良好 な 土 器 の 遺 存状況が認め ら
れ た 。

50① SA9 と 同一遺構 に な る か ?

カ マ ド お よ びそ の 周 辺 に 良好 な 土器の 造存状況が認 め ら
れ た 。 カ マ ド廃棄後、 内 部 に 拳大 の 円程撃が投棄 さ れた状態
で検出 さ れ た 。
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遺構名

C ① SA3 

C ① SA4 

C ① SA5 

C ① SA6 

C ① SA7 

C ① SA8 

C ① SA9 

C ① SA10 

C ① SA l l  

C ① SA12  

C ① SA13  

結合 ・ 切 り 合 い
遺構番号変更 時期

古後

C ① SD2 に 切 ら 古 後れ る

古後

古後

古後

C ① SU3 に 切 ら 古 後れ る

53① SA6 と 統合
C ① SD2 に 切 ら 古 後
れ る

古 後

53② SA8 と 統合
53 ① S A l l 、 C ① 古 後SD2 ' SA9 に 切 ら
れ る

古 後

56① SA2 と 統合 古後

形 態 規 模
(主軸方向) (単位 m) 

方形 長軸5. 22
(N240 W) 短軸5. 14

方形 長軸3. 44
(N500 E) 短軸3. 1 2

方形 長制6. 10
(N370 W) 短調115. 93

横 長方形 長軌3. 69
(S540 E) 短刺12. 33

方形 長軸6. 23
(N360 E) 短軸6. 1 1

方形系
(N480 W) 

方形 長軸5. 83
(N380 W) 短軸5. 26

方形 長軌6. 74
(N460 W) 短軸6. 70 

方形 長刺19. 40
(N520 W) 短軸8. 93

検長方形 長 事114. 49
(N490 W) 短軸3. 30

方形 長 制16. 69
(N430 W) 短事116. 62

掲載図版番号

実i則図 写 真

遺 構 72、 土 器 。 遺構26 土製品 2224、 土製 品246 : 、 6 

遺構72、 土器224 : 遺構26

遺構73、 土器225 遺構26

遺構74、 土器224 : 遺構26

遺 構 74、 土 器 遺構26226、 土製品246 : 

遺 構 74、 土 � :
遺構26226 ・ 227

遺 構 75、 土 器 逃 構 26 ' 27 土 器227 ・ 228、 装 身 具 :
246 
--_. - - -"， : 57、 装 身具62

遺 構 76、 土 器 遺構27、 土器57、
228、 装 身 具246 装 身具62

遺 構 77、 土 器 遺構27、 土器58、
229 ・ 230、 石製品 石 製 品 6 1 、 装 身 具
246、 装身具246 : 62 

遺構78、 土器231 : 遺構27

遺 構 78、 土 器 ; 遺構27、 土器58、
23 1 、 装 身 具246 : 装身具62

構 造

主 柱 3/4 (Pl - 3) 、 カ マ
ド x 2 (1 ' "石組、 2. . .痕跡、

2→1 と 構築)

カ マ ド (痕跡)

主 柱 4/4 (P l -4) ・ カ マ
ド x 3 ( 1 … 石組、 2 ・ 3…痕

跡、 2→3→ 1 と 構築) ・ 貯蔵
穴 (P5)

カ マ ド (石組)

主 柱 4/4 (P l -4) ・ カ マ
ド X 3 ( 1 … 石組、 2 ・ 3…痕

跡、 3→2→ 1 と 構築 )

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド (石組) 、 貯蔵穴 (K1)

主 柱 3/4 (Pl -3) 、 カ マ
ド (石組)

主 柱2/4 (P l -4) 、 カ マ
ド x 2 ( 1 一 石組、 2. . ・痕跡)

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド ( 石組) 、 貯蔵穴 (K1)

カ マ ド (石組)

主 柱4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド x 2 ( 1 ' "石組、 2・ ・ ・痕跡、

2→1 と 構 築) 、 貯 蔵 穴 (K
1 ) 、 周溝

特 記 事 項

カ マ ド は北辺か ら 西辺へ移動 し て い る 。 匙 (2625) は 混 入 と
思 わ れ る 。

カ マ ド お よ びそ の 周 辺 に 良 好 な 土器 の 遺存状況が認め ら
れ た 。 覆 土中 よ り 獣歯が出 土 し て い る 。

カ マ ド は 東 隅 に 寄 る 。

カ マ ド は北西辺か ら 北東辺へ移動 し て い る 。

カ マ ド お よ びそ の 周 辺 に 良好 な 土器 の 造 存状況が認 め ら
れた。 覆土内 に 人頭の際が 出 土す る 。

覆土内か ら 磯 ・ 炭 ・ 焼土 が多 く 出 土 し て い る 。 カ マ ド お よ び
そ の 周 辺 に 良 好 な 土器の遺存状況が認め ら れ た。 本調査で
唯一の確実な石敷 き 火床 で あ る 。

カ マ ド 1 出 土土 器 と C ① SA14出 土土器が接合 し て い る こ
と か ら 、 カ マ ド 1 は本来 C ① SA 1 4 に 伴 っ て い た と 考 え ら れ
る た め 、 本住居の カ マ ド は カ マ ド2のl基のみ と な る 。 住居
の切 り 合 い 関係 と し て は C ① SA14が上位に あ る こ と と な
り 、 本住居出土造物 中 に は 本来 C ① SA 1 4 に 伴 う 土器が混
入 し て い る 可能性が考 え ら れ る 。

カ マ ド 周 辺 お よ び K 1 に 良好 な 土器の遺存状況が認め ら れ
た。 K 1 内 お よ びそ の 周 辺 に は 炭 ・ 焼土が多 く 逃存 し て い た。
P5は56① SA 1 の 柱 穴 に な る 可能性が高い。

カ マ ド石材の抜 き 取 り 痕が残る 。

カ マ ド お よ び そ の 周 辺 に 良好 な 土器の 遺存状況が認 め ら
れ た。
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遺構名

C ① SA14 

C ① SA 1 5  

C ① SA 1 6  

C ① SA 1 7  

C ① SA18 

C ① SA19  

C ① SA20 

C ① SA21 

C ① SA22 

C ① SA23 

C ① SA24 

C ① SA25 

C ① SA26 

C ① SA27 

C ① SA28 

結合 ・ 切 り 合い
遺構番号 変 更

C ① SA10に 切 ら
れ る

C ① SA2 1 ・ SU3 に
切 ら れ る

C ① SD l に 切 ら
れ る

C ① SD l ' SA2 に
切 ら れ る

C ① SA22 に 切 ら
れ る

C ① S A22 ・ 23 に
切 ら れ る

C ① SD2 に 切 ら
れ る

C ① SD2 ・ SA26 に
切 ら れ る

C ① SA27 ・ SU3 に
切 ら れ る

形 態 規 模l時期 (主軸方向) (単位 : m) 

古後 方形系

古後 方形 長調h4. 48
(N170 w) 短納3. 89

方形古 後 長調h6. 39(N300 w) 

古後 方形
(N420 w) 

横長方形 長軸8. 5 1古 後 (N480 w) 短調h7. 70

古 後 方形系
(N380 w) 

古 後 横長方形 長調h7. 69
(N430 w) 短軸5. 8 1

古後 方形系
(N540 w) 

古後 方形 長軸3. 29
(N190 w) 短調h3. 19

古 後 方 形 長紬4. 05
(N440 w) 短刺13. 56

方形 長調h7. 92古 後 (N410 E )  短軸7. 53

古後 方形 長制15. 54(S170 w) 

古後 方形系

古後 方形 長事11 5. 18
短軸4. 92

古後 方形 長軸5. 8 1
(N400 w) 短軸5. 63

掲載図版番号

実測図 写 真

遺構76、 土器231 : 遺構27

遺構79、 土器232 : 遺構27 ・ 28

遺 構 79、 土 器 : 遺構28、 土 器58 ・
232 ・ 233、 石製品 : 59、 石製品6 1 、 装
246、 装 身具246 : 身具62

遺
233

構
、 石

80
製
、

品
土

2
器
46

l
i1 遺構28、 石製!日' ， 6 1

遺 構 80、 土 器 遺構28233 ・ 234

遺構81、 土器234 遺構28、 土 器59

遺構81、 土器236 : 遺構28

遺構81、 土器235 : 遺
60

構28、 土器59 ・

遺構81、 土器236 : 遺構28

遺構82、 土器236 : 遺構29

遺 構 82、 土 器 i
237 、 土 製品246、 : 遺構29、 石製品61
石製 品246 : 

遺 構 83、 土 器 i 遺構29、 土 器60、
237、 石 製品246 : 石製品61

遺 構 82、 土 器 遺構29 土 製 品62238、 土製 品246 : 

遺構82、 土器238 : 遺構29

遺構83、 土 器238 遺構29

構 造 特 記 事 項

C ① SA10カ マ ド 1 出 土 土 器 と 本住居 の 出 土土 器が接合 し
て い る こ と か ら 、 C ① SA 10 カ マ ド 1 は 本住居 に 伴 っ て い た
と 考 え ら れ る 。

主 柱4/4 (Pl-4) 、 カ マ カ マ ド は 同 位置 に構築 し 直 さ れ る 。ド x 2 (痕跡、)

主 柱4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド x 2 ( 1 ・ ・石組、 2・ 痕跡、 2つ の カ マ ド と も 本調査でl唯一の土 製支脚 を も っ。

2→ 1 と 構築 )

主 柱3/4 (P1-3) 、 カ マ
ド (痕跡)

主 柱4/4 (P1-4) 、 カ マ
ド X 3 (火 床 は3 ヶ 所、 う ち 3 ヶ 所の 火床 は カ マ ド を 作 り 替 え た 際の痕跡か ?
1 ヶ 所が石組)

主 柱 1/ 4 (P1 ) 、 カ マ ド
( 土布h)

主 柱4/4 (Pl-4) 、 カ マ 火床が2 ヶ 所 に 認め ら れた 。 2軒の住居が重 な っ て い た 可 能
ド (痕跡) 性 も 考 え ら れ る 。 未掲載資料中 に ミ ニ チ ュ ア 土器があ る 。

カ マ ド x 2 ( 1 … 石組、 2…
痕跡、 2→ 1 )

カ マ ド ( 石組)

カ マ ド (土 布11 )

主 柱4/ 4 (Pl-4) 、 カ マ
ド (石組) 内部の C ① SA27は本来 同一住居で あ っ た 可能性が高 い。

主 柱4/4 (Pl-4) 、 カ マ
ド (石組)

カ マ ド (石組)

主 柱 4/4 (Pl-4) 、 カ マ C ① SA27床面の貼床部分 を 別住居 と 誤認 し た 可能性が考
ド (痕跡) え ら れ る 。 火床は C ① SA24に伴 う も の と 考 え ら れ る 。

主 柱4/4 (Pl -4) 、 カ マ
ド (土 袖 ) 、 貯蔵穴 ( K 1 )



巳刀
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遺構名

C ① SA29 

55① SB1 

56① SK5 

C ① SK76 

12① SD2 

23① SD1 

23① SD2 

34① SDl 

34① SD2 

46① SD2 

49① SDl 

52② SD1 

53① SD5 

55① SD2 

55① SD3 

71① SD2 

C ① SD8 

結 合 ・ 切 り 合 い
遺構番号変更

53① SA12 と 統合

S K 1 6/ 1 9/20/ 
21/23/26/29/ 
32を結合

形 態時期 (主軸方向)

古後 方形系
(N300 W) 

古後 (N360 E) 

古後 円 形系

古後 小判形
(N220 E)  

古 後 (W-E) 

古 後 (NW-SE) 

古後 (NW-SE) 

古後 (NW-SE) 

古 後 (NW-SE) 

古 後 (NW-SE) 

古 後 (NW-SE) 

古 後 (NW-SE) 

古 後 (W-E) 

古後 (NW-SE) 

古 後 (NW-SE) 

古後 (W-E) 

古後 (NE-SW) 

規 模 掲載図版番号
(単位 : m) 構 造 特 記 事 項

実測図 写 真

遺構83、 土器238 : 遺構29 カ マ ド (石組)

遺構84、 土器239 : 巡構29 1 問 x 4 問残存

�M. 79 土器239

長軸2. 26 遺構84、 土器239 : 遺構29短軸O. 73 

幅 1 . 4 : 遺構29検出 長5. 5

幅3. 4 遺 構 84、 土 器 遺構29検出長 5. 6 239、 土製品246 : 

幅6. 8 遺構84、 土器239 : 遺構29検出 長5. 0

中高4. 8 遺構84、 土器240 : 検出長6. 4

幅3. 8 遺構84、 土器240 : 遺構29、 土器61検出 長5. 6

幅 1 . 2 J 遺構30検出 長8. 0

中高1 . 4 遺構84、 土器241 : 遺構30検 出 長31 . 6 

幅2. 5 遺構84、 土器241 : 遺構30検 出 長8. 8

中高 1 . 2 石製品246 i 石製品61検出 長24. 0

中高2. 4 遺構84、 土器241 : 遺構30検出長6. 0

幅2. 7 遺構84、 土器241 : 遺構30検出 長6. 0

中国2. 5 遺 構 84、 土 器
検出 長5. 6 24 1 、 土製品246 : 

幅0. 4 土務241検出 長3. 6
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遺構名

D ① SD l  

D ① SD2 

E ① SD17 

62② SU2 

62① SX3 

26① SB2 

39① SB1 

54① SB1 

56② SB1 

76① SB1 

C ① SB 1  

33① SH1 

39① SH1 

52① SH1 

52① SH2 

53① SK1 

53① Sj 1 

1 6① SD1 

C ① SD 1  

C ① SD2 

4① SE1 

結合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

46① SD l と 統合

63① SD4 と 統合

33① SB1 

52① SB1 

42① SD1 と 統合

53① SD2 と 統合

形 態時期 (主戦方向)

古 後 (N-S) 

古後 (NE-SW) 

古後 ( W-E) 

古後

古後 不整形

平 ・ 中 (N390 W) 

平 ・ 中 (N250 W) 

平 ・ 中 (N830 W) 

平 ・ 中 (N780 W) 

平 ・ 中 (N500 E) 

平 ・ 中 (N220 E?) 

平 ・ 中 (N580 E) 

平 ・ 中 (N270 W )  

平 ・ 中

平 ・ 中

平 ・ 中 隅 丸方形

平 ・ 中 長楕円形

平 " t' (W-E) 

平" 1' (N-S) 

平 中 (N-S) 

平 ・ 中 円形

規 模 掲載図版番 号
(単位 : m )  構 造 特 記 事 項

実 測 図 写 真

��5. 1 遺構84、 土告書242 : 遺構30、 土器61検出長28. 0

幅 1 . 3 j 遺構30検出長22. 0

l隔3. 9 遺 構 84 、 土 � :。 遺構30検出長53. 2 243 ・ 244

土
24
器
6

244、 土製品 土製品62 T棒状遺構

土器244 : ;立構30

遺構85 : 遺構30 1 問 ? x 4 問 ?

遺構85 : 遺構30 1 間 ? X 4 悶 ? P10- 13は別遺構か ?

遺構85 ! 遺構30 l 閑 ? x 2 問 ?

遺構85 l 悶 ? X 4閥 ?

遺構85 l 間 ? x 1 間 ?

遺構85 : 遺構30 2問 x 2 聞 の総柱

: 遺構30

遺構85 ! 遺構30

i 遺構30 所属 時期は不確定で あ る 。

i 遺構30 所属時期 は不確定であ る 。

長 調h 1 . 84 土器247 遺構30短制11. 67 

長径1. 91 遺構85 遺構31 仰展葬短径0. 66

中高1 . 4 墨 書 土 器2点 (2642 ・ 2643) が 出 土 し て い る 。 2643の 墨 書 は

検出長52. 8 遺構85、 土器247 : 遺構3 1 、 土器62 「有」 と 判 読 さ れ、 現在 も 残 る 字名 の 「有無」の一部で あ る 可
能性 も あ る 。

幅2. 6 土器247検出 長20. 8

中古2. 4 土器247検 出 長16. 0

長径1. 78 遺構86 i 遺構31 素掘 り短径1. 58 
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遺構名

4① SE2 

1 4① SE1 

52① SE1 

70① SE1 

B ① SE 1  

B ① SE2 

B ① SE3 

B ① SE4 

B ① SE5 

B ① SE6 

C ① SU3 

結 合 ・ 切 り 合い
遺構番号変更

52 ② SE1 か ら 名
称変更

C ① SU1 と 統合

時期 形 態
(主軸方向)

平 ・ 中 円 形

平・中 円 形

平・中 不 整 円 形

平 中 円 形

平・中 不 整 円 形

平・中 問丸方形

平 ・ 中 不整円形

平 ・ 中 円 形

平・中 不整円形

平 ・ 中 不 整 円 形

平・中 不 整 形

規 模 掲載図版番号
(単位 : m)  実測図 写 真

構 造 特 記 事 項

径1. 56 遺構86 : 遺構31 素掘 り
長径1. 62 

i章構86 : 遺構3 1 素掘 り短径1. 35 

径1. 94 遺構86 遺構31 石組み

径1. 16 遺構86 遺構31 素掘 り
長径2. 02

遺構86 i 遺構31 素掘 り短径1. 77 

長制12. 75 遺構86 ; 遺構31 素掘 り短車"2. 64

長径2. 28 遺構87 素掘 り短径2. 06

長径2. 73 遺構87 i 遺構31 素掘 り短径2. 38

長径2. 55 遺構87 ; 遺構31 石組み短径2. 46

長径3. 63 遺構87 i 遺構31 素掘 り短径2. 47

遺構88、 土器247 : 遺構31 内 部 に 島状の高 ま り や性格不 明 の 石積みが検出 さ れた 。 人
為 的 な 掘 り 込みの可能性 も あ る 。



表 4 土器観察表
・ 「遺存率」 完形 に 対す る 遺存割合 を A (80%以上) 、 B (50%以上80%未満) 、 C (20%以上50%未満) 、 D (20%未満) と

記号化 し て表記 し た。
. r色調」 は 農林水産省農林水産技術会議事務局監修 『新版標準土色 iþl�j の 色 名 を 表記 し た 。

Nn 出土逃構 層 {立 種別 器種 遺存 色 調 技法 ・ 文枝 ・ 特徴

1 I 45② SA2 被土 純 文 I京鉢 D にぷい黄櫨 外 : 平行沈線 連続刺突 ニ 角 彫去文、 内 ナデ、 胎 土 白 色砂粒 ・ 石英

2 I 45② SA2 被土 純 文 深鉢 D にぷい賞鐙 外 : 平行沈線 波状階、垂文、 内 ー ナ デ、 胎 土 白 色砂 粒 ・ 石 "!Æ

3 I 45② SA2 被土 純文 深鉢 D にぷい賞:ffi 外 ; 平行沈線、 内 ナ デ、 l出土 ー 白 色砂 粒 ・ 石英

4 I 45② SA2 被土 純文 深鉢 D にぷい賞燈 外 : 半隆起線、 内 l華滅、 )J古土 . 白 色砂粒 ・ 石 英

5 I 45② SA6 覆土 純文 深鉢 D にぷい赤褐 外 : 半隆起線 絡子 目 文、 内 ナデ、 胎土 金雲母 ・ 石 "!Æ

6 I 45② SA7 思i土 純文 深鉢 D にぷい黄鐙 外 : LR 純文→竹管抑ヲ| 半隆起線、 内 ; ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐 色砂粒 ・ 石 英

7 I 45② SA7 車I土 純文 I栄鉢 D 灰1官褐 外 : RL 純文→沈線、 内 ナ デ、 l治土 金雲母

8 I 45② SA7 官{土 純 文 深鉢 D 灰裕 外 : 竹 管抑引 渦巻ニ叉文、 内 横 ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 石 英

9 I 45② SA7 現I土 純文 深鉢 D 褐灰 外 : 羽状縄文、 内 横 ナ デ、 胎 土 ; 茶 褐 色砂粒 ・ 繊維

10 45② SA7 1賢土 純文 }架鉢 D にぷい賞極 外 : 半隆起線、 内 ナ デ、 l治土 ー 白 色砂粒 ・ 石英

1 1  45② SA7 思I土 純文 I菜鉢 D l天設l褐 外 : 半隆起線 U 字状文、 内 : 検 ナ デ、 ));fì 土 白 色砂粒

12 63② SA1 床直 純 文 I栗鉢 C にぷい黄糧 外 . 述続�itl�陸 a 指頭圧痕文、 内 ナデ、 l治土 白 色砂粒

13 63② SAl  床iñ 純文 深鉢 A 明赤褐 外 : ì:t線 指頭圧痕文、 l勾 ナデ、 l治土 白 色砂粒

1 4  63② SA l K2 純 文 I菜鉢 D にぷい赤褐 外 ー 隆紙l 角押文、 戸、j ミ ガキ 、 )治土 : 白 色砂粧

15 63② SA1 床 泊 純 文 I京鉢 D にぷい黄鐙 外 : LR 縄 文→半隆起線 コ イ ル状突起、 内 ミ ガキ 、 胎 土 。 白 色砂粒

16 63② SA l 床[色 純文 深鉢 D にぷい黄鐙 外 : 羽状縄文、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

1 7  63② SA1 I�そ臣f 純文 深鉢 D に ぶ い 極 外 : RL 劇n 文 竹 管抑引、 戸、j 横 ナ デ、 j治土 白 色砂粒

18 63② SA1 床直 純文 深鉢 D にぷい黄燈 外 : I蜜紛l 半隆起線、 内 ミ ガキ 、 )治土 白 色砂粒

19 63② SA1 床直 �Jn文 I車鉢 D に�;ぃ黄鐙 外 : 隆線、 I:I;J : 1筆滅、 j胎土 白 色 ・ 茶縄色砂粒

20 63② SA l 床直 純文 深;鉢 D 赤褐 外 : 絡 円 区 画文 平行沈線、 lig ミ ガキ 、 胎 土 白 色砂粒 ・ 金雲 母

21 63② SA1 1*直 純文 1染鉢 D にぷい赤褐
外 : 半隆起紙t .t)�円 区画文 平行ì:t線、 内 : ミ ガキ 、 胎 土 白 色砂粒 ・ 金裳 母 、 備考 ー
20に同一

22 63②SA2 床直 純文 1提鉢 D に 4� � 、糧 外 : 継手文 a 交 互刺 突 a 隆線 半隆起線、 内 被 ナ デ 、 l治土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

23 63②SA2 被土 純文 i采鉢 D i員業種 外 : 張 り 付 け隆部 ì:t線 迷続刺突、 内 ・ ナ デ、 胎土 ・ 白 色 ・ 茶 褐色砂粒

24 63②SP79 車i士 純文 突起 D にぷい黄綬 外 : 凹線 (渦巻文) 、 内 ナ デ、 胎土 ・ 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 唐草文系

25 63②SP79 事I土 純文 突起 D にぷい黄鐙 外 : 凹線、 内 : 1牢滅、 l治土 ; 白 色 ・ 茶褐色砂粒 、 怖i 考 唐草文系

26 63② SR1 純文 ;{I孔鍔付 A にぷい賞糧 外 : I在線 ( 渦 巻 文) 、 内 ナ デ、 胎土 . 白 色 ・ 茶褐色砂粒

27 48② SR1 純文 深鉢 A にぷい黄櫨 外 : LR 縄 文→圧痕隆帯、 内 横 ナ テヘ J治土 ー 白 色 ・ 茶 褐色砂粒

28 48② SRl J!IB車内 純文 浅鉢 D にぶい褐 外 : 凹総 沈線 ミ ガキ 、 I:I;J ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

29 48② SR1 jm�程内 純文 i呆鉢 D にぷい?を糧 外 : 縦 RL 縄文、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

30 48② SR1 J.m�車内 制文 深鉢 D にぷい賞燈 外 : 凹線、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶 褐色砂粒

31 48② SR1 J.m�車内 純文 I翠鉢 D にA旬、黄鐙 外 : 縦 RL 純文、 1;1;1 ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

32 48② SR1 J!ll�内 純文 深鉢 D にぷい黄G 外 : 縦 RL 縄文、 |止l ナ デ 人 胎土 白 色 ・ 茶 褐色砂粒

33 48② SR1 J!ll�内 純 文 Iま鉢 D にぷい賞鐙 外 : 縦 RL 縄文、 内 . ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐 色砂粒

34 45② SD1 車i土 �Jll文 浅鉢 D にぷい黄鐙 外 : 粘土板貼 り 付け 凹線、 |大l 横 ナ デ、 胎土 ・ 白 色 砂粒

35 45② SD1 車i土 純文 深鉢 D にぶい褐 外 : I塗線、 内 ナ デ、 胎土 白色砂粒

36 45② S01 1壁 土 純文 i京鉢 D にぷい倒 外 : 縦 RL 仁l唇部刻 目 、 1"'1 ナ デ、 胎土 ・ 白 色 ・ 茶褐色砂粒

37 45② SOl 磁土 純文 深鉢 D にぷい黄糧 外 ー 凹線 矢羽状文、 内 横 ナ デ、 胎土 ー 白 色砂 粒

38 45② S0 1 磁土 純文 深鉢 D 黒 外 ; 縄文、 内 横 ナ デ、 !出土 白 色砂粒 ・ 繊維

39 遺構外 2① 純文 深鉢 D にぷい黄櫨 外 : 隆司?即: り 付 け 、 内 摩滅、 胎土 白 色砂粒

40 遺構外 2① 純文 I呆鉢 D にぷい黄鐙 外 : 竹管抑引 、 I:/;J 検 ナ デ、 胎 土 白 色砂粒 ・ 繊維

4 1  泣f，Yi外 1 9① 純文 有孔i主鉢 D にぷい赤褐 外 : 無文、 内 摩滅、 胎土 白 色砂粒 ・ 金雲母

42 遺構外 45① 純文 深鉢 D 機 外 : 刻l豆、状突起 平行i:t線、 内 ナデ、 l治土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

43 i世相t外 45① tJll文 i呆鉢 D にぷい燈 外 : I盗線 半隆起線、 内 l掌滅、 胎 土 白 色 ' 茶褐色砂粒

44 池術外 45① 縄文 1栄鉢 A 燈 外 : I塗線、 内 l掌滅、 胎土 白 色砂粒

45 i世緋外 45② 純文 i�鉢 C にぶい褐 外 : 凹線 矢羽状文、 内 ' 摩滅、 胎土 白 色 茶褐色砂粒

46 遺榊外 4 5① 純文 突起 D に 4� し 、 褐 外 : 凹線 (渦巻文) 、 内 l奪滅、 胎土 佐1 色 ・ 茶褐色砂粒

47 巡桁i外 45① 縄文 深鉢 D 灰褐 外 : I径線 凹線 車IJ突 、 内 オ サ エ ? 、 胎土 : 白 色砂粒 ・ 金雲 母

48 逃桃外 45② 縄文 深鉢 D に ぶ U サ笠 外 : LR 純文→半隆起線 沈線、 内 LR 縄文、 胎土 白 色砂粒

49 遺構外 45① 純 文 1軍鉢 D にぶい褐 外 : I盗線 J!!I線、 内 l衰滅、 !胎土 白 色砂粒 ・ 金雲 母

50 遺構外 45'① 制n文 i束鉢 D 赤 褐 外 : 橋状把手浮線 凹線、 内 ナデ、 胎土 白 色砂粒 ・ 金雲母

51 遺構外 45① 純文 下生鉢 D 褐 外 凶線、 !大l 横 ナ デ、 胎土 白 色砂粧

52 泣構外 45① 純文 深鉢 D l列 赤褐 外 隆線 突起、 内 ナデ、 胎土 黒色砂粒

Ti

 

po

 



Nn 出 土遺構 層位 種別 務種 遺存 色調 技法・ 文機・特徴

53 遺構外 45② 縄文 i京鉢 D にぷい澄 外 環状突起 j尤線 矢羽状文、 内 ' ナデ、 !胎土 : 白色砂粒 金雲 母

54 遺構外 45② 純文 深鉢 D にぷい黄糧 外 無文、 内 オ サエ、 胎土 ・ 白 色砂粒

55 遺構外 45① 縄文 i栄鉢 D にぶい極 外 環状突起、 内 E軽減、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

56 遺構外 45① 純文 i采鉢 D にぷい樫 外 凹線、 内 摩滅、 l胎土 白 色砂粒

57 遺構外 45② 縄文 i采鉢 D にぷい黄鐙 外 半隆起線 連続刺炎、 内 横ナデ、 胎土 白 色砂粒 ・ 金雲母 石英

58 遺構外 45② 純文 i采鉢 D にぷい黄樟 外 RL 縄文→平行沈線、 内 ナデ、 胎土 白 色砂粒 ・ 石 英

59 遺構外 45② 縄文 J祭鉢 D にぷい黄糧 外 半隆起線 隆線→ RL 縄文、 内 : ナ デ、 胎土 : 白 色砂粒

60 遺構外 45② 純文 i采鉢 D 権 外 隆線 指頭圧痕文、 休l ナデ、 JJ古土 白 色 ・ 黒色砂粒

61 遺構外 45② 縄文 深鉢 D にぷい黄経 外 隆線 半隆起線 U 字状文、 内 : ナデ、 l治土 : ÉI 色砂粒 ・ 石1k

62 遺構外 45① 縄文 深鉢 D 灰 褐 外 沈線、 内 ナデ、 胎土 ・ 白 色砂粒

63 遺構外 45① 縄文 深鉢 D にぷい燈 外 縦 RL 縄文 、 内 : ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶筒色砂粒

64 遺構外 45② 縄文 深鉢 D にぷい黄褐 外 縦 RL 縄文、 内 : ナ デ、 胎土 白 色砂粒

65 遺構外 45② 縄文 深鉢 D 明赤褐 外 降線、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂 粒 ・ 金雲母

66 遺構外 45② 縄文 深鉢 D 灰貨褐 外 降線 ì:t線、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

67 遺構外 45① 縄文 深鉢 D にぶい樫 外 J!占 り 付け隆帯、 内 検 ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

68 遺構外 45① 縄文 深鉢 D にぷい貰褐 外 斜行沈線 平行沈線、 内 ナ デ、 JJ古土 ' 白 色砂 粧 ・ 石 1k

6 9  遺構外 48① 純文 深鉢 D 灰策褐 外 劇n文 ? →隆帯、 内 ナデ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 制iì 考 加l曾干IJ E 

70 遺構外 48① 縄文 深鉢 D にぷい黄褐 外 如意、状突起 平行ì:t線、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

7 1  遺構外 48① 純文 深鉢 D 灰 賞 褐 外 ・ 橋状把手、 内 : 摩滅、 l治土 : 白 色砂粒

72 遺構外 48① 純文 i果鉢 D 浅黄櫨 外 隆有fJl}j り 付け 平行沈線、 内 ナ デ、 l治土 白 色砂粒 ・ 石 英

7 3  遺構外 48① 縄文 深鉢 D にぷい質密 外 縦 RL 縄文、 内 . ナ デ、 胎土 : 白 色 ・ 茶褐色砂粒

74 遺構外 48① 純 文 深 鉢 D にぶい褐 外 LR 縄文→凹線、 内 ナデ、 j胎土 白 色砂粒

75 遺構外 48① 純l文 深鉢 D にぷい黄鐙 外 : �占 り 付 け 隆線、 内 ナデ、 胎土 白 色砂粒

76 遺構外 48① 縄文 i本鉢 D にぷい黄お 外 RL 縄文 、 内 椴 ナ デ、 胎土 ・ 白 色砂粒

77 遺構外 53① 縄文 深鉢 D にぷい赤褐 外 : 充填縄文 ( 無節) 人 内 . ナ デ、 l胎土 . 白 色 ・ 茶褐色砂粒

78 迫構外 53② 縄文 i栗鉢 D 積
外 ・ 半隆起総 連続刺突 1眼鏡状突起 張 り 付 け隆線、 内 : ナ デ、 l治士 。 白 色砂粒 ・
石 英

79 逃構外 53② 縄文 把手 D 権 外 : 縦 LR 純文、 内 ナデ、 胎 土 : 白 色 砂粒 ・ 石 英

80 i世構外 53② 総文 深鉢 D 明赤褐 外 : 無 文 、 r);J 械 ナ デ、 J!t土 . 白 色 ・ 黒色砂絞 ・ 石英

8 1  :ìl'!構外 63① 縄文 i長鉢 D にぷい援 外 : 凹線→充填純文 ( 無 節) 、 内 ・ 横ナ デ、 JJ台土 . 白 色砂粒、 備考 力u曾平IJ E N

82 巡構外 67① 縄文 深鉢 D 灰賞褐 外 : LR 純文→浮線 ( 刻み 目 ) 、 内 : 横 ナ デ、 l治土 : 白 色砂粒、 備 考 諸磯 b 新

83 遺構外 67① 縄文 深鉢 D にぷい黄糧 外 : 貼 り 付 け降線→連続刺突、 内 摩滅、 胎土 白 色砂粒 ・ 角 閃石

84 E ② SA 1  覆 土 純文 深鉢 D 褐 外 : Y 字懸垂文、 内 ナ テ\ 胎土 白 色砂 粒 ・ 石 1k

85 E ② SA 1  覆土 縄文 深 鉢 D 褐 外 : 張 り 付 け隆線、 内 ナ デ、 給土 白 色砂粒 ・ 石 1k

86 E ② SA 1  積土 縄文 深鉢 D に">; 0 、 褐 外 . 縦 RL 縄文 (結節 あ り ) 、 内 : ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 角 |刈 石

87 E ② SA 1  磁土 縄文 1京鉢 D 灰黄褐 外 ー 張 り 付 け降線 波状i尤線、 内 ナ デ、 l陥土 白 色砂粒 ・ f!J IXJ 石

88 E ② SA 1  夜 土 縄 文 深鉢 D にぷい黄褐 外 : RL 崩n文、 内 積 ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 繊維 ・ iíj I刈石、 備 考 ・ 前JVJ'I" :llli

89 E ② SA 1  磁土 縄文 深鉢 D にぷい黄禍 外 RL 縄文 、 内 横 ナ デ、 胎 土 白 色砂粒

90 E ② SA 1  磁土 純 文 深鉢 D 灰賛褐 外 LR 終i文 、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

91 E ② SA2 稜土 純 文 7生鉢 D l天賞 褐 外 連続刺突 半隆起線、 内 l孝滅、 胎土 白 色砂 粒 ・ 石 英

92 E ② SA2 覆土 縄文 T朱鉢 D 灰 賞 褐 外 連続刺突 半隆起線、 内 横ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 石1k

93 E ② SA2 覆土 純 文 i染鉢 D 灰1員一褐 外 連続刺突、 内 ・ ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 石英、 備 考 92に 同 一

94 E ② SA2 覆土 純 文 浅鉢 ? D にぷい黄褐 外 半隆起線、 内 ナ デ ・ ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒 ・ 角 閃 石

95 E ② SA2 被土 純 文 深鉢 D にぷい黄樟 外 ì:t線 交li刺突 a、 内 *滅、 J!t土 白 色砂粒

96 E ② SA2 夜土 純 文 深鉢 D にぷい黄燈 外 隆線 半隆起線 沈線、 内 E軽減、 j佑土 ・ 白 色 ・ 茶褐色砂粒

97 E ② SA2 I置土 純文 i采鉢 D にぷい黄櫨 外 務状縄文、 内 : ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 繊維

98 E ② SA2 夜 土 純文 iゑ鉢 D 灰黄褐 外 l掌滅、 内 : 1掌滅、 胎土 白 色 砂粒 ・ 石英 、 備 考 92に同一

99 E ② SA2 磁 土 縄文 i京鉢 D にぷい黄燈 外 l掌滅、 内 ‘ ナ デ、 胎土 白 色砂粒

100 63② SA4 磁 土 縄 文 i生鉢 D i長賞糧 外 縦 LR(結節あ り ) →凹線 交互刺 突 c、 内 検 ナ デ、 IJ台土 白 色砂粒

101  E ② SA3 床 直 縄 文 深鉢 D 浅黄鐙 外 羽状純文→継 ぎ手文 c 半隆起線 交互車IJ 突 b、 F大l 摩滅、 胎こ仁 . 白 色砂粒

1 02 E ② SA3 車i土 純文 深鉢 C にぷい赤褐 外 縦 RL 純文→継 ぎ手文 c 交互刺 失 c、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐 色 砂粒

1 03 E ② SA3 覆 土 縄文 1京鉢 D にぷい黄樫 外 ・ 継 ぎ手 文 c 半隆起線 斜行ì:t線、 内 摩滅、 l的土 . 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 石 1k

1 04 63②SA4 床面 縄文 i梁鉢 D にぶい黄� 外 縦 LR 縄文→蕨手文、 戸、j ナ デ・ オ サエ 、 l治土 白 色砂粒

1 05 63② SA3 床直 縄文 i菜鉢 D にぶい賞褐
外 . 縦 LR 縄文 Y 字懸垂文 ? 降線 山線 玉抱ニ 叉文、 内 横 ナデ、 !胎土 lヨ色
砂粒

1 06 E ② SA3 1置土 縄文 i呆鉢 D にぷい褐
外 隆帯貼 り 付 け 述続車IJ突 矢羽状文 凹線 交互車IJ 突 c、 r);J : ミ ガキ 、 胎土 : 白
色 ・ 黒色砂粒 ・ 金雲母

ヮ“PO

 



Nn 出土遺構 層{立 種別 音書種 遺存 色 調 技法・ 文様 ・ 特徴

1 07 63② SA4 床 直 縄 文 深 鉢 D 褐灰
外 : I盗帯貼 り 付け 交 互刺 突 c 矢羽状文 凹線 連続刺突、 内 ー 横ナ デ、 l治土 : 白
色砂粒 ・ 金雲母

108 63②SA4 被 土 純 文 I架鉢 D 雪量 外 : RL 純文→継 ぎ手文 a 連続刺 突 交互刺突 c、 内 横 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

109 E ② SA3 床 直 純 文 深 鉢 D にぷい黄糧 外 LR 縄文→継 ぎ手文 c 半隆起線 交互刺 突 b、 内 l豪滅、 胎土 白 色砂粒

1 1 0  63②SA4 被土 純文 深鉢 D にぷ い褐 外 RL 縦文 隆線 半隆起線 凹線、 内 : ナ デ、 胎土 白 色 砂粒 ・ 金主主母

1 1 1  63②SA4 I壁土 純文 I束鉢 D にぷい賞掲 外 降帯)11; り 付け 継 ぎ手 文 c 半隆起線、 内 ナ デ、 胎土 . 白 色砂粒

1 12 63②SA4 床直 純文 突起 D 褐 外 隆線貼 り 付け、 内 ナ デ、 j胎土 . 白 色 ・ 茶褐色砂粒

1 13 63②SA4 磁土 純文 把手 D にぷい黄極 外 降線貼 り 付 け、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

114 63②SA4 覆 土 縄文 台{寸深鉢 C にぷい黄桓 外 凹線 (渦巻文) 矢羽状文、 内 ナデ、 胎土 ー 白色砂粒

1 1 5  63②SA4 磁土 純文 突起 D にぷい黄櫨 外 凹 線 ( 渦巻文) 、 内 ナデ、 胎土 : 白 色 茶褐色砂粒・ 金雲母

1 1 6  63②SA4 磁土 縄文 深鉢 D にぷい貰極 外 縦 RL 縄文、 内 横ナ デ、 胎 土 白 色 ・ 茶 褐 色砂粒

1 1 7  63②SA4 1置土 縄文 深鉢 D にぶい黄樫 外 縦 RL 縄文→半隆起線 連続刺 突、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 金雲 母

1 18 63②SA4 強土 制u文 i.朱鉢 D 明赤褐 外 摩滅、 内 横 ナ デ、 胎 土 金雲母

1 19 63② SA4 覆 土 純文 i果鉢 D にぷい糧 外 ・ 縦 RL 縄文 (結束あ り ) →隆線 平行沈線、 内 摩i滅、 l治土 : 白 色砂粒 ・ 石英

120 E ② SA3 覆土 純文 深鉢 D に ぶ い 褐 外 ミ ガキ 仁 内 ・ ミ ガキ 、 胎 土 白 色砂粒 ・ 金雲母、 備 考 1 08に 同一

121 63② SA4 磁 土 縄 文 深鉢 D にぷい黄程 外 縦 RL 縄文、 内 横 ナ デ、 胎土 : 白色砂粒

122 63② SA4 床 直 純 文 i呆鉢 D に ぶ い 褐 外 摩滅、 内 ナ デ ? 、 胎土 白 色砂粒

123 63② SA4 床 直 縄 文 I菜鉢 D にぷい貰糧 外 羽状純文→ Y 字懸垂文 半隆起線、 内 横 ナ デ、 l胎土 白 色砂粒 ・ 金雲母

124 63② SA4 床直 縄文 深鉢 D にぷい賞援
外 羽状縄文→ Y 字懸垂文 半隆起線、 l大I 検 ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 金雲 母 、 備 考
123 に 同 一

125 E ② SA3 床面 縄文 i末鉢 D 褐灰 外 半隆起線、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

1 26 E ② SA3 J未直 純 文 I軍事4 D にぷい黄櫨 外 隆線 半隆起線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

127 63②SA4 磁土 純文 I采鉢 D にぷい賞糧 外 ・ 縦 RL 縄文 (結束あ り ) →隆線 半隆起線、 内 : ナ デ、 胎 土 : 白 色砂粒 金雲母

128 E ② SA3 床 直 純文 深鉢 D にぷい黄櫨 外 縦 RL 純文 (結束あ り ) →半隆起線、 内 オ サエ ? 、 胎土 白 色砂 粒

129 63② SA4 j未直 縄文 深鉢 D にぷい黄櫨
外 羽状線1文→降線 斗' 隆起線、 内 ナデ、 胎 土 ; 白 色 砂粒 ・ 金雲母、 備 考 : 123に 同

130 63② SA4 床直 純文 i来事キ D 灰策一褐 外 縦 RL 縄文→隆線 継 ぎ手文 b 半隆起線、 内 摩滅、 胎土 ー 白 色砂粒

131  63②SA4 床直 純文 i来鉢 D にぷい黄桜
外 縦 LR 縄文 P →継 ぎ手文 b 半隆起線 連続車Ij 突 、 内 l豪滅、 胎土 : 白 色砂粒 ・ 角
閃 石

132 63②SA4 J末直 純文 I采鉢 D にぷい黄ll1 外 縦 RL 縄文→平行沈線、 内 摩滅、 胎土 白 色砂粒

1 33 63②SA4 事i土 純文 I翠鉢 D 赤 褐 外 : I監線 半隆起線 矢羽状文、 内 摩滅、 胎 土 白 色砂粒

134 63②SA4 床直 純文 深鉢 D 灰賞褐 外 : 半隆起線、 内 摩滅、 胎土 : 白 色砂 粒

1 35 63②SA4 床直 車u文 深鉢 D 灰黄褐 外 : 縦 LR 縄文 (結束あ り ) 連続刺突、 内 摩滅、 胎土 白 色砂粒

136 63②SA4 床直 純文 深鉢 D 灰賞褐 外 : 縦 RL 縄文 (結束あ り ) 降線、 内 l牽減、 胎土 : 白 色砂粒

137 63②SA4 J*ffi[ 純文 ?*鉢 D にぷい黄ll1 外 : 縦 RL 縄文 (結束あ り ) 、 内 l掌滅、 胎土 白 色砂粒

138 63②SA4 床直 崩u文 深鉢 D にぷい賞糧 外 . 縦 RL 縄文 (結束あ り ) 隆線、 内 摩滅、 胎土 . 白 色砂 粒

1 39 63② SA4 磁土 純 文 深鉢 D にぷい黄積 外 - 羽状純文、 いl ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

1 40 63②SA4 覆土 縄文 深鉢 D にぷい賛糧 外 縦 RL 縄文→半隆起線 沈線、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒 ・ 金雲母

141 63②SA4 床直 縄文; 深鉢 D にぷい黄糧 外 ' 縦 LR 純文、 内 横 ナ デ、 胎土 : 白 色砂粒

142 63②SA4 被土 縄文 深鉢 D にぷい賞横 外 縦 RL 純文、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

143 63②SA4 覆 土 純 文 深 鉢 D にぷい黄樫 外 縦 RL 純文、 内 ミ ガキ 、 胎土 . 金雲 母

144 63②SA4 覆土 縄文 深鉢 D にぷい賞糧 外 LR 縄文、 内 : 摩滅、 胎土 白 色砂粒

J45  63②SA4 1重土 純文 i軍鉢 D 褐 灰 外 縦 LR 縄文、 内 摩滅、 胎土 ー 白色砂粒

146 63② SA4 床菌 純文 深鉢 D にぷい黄極 外 縦 RL 縄文、 内 摩滅、 胎 土 白 色砂粒

147 63②SA4 覆土 純文 深鉢 D にぷい黄極 外 縦 LR 縄文、 内 ミ ガキ 、 胎土 : 金雲 母

148 63② SA4 J未直 純文 深鉢 D にぷい貰縄 外 半隆起線 斜行沈線、 内 ミ ガキ 、 胎土 : 白 色砂粒

149 E ② SA3 K2 縄文 浅鉢 D にぷい賞程 外 隆線 ( 主IJみ 目 あ り ) 半隆起線 刺突 U 字文、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

150 63② SA4 床直 純文 深鉢 D に ぶ し ‘ 褐 外 LR 縄文 隆線 三角 彫去文 平行沈線、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

1 5 1  63②SA4 磁土 縄文 I業鉢 D 浅賞授 外 半隆起線 斜行沈線、 内 横ナ デ、 胎土 白 色砂粒

152 63②SA4 務土 純文 深鉢 D にぷい賞撞 外 ì:t線 交互刺突 E、 内 ナ デ、 胎土 : 白 色砂粒

1 53 63②SA4 床直 純文 1草鉢 D にぷい賞糧 外 平行沈線 交互刺 突 a、 内 ナ デ ? 、 l胎土 白 色砂粒、 備 考 123 に 同 一

154 63② SA4 被土 純文 深鉢 D 灰黄褐 外 ー 平行沈線、 内 検 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

155 63②SA4 覆土 純文 i京鉢 D 黒褐 外 隆帯貼 り 付け ì:t線、 内 摩滅、 胎土 ー 白 色砂粒

156 63② SA4 被 土 縄 文 i采鉢 D にぷい黄鐙 外 : RL 縄文、 内 ミ ガキ 、 胎土 ・ 白 色砂粒

1 57 63②SA4 1宣土 縄文 深鉢 D 明赤褐 外 : I盗線 交互刺 突 c 半隆起線、 内 : ナ デ 、 胎土 白 色 ・ 茶 褐 色砂粒

158 63② SA4 車l土 純文 ?�鉢 D 明赤褐
外 : RL 純文 隆線 半隆起線、 内 ナデ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 157に同
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1 59 63② SA4 磁 土 縄 文 深 鉢 D 明赤褐 外 : RL 純文 隆線、 内 ナ デ 、 胎土 : 白 色 茶褐色砂枝、 制lì考 : 1 57に同一

160 63② SA4 被土 純 文 i�鉢 D に ぷ い 褐 外 隆線、 内 ナ デ、 胎土 : 白 色 茶褐色砂粒 、 備考 。 1 5 7 に 同一

161 63② SA4 護士 純文 深鉢 D にぶい褐
外 隆線 交瓦刺 � c 沈線、 Ij� : 検ナデ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 1lü考 1 57に 同

162 63②SA4 磁土 純文 1束鉢 D に A: � 、褐 外 隆線 交互刺� c、 内 ナデ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒 、 備 考 : 1 57に同一

163 63② SA4 被土 純 文 i架鉢 D に ぶ U 、 褐 外 隆線、 内 ナデ、 給土 白 色 茶褐 色砂粒、 備 考 1 57 に 同 一

164 63② SA4 1壁 土 縄 文 i軍鉢 D にぷい褐 外 陵線、 内 ナデ、 胎土 . 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 1 57に 同一

165 63② SA4 覆 土 純 文 I来鉢 D にA: � 、褐 外 隆線 交互刺突 c、 内 ・ ナデ、 !胎土 ・ 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 1�lì 考 : 157に同ー

166 63② SA4 覆 土 純 文 深鉢 D にぶい褐 外 . 縦 RL 純文 (結束あ り ) 、 内 : 横 ナ デ、 胎 土 : á 色砂粒、 備 考 : 1 57 に 同一

167 63② SA4 夜 土 純 文 深 鉢 D にぶし 、褐
外 縦 RL 縄文 コ ン パ ス 文 半隆起線 交互車IJ 突 c、 内 積ナデ、 JJf:ì 土 . 白 色砂粒、
備考 1 5 7 に 阿ー

168 63② SA4 忍i土 縄文 }束鉢 D にぶい褐 外 縦 RL 縄文 (結束あ り ) →隆線、 内 検 ナ デ、 JJ古土 : 白 色砂粒、 備 考 : 1 57に同一

169 63②SA4 覆土 縄文 深鉢 D にぷい褐 外 縦 RL 縄 文 ( 結 束あ り ) 、 内 横 ナ デ、 JJ台土 ' 白 色111'粒、 制jj考 。 157に阿ー

170 63②SA4 磁 土 縄文 I長鉢 D 赤褐 外 ナ デ オ サエ、 1*1 ミ ガキ 、 胎土 白 色 砂粒 ・ 金袋母

171  E ② SA4 覆上 縄文 i栗鉢 D にぷい黄鐙 外 隆線、 内 械 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

1 72 E ② SA4 覆 上 縄文 i止鉢 D にぷい賞糧 外 降線、 内 横 ナ デ、 胎土 ・ 白 色砂粒、 側i考 : 1 7 1 に 同一

1 73 E ② SA4 被上 縄 文 深 鉢 D にぷい黄櫨 外 隆線、 内 横 ナ デ、 胎士 白 色砂粒、 備 考 : 171 に 同 ー

1 74 E ② SA4 被 上 縄 文 深鉢 D にぶい黄糧 外 降線、 内 横 ナ デ 、 胎土 白 色砂粒、 備 考 1 71 に 同 一、 炭化物付着

175  E ② SA4 夜 上 純文 深鉢 D にぷい賞鐙 外 隆線、 内 横ナデ、 胎土 白 色砂粒、 備 考 1 7 1 に 同 一

1 76 E ② SA4 被上 縄文 深鉢 D にぷい黄程 外 隆線、 内 摩滅、 胎土 白 色 砂粒 、 備 考 。 1 7 1 に 阿 ー

1 77 E ② SA4 被 上 純文 深鉢 D にぶい褐 外 隆線、 内 摩滅、 胎 土 . 白 色 砂粒 、 制Îi考 1 7 1 に 阿ー

1 78 E ② SA4 覆上 純文 深鉢 D にぷい賞111 外 隆線、 l勾 横 ナ デ、 胎土 白 色砂粒、 備 考 ・ 1 7 1 に 同 一

1 79 E ② SA4 被 上 縄文 深鉢 D にぷい葉鐙 外 隆線、 内 摩滅、 胎土 白 色砂粒、 備 考 : 1 7 1 に 阿ー

1 80 E ② SA4 稜 上 純文 i�鉢 D にぷい褐 外 隆線、 内 摩滅、 胎土 白 色砂枝、 何i考 1 7 1 に 同一

1 8 1  E ② SA4 桜中 純文 I菜鉢 D にぶい糧 外 . 楕 円 区 画 文 凹線、 内 陸滅、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

182 E ② SA4 磯上 純文 i*鉢 D にぷい賞鐙 外 隆線、 内 摩滅、 胎土 白 色 砂粒

183 E ② SA4 被 上 純 文 I呆鉢 C 褐 外 : X 状把手 降線 型l'引 文、 内 : 績 ナ デ、 胎土 : 金雲 母

184 E ② SA4 援 ，*， 純文 i呆鉢 D にぷい策111 外 無文、 内 被 ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 雲母

185 E ② SA4 夜 中 純文 i京鉢 D にぶい燈 外 無文 仁 内 : 摩滅、 胎土 白色砂粒

186 E ② SA4 }宜上 縄文 i�鉢 D 灰黄褐 外 ナ デ、 内 摩滅、 胎土 白 色 砂粒 、 備 考 ‘ i*沢系のJ底部 ?

187 E ② SA4 援 "i' 純文 深鉢 D にぷい穏 外 隆線、 内 ナデ、 JJf:ì土 白 色砂粒

188 E ② SA4 被上 縄文 i祭鉢 D 樫 外 . 隆線 平行j;t線、 l村 ナデ、 胎土 白 色砂 粒 ・ 石 英

189 E ② SA4 税上 純文 深鉢 D 灰 褐 外 羽状純文 (結束あ り ) →凹線、 内 陸滅、 胎土 白 色砂粒

1 90 E ② SA4 被上 縄文 i呆鉢 D 灰賞褐 外 凹線、 内 摩滅、 胎土 : 白 色 砂粒 ・ 石英

1 9 1  E ② SA4 被 仁 純文 i菜鉢 D N.�\褐 外 隆線 半隆起線、 内 : ミ ガキ 、 胎 土 白 色 砂粒

1 92 E ② SA4 被上 純文 深鉢 D にぷい黄櫨 外 隆線 半隆起線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色砂校

1 93 E ② SA4 被 上 縄文 深鉢 D にぷい燈 外 格子 目 文 半隆起線. 内 : ナ デ、 胎土 茶総色砂粒 ・ 金雲 母

1 94 E ② SA4 覆上 純文 深主主 D 灰褐 外 LR ÆIU文→継 ぎ手文 c、 r);1 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒 ・ 石英

1 95 E ② SA4 被上 縄文 浅鉢 D に ぷ い 程 外 . 角押 文 j;t線 二角彫去文 (1均 面) 、 内 ミ ガ キ 、 l胎土 金雲母

1 96 E ② SA4 被 上 縄文 深鉢 D に ぷ い褐 外 交互 刺 突 b 半隆起線、 内 ミ ガキ 、 胎 土 金雲母

1 9 7  E ② SA4 夜 中 縄文 深鉢 D 灰 褐 外 LR 純文 半隆起線 隆線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 : 白 色 茶褐色砂粒 ・ 石1Jf

1 98 E ② SA4 夜中 縄文 深鉢 D にぷい黄経
外 . 縦 LR 純文→半隆起線 降線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 145褐 色砂粒 ・ 石英、 f!'lì 考
197に 同 一

1 9 9  E ② SA4 夜 中 縄文 深鉢 D J天 褐 外 縦 LR 縄文→半隆起線 経線、 内 ミ ガキ 、 l胎土 : 白 色 ・ 茶褐色砂粒

200 E ② SA4 夜 中 純 文 深鉢 D にぷい黄櫨 外 縦 RL 純文→隆線、 内 摩滅、 l治土 白 色 ・ 茶褐色砂粒・ 金雲母

201  E ② SA4 夜 中 縄 文 深 鉢 D にぷい黄禍 外 LR 純文 (結束あ り ) 、 内 : ミ ガキ 、 胎土 : 金雲 母

202 E ② SA4 彼 中 純 文 深 鉢 D にぶい燈 外 縦 RL 純文、 内 . ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 戸J J河 石

203 E ② SA4 夜中 縄文 深鉢 D 偶 外 RL 純文 隆線、 内 摩滅、 J治土 : 金雲 母

204 E ② SA4 夜中 制文 深鉢 D 灰f百一掲 外 羽状純文、 内 摩滅、 )治土 白 色砂粒

205 E ② SA4 夜 中 純 文 I栄鉢 D J天質褐 外 縦 RL 純 文 隆線、 内 摩滅、 胎土 : 金雲母 ・ 石1ß.

206 E ② SA4 援中 純文 i菜鉢 D にぷい黄鐙 外 RL 純文 連続車IJ 炎、 内 ミ ガキ 、 l治土 . '茶褐色砂粒 石英

207 E ② SA4 夜中 純文 深鉢 D にぷい黄鐙 外 RL 縄文 、 内 ミ ガキ 、 胎 土 白 色 ・ 茶褐 色砂粒 ・ 石 英

208 E ② SA4 夜 中 純 文 i本鉢 D にぶい黄燈 外 縦 RL 純文 、 内 : ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶 褐 色砂粒

209 E ② SA4 夜 中 純 文 i某鉢 D にぷい鐙 外 LR 純文、 内 ナ デ、 JJf:ì土 白 色砂粒 繊維

210 E ② SA4 夜中 純文 深鉢 D 灰賞褐 外 LR 純文 、 内 摩滅、 胎土 白 色 ・ 茶褐色1昔、粒 石*'

2 ] ) E ② SA4 夜中 純文 深鉢 D にぷい黄糧 外 RL 縄文 、 内 ミ ガキ 、 胎 土 ' 白 色砂粒

212  E ② SA4 夜中 純文 深鉢 D にぷいîIt鐙 外 純文 ? → Y 字懸垂文 平行沈線、 1;1;1 ナデ、 l的 土 白 色 砂粒
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213 E ② SA4 夜中 純文 深鉢 D にぷい賞鐙 外 縦 LR 純 文 (結束あ り ) → Y 字懸垂文、 内 ミ ガキ 、 )的土 白 色砂粒 ・ 雲 母 ・ 石 英

2 14 E ② SA4 車t' i" 純 文 浅鉢 D 明赤褐 外 平行i:.t線 交互車IJ 突 b、 内 . ミ ガキ 、 l胎土 白 色砂粒 ・ 金雲母 ・ 石1Ji;

215 E ② SA4 桜 中 縄文 深鉢 D にぶい褐 外 隆線 交互刺 突 c、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒 ・ 石 1Ji;

216 E ② SA4 桜" 1' 純 文 深 鉢 D にぷい貰極 外 三 }lj彫去文、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

2 1 7  E ② SA4 夜中 純文 深鉢 D に ぷ U 、 褐 外 交互刺突 c 平行i:.t線 連続刺突 、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

2 18 E ② SA4 寝中 純文 深鉢 D にぷい黄糧 外 平行i尤線 凹線、 内 1ft.減、 胎土 ' 白 色砂粒

219 E ② SA4 夜中 純 文 深鉢 D 褐灰 外 平行i:.t線、 内 . 摩滅、 !的土 白 色 茶褐色砂粒

220 E ② SA4 桜中 純 文 深 鉢 D にぷい黄褐 外 突起 ( 内 而) 、 内 。 ナ デ、 胎土 。 金雲母 ・ 角 IXJ石

221 E ② SA4 夜中 純文 深鉢 D にぷい黄極 外 LR 縄文→隆線、 1)'1 摩滅、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

222 E ② SA4 夜 中 純文 深鉢 D にぷい賞掻 外 隆線、 内 . ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

223 E ② SA4 被 '- 1' 純 文 深 鉢 D 黒 褐 外 絡子 回 文 半隆起線、 内 ミ ガキ 、 l治土 : 金雲 母

224 E ② SA4 桜r J' tlt!文 深鉢 D にぶい櫨 外 交互利突 c 半隆起線 連続刺突 、 内 ミ ガキ 、 j胎土 白 色 ・ 茶 褐 色砂粒

225 E ② SA4 液中 純文 深鉢 D 明赤褐 外 . 平行i尤線、 内 ‘ ナ デ 、 j胎土 金雲母

226 E ② SA4 寝中 純文 深鉢 D l列赤褐 外 し字状文 凹線、 内 オ サ エ→ ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 金雲母

227 E ② SA4 事l中 純文 深鉢 D 昭]赤褐 外 矢羽状文、 内 : J奪滅、 胎土 金雲母

228 E ② SA4 車[ '.1 " 純文 深鉢 D にぶい黄積 外 平行i尤線 羽状崩tl文、 内 ナ デ、 胎土 . 白 色砂粒

229 E ② SA4 夜中 純文 1莱鉢 D 灰賞褐 外 半隆起線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

230 E ② SA4 床直 純文 深鉢 。 灰賞褐 外 陵紛l 半隆起線、 内 : ナ デ、 !胎土 白 色砂粒

231 E ② SA4 l買1 ド 純文 f主鉢 D に ぶ U 、 褐 外 凹線、 1;1;1 ミ ガキ 、 胎土 金雲母

232 E ② SA4 被"ft 縦文 深鉢 D i斐1ft稜 外 隆線 半隆起線、 r);1 : ミ ガキ 、 胎土 白 色 砂粒 ・ 石 英

233 E ② SA4 税"1" 純文 7*鉢 D にぷい賞程 外 半隆起線、 内 : ナ デ、 胎士 白 色砂粒 ・ 石英

234 E ② SA4 被" 1" 純文 深鉢 D にぶい賞褐 外 LR 純文→陰線 半陵起線、 内 。 E軽減、 胎土 白 色砂粒 ・ 石 1ß.

235 E ② SA4 夜中 縄文 深鉢 D にぶい緩 外 半隆起線 平行沈線、 内 l推滅、 }胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 石英

236 E ② SA5 床直 純文 深鉢 D lこぶし、赤褐
外 凹線 格子 目 文 i症状懸垂文 交互車iJ突 c 渦巻ニ 叉文、 内 ミ ガキ 、 !胎土 白
色砂殺

237 E ② SA5 床直 車II文 i*鉢 D にぷい赤褐 外 : RL 純 文 縦 RL 縄文 (結束あ り ) 隆線、 |村 : ナ デ、 胎土 . 白 色 茶褐色砂粒

238 E ② SA5 床直 純文 ?生鉢 C にぷい赤禍 外 : 縦 RL 縄文 (結束あ り ) 、 内 : 横 ナ デ、 胎 土 。 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 jlü考 : 237 に 同 一

239 E ② SA5 床直 純文 深鉢 D にぷい赤褐 外 如意状突起 平行i:.t線、 内 ナ デ、 !胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

240 E ② SA5 磁 土 縄文 突起 D にぷい赤褐 外 ミ ガキ 円孔、 内 : ナ テ\ 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

241 E ② SA5 P I 2  純文 深鉢 D にぷい赤褐 外 ・ 縦 LR 純文→隆線 沈線、 内 . ナ デ、 胎 土 ‘ 白 色 ・ 茶褐色砂粒

242 E ② SA5 床I耐 剰tl文 1朱鉢 D にぷい赤禍 外 縦 LR 純文→降線 沈線、 内 ナデ、 胎土 ・ 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 明日考 : 241 に 問 一

243 E ② SA5 床 而l 制文 深鉢 D にぷい黄権 外 縦 LR 縄文→巴|線 列点文、 r);1 ナ デ、 l治二仁 : 白 色 ・ 茶褐 色砂粒

244 E ② SA5 床而 純文 深鉢 D にぷい賞燈 外 爪形文、 r);1 ナ デ、 胎 土 : I�I 色砂粒 ・ 繊維

245 E ② SA5 波土 純文 深鉢 D にぷい賞褐 外 角押文、 内 l掌滅、 胎 土 金雲 母

246 E ② SA5 床直 純文 深i鉢 D にぷい賀補 外 陰線 平行i:.t線、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

247 E ② SA5 床 l師 純文 深鉢 D にぷい黄櫨 外 半隆起線、 内 摩滅、 胎土 : 白 色砂 粒 ・ 石 1Ji;

248 E ② SA5 }末直 純文 深鉢 D にぷい貰褐 外 I'! I線 降線 波状j尤線、 内 : 1傘滅、 胎土 白 色砂粒

249 E ② SA5 床直 純文 I呆鉢 D 黒褐 外 凹線 連続車IJ 突、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

250 E ② SA5 床I耐 純文 深鉢 D 灰黄褐 外 羽状純文、 内 横 ナ デ、 l治土 . 白 色砂粒

251 E ② SA5 床而 鮒文 I主鉢 D にぷい黄禍 外 縦 RL 縄文→波状懸垂文 、 内 ミ ガキ 、 JI台土 金雲母

252 E ② SA5 務i土 純文 漆鉢 D 糧 外 縦 RL 縄文→凹線、 内 ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

253 E ② SA5 床直 純文 1朱鉢 D にぷい黄禍 外 : 凹線 波状沈線、 休l 摩滅、 胎土 : 白 色砂粒、 備 考 248に IPJ-

254 E ② SA6 床直 縄文 深鉢 B にぷい'lIi極
外 縦 LR 縄文 (結束あ り ) → Y 字懸垂文、 内 ー オ サエ → ナ デ、 !胎土 白 色 ・ 茶褐色砂
粒

255 E ② SA6 床直 純文 深鉢 D にぶい黄密
外 : 縦 RL 純文 (紘一束あ り ) → Y 字懸垂 文 (刑l突あ り ) 連続車IJ突、 内 検 ナ デ、 l胎土
白 色 ・ 茶褐色砂粒

256 E ② SA6 立{二t 純文 深鉢 C にぷい黄極 外 : ニ 角 彫去 文 i:.t線、 内 横 ナ デ、 l治土 . 白色砂粒 ・ 石1ß.

257 E ② SA6 被土 縄文 深鉢 D にぷい'lIi積 外 : 1塗帯 半隆起線 交互刺突 b 、 内 隆帯、 ナ デ、 胎土 . 白 色 砂粒 ・ 金雲 母

258 E ② SA6 磁土 純文 深鉢 D にぷい賞按 外 : 降線 指頭圧痕文、 内 i堂滅、 l治土 : 白 色砂粒

259 E ② SA6 積二仁 制11文 i呆鉢 D にぶい黄鐙 外 : 指頭圧痕文 、 内 摩滅、 胎 土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

260 E ② SA6 磁土 純文 I車鉢 D にぷい'lIi鐙 外 : 1盗線 し 字状文、 内 ・ 摩滅、 胎 土 白 色砂粒

261 E ② SA6 被土 純文 深鉢 D にぷい黄櫨 外 : 無 文 、 内 I孝滅、 !胎土 白 色砂粒

262 E ② SA6 被土 縄文 深鉢 D にぷい黄糧
外 : LR 純 文 隆線 半隆起線 交互刺突 c、 内 ー 横 ナ デ、 j治土 茶褐色砂粒・金雲母 ・
角 閃石

263 E ② SA6 磁土 純i文 7荒鉢 D にぷい黄極 外 。 隆線 i:.t線 半隆起線、 内 : ;;横 ナ デ、 胎土 : I�I 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 背j 閃 石

264 E ② SA6 官i土 純文 深鉢 D 黒褐
外 RL 縄文 半隆起線 平行i:.t線 交互刺 突 c、 内 . 横 ナ デ、 胎土 白 色 砂粒 ・ 金雲
母
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265 E ② SA6 覆 土 純文 深鉢 D 褐 灰 外 : LR 縄文 半隆起線 ì:t線、 休l 検 ナ デ、 胎土 . 県灰

266 E ② SA6 磁土 純文 深鉢 D にぷい賞糧 外 ー 隆線 平行沈線、 内 ミ ガキ 、 胎土 ・ 白 色砂粒

267 E ② SA6 磁 土 純 文 i菜鉢 D 灰黄禍 外 : 半隆起線 平行沈線、 内 機ナ デ、 胎土 白 色砂粒

268 E ② SA6 覆土 純文 i軍鉢 D 燈 外 : 半隆起線 (一部爪形文) 交互車IJ笑 b、 内 : 械ナデ、 l陥土 : 白 色 ・ 茶褐色砂粒

269 E ② SA6 被土 純文 深鉢 D にぶい黄糧 外 : y 字懸垂文 沈線、 内 横 ナ デ、 J治土 白 色砂粒

270 E ② SA6 覆土 純 文 i采鉢 D にぷい黄糧 外 : RL 創u文→半隆起線 連続刺突、 内 横 ナ デ、 l胎土 茶縄色砂粒 ・ 石 英

271 E ② SA6 磁 土 純 文 i架鉢 D にぷい黄撞 外 : RL 純文→半隆起線 連続刺突 、 内 被 ナ デ、 胎 土 茶褐色砂粒 ・ 石英

272 E ② SA6 液 土 純文 深鉢 D 櫨 外 ー 半隆起線 連続刺突 、 内 検ナ デ、 胎土 金雲母

273 E ② SA6 覆土 純文 深鉢 D にぶい黄ll1 外 : RL 崩n文→半隆起線 連続車IJ突 交互車IJ 突 c、 休! 被 ナ デ、 胎土 茶 褐色砂粒 ・ 石
英

274 E ② SA6 磁 土 縄 文 深鉢 D にぷい賞糧 外 RL 純文→半隆起線 連続刺突、 内 横ナデ、 胎土 茶筒色砂粒 ・ 石英

275 E ② SA6 覆土 縄文 深鉢 D にぷい赤褐 外 凹線、 内 : ナ デ、 胎 土 金雲 母

276 E ② SA6 被!土 純文 深鉢 D 権 外 蓮華状文、 内 : 横 ナ デ、 胎土 ' 白 色砂粒

277 E ② SA6 床面 純文 深鉢 D にぷい賀補 外 ì:t線、 内 : 1奪滅、 胎土 白 色砂粒

278 E ② SA6 積土 縄文 1茶鉢 ? D にぷい黄嫡 外 羽状純文 ・ ケ ズ 1) 、 内 横 ナ デ、 胎土 白 色砂粒

279 E ② SA6 覆土 純文 深鉢 D にぷい黄極 外 RL 縄文、 内 ケ ズ リ ・ ナ デ、 胎土 白 色砂粒

280 E ② SA6 床 面 縄 文 深鉢 D 明赤褐 外 降線 凹線、 内 : オ サエ ? 、 胎土 ・ 白 色砂粒 ・ 金雲 母

281 E ② SA6 覆土 縄文 深鉢 D にぶい黄褐 外 平行ì:t線、 内 . ナ デ、 胎土 白 色砂粒

282 E ② SA6 覆土 縄文 深鉢 D にぷい黄褐 外 無節縄文、 内 修滅、 飴土 . 白 色砂粒

283 E ② SA6 覆 土 純文 iま鉢 D にぷい賞褐 外 羽状縄文、 内 積ナデ、 飴土 . 白 色 砂粒 ・ 金雲 母

284 E ② SA6 覆土 純文 i呆鉢 D にぷい黄櫨 外 半隆起線 連続刺突 、 内 : ミ ガキ 、 胎土 : 白 色砂粒

285 E ② SA6 覆土 純文 深鉢 D にぷい貰褐 外 ì:t線、 体l 摩滅、 !治土 : 金雲母

286 E ② SA7 炉 体 縄文 深鉢 D にぷい黄程 外 ・ LR 純文→継 ぎ手文 c、 内 : 横ナ デ、 胎土 : Iさ l 色砂;栓

287 E ② SA7 炉 体 純文 i京鉢 D 灰賛褐 外 LR 純文→継 ぎ手文 c、 内 横 ナ デ、 !胎土 白 色砂校、 備 考 : 286 に 同一

288 E ② SA8 炉 縄文 I呆鉢 D 糧 外 縦 RL 創n文、 内 ミ ガキ 、 胎土 : 白 色 ・ 茶花j色砂粒

289 E ② SA8 炉 純文 深鉢 D 鐙 外 縦 RL 縄文、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶尚色砂粒、 備考 288に同一

290 E ② SA8 炉 縄文 i奈鉢 D t置 外 縦 RL 純文、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 288に同一

291 E ② SA8 炉 純文 i軍鉢 D t登 外 縦 RL 純文、 内 摩滅、 胎土 白 色 J 制白色砂粒、 備考 ・ 288に同 一

292 E ② SA8 炉 縄文 深鉢 D t置 外 縦 RL 純文、 f);J ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 ffu 考 288に l司ー

293 E ② SA8 炉 縄文 深鉢 D 糧 外 縦 RL 純文、 内 ー 摩滅、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂柱、 備 考 : 288に同一

294 E ② SA8 炉 純文 深鉢 D 経 外 縦 RL 純文、 内 ミ ガキ 、 胎士 : 白 色 ・ 茶 褐色砂粒、 備 考 : 288に同一

295 E ② SA8 炉 縄文 I奈鉢 D 極 外 . 縦 RL 純文、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 288に同一

296 E ② SK9 床而 純文 浅鉢 B i主黄鐙 外 隆線 コ イ ル状突起 凹線、 内 : 横ナ デ、 胎ニ!こ : Î=1 f!;砂粒

297 E ② SP28 覆 土 純 文 深 鉢 D 浅'1II程 外 縦 RL 純文→陰線 平 行ì:t線、 内 被ナ デ、 胎土 白 色砂粒

298 E ② S1 1  磁土 純i文 i主鉢 A 燈 外 : 1!耽文、 内 赤彩文 ミ ガキ 、 胎土 : 白 色砂粒、 f�iì考 : 底部穿孔

299 E ② SJ2 磁 土 純文 浅鉢 A f宣 外 無文、 内 ・ 赤彩 文 ミ ガキ 、 胎土 ・ 白 色 ・ 茶褐色砂粒

300 E ② SJ3 縄文 i主鉢 A 糧 外 : 口縁赤彩、 内 : 赤彩 文 ミ ガキ

301 E ② SJ4 覆 土 純文 深鉢 A にぷい糧 外 . オ サエ→ナデ、 内 横 ナ デ、 胎土 ー 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 一部煤付着

302 E ② SR l  縄 文 深鉢 A にぷい賞褐 外 . 縦 RL 縄文→隆線 沈線 (剣先文) 、 内 ー 徽ナ デ、 胎土 ' 白 色 ・ 茶褐色砂粒

303 E ② SR2 純文 l架鉢 B にぷい黄櫨 外 : 羽状純文→隆線 半隆起線 継 ぎ手 文 c、 内 椴 ナ デ、 胎土 : 白 色砂粒

304 E ② SN l  覆 土 縄文 深鉢 A にぷい賞ll1 外 : 突起 凹 線 矢羽状文、 内 ケ ズ リ ナ デ、 胎土 : 白 色 ・ 茶 褐色砂粒

305 E ② SN l  覆 土 縄文 i栗鉢 A 樫褐 外 : ナ デ 、 内 ナデ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

306 E ② SN l  被 土 縄文 g隆起 D にぷい賞褐 外 ; 凹線 ( 渦巻 文) 、 内 ・ 凹線 (渦巻文) 、 胎土 ・ 白 色砂粒 ・ � 母

307 E ② SN l  覆 土 純 文 突 起 D にぷい賞褐 外 ; 凹線、 内 I!!I線、 胎土 : 白 色 ・ 茶褐色砂粒

308 E ② SN l  磁 土 縄文 1束鉢 D にぶい黄綬 外 : 隆線 矢羽状文、 内 ケ ズ リ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

309 E ② SN l  機土 純文 深鉢 D 極 外 : 縦 RL 純文→半隆起線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

3 1 0  E ② SN l  磁 土 縄 文 1莱鉢 D 積 外 : 縦 RL 耐n文→凹線 隆線、 内 : ミ ガキ 、 胎 jこ : 白 色 ・ 茶備色砂粒

3 1 1  E ② SN l  磁 土 純文 i翠鉢 D 糧 外 隆線、 内 : ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

3 1 2  E ② SN l  稜 土 純 文 深鉢 D にぷい賞糧 外 降級 平行i光線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 : 白 色砂粒

3 1 3  E ② SN l  磁 土 純文 i軍鉢 D 褐灰 外 RL 純文→三1'-隆起線、 内 . ミ ガキ 、 胎土 白 色1昔、粒

314  E ② SN l  覆 土 純文 i栗鉢 D にぶい黄極 外 平行i:.t線、 内 : ミ ガキ 、 胎 土 : 白 色 砂粒 ・ ffJ 似j石

3 1 5  E ② SN l  稜 土 純 文 i来鉢 D 灰黄褐 外 縦 RL 縄文、 内 . ナ デ、 胎土 ・ 白 色砂粒

316  E ② SN l  被土 縄文 深鉢 D にぷい黄ll1 外 : i:t線、 内 : 1掌滅、 胎土 : 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 石 英

3 1 7  E ② SN l  磁 土 純 文 深鉢 D 糧 外 縦 RL 純文→半隆起線、 内 ミ ガ キ 、 l治土 : Î=I 色 ・ 茶褐色砂粒

318 E ② SN l  磁 土 純 文 I菜鉢 D にぷい賞樫 外 i屯線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色 砂粒 ・ 石 英

3 1 9  遺構外 E ②  純 文 i生鉢 D 灰黄褐
外 継 ぎ手 文 a 平行i:t級 交互刺 突 a Y 字形、垂 文、 内 横ナデ、 j的 土 白色砂粒・
石 英
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320 遺構外 E ②  縄文 深鉢 D 糧 外 隆線 半隆起線 連続刺突、 内 ミ ガキ 、 胎 土 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 角 閃石

321 逃f枠外 E ②  純 文 深 鉢 D 燈 外 耳状突起 沈線、 内 ミ ガキ 、 胎土 : 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 角 閃石 、 備 考 320に 同

322 治十存外 E ②  純文 深鉢 D にぶい糧 外 耳状突起 連続JlíU 突 、 内 ミ ガキ 、 胎土 : 白 色 ・ 茶 褐 色 砂粒 ・ 角 閃石

323 巡，t，'Ii外 E ②  純文 深鉢 D 褐灰
外 耳状突起 迷続耳11)突 、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 角 閃石 、 備 考 322
に 同一

324 逃fIIi外 E ②  純文 深鉢 D にぷい赤禍
外 ' 耳状突起 連続刺突 半隆起線、 |勾 ミ ガキ 、 )治 土 ; 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 角 閃石 、
備 考 320 に 同 一

325 jl:ìf拝外 E ②  縄文 深鉢 D 燈 外 : 耳状突起 連続車1) 突 半隆起線、 内 : ミ ガキ 、 胎 土 : 白 色 ・ 茶 褐 色 砂粒 ・ 角 閃石、
備 考 320 に 同 一

326 ill構外 E ②  縄 文 I業鉢 D ゆl赤褐
外 RL 縄文 隆 線 ( 刻 み 目 あ り ) 矢羽状文 連続刺突 交互車U 突 c、 内 ミ ガキ 、 胎
土 茶褐 色砂粒 ・ 金雲母

327 i立構外 E ②  純 文 深鉢 D 極
外 RL 縄文 隆 線 ( 刻 み 目 あ り ) 、 I;/;J ・ ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶 褐色砂粒 ・ 金雲母、 備
考 326 に 同 一

328 遺構外 E ②  純文 突起 D にぷい褐 外 隆線 凹線、 内 ナ デ、 胎土 茶褐色砂粒

329 巡構外 E ②  純文 深鉢 D にぶい褐 外 隆線 凹 線 ( 剣 先 文) 、 内 ミ ガキ 、 胎土 : 白 色砂粒

330 巡構外 E ②  純文 1生鉢 D にぷい黄極 外 隆線 半隆起線 コ イ ル状突起、 内 摩滅、 胎土 白 色砂粒

331 i立村Jタト E ②  純文 深鉢 D 明赤褐 外 。 橋状突起 半隆起線 爪形文、 内 : 横 ナ デ、 胎士 白 色 ・ 茶 褐色砂粒

332 遺構外 E ②  純文 深鉢 D にぶい糧 外 LR 縄文、 内 : 棋ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

333 泣機外 E ②  純 文 i軍鉢 D 極 外 隆線 平行沈線、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 金雲 母

334 i的枠外 E ②  純文 深鉢 D にぷい黄鐙 外 無 文 、 内 : ナ デ ・ ミ ガ キ 、 胎土 白 色 ・ 茶 褐色砂粒

335 巡fiYi外 E ②  純文 深鉢 D i主黄櫨 外 無文 仁 内 : 1輩滅、 胎士 白 色 ・ 茶褐色砂粒

336 遺構外 E ②  純 文 I京鉢 A にぷい黄糧 外 隆線 半隆起線、 r);l : ミ ガキ 、 JJt.土 白 色砂粒

337 巡機外 E ②  縄文 深鉢 D 褐 外 隆線 i;t線 交互車1) 突 c 迷続刺突、 内 : ナ デ、 胎土 白 色 砂粒 ・ 角 閃石

338 巡構外 E ②  純文 I主主4 D 灰黄褐 外 半隆起線 交互刺突 a、 内 : ナ デ、 胎士 白 色砂粒

339 泣構外 E ②  純文 深鉢 D にぷい黄積 外 降線 ・ 凹線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

340 逃構外 E ②  縄文 深鉢 D にぷい黄極 外 降線 半隆起線、 内 ミ ガキ 、 医i土 . 白 色 ・ 茶褐 色砂粒

341 遺村i外 E ②  純 文 i浅鉢 D にぷい賞樫 外 i主線、 内 : ミ ガ キ 、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 赤 彩

342 逃憐外 E ②  純文 i采鉢 D 黒褐 外 i;t線 交互刺 突 c 連続車U突 玉抱三 叉文、 内 ナ デ、 !治土 白 色砂粒

343 巡t枠外 E ②  縄文 深鉢 D にぷぃ黄糧 外 LR 縄文 隆線 半隆起線、 1;1;1 検 ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶 褐 色 砂粒

344 ill憐外 E ②  縄文 深鉢 D 褐 灰 外 : i;t線 (剣先文) 、 内 ・ 横 ナ デ、 胎 土 : 白 色砂粒

345 造機外 E ②  klll文 浅鉢 ? D にぷい賛糧 外 降線 凹線、 内 : ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶絹色砂粒

346 巡構外 E ②  縄文 深鉢 D 灰褐 外 i;t線、 内 ナデ、 胎土 白 色砂粒 ・ 角 閃石

347 遺構外 E ②  縄文 深鉢 D 明赤褐 外 隆線、 内 摩i減、 胎土 白色砂粒 ・ 角 閃石

348 逃構外 E ②  縄文 深鉢 D に ぶ い 糧 外 半隆起線、 内 : 1牽滅、 胎土 白 色砂粒 ・ 石 英

349 泣4住外 E ②  市n文 深鉢 D 灰黄褐 外 半隆起線 凹線、 内 . 検ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

350 遺構外 E ②  純文 深鉢 D 明赤褐 外 縦 RL 縄文→沈線、 内 摩滅、 胎土 : 白 色砂粒

351 遺構外 E ②  純文 深鉢 D 明 赤 褐 外 隆線 沈線、 内 : 横ナ デ、 胎土 金雲母

352 遺構外 E ②  純文 i軍鉢 D に ぶ い 褐 外 隆線 半隆起線 平行沈線、 内 横ナ デ、 胎土 金三書士号、 fßü考 351 に 同 一

353 遺構外 E ②  純文 深鉢 D 褐 外 隆線 沈線、 内 : 摩滅、 胎土 . 金雲母、 備 考 : 351 に 同 一

354 遺構外 E ②  縄文 深鉢 D 褐 外 隆線 沈線、 内 : 横ナ デ、 胎土 金雲母、 備 考 351 に 同一

355 遺構外 E ②  純 文 深 鉢 D 明赤褐 外 RL 縄文→隆線半 隆起線、 内 ・ 横ナ デ、 胎土 金雲母

356 遺構外 E ②  純文 }宋鉢 D 極 外 RL 縄文 ? →平行ì;t線、 内 : ミ ガキ 、 胎士 金雲母

357 遺構外 E ②  純文 深鉢 D 明赤褐 外 LR 縄文→沈線、 内 . 械 ナ デ、 胎 土 金雲母 ・ 石 英

358 遺構外 E ②  純文 I京鉢 D 糧 外 : RL 撚糸文→半隆起線 連続刺突、 内 ・ ミ ガキ 、 l治土 白 色砂粒 金雲母

359 遺構外 E ②  純文 I京鉢 D にぷい賞積 外 半隆起線 玉抱三 叉文、 内 ミ ガキ 、 胎 土 白 色砂粒

360 近情外 E ②  純文 深鉢 D にぶい樫 外 : 突起 (連続刺突) 交互刺 突 b、 内 : ミ ガキ 、 胎土 : 白 色 ・ 茶褐色砂粒

361 遺4博外 E ②  期n文 深鉢 D 櫨 外 半隆起線 連続刺突 交互刺突 c、 内 ミ ガキ 、 胎土 : 白 色砂 粒 ・ 金雲母

362 遺構外 E ②  縄文 深鉢 D 糧 外 縦 RL 縄文、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶 褐色砂粒

363 遺構外 E ②  創立文 深鉢 D 灰 褐 外 縦 RL 縄文 降線、 内 横 ナ デ、 胎土 ' 白 色 ・ 茶褐色砂粒

364 遺構外 E ②  純文 深鉢 D H音褐 外 縦 LR 縄文、 内 機 ナ デ、 胎こJ:. 金雲母

365 遺構外 E ②  純文 台付i呆鉢 D にぷい黄積 外 隆線 半隆起線、 内 : 横ナ デ、 胎士 白 色砂粒

366 i立構外 E ②  縄文 深鉢 D にぶい黄t1t 外 羽状純文、 内 ナデ、 l治土 白 色砂 粒 ・ 繊維

367 遺構外 E ②  制n文 I架鉢 D にぷい黄密 外 : 羽状縄文、 内 . ナ デ、 胎 土 ・ 白 色 ・ 茶 褐色砂粒 ・ 繊維、 備 考 366 に 同 一

368 i世構外 E ②  純文 深鉢 D にぷい賞樟 外 羽状縄文、 内 . ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 繊維、 備 考 366 に 同一

369 遺構外 E ②  純文 深鉢 D 灰黄禍 外 羽状純文、 内 : ナデ、 l治土 . 白 色砂粒 ・ 繊維、 備 考 : 366に 同一

370 遺榊外 E ②  純文 i京鉢 D 灰賞褐 外 羽状純文、 内 : ナ デ、 l治土 . 白 色砂粒 ・ 繊維、 備 考 366に同一

371  i世情外 E ②  純文 深鉢 D 褐灰 外 : 羽状純文、 内 : ナ デ、 胎土 : 白 色砂粒 ・ 繊維、 備 考 366 に同一

ni

 

po

 



Nn 出 土遺構 層位 極別 器種 遺存 色 調 技法・ 文 様 ・ 特徴

372 逃構外 E ②  縄文 深鉢 D にぷい黄糧 外 羽止矧t文、 内 積 ナ デ、 胎土 ・ 白 色砂粒 ・ 繊維、 備 考 : 366 に 同 一

373 遺構外 E ②  純 文 深鉢 D にぷい黄樟 外 羽状縄文、 内 横 ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・繊維、 1�lì考 366 に 同 一

374 遺構外 E ②  純文 深鉢 D にぶい黄糧 外 羽状線l文、 内 ー ナデ、 )治土 ; 白 色 ・ 茶褐色砂粒・ 繊細i、 備考 : 366 に同一

375 遺構外 E ②  純文 深鉢 D !天賞褐 外 羽状縄文、 内 : ナ デ、 胎土 ・ 白 色 ・ 茶褐色砂粒 繊維

376 足I構外 E ②  純文 深鉢 D にぷい貰糧 外 羽状純文、 内 : 横ナ デ、 胎土 白 色砂 粒 ・ 繊維、 1nii考 366 に 閃 ー

377 遺f博外 E ②  縄文 i栄鉢 D にぷい苗密 外 羽状縦文、 内 : 横ナ デ、 胎土 白 色砂 粒 ・ 繊維、 備 考 ・ 366 に 同 一

378 近権外 E ②  純文 i宋鉢 D にぷい黄櫨 外 羽状縄文、 内 : ナ デ、 j治土 白 色砂粒 ・ 繊維、 1柑考 ・ 366に 同 一

379 遺構外 E ②  者u文 深鉢 D にぷい貰糧 外 羽状縄文、 内 : ナ デ、 胎土 白色砂粒 ・ 繊維、 備 考 366 に 阿 )

380 遺構外 E ②  縄文 深鉢 D にぷい黄樫 外 羽状純文、 内 ' 積ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 繊維、 備考 366に同一

381 遺構外 E ②  縄文 深鉢 D にぷい燈 外 縦 RL 縄文 (結束あ り ) 、 内 摩滅、 胎土 白 色 ・ 茶絢色砂粒 ・ 角 閃 石

382 逃構外 E ②  縄文 深鉢 D にぷい燈
外 縦 RL 縄文 (結束あ り ) →隆線 平行沈線、 内 械ナデ、 l胎土 I�I 色 ・ 茶褐色砂粒 ・
角 閃石 、 備 考 : 381 に 同 一

383 i世構外 E ②  純 文 i梁鉢 D に ぶ い 褐 外 縦 RL 純文、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒

384 遺構外 E ②  縄文 深鉢 D にぷい獄
外 。 縦 RL 縄文 (結束あ り ) 、 !大1 ・ 横ナ デ、 胎士 ・ 白 色 茶褐色砂粒 ・ 角 I刈石、 備 考 ・ 381
に 同一

385 遺構外 E ②  縄文 7宗主主 D にぷい鐙 外 縦 RL 縄文、 内 積 ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 381 に 同一

386 逃構外 E ②  純文 深鉢 D にぷい黄積 外 羽状純文、 内 : オ サ 工 、 l胎土 白 色 ・ 茶補色砂粒

387 遺構外 E ②  純 文 注口浅鉢 A にぶい糧 外 縦 RL 縄文、 内 横 ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 包含l向

388 泣備外 E ②  純文 1来鉢 D にぷい黄櫨
外 如意状突起 平行ì:t線 凹線、 内 ー 械ナ デ、 胎 土 佐 l 色 ・ 茶褐色砂粒、 制iJ考 包
合層

389 治 相再外 E ②  縄文 深鉢 D に";':; v 、 褐
外 縦 RL 純文 半陵起線 円形車IJ突 交互刺突 c、 内 ミ ガキ 、 JJ古土 : 金雲 母 、 制iî
考 : 包含賠

390 ili構外 E ②  klfl文 i架鉢 D 』 こぶし 、t置 外 。 隆線 半隆起線、 内 ・ ナ デ、 !約二lニ ・ 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 制Iì 考 包含隠

391  治情外 E ②  純 文 深鉢 D 黒掲 外 玉抱二 叉 文 沈線、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 金雲 母 ・ 石英 、 備考 包含層

392 遺構外 E ②  縄文 深鉢 D にぷい賞燈 外 羽状縄文 隆線 半 隆起線、 内 : 横 ナ デ、 胎こ仁 白 色砂粒 ・ 雲 母 、 備 考 包含府

393 巡機外 E ②  純 文 7呆鉢 D 援 外 LR 純文→降線、 内 ・ ナ デ、 JJ古土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 包含府

394 遺構外 E ②  縄文 深鉢 D 明赤褐 外 平行沈線 凹紙l 降線、 内 摩滅、 胎 土 金雲 母 ・ 石 英、 備 考 包含層

395 遺構外 E ②  縄文 i車鉢 D にぷい黄撞 外 隆線 (内而) 、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒、 備 考 包 含!同

396 遺構外 E ②  純 文 深鉢 D にぷい黄燈 外 股線 ( 内 l師) 、 内 ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒、 備 考 包含陪

397 遺構外 E ②  純 文 i果鉢 D 灰黄褐 外 : I盗線 ( 爪形文) 沈娘、 内 . ミ ガキ 、 !附 土 ・ 白 色砂粒、 制1I考 : 包含府

398 遺構外 E ②  純 文 7本鉢 D に ぶ い褐 外 凶線、 l勾 : 1衰滅、 胎 土 白 色砂粒、 備 考 ' 包含陪

399 遺構外 E ②  純 文 7家鉢 D 黒褐 外 隆線 半隆起線 矢羽状文、 休l ナ デ . J.胎 土 ・ 金雲母、 備 考 包含府

400 遺構外 E ②  純 文 深鉢 D にぶい黄糧 外 半隆起線 斜行沈線、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒 ・ 石 英 、 備 考 包含府

401 遺構外 E ②  制u 文 T来鉢 D 樟 外 絡状体圧痕文 ? 平行沈線、 |士l ミ ガキ 、 胎土 金雲 母 ・ 石英 、 備 考 包含層

402 遺憾外 E ②  純 文 深鉢 D にぷいîii種 外 半隆起線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒 ・ 石 英、 備 考 包含府

403 遺構外 E ②  総i文 i呆鉢 D にぷい黄程 外 縦 RL 縄文→i:t線、 内 債ナデ、 胎 土 白 色砂粧、 備 考 包含府

404 池緋外 E ②  純文 深鉢 D にぷい黄極
外 羽�:JÇ縄文→半隆起線 (爪形文) 連続車IJ突、 内 : ナ デ、 !胎土 白 色砂粒・石英、 備
考 包含 層

405 遺構外 E ②  純文 深鉢 D にぷい黄燈 外 隆線 半隆起線 蓮華文、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒、 備考 包 合問

406 遺構外 E ②  純 文 1*鉢 D にぷい賛鐙 外 隆線 半隆起線 ニ 叉 文、 内 ミ ガキ 、 胎 土 白 色砂粒、 備 考 包含府

407 遺構外 E ②  純 文 1*鉢 D 灰賞褐 外 羽状縄文 ? →隆線( 爪形文) 、 戸、l ナ デ、 胎土 白 色砂粒、 備 考 . 包含府

408 辿構外 E ②  純 文 深鉢 D 程 外 LR 縄文、 内 : ミ ガキ 、 胎土 ・ 白色砂粒、 備 考 . 包含府

409 巡構外 E ②  純 文 深鉢 D にぷい積 外 隆線 半隆起線、 内 ナ デ、 胎土 白 色砂粒、 備 考 包含層

4 1 0  ili鱗外 E ②  純 文 I主鉢 D 灰 賞褐 外 i:t線 (剣先文) 、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色砂粒 ・ 角 閃石 、 制Iì 考 包含層

4 1 1  泣t;�外 E ②  調u文 i京鉢 D 赤褐 外 隆線 平行i:t線、 内 ナ デ、 !胎土 白 色砂枝、 制" 考 包含府

412 泣構外 E ②  純文 i呆鉢 D 褐 外 : 継 ぎ手 文 a 半隆起線、 内 : ナ デ、 l治土 : 白 色砂粒、 備 考 : 包含府

413 治構外 E ②  縦文 深鉢 D にぶい赤褐 外 陵斜l 半隆起線、 内 ミ ガキ 、 胎 土 白 色 砂粒 ・ 金雲 母 、 備考 : 包含庖

4 1 4  遺構外 E ②  車u文 深鉢 D t登 外 隆線 凹線、 内 ・ ミ ガキ 、 !胎ゴニ 白色砂粒 ・ 金雲 母 、 備 考 包含Æ't

4 1 5  泣構外 E ②  純文 深鉢 D にぷい首位 外 縦 悶d 縄文→半隆起線、 がl 摩滅、 胎土 白 色砂柱、 制lì考 包含府

416 逃構外 E ②  純 文 I架鉢 D 褐 外 凹線 交互車1)突 c ? 、 内 ー l輩i減、 胎土 白 色砂粒、 備 考 . 包合府

4 1 7  治情外 E ②  純 文 i軍鉢 D 明赤褐 外 凹線(渦巻文) 矢羽状文、 内 ミ ガキ 、 胎土 ・ 茶筒色砂粒、 備 考 ‘ 包含!回

4 1 8  起I檎外 E ②  縄文 i宰鉢 D l珂 赤褐 外 隆線 半隆起線、 内 ナ デ、 胎 土 白 色砂粒、 備考 包含j由

4 1 9  逃構外 E ②  純文 深鉢 D に ぶ い燈 外 橋状把手 凹線、 内 摩滅、 胎土 金雲母

420 泣構外 E ②  純文 i深鉢 D 灰褐 外 ・ 円 形車Ij突 爪形文 平行沈線、 内 : ナ デ、 JJÉì 土 : I�I 色砂粒

4 2 1  遺構外 E ②  縄文 i車鉢 D にぷい黄櫨 外 U 字状 文 平行i:t線、 内 l掌滅、 胎 土 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 石 英

422 治機外 E ②  縄文 I車鉢 D に ぶ い 褐 外 �I�隆起線 ( 迎絞刺突) 撚糸文 沈線、 内 ミ ガキ 、 !胎土 白 色砂粒

423 遺構外 E ②  純 文 深 鉢 D に ぷい前燈 外 ・ 隆線、 内 ' 摩滅 、 l治土 : 白 色 茶褐色砂粒 ・ 石 :JÆ
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424 i立機外 E ②  純文 深鉢 D にぷい褐 外 : 羽状純文、 内 ナ デ、 JJ古土 白 色砂粒、 備 考 補修孔あ り

425 泣wi外 E ②  純文 深鉢 D 樫 外 . 縦 RL 純文 人 内 ケ ズ リ 、 胎 土 白 色 ・ 茶 褐 色 砂粒 ・ 石英

426 治構外 E ②  純文 深鉢 D 褐 外 . 縦 LR 縄文→隆線 ( 爪形文) 平行沈線、 内 ミ ガキ 、 胎土 白 色砂 粒 ・ 石 1ft

427 巡構外 E ②  純文 j果鉢 D にぶい燈 外 : !!!f，節縄文 凹線、 内 機 ナ デ、 l治土 白 色 ・ 茶褐色砂粒;

428 遺構外 E ②  純文 j来鉢 D 褐灰 外 ‘ i:t線、 内 ケ ズ リ 、 胎土 白 色砂粒 ・ 雲 母 ・ 繊維

429 遺構外 E ②  純文 深鉢 D 褐 外 : 爪 形文 、 内 ケ ズ リ 、 l的土 白 色砂粒 ・ 雲 母 ・ 繊維

430 近十昨外 E ②  純文 I主鉢 D にぷい黄燈 外 ー 羽状純文、 内 積 ナ デ、 l治二t ・ 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 繊維

431 泣椛外 E ②  11� 文 i草鉢 D にぷい賞厳 外 : 羽状純文、 内 ケ ズ '1 、 胎土 . 白 色 ・ 茶褐色砂粒 ・ 繊維

432 治tl�外 E ②  kl� 文 深鉢 D にぶい褐 外 : 無節羽状縄文、 内 積ナデ、 胎土 . 白 色砂粒

433 J世情外 E ②  純文 i軍鉢 D にぷい黄燈 外 ・ 羽状純文、 l;I;j 徽 ナデ、 )治二1: : 白 色砂粒 ・ 石 英

434 遺構外 E ②  純文 t*鉢 D にぷい黄騒 外 ・ 羽状縄文、 内 椴 ナ デ、 胎土 : 白 色 ・ 茶褐 色砂粒 ・ 石 英

435 m情外 E ②  純文 i京鉢 D 灰褐 外 . 縦 RL 縄文→1'-'1線、 内 : ミ ガキ 、 胎土 白 色砂位

436 遺構外 E ②  純文 I来鉢 D にぷい黄澄 外 . 隆線 半隆起線 三 叉 文 、 内 : ミ ガキ 、 JJ古土 ・ 白 色砂粒・ 石 英

437 遺構外 E ②  純文 I来鉢 D にぶい燈 外 隆線 半隆起線、 内 ・ ミ ガキ 、 JÆì ゴニ : 白 色砂粒

438 逃構外 E ②  純 文 深 鉢 D に ぶ い 燈 外 隆線 半隆起線、 内 ナ デ、 胎土 . 白 色砂粒

439 遺構外 E ②  純 文 I本鉢 D にぷい賛鐙 外 半l後起線 ニ 叉 文、 内 : ミ ガキ 、 l治土 ・ 白 色砂粒

440 遺構外 E ②  純 文 I京鉢 D にぷい賞底 外 : 隆線 半隆起線 交互刺 突 b、 内 l緊滅、 l治土 : 白 色砂粒

441 泣構外 E ②  純 文 i栄鉢 D にぷい貰穆 外 : 半隆起線 平行沈線 交互車IJ �足 b、 戸、， : ミ ガキ 、 胎土 白 色 ・ 茶 褐 色砂粒 金雲母

442 遺構外 E ②  純文 深鉢 D にぶい燈 外 隆紙l 半隆起線、 内 ミ ガキ 、 l治土 : 白 色砂粒

443 造機外 E ②  純文 i主鉢 D にぷい積 外 三|土隆起線、 内 ミ ガ キ 、 胎土 白 色 ・ 黒色砂粒 ・ 雲母

444 逃+枠外 E ②  純 文 i*鉢 D 灰 111褐 外 縦 斜め RL 市�文、 内 ナ デ、 胎土 白 色 ・ 茶褐色砂粒

445 治椛外 E ②  純文 深鉢 D に ぶ い 燈 外 半隆起紙l ニ 叉 文、 内 ナ デ、 l治土 : 白 色砂粒

446 治情外 E ②  純文 突起 D 灰褐 外 隆線 ニ 叉 文 連続刺突、 l勾 ナ デ、 l治土 白 色砂粒 ・ 石 英

586 3① SAl 床直 弥生 2士;江 D 灰}Ii褐 外 : 箆沈紛l区画 内 を 箆重要E形文・ 術直線文で充jJ�、 内 : 右 傾 ハ ケ → ナ デ

587 3① SA1 磁土 弥生 ]�巳3 D にぶい黄ilf 外 箆i:t線区画内 を 櫛短直線文 ・ 樋直線文で充域、 内 被 ハ ケ → ナ デ

588 3① SAl 政 i二 弥生 1古E D 黒褐 外 箆i:t線文r);j を 刺突 文 ・ LR 紺1文で充填、 内 横ハ ケ→ ナ デ

589 3① SA 1 磁土 協生
官�1:! D にぷい黄禍 外 口唇 LR 純文 口縁 LR 純文→箆工具刺突文、 l勾 : ナ デ

590 3① SA1 税土 弥生 、官::( D にぷい賛糧 外 箆i沈線区画l 内 を 櫛直線文 ・ 櫛斜線文で充娘、 内 調設不明

591  3① SAl 磁土 弥生 型E D にぷい賞燈 外 口唇 LR 縄文

592 3① SAl 車i土 ijね七 � 。 灰賞褐 外 櫛検羽状文、 戸、l ハ ケ→横 ミ ガキ

593 3① SA1 床I立 弥生 翌E D 灰賞褐 外 櫛横羽状文、 !人l 椴 ミ ガキ

594 3① SA 1 縦土 功、�Iô � D に�い1畳 外 櫛横羽状文→棒状工具刺突文、 内 横 ミ ガキ ?

595 3① SA l l*ï0: 弥生 型E D 灰賛褐 外 櫛横羽状文、 内 椴 ミ ガキ

596 3① SA l 百i 土 弥生 鉢 D にぶい授 外 . 箆沈線文/ 様状工具刺突文、 内 . ;調整不明

597 3① SA2 lよ1m: 弥生 2耳.目す A にぷい?を燈
外 頭 部 1 対若手孔2 ヶ 胴 上箆i沈線 区 画 内 を 櫛押 引 文 で 充填 JJ同 下 箆 .íI! 述狐 文 内 を
LR 純文で充填 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ ? 、 内 調整不明

598 3① SA2 床l直 弥生 ヨE D 燈 外 口唇指頭折1鎌 胴 部櫛椴羽状文 ? 、 内 調整不明 接合痕

599 3① SA2 縦土 泊、生 H一::t C に ぶ い 燈 外 箆重三 角 文 ミ ガキ ? 、 内 ケ ズ リ → ミ ガキ 人 内 ナ デ ?

600 3① SA2 意i 土 弥 生 当主 D にぶい褐 外 口唇 LR 純文→棒状工具抑捺、 内 検 ハ ケ →横 ミ ガキ

601 3① SA2 被土 弥生 道 D 灰賞褐 外 箆i:t線文 、 内 論整不明

602 3① SA2 磁 土 弥生 �i官 。 にぷい樟 外 箆沈線区画 |勾 を 辿続刺突文 ・ LR 縄文 + 箆i皮状文 で交正充娘、 戸、l ナ デ ?

603 3① SA2 磁 土 弥生 3τ1・:! D 灰1立衛 外 箆i:t線 区 画 内 を 櫛直線文で充1品、 内 調整不明

604 3① SA2 話i土 弥生 1;':1 D J俊 外 箆i:t線文 内 を wu 突 文 ・ LR 純文で充壊、 内 ナ デ

605 3① SA2 被土 弥生 1:手「・- D にぶい穣 外 箆i:t線区画r);j を 櫛短斜線 文 ・ 締直線文で充墳、 内 : 調整不明

606 3① SA2 炉 弥生 !:何wじ回 D にぷい黄禍 外 箆重連弧文 ? 内 を 櫛 I直線文で充境、 内 ナデ

607 3① SA2 床 TI'i: 弥生
ー
2・� D にぷい黄櫨 外 箆重;述弧文 rrJ 形浮文、 内 ナ デ

608 3① SA2 炉 弥生 2世::-..: D にぷい極 外 箆重山形文 横ハ ケ 、 1人l ナ デ

609 3① SA2 報i土 弥生 型E D にぷい賞糧 外 口唇 LR 純文 JJ岡部櫛検羽状文 人 内 . 横 ミ ガキ

6 1 0  3① SA2 被土 弥生 3盟 D にぷい賞極 外 口唇箆工具刺 突文、 内 調整不明

6 1 1  3① SA2 事lt 'Jñ\生 期A D にぷい黄糧 外 口 唇 LR 縄文→様状工共事jf捺 、 内 ー 棋 ミ ガキ

6 1 2  3(1) SA2 被 土 弥 生 � D にぷい黄怠 外 櫛横羽状文→篠状工具車IJ突文、 1:1-) 調整不明

613  3① SA2 1立 土 弥生 � D に ぶ い 極 外 櫛横羽状文→箆工具刺突文、 内 積 ミ ガキ ?

6 1 4  3① SA2 被土 弥生 3控 D 灰黄褐 外 櫛棋羽状文→棒状工具如j突文、 内 横 ミ ガキ

6 1 5  3① SA2 磁 土 弥 生 ヨ-刷� D 灰1ft褐 外 櫛棋羽状文、 内 機ハ ケ

6 1 6  3① SA2 被土 弥生 � D 経 外 側J憤羽状文、 内 積 ミ ガキ

6 1 7  3① SA2 1立jこ 弥生 鉢 D 褐灰 外 : 口 唇 LR 純文 口縁折 り 返 し !胸部横 ハ ケ → ミ ガキ 、 内 積 ハ ケ → ミ ガキ

向日PO
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6 1 8  4① SAl 覆土 弥生 llii D にぷい黄極 外 : 口唇 LR 純文 頚部箆沈線区 画 内 を LR 純 文で充填、 内 : ナ デ

619  4① SAl I壁土 弥生 蔓 D にぷい黄糧 外 : 口唇 LR 耐n文 胴部櫛斜線文→箆工具刺 突 文、 内 ・ 繊 ミ ガキ

620 4① SAl 床直 弥生 鉢 D にぷい黄糧
外 - 口 唇 RL 縄文 �Jí部箆沈線文/連続刺突文 胴 部重迩i;瓜文内 を 連続 刺 突 文 RL
市n文で充填、 内 ナ デ

621 4① SAl 覆土 弥生 Z官E D にぶい賞極 外 : �Jí部j治1-J 突帝/ 連続刺 突文、 内 ・ ナ デ

622 4① SAl 覆土 弥生 1m D にぷい黄積 外 頭部貼付突帯 + 辿続箆工具刺突文/ 連続車IJ 尖文、 1:1;1 : 調整不明

623 4① SAl 覆土 弥生 王E D 灰賛褐 外 - 箆沈線区画内 を 1 区画 お き に RL 純文で充J兵/ 述統刺笑文、 r);1 : �調整不明

624 4① SAl 磁 土 弥生 壷 D 灰黄褐 外 : ill続刺突文/ 箆重連弧文/ 円 形浮文 、 内 調整不明

625 4① SAl 覆土 弥生 査 D にぷい黄�
外 懸垂文(櫛直線文を 箆i:t線 + 述続刺 失 文 で 区 画 ) /箆沈線区l困 械 ハ ケ 、 内 部
整不明

626 4① SAl 事i 土 弥生 琵 D にぷい黄櫨 外 : 箆沈線区 画 内 を 連続刺突文 ・ LR 純文で充様、 1:1;) ナデ

627 4① SAl 覆土 弥生 査 D にぷい黄鐙 外 : l窓沈紙l文内 を 述続刺失文 ・ LR 純文で充焼、 1:1;) : ナ デ

628 4① SAl 務 土 弥生 盗 D にぶい樫 外 ー 箆i:t線文 内 を 刺 突 文 ' LR 純 文 ・ 櫛直線文で充填、 1:1;) 調整不明

629 4① SAl 磁 土 弥生 翌E D 灰1官補 外 : 口唇 LR 縄文→棒状工臭事11捺、 !阿部櫛検羽状文 仁 内 調整不明

630 4① SAl 炉 弥生 翌車 D 灰1官褐 外 : 口唇 LR 縄文→棒状工具事11捺、 腕苦11櫛横羽状文 ? 、 内 ・ �I整;;r、 i�'l

63 1  4① SAl 覆 土 羽 生 望E D 灰賞褐 外 : 口 唇 LR 縄文→様状工具押捺、 腕音11櫛繊羽状文 ? 、 内 ー 澗 撃不明

632 4① SAl 被 土 弥 生 ヨE D 灰11!掲 外 : 櫛横羽状文、 内 調整不i!fJ

633 4① SA2 床 直 弥 生 t 宜E D 桜 外 : 口唇 LR 純文 裏目部箆i:t線区 囲 内 を LR 縄文で充填、 1人j 制緩不明

634 4① SA2 覆 土 弥 生 E士tl! D に ぷい賞鐙 外 : 箆沈線区画 内 を押引列点、文 ・ LR 純文で交互充境、 内 ナデ

635 4① SA2 磁 土 弥生 査 D 灰賞褐 外 : 箆i:t線区岡 内 を 櫛 直線文で充境/箆 山 形文 つ 内 を 刺突文で 充娘 、 内 ナデ ?

636 4① SA2 被 土 弥生 査 D にぷい賞極 外 : 箆i:t線文/LR 純 文/ 櫛垂下文、 内 ナデ

637 4① SA2 床fJ[ 弥生 士，ニ��ι， D に ぷい賛鐙 外 . 箆沈線区 画 内 を 櫛短斜線 文 ・ 櫛直線文で充模、 内 : ナ デ

638 4① SA2 1置 土 弥生 査を D にぶい黄程
外 : 懸垂文 (櫛直線文 を 箆i:t線 + 迷続車IJ 突 文で 区 画) のJM 闘 を LH 純文で充I点、 内 調
整不明

639 4① SA2 覆 土 弥 生 宜虫E D にぶい極 外 : 箆i光線区画内 を iill続車IJ 尖 文 ・ 櫛直線文で充填、 内 ナデ

640 4① SA2 務 土 弥生 3担 D 灰黄禍 外 : 織横羽状文 ? →箆工具刺突文、 内 検 ミ ガキ

641 4① SA2 床 直 弥 生 鉢 D にぶい褐 外 ー 口縁箆霊山形文 ? r土l を LR 縄文で充墳、 内 ・ ナ デ

642 凶① SAl 床而 弥生 'iìi! D にぷい黄櫨 外 . 頚告11箆沈線区 画内 に箆工具車IJ突文 を 施文 ミ ガキ ? 、 内 調盤不I�J

643 10① SAl 覆 土 弥生 宝主 D I受賞授 外 : 頚音IIf.!:i:t線区画内に箆山形文 を 施文、 1"'1 調鞍不明

644 10① SAl 床面 弥生 � A にぶい燈 外 JJ!iî部樹i縦羽状文 JJ同下 ミ ガキ ? 、 底 ナ デ ? ミ ガキ ? . 内 。 検工具ナ デ ?

645 10① SAl P2 弥生 翌E B にぷい黄鐙 外 口 唇 LH 車n文 胴部樋縦羽状文、 内 : ;i)，1整不明

646 10① SAl 覆土 弥生 � D にぷい賞糧 外 E良部櫛[直線文 胴部櫛j庇状文、 r);) : 械ハ ケ →械 ミ ガキ

647 10① SAl 覆 土 弥生 現JもR D にぷい糧 外 口唇 RL 縄 文 JJ阿部櫛垂下文→御波状文、 内 調整不明 接合痕

648 1 8① SA l  床 直 弥 生 士j!!! D 筏 外 口唇 LR 純文→指頭事11捺、 内 ナ デ

649 1 8① SA 1  床 直 弥生 づ'fi� D にぷい黄信 外 調整不明、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 調整不明

650 25① SAl 炉 弥生 資 D I主業種 外 口唇 LR 純文 頚部箆i:t線区画 JJ同上箆i:t線区画ITIλj を LH 純文で充瓜 に 内 ナ
ア

651 29① SAl 被土 弥生 事E D にぷい黄櫨 外 口唇 LR 縄文 胴部鏑横羽状文、 内 制緩不明

652 29① SAl 被土 弥生 古:s:f D にぷい黄燈 外 調整不明、 底 ケ ズ リ →ナ デ ? 、 内 調整不明

653 29① SA2 被土 弥生 鉢 D 松 外 口唇山 形予定起2 ヶ 残 赤彩 ? 核 ミ ガキ 、 内 ・ 赤彩級 ミ ガ キ

654 29① SA2 稜土 弥生 壷 D にぷい黄燈 外 箆i尤線区 画l 内 を LR 純文 ' LR 縄文 + 箆波状文で交互充明、 I);J ナデ

655 29① SA2 被土 弥生 琵 D にぷい黄極 外 懸垂 文 (術直線 文 を 述続刺突文で区画) 横 ハ ケ 、 内 : r調幣;;Fr�J

656 30① SAl 床面 弥生 三宝位�! D にぶい貰積 外 箆i:t線区画内 を 1 区 画お き に LR 純文で光焼、 I:/;J ナ デ 接合痕

657 30① SAl 床 面 弥 生 J湯民豆， D にぶい褐 外 櫛縦羽状文 横 ミ ガキ 、 内 ハ ケ → ミ ガキ ?

658 30① SAl I壁土 弥生 ? A にぷい賛積 外 赤彩 ミ ガキ 、 脚 内 ・ ケ ズ リ

659 30① SAl 床 而 弥生 有孔 C にぷい賞授 外 )胸部調整不明 底 周 指 オ サ エ 接合線、 底 割強 不 明 穿孔1 ヶ 、 内 調 整不l別

660 32① SAl I壁土 弥生 宣官E C 灰黄褐 外 調整不明、 I氏 : ケ ズ リ →ナ デ、 内 ナ デ

661 32① SAl 被 土 弥!J:ニ 有孔 D に ぷい黄燈 外 調整不明、 jま ー ケ ズ リ →ナ デ 穿干し i ヶ 、 内 調終不IYJ

外 口 唇 LR 縄文→ ハ ケ 工具車IJ 突 文3/4 ヶ 残 l阿 部榔波状文 ( ↓ ) →櫛 垂 下 文4 ヶ (場
662 32① SAl 被土 弥生 望E B 極 所 に よ り 本数異 な る ) / ハ ケ工 具車IJ突 文 胴下 ミ ガ キ 、 底 : ケ ズ リ → ナ デ、 l人J : 横 ミ

カーキ

663 32① SAl 磁土 弥生 事E D にぷい糧 外 口唇 LR 縄文 l阿部櫛検羽状文 人 内 横 ミ ガキ

664 32① SA1 覆土 弥生 翌E B z主1証一極
外 口唇 LR 純文 JJ岡部櫛横羽状文 JJ同下縦 ミ ガキ 仁 成 ケ ズ リ →ナデ、 l人J : 調 整
不 明

665 32① SAl 床 而 弥生 J現民延ー A にぶい燈 外 口 唇 LR 純文→指頭押捺 JJ岡 部騎横羽状文→箆 工 具 刺 突 文 )川 下 右傾ノ、 ケ → 右
傾 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 相iハ ケ→横 ミ ガキ

666 32① SAl 磁土 弥生 J現込翼A B にぷい黄櫨
外 口 唇 LR 純 文→指頭事[1鋒 JJ同官11櫛羽状文→頚部術直線 文、 成 ケ ズ リ → ナ デ、
内 紘一ハ ケ→検 ミ ガキ

ハU勾t
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667 32① SAl 磁 土 弥生 鉢 D にぶいJ燈
外 口唇 LR �1Il文 頚部箆ì:.t線 区 画 内 を LR 純 文 で 充填/ 1 対 穿孔1 ヶ 残 胴部箆重
述弧文内 を LR 縄文で充填、 内 : 横 ミ ガキ

668 32① SA1 磁土 弥生 鉢 C にぷい燈 外 口 唇 LR 純文/ 山 形突起2/4 ヶ 残 l洞 部検 ミ ガキ 、 内 被 ミ ガキ

669 32① SA1 磁 土 弥生 鉢 C にぷい'l/i燈
外 口唇 LR 純文 口縁 LR 縄文 胴部右傾 ハ ケ →右 傾 ミ ガキ 、 底 : ケ ズ リ → ナ デ、
l村 右 傾 ハ ケ →右 傾 ミ ガキ

670 32① SA l 磁土 弥生 宝士日 D にぷい賞燈 外 箆ì:.t線 区 画 内 を 櫛直線文で充填/ 箆重述弧文、 内 ナデ

671 32① SA1 磁土 弥生 ヨr廿d D にぷい黄程 外 懸垂 文 ( 櫛直線文 を 箆j尤線 + 連続刺突文で区画) /LR 縄文、 内 . ナ デ

672 32① SA l 綴土 弥生 1!:'! D にぷい賞極 外 箆沈線区 画 内 を 述統刺突文 樹直線文で充填、 内 。 ナ デ

673 32① SA1 磁土 弥生 2でi:i D にぷい積極 外 . 変形工字文 ? 内 を 述続刺突文で充填、 内 調整不明

674 32① SAl 覆土 弥生 目立 D 灰黄褐 外 : 櫛直線文 区 画 内 を 側斜線文で充袋、 内 調整不明

675 32① SA1 思I土 弥生 査を D にぷい黄樫 外 ー 箆沈線文 内 を術直線文 ・ LR 純文で充填、 内 ナ デ

676 32① SAl 磁土 弥生 査 D にぷい黄撞 外 . 箆沈線区囲 内 を 衡斜線文 ・ 櫛直線文で充填、 内 : ナ デ

677 32① SAl 磁ゴニ 弥生 1:・'�ム D にぷい黄糧 外 : 箆霊山 形文内 を 述続車IJ 突 文 ・ 櫛直線文で充填、 内 . ナ デ

678 32① SAl 車i土 弥生 叶盟7 D にぷい黄櫨 外 : 櫛直線文 を 箆ì:.t線文で区画、 内 ・ ナ デ

679 32① SA1 1置土 弥生 旬古]:1. ι D 』 こ ぶ し 斗畳 外 : 箆ì:.t線文 注 口 、 内 ナ デ

680 32① SAl 床直 弥生 2申�� D にぷい'l/i:Jl! 外 : 櫛波状文 ( ↓ ) →締垂下文、 内 : 調整不明

681 32① SAl 覆土 弥生 望E D にぷい賞授 外 : 樹斜線文 ? →ハ ケ 工具刺突文、 内 ー ナ デ

682 34① SA，) 務土 弥生 鉢 B にぷい賞極
外 : 口 唇 LR kIIl文 口縁箆重 山 形 文 様 ハ ケ → ミ ガキ、 底 : ケ ズ リ → ミ ガキ 、 内 ミ
ガキ

683 43① SA2 弥生 翌E D 黄 禍 外 : 縦 ミ ガキ 、 底 . ナ デ P 、 内 左傾 ミ ガキ

684 43① SA2 被土 弥生 鉢 D にぷい黄櫨 外 口縁1対穿孔 1 ヶ 残 胴部箆沈線文 ・ 箆重 山形文l勾 を LR 純文で充填、 内 ナ デ ?

685 50① SA I O  覆 土 弥生 宝宣 D 浅業種
外 口 唇 LR 縄文 頚部I1占付突帯 + 箆工具刺 突 文/ 箆ì:.t線区画 内 を 櫛直線文で充壊、
内 ' 調整不 明

686 50① SA I 0  磁土 弥生 壷 D 浅賞J慢 内 口 唇箆工具刺突文 口縁櫛歯状工具 に よ る 羽状刺突文、 備 考 北陸系

687 50① SAI0 磁 土 弥生 賀古f D にぷい黄澄 外 箆ì:.t線区画 内 を 連続刺尖 文 ・ 櫛直線文で充填、 内 調整不明

688 50① SAI0 毅土 弥生 宜官E D 灰 賞 褐 外 箆ì:.t線文 内 を 刺突 文 ・ LR 縄文で充填、 内 ナ デ

689 50① SAI0 被 土 弥生 ヨ世 D にぷい黄:Jl! 外 口唇 LR 純文 !阿部櫛横羽状文、 内 ー 調整不明

690 50① SAIO 毅土 弥生 苦E D にぷい黄糧 外 口唇 LR 縄文 胸 部櫛検羽状文 人 内 ー 横ハ ケ→一部 ミ ガキ

691 51① SA2 床I偏 弥生 2寸l! C にぶい糧 外 工具ナデ、 jま ー ケ ズ リ → ナ デ、 内 : 繍ノ 、 ヶ

692 51① SA2 床面l 弥生 王E B 鐙 外 機 ケ ズ リ 、 j氏 ケ ズ リ 、 F人l ・ ナ デ

693 5 1① SA2 床而 弥 生 鉢 D 燈 外 頚部箆沈線区画/連続刺 突 文 胴 部箆重連弧文内 を LR 純文 で 充填/円形刺突、
内 調整不明

694 52② SAl I�記 ill 弥生 望E C にぶいj'I(:Jl!
外 口唇 LR 縄文 l胸部櫛横羽状文→ハ ケ 工具 刺 突 文 胴下横ハ ケ → ミ ガキ 、 内 ・ 吉岡
撃不明

695 52② SAl JJ転 弥生 望E C にぷい綬 外 右傾ハ ケ 接合痕、 内 : 言問整不明

696 52② SA3 車i 土 弥 生 m D に ぶ し 、燈 外 箆i:.t線 区 画 内 を 郷斜線文 ・ 術直線文で 交互充填/ 連続刺 突文、 内 ・ 横 ハ ケ → ナ
デ、 備 考 : K l  ? 

697 52② SA3 J* 弥生 :5:1. D にぶい燈 外 櫛斜線文/ 櫛 I直線文 胴 下 横ハ ケ → ミ ガ キ 、 内 横 ハ ケ→指ナデ 接合痕

698 52② SA3 床 而 弥 生 2寸:r C にぷい賞授
外 IJ同上箆沈線区画内 を 連続車Ij 突 文 ・ LR 縄文で交互充填 胴 中箆重連弧文l均 を 迎続
刺 突 文 ' LR kIIl文 ・ 櫛直線文で充填/ 円形Jlilj突 、 内 : ナ デ 接合痕

699 52② SA3 床 面 弥 生 減，む耗 B にぷい貰燈
外 口 唇 LR 純文→指頭押捺 胴部櫛斜線文→連続刺 突 文 胴 下 ハ ケ → ミ ガ キ ? 、
底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 ミ ガキ P

700 53②SA3 炉 弥生 宝申:'- D にぷい賞樫 外 頚部箆i:.t線区 画 縦ハ ケ 、 内 : ナ デ

701 53② SA3 炉 弥生 2古:f! D にぷい賞極 外 村{ ミ ガキ 底 周 指 オ サ エ 、 底 : ケ ズ リ → ミ ガキ 、 内 ナ デ

702 53② SA3 床 直 弥 生 王室 D 灰 黄掲 外 櫛短斜線文 ・ 術直線文 を箆沈線で区 画 、 内 調整不明

703 53② SA3 J長 而 弥生 百o何江 D にぷい貰:Jl! 外 刺突文、 内 調整不明

704 53② SA3 床 面 弥生 とF一!�j信i!. ー D にぷい燈 外 : 懸垂文 ( 刺 突 文 を 箆沈線て 区商 打 、 内 : ナ デ

705 53②SA3 床 ítr 弥 生 �一E肘f D 糧 外 。 箆ì:.t線区 間 内 を LR 純文で充壌、 内 ナ デ 接合痕

706 53② SA3 /1ミ ill 紘生 rτ針J D にぶい糧 外 箆沈線区間 内 を 樹短直線文 ・ 櫛直線文で充壊 、 内 : 調整不明

707 53②SA3 炉 弥生 羽�"信 D にぷい黄褐 外 櫛横羽状文 人 内 被 ミ ガキ

708 53② SA3 床 ffii 弥生 鉢 D 灰黄 外 . 箆ì:.t線区画内 を 連続車IJ突文で充填 ハ ケ 、 内 ' 調整不明

709 53② SA7 被土 弥生 2世E D にぶい櫨 外 箆沈線文内 を LR 終i文 櫛直線文で交互充填 ハ ケ 、 内 ・ ナデ

7 1 0  53② SAll 床直 弥生 室主 C にぷい黄按 外 . 頚部櫛直線文/ 櫛 山型 文 胴 部織斜線文 を 術直線文で区画、 内 。 横 ハ ケ→ナ デ

7 1 1  53② SA 1 1  床 ï!\i: 弥生 tて::! C 褐 灰 外 - 箆沈線区 画 内 を LR 縄文で充填、 内 調 整 不 明

7 1 2  53② SA l l  床 直 弥生 盟τ針f B にぶい糧 外 ・ 箆i:.t線 区 画 内 を 櫛斜線文 ・ 櫛直線文で交互充填 胴 下 右傾 ミ ガキ 、 底 ・ ケ ズ リ 、
内 . .右傾ハ ケ→ ナ デ

7 1 3  53② SA 1 1  床 直 弥生 ]ff B に ぶ U 、褐
外 : 胴 上 箆 i光線 区 画 ・ 連続 刺 突 文 胴 中 箆 重二 角 文 内 を LR 縄 文 で 充填 胴 下 ミ ガ
キ 、 内 調捻不明
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Nn 出土遺構 層位 種別 器種 遺存 色調 技法 ・ 文 様 ・ 特徴

外 頚音11貼付突帯 + LR 縄文 + 連続 刺 突 文/ 箆沈線区 画 内 を 迎統 刺 突 文 で 充J兵 胴
7 1 4  53② SA l l  床直 弥生 宜古E D にぷい黄鐙 上懸垂 文 ( 榔 直線 文 を 箆沈線 + 連続刺突文で区間) の 周 閣 を LR 純文で充以 箆ìt線

区 画 内 を 櫛直線文 ・ 連続刺突文 ・LR 純文で充J;t'!、 内 調整不明、 備 考 図 仁復元
外 ' 仁l唇 LR 縄文→指頭事11捺 努i音Ilill統 刺 突 文/ 箆ìt線 区 画内 に 箆 U 字文充境 l洞

7 1 5  53② SA l 1  床直 弥生 � B 4登 部箆ìt線区岡内 に 箆波状文内 に LR 縄文 を 充填 し た 文株荷 を 挟 ん で術直線文 ・ 側斜線
文で交互充填/ 連続刺 尖文、 内 : 横 ハ ケ→ナデ

716  53② SAl l  被土 弥生 宝'!!fi B 浅黄4宣
外 頚部Ilh'i付突帯 l胸部箆沈線文 箆迎弧文 の 交互 施 文 JI岡 下縦 ミ ガ キ 、 成 ミ ガ
キ 、 内 。 調整不明

717 53② SA1 1  磁 土 弥 生 宜t宜 D にぶい糧 外 . 口縁指頭事11捺 頚部箆工具刺突文、 内 調業不明

718 53② S A l l  被土 弥生 壷 D にぶい褐 外 口唇 LR 純文、 内 調整不明

7 1 9  53② SAl l  床直 弥生 Z世E C にぷい黄撮
外 箆ìt線区画内 を 櫛直線文・ 術短直線文で交互充tJ'i 胴 下械ハ ケ→械 ミ ガキ、 底
ミ ガキ ? 、 内 : ナ デ、 イ紺考 : 2次被熱

720 53② SA l l  同ミ 直 弥生 査 D にぷい黄樟 外 右傾 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ 、 内 調整不明、 備考 ・ 2次被熱

721 53② SA l l  被土 弥生 一2ー� D にぷい貰援 外 箆i止線文/ 箆E主連弧文内 を LR 純 文で充填、 1*) 横 ハ ケ → ナ デ

722 53② SAl l  被土 弥生 =宝tfi D にぷい黄褐 外 ・ ;横 ハ ケ → ミ ガ キ 、 底 : ケ ズ リ 、 休1 ・ 7調務不 明

723 53② SA 1 1  床直 弥生 主J修- D にぷい賞燈 外 口 唇 ハ ケ 工具刺突文 胸部櫛横羽状文、 戸、l 械 ハ ケ →積 ミ ガキ

724 53② SA l l  床 直 弥 生 重E B 4宣
外 口唇 LR 純文 !服部櫛横羽状文→箆工具車1) 突 )( 11岡下検ハケ→ ミ ガキ 、 !氏 ' ケ ズ
リ → ナデ、 内 : 調整不明、 明日考 被熱に よ る ゆがみが著 し い 復元笑i則

725 53② SA l l  覆 土 弥生 楚 D にぷい賞燈 外 右傾 ハ ケ →一部 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ 人 内 右傾ハ ケ→一部 ミ ガキ

726 53② SA l l  夜土 弥生 望主 D にぷい賞糧 外 側横羽状文 ? →箆工 具車1)突 文 11同下縦 ミ ガキ 、 jま ケ ズ リ 、 内 : 調整不明J

727 53② SA l l  覆土 弥生 望E D 黒褐 外 櫛斜線文→櫛直線文 ハ ケ 工具車1)突文、 内 械ハ ケ

728 53② SAl l  覆土 弥生 議�長a C にぷい黄櫨
外 口 唇 LR 純文→指頭押捺 l鋼部櫛椴羽状文→箆工具刺尖文、 内 検 ハ ケ →横 ミ ガ
キ

729 53② SAl l  覆 土 弥生 瑞� C にぷい黄糧 外 口 唇 LR 純文→箆工具刺突文 l阿部側横羽状文→ハ ケ 工具車1)突文、 内 制強不明

730 53② SA1 1  床直 弥生 斐 D 褐 外 口唇 LR 縄文 1)阿部櫛縦羽状文→ ハ ケ 工 具 刺 突 文、 l村 椴 ミ ガキ

731 53② S A l l  覆土 弥生 鉢 A 浅賀燈 外 ミ ガキ ? 、 底 調整不明、 内 調整不明

732 53② SA 1 1  床直 弥生 鉢 A にぷい賞燈 外 ナ デ 接合痕、 底 ナデ、 |大l ナ デ 接 合娘

733 53② SA l l  磁土 弥生 鉢 B にぷい燈
外 口 唇 LR 純 文 頚昔日箆沈線文 l岡部箆重述弧文 内 を LR 純 文で光境、 底 調整不
明 、 内 ミ ガキ ?

734 64① SA 1 床直 弥生 宝t信E D にぷい積極 外 頭部貼1�-�足帯 + LR 純文 1)同 t箆ìt線区画/連続刺 突文、 l人l 制整不明

735 64① SA1 床直 弥生 ;て!u! D にぷい褐 外 箆沈線区画l人I を綱短斜線文・ 櫛直線文で交互充壊、 1}'1 制整不rYI

736 64① SAl 覆土 弥生 査 D にぶい極
外 懸垂文 (櫛直線文 を 箆ìt線 + 述続車1) 尖 文 で 区 岡) の JIi) 闘 を LR 純文で充瓜、 内 調
整不明

737 64① SA1 1壁土 弥生 望主 D に ぷ い 燈 外 口唇 LR 縄文 縦 ハ ケ →櫛 ミ ガ キ 、 内 : 秘 ミ ガキ

738 64① SA l 床直 弥生 望E D 褐灰 外 口唇 LR 純文→榛状工具押捺、 内 : 横 ハ ケ→横 ミ ガキ

739 64① SA1 覆土 弥生 3担 D にぶい燈 外 口唇 LR 純文 胴古nl櫛横羽状文 ? 、 内 繍 ミ ガキ

740 64① SAl 床直 弥生 雪邑 D にぷい黄糧 外 櫛核羽状文、 内 調整不明

74 1 64① SA 1 覆土 弥生 3症 D 灰褐 外 : .fí事績羽状文→ ハ ケ 状工具車Ij 突 文 、 内 概 ハ ケ→概 ミ ガキ

742 64① SAl 床直 弥生 望E D 灰褐 外 横波状文→垂下文、 内 績 ミ ガキ

743 64① SA 1 床直 弥生 鉢 D にぶい褐 外 口 唇 LR 縄文 口縁箆重変形文 内 に LR 純 文 ・ 竹 管 文 を 充境、 1人j ハ ケ → ミ ガキ

744 64① SAl 被土 弥生 鉢 D にJ;ぃ賛燈
外 . 頚部箆iι線文 』阿部箆重連弧文内 を 迷続車1) 突文充填/ 竹�ê1'・文、 IÁ) 検 ハ ケ → ナ
デ

745 64① SAl 被土 功、生 宜古E D 灰黄褐 外 : 仁l縁 凹 級文→箆工具判l捺、 内 ・ ナ デ、 備考 ' 条痕文系" 1" JOl l'iíi 4一二 ?

746 69① SA 1 覆土 弥生 寸古工血ιF D i圭賞樫 外 ー 口唇 LR 縄文 ? 頚部櫛短直線文、 内 調整不IY)

747 69① SA1 磁土 弥生 鉢 D 灰 白
外 : 頭部箆i北線区画 内 を 連続jliJJ�文で充填 l洞 古 11箆述狐文l村 を 述続刺突文 で 充填
円形浮文、 内 調整不明

748 74① SA l 夜土 弥生 �rr D にぶいJIt鐙 外 - 箆ìt線区画、 内 ナ デ

外 : 胴上懸垂文 (櫛直線文 を 箆i尤線で 区 画) の 周 凶 を LR 純文で充瓜 胴 ' 1- ' 箆沈線区
749 74① SA1 務土 弥生 Lτ佐L D 4畳 間 ・ 箆変形工字文 内 を 連続車1) 突 文 ・ LR 縄文で交互充填 耳状きた起1 ヶ 残、 内 右傾ハ

ケ → ナ デ 接合痕

外 : 仁l 唇 LR 縄文 頚昔日目的付 突干iÏ + LR 純文聞 に述続車1)突文 を 充填 箆ìt線区間l勾 を
750 74① SA l 被土 弥生 査を D 4宣 LR 純文 + 箆 山 形 文 ・ 櫛直線文 で 光興 J)向 上懸垂文 ( 櫛直線文 を 箆ìt線で 区 画 ) の 周 囲

を LR 純 文で充填、 内 ナ デ

751 74① S A l  被土 弥生 鉢 C にぷい黄糧
外 : 口唇 LR 純 文 l銅音 11検ノ 、 ケ→横 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 楠ハ ケ→横 ミ ガ
キ 、 備 考 図上復元

752 74① SAl 覆土 弥生 望主 D 燈 外 . 倒J横羽状文→棒状工具刺突 文 、 内 : 横 ミ ガキ

753 74① SAl 被土 弥生 A賞盃A B にぷい黄燈
外 : 口唇 LR 純文 IJI�部術核羽状文→箆工具刺突 文 11同下調教不IY) 、 底 . ケ ズ リ → ナ
デ、 内 機 ハ ケ→椴 ミ ガキ

754 74① SA2 被土 弥生 萱量 D にぷい黄燈 外 : 口 唇 LR 純文 頭部箆沈線区囲 内 を LR 純 文 御 l直線文で充J丸、 内 ナデ

755 74① SA2 被土 弥生 E古E D にぷい黄積
外 1)向上箆ìt線区 画 内 を RL 純 文で充填 11問中箆1T!述弧文1*) を RL 純文・ ハ ケ 工具車1)
突 文で充填、 内 調整不明
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No. 出土造機 陪位 事[[))U r.錦l 遺存 色調 技法 ・ 文様 ・ 特徴

756 74①SA2 1置土 弥生 鉢 D に 』 旬 、 鐙 外 ; 口 容 LR 純文 胴 音11横 ハ ケ→ ミ ガキ ? 、 内 ・ 横 ハ ケ →検 ミ ガキ

757 75⑦ SAl jJ�、生 uー ・:! D 浅tli.授 外 . 仁 l 辱 LR 純 文 頚 部 箆 i尤線区 画 内 を LR 純文充填 胴 上箆 霊 山 形 文 を LR 純 文
で 充 J氏、 [);1 ナ デ、 備 考 75① SDZ3取 り 上げ

758 75① SA I ��\�t �::( D にぷい賞j!l
外 : 箆 i:.t料l 区 繭 内 を 術 短斜線文 ・ 櫛直線文で 交互光興、 内 . 剰 整 不 明 、 備 考 : 75① 
SDZ3取 り t げ

外 : J胴上箆沈線 区 画 内 を :iili続車IJ 突 文 で 充!Jl JJ同 中箆重述弧文内 を 辿続刺突文 ・ LR 純
759 75① SAl 日品生 T.・'� D にぷい黄鐙 文 で 交互充填 ミ ガキ 、 底 . ケ ズ リ →ナ デ、 内 ・ 調 務 不 明 、 備考 75① SDZ3取 り ょ

11 
760 75<D SA 1 弥生 �::r. D にぷい賞燈

外 : 頚苦111治 付 突;rif + LR 縄文 !岡部箆沈線区間 内 を 述続車IJ 突 文 ・ LR 縄文で交互充J，i'l、
lλJ : ナデ、 備 考 : 75① SDZ3取 り 上げ

76 1 75① SA I !"f.: IU: 弥生 当一初百 D 灰 白
外 胴上箆i:.t線区 画内 を LR 縄文 + 下向 き 箆m述弧文で充填 JJ同 中 箆沈線区画内 を
LR 純 文 + 箆複合鎖的文で充填、 内 調整不明

762 75① SAl /*fii 弥生 一�:・:r: D にぷい賞授 外 ・ 3iJi古HI箆沈線区画 縦ハ ケ→縦 ミ ガキ 、 内 調整不明

763 75① SA l  弥 生 ギl 干し斑 D i燈
外 調撃不l刻 、 底 . ケ ズ リ → ナ デ 焼成後 ? 穿干し1 ヶ 、 内 調整不明、 保i 考 75① SDZ
31jì( り 上げ

764 75① SAl 弥生 望E C にぷい経
外 ・ 口 唇 LR 創文 l阿 部樹i繍羽状文→ ハ ケ 工J'!-刑IJ !史 文 胴 下調 整 不 明 、 内 : 調膝不
明 、 備考 : 75① SDZ3取 り 上げ

765 75① SA l 弥'1三 望E C 種
外 口容 LI毛 布II 文→指頭抑捺 胴部側積羽状文→箆工具刺突文 胴 下 右傾ハ ケ 、 l勾 .
調整不明、 備考 : 75① SDZ3取 り 上げ

766 75① SA l 効t当 鉢 B に ぷ い 燈
外 口 唇 LR 純文 頚部箆i尤線文 胴 部箆重述弘文内 を LR 純 文 ・ 迷続刺 突 文 で 充填
胴 下 検 ハ ケ → ミ ガキ 、 底 : ケ ズ リ 、 内 : 被ハ ケ → ミ ガ キ 、 備 考一 : 75① SDZ3取 り 上げ

767 75① SAl 功、llõ S本 C 樟
外 口唇 LR 純文 頭部箆i:.t線文 胸部箆llt述弧文 調猿不明、 底 調笠不明、 い!
調蜂不明、 備 考 : 75①SDZ3 ・ 4取 り 上げ

768 75① SAl 床厄 弥 生 イTイL鉢 A に ぶ い 糧 外 調務不明、 /if. : ケ ズ リ →ナ デ 穿孔1 ヶ 、 内 - 1制緩不明

769 B ② SA5 床uï 悦;!t 3担 D 褐灰 外 円唇 LR 純文 !阿部ハ ケ (胴上縦 ・ JI岡下右傾) 、 内 : 検 ハ ケ → ミ ガ キ 、 備 考 北陸系

770 B ② SA5 翠I ゴ ニ 弥生 ー1::マf D にぶい櫨 外 右傾ハ ケ 、 内 : 口主主箆工共事Jl捺 前監不明、 怖j 考 : 北陸系

771  B ② SA5 夜二t 体当ミ Aーl・':1 D に ぶ い鐙 外 箆.ill:述弧文内 を RL 純文 + 述統刺突 文で充娘、 内 ナ デ

772 B ② SA6 住穴 弥生 望E D 褐灰 外 縦ハ ケ→縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 内 ー 横ハ ケ →横 ミ ガキ

773 C ② SA 1 3  床 IÚÎ 弥生 1:肘:r. C にぶい黄燈
外 胴 上指iJi'i円 形 文 の 周 聞 に LR 市n文 を 充填 胴 中 箆 i光線文 + 連続刺 突 文 区 画 内 を
櫛直線文 ・ 側斜線文で交互充境 胴下調整不明、 内 : ナ デ ?

774 C ② SA 1 3  磁土 ��iLI・e E白Iτ! D 浅黄縫 外 術短I直線文、 内 : ナ デ

775 C ② SA 1 3  桜上 弥生 �!! D にぷい褐 外 箆沈線区 画l勾 を 櫛短直線 文 ・ 櫛直線文で充填、 内 : �H在不明

776 C ② SA 1 3  被 上 弥 生 3担 D 黒 縄 外 術繊羽状文 → ハ ケ工具府l失文、 1*1 調 整 不 明

7 7 7  C ② SA 1 4  床ji'( 弥 生 i.�f. D にぷい程 外 口唇 LR W文 口縁箆工具車IJ突文 概 ハ ケ →検 ミ ガキ 、 内 調整不明

778 C ② SA 1 4  床直 効i�七 1lli D にぶい黄櫨 外 箆沈線区蘭内 を 1 区 画お き に櫛斜線文で充筑 ? / iili絞刺 突 文、 内 調整不明

779 C ② SA I4 桜土 弥生 I一nf. D にぷい黄糧 外 箆i尤線 区 画l 内 を 迎続 刺 突 文 ・ LR 純文で充娘、 内 制整不明

780 C ② SA I 4  床直 効;ll� 、"マf D にぷい黄櫨 外 箆i:.t線区画内 を LR 純文で充填、 内 調態不明

781 C ② SA14 磁土 弥生 3E D に ぷ し 、 褐 外 側縦 直 線 文→櫛波状文、 内 : 検 ハ ケ→検 ミ ガキ

782 C ② SA 1 4  被 土 弥生 3拒 D にぷい褐 外 . 術械羽状文→箆工具刺突文 、 内 . 横 ハ ケ→横 ミ ガキ

783 C ② SA 14 被 上 弥生 羽� D に � " 、 褐 外 櫛横羽状文 ? →箆工具刺突文、 内 . 調整不明

784 C ② SA 1 4  被土 弥生 鉢 D にぷい首控 外 口唇 LR 純文 口 縁 LR 縄文→箆横羽状文 胸部箆沈線文、 内 : ミ ガキ ?

785 C ② SA 1 4  床 l立 弥生 3担 D に � " 、 絹 外 側械羽状文、 内 調整不明

786 C ② SA 1 9  被 土 弥生 !一!l・:r D に ぷ し 、J燈 外 口 容 LR 純文 頭部側斜線 文 を 箆i:.t線で区画、 内 : ナ デ

787 C ② SA 1 9  磁土 弥生 2世::!. D にぷし 、J燈 外 : llfi部品11付突干W + 箆工具刺突文 縦 ハ ケ→ ミ ガキ 仁 内 ナデ

788 C ② SA 1 9  1置 土 d主'Iõ 、一"・:，'. D 積 外 口唇 LR 純文 l洞部箆沈線区圏内 を LR 純文で充Jtl、 1*1 ナ デ

789 C ② SA 1 9  磁 土 �hi�E � D にぷい賞糧 外 ‘ 口 唇 LR 純 文 胴 音11縦羽状文、 内 調整不明

790 C ② SA 1 9  事i 土 弥 生 鉢 D 浅黄櫨
外 口 唇 RL 純文 llfi部箆i:.t線 文/ 1 対若手干し] ケ 残 JJ阿 部箆 変 形 工字文 内 に 述続車IJ失
文 を 充填 、 内 翻整不明

791 C ② SA 1 9  彼土 総生 片 円鉢 B 褐灰
外 : 口 唇 LR 純文→ ハ ケ 工具 刺 突 文 胴部櫛斜線文 ミ ガ キ 片 口 、 j氏 ナ デ 人
内 . ハ ケ →機 ミ ガキ

792 C ② SA 1 9  T壁土 弥生 鉢 B にぷい黄櫨 外 - 1調撃不明、 Jま ケ ズ 1) → ナデ、 内 : ナ デ

793 C ② SA I 9  ?壁 土 弥生 主注 C にぷい黄櫨 外 : n岡部箆草山形文 1 対穿孔1 ヶ 残、 内 : 誠監不明

794 C ② SA 1 9  1盟 七 弥 生 �� D に ぷ い 積 外 : 口唇・ 口縁箆山形文、 内 調 整 不 明

795 C ② SA 1 9  被 上 弥 生 2一1・:r D にぷい黄櫨 外 : 貼付突幣 + 箆工具車IJ突 文/箆 山 形 文 内 に 刺 突 文 を 充娘、 内 ナ デ

796 C ② SA 1 9  被 土 弥生 1::'. D に ぶ い 燈
外 : !懸垂 文 (櫛直線文 を 箆沈線文 + 連続 刺 尖 文 で 区 画 ) の 周 囲 に RL 縄 文: を 充填 箆
i止線区画、 内 ' 調整不明

797 C ② SA 1 9  被 土 弥 生 :!:'� 了 D に ぶ い褐 外 : j窓沈紙l区画 1;/;1 を術直線文 ・ 櫛短斜線文で交互充筑、 内 . ナ デ

798 C ② SA 1 9  事i上 弥生 一1:・:1 D にぷい鐙 外 : 箆i:.t線区岡!勾 を櫛車IJ突 文で充壌、 内 割推不明 接合if{
799 C ② SA 1 9  被 土 悦;生 2ー・� D にぷい賞燈 外 ‘ 箆i:.t線区画 内 を 櫛直線文・ 述続刺突文で充壌、 内 ナ デ

800 C ② SA 1 9  fíI. 土 弥 生 1七::1 。 にぷい黄桜 外 ‘ 箆沈紛l区園内 を 術 直線文で充填/ 箆重111形 文 内 を 刺突文で充境、 内 調整不明
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801 C ② SA 1 9  覆土 弥生 � D に ぶ い 糧 外 : 箆沈線区画内 を l 区 画 お き に LR 縄文充境、 内 制 猿不 明1

802 C ② SA 1 9  1壁 土 弥生 �垣釘正 D にぷい黄櫨 外 : !重量述弧文内 を LR 尉n文・ 連続車1) 突文で充邸、 内 ・ ナ デ

803 C ② SA 1 9  積土 弥生 盟て・� D に -I� � 、 糧 外 : !楚重述弧文内 を LR 純文 ・ 櫛直線文 ・ 述続車1)尖文で光地1、 1"'1 ナデ

804 C ② SA 1 9  I壁 土 弥生 � D にぶい黄櫨 外 : 口 唇 LR 純文 IJ阿部側横羽状文 人 内 械 ハ ケ →横 ミ ガキ

805 C ② SA 1 9  1壁 土 弥生 � D にぷい賞m 外 : 仁l唇ハ ケ 工具事11捺 胴部櫛横羽状文 ? 、 内 ・ 訓絵不IVJ

806 C ② SA 1 9  床 直 弥生 鉢 D 灰賞褐 外 ・ 箆変形工字 文 ? 内 を 車1)突 文 . LR 純文で充填/耳:状突起 1 ヶ 残、 l村 ミ ガキ 9

807 C ② SA20 床 面 弥生 査 A にぷい黄鐙
外 : IJ向上箆i:t線区画内 を 1 区 画 お き に LR 縄文充境 IJ岡 下箆変形工字文内 を LR 純文
で充填 胴 下右傾ハ ケ → ミ ガキ 、 jま ナ デ、 内 ナデ

808 C ② SA20 床 面 弥 生 宣量 C に ぶ い 積 外 : 口 唇 LR 純文 胴上箆沈線区画 内 を LR 縄 文 ・ 術直線文で充筑 胴中 箆重迷弧文
内 を LR 純文で光協、 内 ナ デ ?

809 C ② SA20 床 面 弥 生 itú C に ぶ U 、 ;燈 外 : 調整不明、 内 ー 調�不明

810 C ② SA20 床 面 弥 生 宝市E C にぷい宿 外 : 仁 l 唇 LR 純 文 胴 部箆 沈線 区 画 内 を 術 直 線 文 ・ 御斜線文 で 交互充 I良/述続車1) 失
文、 内 : 口縁械 ミ ガキ 胴 部右傾 ハ ケ → ナ デ

8 l l  C ② SA20 床面 弥生 2ー・� A にぷい綬
外 : 頚 部連続車1) 右足 文 胴 苦11箆i:t線区 画 件l を 櫛 直線 文 ・ 側 綬 直 線 文 で 交 互充境 I1岡 下
右傾ハ ケ 、 内 調 鐙不明

812 C ② SA20 床而 弥生 :.::! D にぶい糧 外 : 口縁 LR 純 文/ 1 対穿孔2 ヶ 、 頭部突荷 + 箆工Jnl)�史 文、 内 ナデ

813 C ② SA20 床而 弥生 宝量 D にぷい黄糧 外 : �頭音I1箆沈線区画、 内 口 縁 ミ ガキ 胴苦11 ナ デ

8 1 4  C ② SA20 覆土 弥生 :�!i D にぷい賞糧
外 : 胴 上箆沈線区画 内 を 1区 画 お き に LR 純文充城、 II岡 下箆1fI 山 形 文 内 を LR 崩n文で
充.!;i'�、 内 . 調整不明

815 C ② SA20 床而 弥生 査 B にぷい黄種
外 : 胴 上 LR 縦文 + 箆 山 形 文 を 箆 沈線 で 区 画 櫛 直 線 文 l例 中 上向 き V 字理主 義 文
( 櫛直線文 を 箆沈線区 画) の 周 閤 に LR 縄文 ・ 箆 円 形 文 を 光1j1、 内 調 整不明1

外 口 唇 LR 斜l 文 頭 部 l杭 付 突帯 + LR 耐n 文 !胴 上 箆 i:t線 区 [!!rr 内 を 2区 画 お き に LR
816 C ② SA20 床爾 弥生 百世E A にぷい賞糧 純 文 + 箆波状文で充娘、 IJ問中箆重四 角 文内 に LR 純文 + 箆波状 文 を 充j丸、 IJ岡 下右傾ハ

ケ 、 底 : 焼成 後若手孔 ? 、 内 ナ テ・

817  C ② SA20 床面 弥生 ì:':i A にぷいJ燈
外 口唇 LR 純文 l洞部箆ì:t線区間 内 を 櫛斜線文 ・ 術 直線文で交互充瓜 i:t線内宮11に
赤彩残存、 底 ナ デ、 内 IJ問中繊ハ ケ → ナ デ

818 C ② SA20 床面 弥生 � A に ぷ い 燈
外 口 唇 LR 純 文→指政事fl捺 胴 部櫛横羽状文→箆工JH則自宅 文 IJJiilT 、 翻 猿不明、
jま . ケ ズ リ → ナ デ、 内 横ハ ケ→横 ミ ガキ 、 備 考 被熱に よ る ゆがみが著 し い

819 C ② SA20 床蘭 弥生 望E C にぷい賞程 外 : 口唇 LR 純文 I��都御横羽状文→半月 形 刺�車1)笑文 胴 下 ミ ガキ 、 内 機 ハ ケ

820 C ② SA20 床面 弥生 望E C にぶい糧
外 : 仁i唇 LR 純文→箆工具押捺 胴部櫛椴羽状文→箆工具車I)l祭 文、 内 : 横ハ ケ→繍 ミ l
ガ キ

821 C ② SA20 覆 土 弥生 鉢 D にぷい黄樟
外 : 口 縁 I対若手孔2ヶ 胴 部箆 i光 線 区 文 箆 変 形 て 字 文 いl を 箆 1 : 具 車IH 史 文 で 充担l、
内 : ミ ガキ ?

822 C ② SA20 務土 弥生 鉢 A にぷい首位 外 : ハ ケ→ ミ ガキ 、 内 調整不明

823 C ② SA27 被土 弥生 � C にぷい黄癒
外 : 胴 上箆i;t線区画 を 櫛直線文で充:ttl 胴 中 箆霊辿狐文内 を 櫛 直線文 LR 縄文で充
m ))同 下 ハ ケ→ ミ ガキ 、 内 ハ ケ → ナ デ

824 E ① SA l  床 而 弥生 有孔� A にぷい黄程
外 : 口唇指iiJi拘l捺 胴部櫛横羽状文 )問 F縦 ミ ガキ 、 Jぷ ケ ズ リ → ナデ 穿孔1 ヶ 、
内 : 胴 上横工具ナデ 1)同 下縦 ミ ガ キ

825 E ① SA l  床 而 切i生 2ー・:r D にぷい黄綬 外 : l1i!:ì:t線区 間 内 を LR 創立文で光境、 r);l : 制務不明、 備 考 ・ 826 と 1"1 一個体 ?

826 E ① SA l  床蘭 効:生 �.� 千 D にぷい賛程 外 : !定.ID:ニ 角 文、 内 ' 調整不明、 韓IJ考 825 と 同一個 体 ?

827 E ① SA l  床面 弥生 鉢 A にぷい賞鐙
外 左傾ハ ケ→赤彩 ? 右傾 ミ ガキ 耳状突起1 ヶ 残、 成 : ケ ズ リ → ミ ガキ 、 1"'1 ハ ケ
→赤彩 ミ ガキ

828 E ① SA l  床面 弥生 鉢 A にぷい黄糧 外 : 赤彩 ミ ガキ 山主2�提起 ? 1 対穿孔] ケ 、 j瓦 ケ ズ リ → ミ ガキ 人 内 : 赤彩 ミ ガキ

829 E ① SA l  床商 弥生 鉢 A にぶい燈 外 : 赤彩 ミ ガキ 1 対I平状突起4 ヶ 、 底 ケ ズ リ → ミ ガキ ‘ 1);1 赤彩 ミ ガキ

830 18① SK4 被土 弥生 受 D にぷい黄糧
外 : 口 唇 LR 純文 )胸部櫛横羽状文→ハ ケエn刺突文、 1";1 訓猿不明、 備 考 83 1 と 同
一 個 体

831 18① SK4 覆土 弥生 望E D にぷい賞積 外 : 調整不明、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 調獲不明、 備 考 830 と 同一個体

832 6oQ) SK3 被土 弥生 Zー智� D 樫
外 : 頭部貼付�;惜 + LR 縄文 箆沈線区間 内 を 箆1fr山 形 文で充 1j1 櫛直線文、 内 調
整不明 接合jj{

833 60① SK3 1重土 弥生 Z申�( D にぷい質経 外 : 頚部箆沈紛l文、 1"'1 調整不明‘ 備 考 総而l朱粍

834 60① SK3 1壁土 弥生 3ー・u D にぶい桜 外 : 胴 上箆i:t線区画 胴 中箆重連弧文、 内 調技不明

835 60① SK3 務土 弥生 z吋\í B 権 外 : 箆ì:t線区画 内 を 1 区 画お き に LR 純文で充足i 澗整不明、 休1 : 剰整不明

836 60① SK3 覆土 弥生 草::k紙a C 燈 外 : 口 唇 LR 純文 胴部櫛検羽状文、 内 調 整不明 接合前

837 6oQ) SK3 覆土 弥生 3担 D 援 外 : 口 唇 LR 純文 胴部櫛横羽状文、 r);1 検 ミ ガキ

838 6ぽD SK3 覆土 弥生 望E D にぷい賞糧 外 口唇 LR 制u文→指頭押捺 l府部櫛検羽状文、 l勾 横 ミ ガキ

839 601① SK3 覆土 弥生 望E D に ぶ い 糧 外 : 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 ハ ケ → ミ ガキ

840 6ぽD SK3 夜土 弥生 Jt D にぷい黄m 外 : 胸部側斜線文→I1問中術直線文→箆工具車1)尖文 淵務不明、 lig 調 猿不191

84 1 26① SKIO 被土 弥生 耳F・目2 B にぷい黄極 外 : 調整不明、 内 調整不明

842 29① SK2 覆土 弥生 2て::t D にぷい賞糧 外 : 箆i:t斜l文、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 検 ハ ケ → ナ デ

843 29① SK2 夜土 弥生 :tl!! B にぷい黄櫨 外 箆i光線区岡内を 櫛直線 文で充娘、 内 剥務不明

844 64① SK1 覆 土 弥 生 illi D 褐 外 ・ 箆沈線文、 内 ナ デ
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845 64① SK l 被 土 弥生 宣E D 経 外 下 向 き 重迷弧文 内 を 櫛直線文で充填、 内 ナ デ

846 64① Sl< l 事i 土 弥 生 辺官f D J燈
外 口 唇 LR 純文 櫛直線文区間 内 を 櫛斜線文で充填 全面赤彩 ? 、 内 検 ハ ケ → ナ
ア

847 64① SI< I  被 土 弥生 2古:{ D 鐙
外 口唇 LR 事II文 ? 箆沈線区 画 内 を 櫛直 線文 で 充壊/ 連続刺 突文、 内 ナ デ、 僻i
考 : 図 上復 元

848 C ② S]( 109 1置土 弥生 2古:f B にぷい黄根
外 箆It線区間 内 を 櫛直線文 ・ 櫛短直線文 で 交互充填 JJ同 F 右傾 ハ ケ →右傾 ミ ガ キ 、
底 ケ ズ リ →ナ デ、 F);J 検 ハ ケ → 胴 上 ナ デ

849 C ② SK109 額二1: 弥生 主主 D にぷい黄鐙 外 箆j尤線文内 に LR 縄文 ・ 刺 突 文 を 充年( )洞下横ハ ケ →縦 ミ ガキ、 内 調弦不明

850 C ② SK 1 09 磁 土 弥生 右 孔3哲 D 灰 褐 外 右傾 ハ ケ 、 !氏 ミ ガキ ? 穿孔l ヶ 、 内 調整不明

851 C ② SK I 09 車i こと 弥生 � D 褐 灰 外 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 調整不明

852 C ② SI< 1 09 被 ゴ二 弥生 鉢 D 灰1ftユ 褐 外 lJiJi部箆It線区画IT }朋 部箆変形工字 文 内 を 述続車IJ突文で充棟、 内 調整不明

853 C ② SK 1 1 1  被 ニt 弥生 蓋 C にぷい賞極 外 箆霊 山 形 文 内 を JÆ続車IJ突文で充填、 内 調整不明

854 C ② SK l l l  m 土 弥生 重量 D i茸賛橿
外 : 胴 上箆沈線区 画 内 を櫛直線文で充填 胴下箆重連弧文 内 を LR 縄文で充填、 F/;J
調整不明

855 27① SDl  被こ|こ 弥ót 諸」叫手 D にぷい樫 外 箆変形重三 角 文 内 に LR 縄 文 ・ 連続刺 突 文 を 充填 単位聞 に 述続車IJ 突 文 を 充1点、
内 : 検 ハ ケ → ナ デ

856 27① SD1 思iニt 弥生 当官…日. D にぷい黄樟 外 口唇 LR 車II文 箆沈線区画内櫛直線文充境、 内 ナ デ

857 27① SDl  話i 土 弥生 f:'!i C にぷい黄櫨 外 ミ ガキ ? J.氏 調繋不明、 内 調整不明

858 27① SD1 被 土 弥生 翌E D にぶい黄糧 外 口唇 LR 純文 !阿部櫛斜線文→棒状工具刺突文、 内 検 ハ ケ→械 ミ ガキ

859 3① SX l 税 j: 弥生 2士E D にぷい黄底
外 胴 上箆ìt線 区 岡 内 を 連続車IJ 突 文 ・ LR 純 文 ・ 櫛 直 線 文 で 充填 胴 下箆 重連弧文内
を 連続刺突文・ 術直線文で充袋、 内 。 ナ デ

860 3① SXl 程i ゴニ 弥生 主由::! D 続 外 連続Wlj �祭 文 区 画 内 を 櫛直線文 ・ 櫛垂 下 文 ・ 櫛燦状文 + 櫛斜線 文 で 充填、 内 調豊富
不明

861 3① SX l 磁 土 弥生 1::": D にぶい燈 外 箆沈線区画 内 を 櫛直線文 ・ 繍斜線文で交互充填/ 迎続車IJ突文、 内 ナ デ

862 3① SXJ 覆土 弥生 3世 D にぶい極 外 櫛横羽状文→棒状工具刺突文、 内 機ハ ケ → ミ ガキ ?

863 25① SXl 磁土 弥生 鉢 C にぷい黄樟
外 口 唇 LR 純文 口縁箆重山形文/ 刺 突 文/1 対穿孔l ヶ 残 l阿部 ミ ガキ 、 l瓦 調撃
不 明 、 内 調整不明、 備 考 器 商摩耗

973 33① SA2 被土 弥生 宝重 D 明茶褐 外 頚部 T 字文 1 ヶ 残/鋸歯文 赤彩 ミ ガ キ 、 内 横ハ ケ

974 46① SA1 1未I庄 弥生 有孔翌E D にぷい賞櫨 外 縦 ミ ガキ 、 成 : ナ デ 穿孔1 ケ 、 内 調整不明

975 46① SA1 I未I同 弥生 ヨ藍 C にぷい賞樟 外 ケ ズ リ →ナデ、 内 : ヶ ズ リ →ナ デ

976 46① SA l P4 弥生 宝藍 B にぷい黄糧 外 ナ デ、 内 ・ ケ ズ リ

977 46① SA 1 1示直 弥生 高杯 D にぶい黄鐙 脚外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ

978 46① SA2 床l日 弥生 鉢 C l珂賞裕 外 被 ミ ガキ 、 内 : ハ ケ → ミ ガキ ?

979 46① SA2 床 l釘 �*生 議 B にぷい黄燈 外 調撃不明、 内 : 調�不明

980 46① SA3 床 T而 弥生 有孔'1J! D にぶい黄櫨 外 ミ ガキ 、 1氏 ， ナ デ 穿干し 1 ケ 、 I;I;J ナ デ

981 50① SA7 床 而 弥 生 ー五匂:!. D にぷい黄櫨 外 頚剖I T 字文 l ヶ 残 赤彩縦 ミ ガキ 、 l勾 赤彩横 ミ ガキ 、 備 考 . 外務 商事l青11:

982 50① SA7 '* Ti釘 弥生 高杯 D にぷぃ1It筒 杯外 口唇山形突起1 ヶ 残 赤彩横 ミ ガキ 、 杯、内 赤彩 横 ミ ガキ

983 50① SA7 K l  弥生 鉢 A 白 lli. 手狸ね

984 50② SAl  床由: 弥生 1官::.: D にぶい黄鐙 外 頭部 T 字文4 ヶ 縦 ミ ガキ、 内 横 ミ ガキ

985 50@ SAl 被土 弥生 �!ι i:: D にぶい前[極 外 ハ ケ →縦 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 ハ ケ

986 50② SA1 桜 土 弥生 � D にぷい綬 外 ケ ズ ，) ? 、 底 ケ ズ リ 、 内 ミ ガキ

987 50② SA1 P9 弥生 き控 D 灰1在 外 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 f人l 調撃不明

988 50② SAl  床 直 弥生 �包"ιf::. C 授
外 頚音11右 回2述 止m<状文→櫛波状文 ( 口縁 ↑ ・ 胴部 1 ) 機 ハ ケ 、 内 右 傾 ハ ケ →ー

部左傾 ミ ガキ

989 50② SA2 立t土 弥生 長E C にぷい黄櫨 外 右回頚剖í2J!lI 止簾状 文→櫛波状 文 ( 仁l 縁 ↓ ) 、 内 ・ 横 ミ ガキ

990 50② SA2 床jffi 弥生 � C 灰縄 外 . 縦 ミ ガキ 、 底 ナ デ、 内 縦 ミ ガ キ

991 50② SA2 車i 土 弥生 鉢 C にぶい燈 外 赤彩横 ミ ガキ 、 内 ・ 赤彩 横 ミ ガ キ 、 底 ・ ナ デ

992 50② SA2 思{ 土 弥生 二m首!:1 D にぶい褐 外 側直線文→倒波状文、 内 積ハ ケ

993 50② SA3 J未直 弥生 �:t C 賞褐 外 頭部 T 字文 l ヶ 残 ハ ケ → ミ ガ キ 、 内 : 調整不明 、 11'"考 図 上復元

994 50② SA3 磁 土 弥生 ヨ担 D 賀褐 外 縦 ミ ガキ 、 j'l;J 横 ミ ガキ

995 50② SA4 床[印 �hi生 寸:rr:ずs D I珂1ft褐 外 調撃不明、 I;I;J 調整不明

996 50② SA4 '* 而 弥 生 宝主 C にぷい黄櫨
外 . 頚部 T 字文 4 ヶ 赤 彩 ミ ガ キ ( 口縁縦 l間部横) 、 内 : 仁l縁赤彩横 ミ ガキ 胴部検
ハ ケ

997 50② SA4 弥生 '1J! B 浅2証一鐙 外 側波状文 ↓ 、 内 調経不明、 備 考 2次被熱 50① SA4取 り 上げ

998 50② SA4 1正直 弥生 き拒 B 明裁褐 外 ハ ケ →櫛波状文 ↓ 、 内 ハ ケ →横 ミ ガキ

999 50② SA4 1来直 弥生 き担 D 褐 外 頭部右回3述 止 日程状文→櫛波状文 ( 口縁 ↓ ) 、 内 横 ミ ガキ

1000 50② SA4 床 面 総生 翌E D にぶい極 外 調整不明、 内 ケ ズ リ 、 備 考 ' 北陸系

1001 50② SA4 1< 1  助、生 望E D 灰黄褐 外 右傾ハ ケ →塩lい ミ ガキ ハ ケ 工具刺突文、 内 ' ケ ス リ 、 備 考 : 北陸系

1 002 50② SA4 床 直 弥生 吉正 A にぶい穏 外 赤彩 ミ ガキ、 底 ケ ズ 1) 、 内 赤彩 ミ ガ キ 、 備 考 被熱に よ る 探 而朝j百年
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Na 出土i立構 層{立 種別 探種 遺存 色 調 技法 ・ 文線 ・ 特徴

1 003 50② SA4 床ÏI'I 弥生 鉢 B 灰黄禍 外 ハ ケ 、 j氏 : 指 オ サ エ 輪台、 内 . ハ ケ

1004 50@ SA4 床 直 弥生 高杯 A i主黄糧 外 ミ ガキ ( 杯横 ・ 脚柱 縦 ・ 脚 裾椴) 、 杯内 : ミ ガキ 、 !山 内 ハ ケ 、 備考 北陸系

1 005 50② SA4 1ぷ而 弥生 脚 部 D 樟 脚外 ・ ケ ズ リ → ミ ガキ 円 孔 1 ヶ 残 、 蜘 11'1 ハ ケ 、 備 考 . 外来系

1 006 50② SA4 床而 弥生 有孔鉢 A i燈 外 調整不明、 j氏 : 穿孔1 ヶ 、 内 調整不IVI

1007 5瓜ID SA6 床而 効;!t i:'l'i D にぷい黄III 外 縦 ミ ガキ 、 内 : 横 ミ ガキ

1008 50② SA6 床直 切;生 翌主 B にぶい燈
外 �i 部右回2述 J.Iニml状文→樹波状文 ( 1コ縁 ↑ ト 胴 郎 円 、 11'1 : �利 根不明 、 備考 ・ 内 総
百l朝l雌

1009 50② SA6 被土 弥生 翌E C 黒褐 外 頭部右回2述J.l:11Ii状文→櫛波状文 (口縁 ↑ ・ 胴 湖1 j )  III 形浮文、 内 . 償 ミ ガキ

1 0 10 50② SA6 床直 弥生 高何; C にぷい黄il1 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 : 横 ハ ケ

1 0 1 1  50② SA6 床直 弥生 高杯 D にぷい黄誼 杯外 被 ミ ガキ 、 柄、内 : 横 ミ ガキ

1 0 1 2  50② SA6 床直 弥生 高判; B にぷい黄底 杯、外 口 唇 山 形突 起 I ヶ 残 赤彩横 ミ ガ キ 、 相;1λJ : i>\-，彩縦 ミ ガキ

1 0 1 3  50② SA7 程i土 弥生 f!ú A 灰 白
外 頭部 T 字文4 ヶ 赤彩 ミ ガ キ 、 底 ミ ガキ 、 1"1 : "縁亦彩繊 ミ ガキ l肘調整不明
接合4良、 備 考 . 図上復元

1 0 1 4  50② SA7 I立土 弥生 一�:旬:( B にぷい黄鐙
外 頚告1S T 字文 1 ヶ 残 赤彩 ミ ガキ ( 口縁縦・ IJJ� 円 、 11、J : 11縁赤彩航 ミ ガ キ I1阿 部制
艶不明、 制lì考 ・ 図上復元 �而剥務

1 01 5  50② SA7 磁土 弥生 :s.:...: B 灰 白
外 頭部 T c}'文4 ヶ 11同 上赤彩検 ミ ガ キ l制下縦 ミ ガ キ 、 !氏 : ナ デ、 内 : 調整不明、
備考 11'1 規而剥離

1 01 6  50② SA7 磁土 弥生 a←々n佐ι r B にぷい賞積
外 霊前世 T 字文 + rl)f�浮文4 ヶ 赤彩 ミ ガ キ ( U縁縦 胴 部横) . 11、J : 口縁赤彩積 ミ ガ
キ !胸部調蜂不明、 備考 : 内務商事l離

1 0 1 7  50② SA7 磁土 弥生 2ー・E千 C F支質経
外 頚苦II T 字 文4 ケ 赤彩 ミ ガ キ ( 仁l縁縦 JI� 円 、 11'1 : 1- 1縁赤彩械 ミ ガキ 胸部調整 |
不明

1018  50② SA7 磁土 弥生 :o.:� C 浅黄鐙
外 頭部 T 字文5 ヶ 赤彩 ミ ガキ (仁l縁縦 ・ I1阿部航) 、 内 ・ 1 1縁赤彩 ミ ガキ 胴部被ハ
ケ 、 備 考 内規I目剥l雌

1 0 1 9  5ぽID SA7 磁 土 弥生 �� C にぷい黄燈
外 野l部 I 対 T 字 文 1 ヶ 残 赤彩 ミ ガキ ( 仁l縁縦 ・ 11阿部繊) 、 内 ・ 口縁赤彩縦 ミ ガキ 刷
部 被 ハ ケ → ナ デ

1020 50② SA7 i宜土 弥生 戸�:1孔 D 灰 白 外 : !ìJi部üt T 字文2 4 ヶ 残 赤彩 ミ ガキ ( 仁 l縁縦 ・ lJJi� 部償) 、 |人l 口縁赤彩横 ミ ガキ

1 02 1  50② SA7 被土 弥生 2一:'� B 浅黄燈
外 ・ �Ji昔I T 字 文4 ヶ 赤彩 ミ ガ キ ( 口縁縦 ・ I1同 郎械 ) 、 1};1 円綜赤彩繍 ミ ガキ JI阿 部繍
ハ ケ

1 022 50② SA7 磁土 弥生 :5司2目じZ白P D にぷい黄鐙
外 野l 部 T 字文 l ヶ 残 赤彩 ミ ガキ ( 口縁縦 . 11問書11械) 、 11'1 ・ 仁 I*J亦彩縦 ミ ガキ 胴部
検 ハ ケ → ナ デ

1 023 50② SA7 覆土 弥生 査E D にぷい黄虚 外 : !頭部 T 字 文4 ヶ 赤彩縦 ミ ガキ 、 1:1;1 口 縁械 ミ ガキ l阿 部償 ハ ケ

1024 50② SA7 覆土 弥生 百τ::1 D 褐j天 外 : 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 調整不明、 備 考 I;/;I総 ïlii剥荷量

1025 50② SA7 覆土 弥生 2一 ・i! D にぷいi官僚 外 ・ 赤彩縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 戸、J : iJ，H在不明

1 026 50② SA7 覆土 弥生 望E B にぷい貰憧 外 �i部右四4述止l1Ii状文→櫛波状 文 ( 口縁 ↑ ・ I1阿部 ! ) 、 l氏 : ナ デ、 いJ : 横 ミ ガキ

1027 50② SA7 被土 弥生 望E C 1受賞授 外 . 頭部右回2述止自在状文→術j庇状文 (仁l縁 ↑ ・ 胴 部 ↓ ) 、 仏l 械 ミ ガキ

1 028 50② SA7 磁土 弥�1.ニ � B 赤積 外 野市11布回2述止1111状文→櫛波状文 ( 口縁 ↑ ・ 11阿部 ↓ ) 、 1''1 : 訓 務不19 1

1029 5崎)SA7 被土 弥生 3盟 C にぷい褐 外 野1部右1ill 2述止簾状文→櫛波状 文 ( 仁I縁 ↑ ・ 11阿 部 ↓ ) 、 1).、l 械 ミ ガキ

1 030 50② SA7 夜土 弥生 � D に ぶ し 、 褐 外 野1部右回2述JI二日程状文→櫛波状文 (仁l縁 ↑ . 11阿部 ↓ ) 、 内 ー ミ ガ キ

1 0 3 1  50② SA7 磁土 弥生 d議民長， C にぷい積極 外 ハ ケ 、 内 ・ 検 ハ ケ 、 備考 . 外 来 系 ?

1032 50② SA7 覆土 弥生 釜 B にぷい黄il1 外 縦ハ ケ →胴 上縦 ケ ズ リ 、 つ ま み . 穿イLl ヶ 、 内 械 ハ ケ → ナ デ ?

1033 50② SA7 斑土 弥生 2一:if B 灰 白
外 頭部等Ii日隔 1I二日程状文、 赤 彩 ミ ガ キ 、 jま ー ケ ズ リ → ナ デ、 μ1 : I 1縁赤彩縦 ミ ガキ
11阿 部横 ミ ガキ 、 備 考 : 総I而剥離

1034 5崎 SA7 被土 弥生 高折; C にぷい賞褐 何Z外 被 ミ ガキ 、 杯内 械 ミ ガキ

1035 50② SA7 覆土 弥生 高杯 D にぷい'!It鐙 脚外 赤彩縦 ミ ガキ 突帯、 杯内 : 赤彩 ミ ガキ 、 脚 内 ・ ケ ズ 1)

1036 50② SA7 被土 弥生 鉢 D にぷいi電極 外 縦ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ

1037 50② SA7 磁土 土師 日粁、 B i黒筒 外 ミ ガキ ヘ 体1"1 縦 ミ ガキ 仁 脚 内 ケ ズ 1)

. 1038 50② SA7 毅土 jニmu lー " ・ιr，� D 褐灰
外 口縁粘二U!，lj付 3 ヶ HII. の 棒状 付 文1 9主 坊、彩→ ミ ガ キ 、 1"1 右 傾 ハ ケ → 貝 絞""
縁 ? に よ る 羽状車IH史 文 、 制Ii考 パ レ ス ヨ':l 1比 入 か ?

1 039 50② SA8 ��、g� 'ー�:付W ι C にぷいずl樫 外 野l部 1 対 T 字文4 ヶ 赤彩縦 ミ ガキ 、 11'1 : 赤彩械 ミ ガキ

1 040 5α② SA8 床面 弥生 量E B にぷい賞授
外 野1古11右同等|間隔 JI:I1Ii状文→櫛波状 文 ( L I縁 ↑ IJ阿 部 ! ) IJ�1 下縦 ミ ガ キ 、 内 憤 ミ
ガキ

1041  50② SA8 弥生 �且� B にぷい黄禍
外 頭部右|昼12述 止 簾状文→櫛波状文 ( 口縁 1 ・ 胸 部 ↓ ) JJ同 下縦 ミ ガ キ 、 l氏 . ケ ズ 1)
→ナデ、 内 被 ミ ガキ

1042 50② SA8 弥生 ヨ世 C 4霊 外 : 働波状文 ()胸 部 ! ) 11同 下縦 ミ ガ キ 、 底 : ケ ズ リ → ミ ガキ 、 l材 調撃不191

1043 50② SA8 覆 土 弥生 謝'‘4 D 灰 白 償 ナ デ、 外 擬凹級文、 備 考 北陸系 l治二 l 非従地

1044 50② SA8 弥生 3担 D にぷい黄櫨 徽 ナ デ、 外 擬I!!I線文、 情iJ考 北陸系

1 045 5αID SA8 弥生 3在 C にぷい黄厳 外 : 調 整不IYJ 2干しI組の穿孔 1 ヶ 残、 内 赤 彩 ミ ガキ

1 046 50② SA8 弥生 卦: A にぷい綬 外 : 赤彩 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ

. 104 7  50② SA8 弥生 13杯 C にぷい賀l燈 杯外 縦 ミ ガキ 、 杯内 横 ミ ガキ

1048 50② SA8 床 而 弥 生 同杯 D にぷい黄櫨 体外 隙 ミ ガキ 、 杯 内 械 ミ ガキ 、 備 考 ・ .It陛系
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Nn !H土遺構 府位 種)JIJ r.品種 遺存 色調 技法 ・ 文様・特徴

1 049 5ぽ� SA8 fホλk 日杯 C 浅黄燈 脚 外 品1彩縦 ミ ガキ 、 杯内 赤彩 ミ ガキ、 脚 内 積 ハ ケ

1 050 50② SA8 被 上 日かιk 、::{ D にぷい綴 外 械 ミ プfキ 、 いl 横 ミ ガキ

1051 5 1 ① SA J  覆 |二 リffl\�E J.Æ B にぷい燈 外 . 赤彩縦 ミ ガキ 、 1)、l 椴 ミ ガ キ

1 052 5 1ω SA 1  被 土 弥ノ|ー 高杯 D にぷい黄信 脚 外 >Ji、彩縦 ミ ガキ、 !胤内 : 調整不明

1053 5 1② SA l  床 開 弥生 高柄、 C にぷい賞鐙 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 布 傾 ハ ケ → ナ デ 後合JH

1 054 5 1 ⑦ SA2 リ� I師 妨げ主 こ;;Ii{ D にぷい黄燈
外 lîji 部右ml5連 止m!状文→赤彩 ミ ガ キ ( L I 縁 縦 ・ )胸 部繊 ) 、 体l 口 縁 赤 彩 縦 ミ ガ キ
l胸 下機 ミ ガキ 、 何i考 内務I町剥離

1 055 5 1 11J SA2 在 L I: 悦;生 望E D に ぷ い 授 外 : 右傾ハ ケ 、 件! 被 ハ ケ →横 ケ ズ 1) 、 備 考 北陸系
1 056 5 1② SA2 被 iニ 弥生 ヨ盟 D にぶい燈 外 : 縦 ミ ガキ 、 lik ケ ズ リ →ナ デ、 r);) ミ ガキ ?

1 057 5 1② SA2 被土 弥生 商事干、 D 1受賞槍 杯外 iJJミ彩械 ミ ガキ 、 折、内 赤彩横 ミ ガキ 、 備 考 外来系 ?

1 058 5 J② SA2 rii土 弥生 鉢 C 協灰 外 赤彩 徽 ミ ガ キ 、 底 ミ ガキ 、 戸、l 赤彩検 ミ ガキ

1 059 5 1 @ SA2 ru 1: 弥生 鉢 C 褐灰 外 赤彩 ミ ガ キ 、 1;1;) 赤彩 ミ ガキ、 備考 25而剥離

1 0(iO 51② SA2 程I上 弥生 鉢 B にぷい前燈 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 /i.E ケ ズ リ 、 |人l 赤彩 ? ミ ガキ

1061  5 1② SA2 1立土 弥生 片 口鉢 A にぷい賞極 外 縦 ミ ガキ 片 |寸 、 内 検 ミ ガ キ

1 062 52① SA5 床而 ぅ司;/lõ 2ー・:1 C i主J'tl燈 外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 11'1 赤彩検 ミ ガキ

1 063 52① SA5 /*1師 '泊;!:Iミ 、ーl旬:! D にぷい賞鐙 外 野l部 T 字 文 1 ヶ 残 赤彩縦 ミ ガキ 、 内 ・ 石何l ハ ケ

1064 52① SA5 J主 而 1{j\!1::. j(，ljtí不 C にぷい黄鐙 杯外 口 笹 山 形 突起 I ヶ 残 赤彩横 ミ ガ キ 、 柄、1;1;) : 亦彩械 ミ ガキ

1065 52① SA5 床1m 'j{j，/I:. 釜 A にぷい賞燈 外 ハ ケ→高�j在不明、 l勾 : 横 ハ ケ

J 066 52① SA7 lよ而 効;!:I， 、l旬E D i主黄綬 外 L I将 山 形尖i起2 ヶ 残 赤彩縦 ミ ガキ 、 戸、I 赤彩械 ミ ガキ

1067 52② SA2 百lI:: 弥生 高宇r- D l支賞 櫨 何、外 赤彩 検 ミ ガ キ 、 材、内 : 赤彩 横 ミ ガキ

1068 53② SA1 1;1<lill リ�;éE ・::t D 浅漬積 外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 内 赤彩縦 ミ ガキ

1069 53② SA1 Y立ゴ二 列、'1三 翌E B 褐灰
外 : !ïfi部お 阿 等 IUJ陥 11:. 燦状文→櫛波状文 ( 仁l縁 1 . 11岡 部 ↓ ) 胴 下縦 ミ ガ キ 、 l人l 検 ハ
ケ →機 ミ ガ キ

1070 53② SA1 fl'l 土 弥生 翌E D にぷし 、賞極 横 ナ デ、 備 考 |ヒ陛系
J071  53② SA 1 在t 1: 功、生 山杯、 D にぷい黄燈 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 ; 右傾ハ ケ

]072 53② SA] 床 而 弥 生 官'，:� C にぷい黄燈 外 iJJミ彩械 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 憤 ミ ガキ

J073 53② SA1 ?盟 k 'HJi生 似 C 灰 白
外 ' ハ ケ ? → ケ ズ リ 、 J式 穿孔1 ヶ 、 r);) ナ デ、 1脂 考 同一例体 と 忠わ れ る 口総}\"が
あ る が接合せず

J074 53② SA1 i賢二t 弥生 \:':'! ? D 燈 外 . ミ ガキ ( i)縁綴 ・ 11同縦) 把手 i ヶ 残、 仏l ・ 1 )縁横 ミ ガキ l胴 ナ デ、 備 考 外 来 系

1 075 53② SA5 床I立 'lf1ï生 13何、 D にぷい黄位 何、外 赤彩横 ミ ガ キ 、 伴内 : 赤彩検 ミ ガキ

1076 53②SA5 I�ミ l立 型j;/E EE粁、 C にぷい黄綬
側外 。 縦 ミ ガ キ 円 孔 ( )段 目 4 ヶ 2段 目 2 4 ヶ 後) �{ii 、 脚 内 ナ デ、 備考 ; 外 来
系 ?

1077 55①SA3 床直 弥生 ヨE D にぷい貰鐙 外 賓I部右2述』七日程状文→術波状文 ( 口 縁 ↓ ・ IJ阿部 ↓ ) 、 内 . 横 ミ ガ キ

1078 55①SA3 床直 弥生 必ん官 D にぷい燈 外 !ïJi i'，il右四 等 1/11 隔止簾状文→櫛波状 文 ( JJ阿部 ↓ ) 、 l勾 横 ミ ガキ

1079 55① SA3 床 直 1{j;生 f1付量E B にぷい1Il燈
�外 E抑制1;(5 回3述 11:総状文→術波状文(JJ阿部 ↓ ) IJI� 下 検 ミ ガキ 、 台外 : 縦 ミ ガキ 、
き症内 検 ミ プfキ 、 台内 ハ ケ → ナ デ

1 080 55①SA3 世!-Iニ 始、�t 毒事 C にぷい黄櫨 外 . 赤彩縦 ミ ガキ 、 底 . ケ ズ 1) → ミ ガ キ 、 内 . 赤彩横 ミ ガキ

.J081 55①SA3 ü穴 強、生 23柄、 C にぷい黄糧 脚外 赤彩縦 ミ ガキ 、 杯内 : 赤彩 ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ

]082 55② SA1 1米自 �{j、生 �:':，-日F A 灰 内
外 頭部 I 対 T 字文4 ヶ 縦 ハ ケ → ミ ガキ (口縁縦・ 胴 上縦 . JJ同 ' 1' 横 ・ 胴下縦) 、 l勾 口 縁
ハ ケ →椴 ミ ガキ )胸部横ハ ケ

J083 55① SAl  炉 1*a: 、，旬:! C にぷい怨 外 ・ !ïJi部 T �"文6 ヶ 赤彩縦 ミ ガキ 、 内 L I縁赤彩被 ミ ガキ l胸部調猿不明、 fiii考 ー
内部面最IJ雌 炉 体 と し て使用

J 084 55② SA l  �{ji�ヒ 望E C にぷい褐 外 頭部右回3述 lI:1l11状文→櫛波状文 ( 口縁 ? ・ 11阿部 門 、 1)，) 械 ミ ガ キ 、 備考 : 55① 
S A 1 J& り 上げ

1085 55② SAl  弥生 霊E D にぷい黄信
外 里n 部右IDI3iili 止燦状文→櫛波状文 ( 口 総 l ・ 1阿 部 ↓ ) 11岡 下縦 ミ ガ キ 、 l均 株 ミ ガ
キ 、 備 考 55① SA 1 1&. り 上げ

1086 5抑 制 ] 床 官( 州;lt 翌E D にぷい賞程 外 主Ii 昔日t眠状文→仁l縁櫛波状 文 ↑ 、 l人l 樹 ミ ガキ

1087 55② SA1 弥�E � D にぶい黄程 外 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ → ミ ガキ . 1勾 ミ ガキ 、 備 考 : 55① SAl取 り 上げ

1088 55② SA l 1;1< 1自 弥生 台{τ;j� C 燈 台外 縦 ミ ガ キ 、 逆内 ナ デ、 台内 ケ ズ リ →ナ デ

1089 55② SA l ぅ司、'1二 台付金E D にぷい鐙 台外 調盤不明、 3車内 : ケ ズ リ 、 台内 ケ ズ リ →ナ デ、 備 考 : 55① SA ll&. り 上げ

)090 55② SAl 弥生 f1十1 3症 B にぷい黄鐙 台外 . ナ デ、 台内 : ナ デ、 備考 : 55① SAll&. り 上げ

1091 55② SA l 1fJ、仕 有イL斐 D J俊 外 調整不明、 底 ミ ガキ 穿孔1 ヶ 、 内 ミ ガキ 、 備 考 。 55① SA 1 取 り 上げ

J 092 55② SAJ 1*而i 弥生 間杯 B 浅11i鐙 柄、外 1-1 唇 山 形 突起4 ヶ 赤彩桜 ミ ガキ 、 杯内 赤彩検 ミ ガキ

1093 55② SA J 弥生 市杯 C に ぷ い 燈 杯外 赤彩 ミ ガキ ( 何;上横 ・ 杯下縦) 、 折、内 赤彩 横 ミ ガキ、 備 考 : 55① SA1l& り 上げ

1094 55② SA 1 床111 弥生 高村、 D にぷい黄程 杯外 口拝山 形3提起2 4 ヶ 残 赤彩横 ミ ガキ 、 杯内 赤彩械 ミ ガキ

1095 55② SA1 弥生 rG折、 D 』こぶし、極 脚外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 杯内 : 赤彩横 ミ ガキ 、 l問内 : ナ デ、 備 考 55① SA Il&_ り 上げ

1 096 55② SA1 弥生 1量一 B にぷい黄燈 外 縦 ケ ズ リ →縦 ミ ガ キ 、 内 : 調整不明、 備 考 : 551① SA 1取 り 上げ

1097 55② SA1 1{j\�E 鉢 C にぷい賞授 外 iAミ彩横 ミ ガキ 、 底 赤 彩 ミ ガキ、 II;J : 赤彩械 ミ ガキ 、 備 考 : 55① SA1取 り 上げ

1098 55② SA l 床 III 弥生 幸弘 C にぶい黄極 外 . 赤彩検 ミ ガキ、 底 : ミ ガキ 、 内 . 赤彩左傾 ミ ガキ
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1099 56② SA1 再i土 弥生 宝E C にぶい程 外 : 頭部 T 字 文2 ヶ 残 赤彩 ミ ガキ 、 内 赤彩 ミ ガキ 、 備 考 内線問剥荷iÊ

1 100 56② SA1 磁土 弥生 ?iIi材; D にぷい賞授 杯外 ' 赤彩横 ミ ガキ 、 杯内 赤彩横 ミ ガキ 、 1m考 北陸系

1 101 56② SA1 覆土 弥生 主E D にぷい賞桓 外 : 頭部右回3述11:.簾状文→御波状文 ( 仁l縁 ↓ !阿部 ↓ ) 、 内 積 ミ ガキ

1 102 56② SA3 磁 土 弥 生 重量 D にぷい賞糧 外 口唇山形突起 1 ヶ 残 赤彩縦 ミ ガキ 、 内 赤彩徽 ミ ガキ !附調整不IYI

1 103 56② SA3 覆 土 弥生 資 D にぷい賞糧 外 頭部直線文 赤彩縦 ミ 3庁キ 、 1;1;) 赤彩徽 ミ ガキ

1 1 04 56② SA3 被土 弥生 壷 D にぷい黄糧 外 頚部 T 字文 1 ヶ 残 縦 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガ キ

1 105 56② SA3 覆土 弥生 斐 D 燈 外 : 頭部右回2述止簾状文→櫛波状文 ( 口 縁 ? . 11岡部 門 、 いl 検 ミ ガキ

1 1 06 56② SA3 ?重 土 弥生 3話 D にぶい貰褐 外 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 積 ミ ガキ

1 107 56② SA3 税土 弥生 台付斐 C にぶい褐 台外 縦 ミ ガキ 、 台内 ナ デ

1 108 56② SA3 磁土 弥生 斐 D 灰黄褐 外 ・ 調撃不明、 底 ' 荷台、 内 : 調 技不明、 備考 外来系 ?

1 109 56② SA3 穆I土 弥生 宝τ・.!! C 褐灰 外 口唇山形突起2/4 ヶ 残 赤彩横 ミ ガキ 、 内 口縁赤彩械 ミ ガキ 胴 昔11械 ミ ガキ

1 1 10 56② SA3 被土 弥生 高杯 A 浅吉t鐙
外 . 口唇山 形突起4 ヶ 赤彩 ミ ガキ (杯横 脚縦) 脚 苦11ニ j'J .fL4 ヶ 、 停|刈 ・ 赤彩検 ミ ガ
キ 、 脚 内 ナ デ

1 1 1 1  56② SA3 1置土 弥生 高杯 C f長賞糧 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 : 検ハ ケ→ ナ デ

1 1 12 56② SA3 被土 弥生 高杯 D にぷい燈 柄、外 赤彩 横 ミ ガキ、 杯 内 赤彩柑{ ミ ガキ

1 1 1 3  56② SA3 翠i土 弥生 高杯 A にぷい黄糧 外 赤彩 ミ ガキ ( 杯 上横 ・ 杯 F縦 ・ 淵l縦) 、 柄、');1 赤彩積 ミ ガキ 、 脚 内 ナデ

1 1 14 56② SA3 宮i 土 弥生 高杯 D i斐賞品種 脚 外 縦 ミ ガキ 円干し4 ヶ 、 杯内 調整不 明 、 脚 内 : し ぼ り 目 ナデ、 備 考 北陸系 ?

1 1 1 5  56② SA3 覆土 弥生 鉢 C にぷい賞樟 外 ー 赤彩横 ミ ガキ 1 対穿孔1 ヶ 残 、 底 ケ ズ リ → ミ ガ キ 、 戸、l 赤彩繍 ミ ガ キ

l 1 1 6  56② SA3 被土 弥生 高杯 C に ぶ し 、極
柄、外 . 赤彩 ミ ガ キ ( 胴上横、 I1同下右傾) 、 杯内 紛i赤彩 ミ ガキ 、 怖i 考 北陵系 鉢の ITf
能型J:;{'í り

1117 56② SA3 磁土 弥生 脚部 D J俄 横 ナ デ、 外 ー 凹線文 赤 彩 ミ ガキ 、 備 考 . 北陸系 1 795 と 接合 2349 と 併せて 同 一 個
体 ?

1 1 18 56② SA3 磁土 弥生 岩ι辱 D にぷい貰糧 外 頚音111 対 T 字文 + IIj 形浮文 1 ヶ 残→櫛波状文、 !勾 ナデ

1 J  19 57② SA 1 床I宣 弥生 翌E D にぷい黄燈 外 : �Jî苦11右 回4述止居住状文→櫛波状 文 ( 11同 ↓ ) 、 内 航 ミ ガキ

1 120 57② SAI 柱穴 弥生 台付王監 A にぷい賞者 外 : 頚苦11櫛直線文→櫛波状文 、 強 内 積 ミ ガキ 、 台内 ケ ズ リ

1 12 1  57② SA l 床而 弥生 台イサヨ世 B にぷい賞鐙 �外 . !古l部櫛直線文→櫛波状文、 後内 積 ミ ガキ

1122 57② SA1 床直 弥生 鉢 C にぶい業種 外 赤彩横 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ 、 内 赤彩検 ミ ガキ

1 1 23 57② SA5 床直 弥生 古:52: A i主貨極 外 : giJi部 T 字文4 ヶ 赤彩 ミ ガ キ ( 仁 |縁縦 ・ )胴 上横 ・ 11同下縦) 、 l人l 椴 ミ ガキ

1 124 57② SA5 床直 弥生 盟官廿主 C I主1竜燈 外 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 ハ ケ → ナ デ

1 1 25 57② SA5 磁土 弥生 寸旬:S:f巳マ D 灰 白 外 : 'ïJi苦I T 字文l ヶ 残 縦 ミ ガ キ 、 内 ハ ケ ?

1 126 57② SA5 被土 弥生 望量 A にぶい褐 外 調整 不 明 、 つ ま み 穿孔l ケ 、 内 横 ミ ガキ

1 127 57'② SA5 首昨 弥生 室主 C にぷい黄櫨 外 つ ま み周辺縦ケ ズ リ →横 ミ ガ キ 、 内 横 ミ ガキ

1 1 28 57② SA5 磁土 ��\生 望主 D にぶい鐙 外 : 倒波状文 ( にl縁 ↓ ) 、 内 . 機 ミ ガキ

1 1 29 57② SA5 床直 弥生 A奇怪b D にぷい賞鐙
外 壁買部右 |到3辿 止熊状文→櫛波状文 ( 口縁 ↑ ・ l胸部 ↓ ) 胴下縦 ミ ガ キ 、 内 検 ミ ガ
キ

1 1 30 57② SA5 磁 土 弥生 望E B にぷい賞程 外 櫛波状文 (胴 部 ↓ ) 1洞下縦 ミ ガキ 、 J長 : ケ ズ リ → ミ ガキ 、 内 繍 ミ ガ キ

1 13 1  57② SA5 磁土 弥生 望E A にぷい賞極
外 霊 前11右回2迷 JI:. 簾状文→櫛波状 文 ( 口 縁 ↑ ・ 胴 部 ↓ ) I1同 F ケ ズ リ →縦 ミ ガ キ 、
底 ケ ズ リ → ナ デ、 ，);) ハ ケ →検 ミ ガキ

1 1 32 57② SA5 SD1 弥生 台付主主 C にぶい褐
外 ・ �Ji 古都右四2述止策状文→櫛i皮状文 ( 口縁 ? . 1阿部 ↓ ) 11岡 下縦 ミ ガ キ 、 内 被 ミ ガ
キ

1 1 33 57'② SA5 思i 土 弥生 台 付斐 B にぶい貰掻
�外 ハ ケ →頚部右四 等 閑 隔止居住状文→櫛i皮状文 ( 1-，縁 ↑ ) 11同 F横 ミ ガ キ 、 郵内
検 ミ ガキ 赤彩付着

1 134 57② SA5 SD1 弥生 台小j 斐 B にぷい貰極
発外 頭部右回3連 止111!状文→櫛波状文 ( 仁 l 縁 ↑ l阿 部 ↓ ) 刷 下椀 ミ ガ キ 、 台外 調
整不明、 受内 検 ミ ガ キ 、 台内 ケ ズ リ →ナ デ

1 135 57② SA5 被土 弥生 台 付 言盟 C にぶい黄鐙 台外 調整不明、 台内 調整不明

1 1 36 57② SA5 床而 弥生 王監 D i主賞極 外 ミ ガキ 、 内 ミ ガキ 、 備 考 北陸系

1 137  57② SA5 磁土 弥生 高 杯 D にぷいJIlf置 杯外 赤彩 ミ ガ キ 、 杯内 iJJ<彩 横 ミ ガ キ

1 138 57② SA5 床面 弥生 高 杯 D にぷい黄糧 杯外 ' 口唇刻 目 山 形突起 1 ヶ 残 赤彩横 ミ ガキ 、 柄、 l人l 赤彩微 ミ ガ キ

1 1 39 57② SA5 床 而 弥生 高 杯 C にぷい黄糧 外 赤彩 ミ ガキ (杯横 ・ 脚縦) 、 杯内 赤彩 ミ ガ キ 、 脚 内 ナデ

1 140 57② SA5 磁土 弥生 高何: B にぷい黄iíI. 柄、外 調整 不 明 、 杯内 : 翻整不明

1 1 4 1  57② SA5 磁土 弥生 高杯 D にぶい櫨 杯外 : 口唇山形突起l ヶ 残 赤彩検 ミ ガキ 、 折、内 赤彩械 ミ ガ キ 、 備 考 外来系

1 142 57② SA5 P3 弥生 高 杯 C にぷい黄iíI. 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 円干し3 ヶ 、 内 ケ ズ リ 赤彩付;，Yi

1 143 60② SA2 夜土 弥生 望主 B 灰 褐 外 術波状文、 l氏 ・ ケ ズ 1) → ミ ガ キ 、 1;1;) 横工具 ナ デ

1 144 60② SA2 夜土 弥生 � D にぷい黄櫨
外 ・ �Ji部右回3illi止簾状文→櫛波状 文 ( 口縁 ↑ ・ JII�音11 1 ) 胴 下縦 ミ ガ キ 、 内 右傾ハ
ケ →横 ミ ガキ

1 145 60② SA2 1未直 弥生 翌E B にぷい賞極 外 E買高官官主状文 9 →術波状文 (Jj同 ↓ ) 、 底 ケ ズ リ 、 内 赤彩械 ミ ガキ

1146 60② SA2 l未直 弥生 有孔楚 D にぷい賞糧 外 . .横 ケ ズ リ 、 底 : ヶ ズ リ 苦手孔1 ヶ 、 内 調整不ly'l

1 14 7  60② SA2 被 土 弥生 査 C にぷい黄極 外 頭部倒直線文→赤彩横 ミ ガ キ 、 1;1;) 赤彩横 ミ ガキ

1 148 6印② SA2 磁 土 弥 生 高 折; D にぷい賞極 杯外 右傾ハ ケ →赤彩縦 ミ ガキ 、 杯内 航 ハ ケ → iJJ<彩横 ミ ガキ
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1149  60② SA2 l未聞 弥生 高杯 C にぶい燈 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 何、内 赤彩椴 ミ ガ キ 、 脚 内 ハ ケ→ ナ デ

L 1 50 60② SA2 桜 土 弥 生 鉢 B にぶい黄糧 外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ → ミ ガ キ 、 1勾 赤彩横 ミ ガキ

1 15 1  61① SA6 床 面 弥 生 双'"啄d D にぷい黄禍 外 . 類部右匝13述止簾状文→櫛波状文 ( 口 縁 ↑ ・ !阿部 1 ) 円 形浮文4残、 内 ; 械 ミ ガキ

) ] 52 61① SA6 床 而 弥生 鉢 C にぷい黄G 外 赤彩 ミ ガキ 、 内 赤彩 ミ ガ キ 、 備 考 器商剥離

1 1 53 6 1 ① SA5 I.:l< Tfiï 弥生 万中戸 D にぷい黄虚 外 . 縦ハ ケ→赤彩縦 ミ ガキ 口唇術波状文 . JII形浮文 l ヶ 残、 |勾 赤彩横 ミ ガキ

1 154 50② SA4 P6 弥生 3控 B にぷい黄鐙
外 。 裏目 部右 回2迎Jjニiili状文→術波状文 ( 口縁 ↑ ・ Jj同音11 ↓ ) 胴 下縦 ミ ガ キ 、 成 ケ ズ リ
→ ナ デ、 内 横工具ナデ

1 155 60② SA4 l未 T立 弥生 � C にぷい黄握
外 !îJi部右回2辿止自主状文→櫛i皮状文 (口縁 ↑ ・ l胸 部 門 胴 下 縦 ミ ガ キ 、 内 械 ミ ガ
キ

] ] 56 60② SA4 床直 弥生 期A D にぷい黄鐙 外 調 整不明 、 底 ケ ズ リ 、 内 調撃不明

1 157 60② SA4 床 而 弥 生 き住 C にぷい黄鐙 外 �Ji部右恒12連止簾状文→榔波状文 (仁l縁 ↑ ・ Jj阿 部 ! ) 、 内 . 横 ミ ガキ

1 158 60② SA4 l広岡 弥生 � C 糧 外 頭部左悶5述止簾状文→櫛波状文 ( 口 縁 ↓ ・ 胴 部 ! ) 、 内 : 拶{ ミ ガ キ

1 1 59 60②SA4 1置土 弥生 司��仏 D にぷい黄櫨
外 赤彩検 ミ ガキ l 対若手孔1 ヶ 残 1 ヶ の 未完通穿孔、 内 . 赤彩横 ミ ガキ Jj問 F工具
ナデ

1 1 60 60② SA4 床 直 弥生 高宇1、 C にぷい賞虚 脚 外 赤 彩縦 ミ ガ キ 、 内 横ハ ケ→工具ナデ

1 161  60② SA4 床 而 弥 生 葉 D 4置 外 : 縦 ケ ズ リ → ナデ、 つ ま み : 穿孔 l ヶ 、 内 調整不明

1 162 62① SAl 被 土 効、ヨミ 王監 D にぷい黄糧 外 赤彩縦 ミ ガキ 頚音II T 字文 1 ヶ 残、 内 : 赤彩横 ミ ガキ

1 163 62① SAl 磁 土 弥生 吉里 C にぷい賞虚 外 : 縦 ミ ガキ 、 底 : ミ ガキ 、 内 : 横 ミ ガ キ

1 1 64 62① SAl 被土 弥生 高何、 C に.. ;ぃ黄櫨 杯外 。 赤彩横 ミ ガキ 、 杯内 : 赤彩横 ミ ガキ

1 165 62① SAI 桜土 弥生 喜本 A i浅黄積 外 ミ ガキ ? ナ デ ? 、 内 工具ナデ

1 1 66 62① SAl 被土 効、主|三 !l� C にぷい鐙
外 赤彩 ミ ガキ (JI同 上 積 ・ 胴 下 横) 、 底 ' ケ ズ 1) → ミ ガキ ベ ン ガ ラ 付着、 l村 横 ミ ガ
キ ベ ン ガ ラ 付 着

1 1 67 62① SAI 磁 土 弥生 有孔鉢 B に 外 ・ ミ ガキ 、 底 ケ ズ ') 穿孔1 ヶ 、 内 械 ミ ガキ

1 168 70① SAI 床面 弥生 ?lt! C にぷい黄褐
外 。 頚部右i司2述止iili状 文→櫛波状文 ( 口 縁 ↑ ・ 胴 部 ↓ ) 胴下縦 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ
→ナデ、 内 検 ミ ガキ

1 1 69 78① SA2 床直 弥生 5語 A 1支質燈 外 赤彩横 ミ ガキ 、 内 ' 口縁赤彩 ミ ガキ 胴部検ハ ケ

1 1 70 78① SA2 !未 直 弥生 2一1・!! A にぶい褐
外 。 'îJi 部 T 字文3 ヶ ハ ケ → ミ ガ キ ( 仁l縁縦 ・ !胴 上 積 . Jj岡 下縦) 、 成 ケ ズ リ → ナ デ、
内 口縁横 ミ ガキ 胴 ハ ケ → ナ テ・

1 1 7 1  78① SA2 床直 弥 生 誠，LU A 灰褐 外 頭部右恒12述止簾状文→櫛波状文 (Jj岡 部 ↓ ) IJ同下縦 ミ ガキ 、 内 械 ミ ガキ

1 1 72 78① SA2 床ii\f. 強、生 高 杯 C にぷい賞糧 杯外 赤彩横 ミ ガキ 、 杯内 : 赤彩徽 ミ ガキ

1 1 73 78① SA2 }よ直 弥生 鉢 A にぷい賞授 外 ミ ガキ (Jj向上横・ 胴下縦) 1対穿孔2 ヶ 、 底 ケ ズ リ 、 内 : 赤彩 横 ミ ガキ

1 1 74 78① SA6 務i 土 弥生 高杯 D にぶい貰糧 柄、外 ・ 赤彩 繍 ミ ガ キ 、 杯内 赤彩横 ミ ガキ

1 1 75 78① SA6 磁土 弥生 高杯 B にぶい黄櫨 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 工具ナデ

1 J 76 79① SA2 jぷ而 弥生 2ー1也:í D にぶい穆 外 頚部 T 字文2 ヶ 残 繍 ミ ガ キ 、 内 検ハ ケ

1 1 77 79①SA2 床 開 弥生 宜市E D にぷい黄櫨 外 赤彩 横 ミ ガ キ 、 底 ミ ガキ 、 内 機ハ ケ

1 1 78 79①SA2 車{土 弥生 5霊 D にぷい黄樫 外 縦 ミ ガキ 赤彩横 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 ナ デ、 備 考 : 内 総 而剥 雌

1 1 79 79① SA2 1末 而 弥生 � B に..;;� 、経
外 ・ 頚部右回2是Ii止自在状 文→櫛波状 文 (口縁 1 ・ 1岡部 ↓ ) I胴下縦 ミ ガ キ 、 底 ナ デ、
内 横 ミ ガキ

1 180 79①SA2 床 直 弥生 3臣 C !権 外 : 術波状 IJ問下縦 ミ ガキ 、 底 : ナ デ、 内 横 ミ ガキ

1 181 79① SA2 税 土 弥 生 楚 C 褐灰
外 頚部右 回2述止居住状文→櫛波状文 (口縁 ↑ ・ IJ阿 部 ! l 胴 下縦 ミ ガ キ 、 底 : ミ ガキ 、
内 検 ハ ケ →横 ミ ガキ 、 lRn考 ー 図上復元

1 182 79① SA2 床I直 弥生 � D 灰黄禍 外 ・ 櫛i症状文 縦 ミ ガキ 、 成 : ミ ガキ 、 内 左傾 ミ ガキ

1 183 79① SA2 磁 土 弥 生 き出 D にぶい賞綬 外 頚部右 回3述止E柱状文→櫛波状文 ( 口 縁 ↑ ・ IJ岡 部 ! ) 、 内 横 ミ ガ キ

1 184 79① SA2 被土 弥生 望E D 灰褐 外 : 頭部右 回3述止簾状文→櫛波状文 ( 口縁 ↑ ・ 胴 部 ! ) 、 内 . 横 ハ ケ→ 口 縁;検 ミ ガキ

1 185 79① SA2 事i 土 弥生 雪量 D 灰 白 外 縦ハ ケ 、 備 考 北陸系、 胎土非在地

1186 79① SA2 !来而 弥生 高杯 D にぷい黄鐙 杯 外 : 赤彩検 ミ ガキ 、 杯内 . 赤彩横 ミ ガキ 、 備 考 1 187 と 同 一個体 ?

1 187 79① SA2 床 間 弥 生 高 杯 D にぷい黄燈 脚外 . 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 : ナ デ、 制ñ考 1 186 と 同一 個 体 ?

1 188 79① SA2 床 面 弥生 高杯 D にぷい糞糧 脚外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 : 徽ハ ケ

1 1 89 79① SA2 被士 弥生 南i杯 D 燈 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 |均 : 被ハ ケ

1 190 79① SA2 事a 弥生 議 A にぷい黄燈 外 赤彩 ミ ガ キ 、 内 : 横ハ ケ →赤彩 ミ ガ キ

1 19 1  79①SA2 草{土 弥生 手I 孔鉢 B にぷい黄極 外 ミ ガ キ 、 底 穿孔1 ケ 、 内 検 ミ ガキ

1 192 79①SA2 床 而 弥 生 H 口 鉢 A にぶい桜 外 ナ デ 片 口 、 底 : ケ ズ リ 、 内 横 ミ ガキ ?

1 193 B ② SA2 床面 弥生 eτ1!rrι r A 鐙
外 霊園都 T 字 文 6 ヶ 赤彩 ミ ガ キ ( 口縁横 綱上横) 胴下縦 ミ ガキ 、 底 ミ ガキ 、 r);J
口縁赤彩横 ミ ガキ 胴昔日ハ ケ→ナデ、 備 考 内線而剥離

1 194 B ② SA2 床而 弥生 �・'ií B にぷい燈 外 : !頭部櫛直線文 赤彩横 ミ ガキ 、 内 口縁赤彩検 ミ ガキ !服部ハ ケ → ナ デ

1 195 B ② SA2 床而 弥生 Z一首E A 燈 外 頚部 T 字文4 ヶ 赤彩横 ミ ガキ 、 内 . 口縁赤彩械 ミ ガキ J胸部ハ ケ

1 196 B ② SA2 床而 弥生 士:'5:': B 燈
外 頚部 T 字文4 ヶ 赤彩 ミ ガキ (口縁縦 . JJ岡部検) ， 内 : 口縁赤彩検 ミ ガキ l肘部右
傾 ハ ケ

1 1 97 B ② SA2 床 而 弥 生 査を B 槍 外 : �頭部 T 字文4 ヶ 縦 ミ ガキ 、 r);J : 口縁横 ミ ガキ j問調l右傾工具 ナ デ

- 79 -



Nu 出土遺構 府 {立 後)JIJ 者語種 遺存

1 198 B ② SA2 磁土 弥生 ヨE B 

] ] 99 B ② SA2 床 而 弥生 主哲 B 

] 200 B ② SA2 床I而 弥生 鉢 B 

1 20 1  B ② SA2 床 面 弥生 荷 停 B 

1 202 B ② SA2 床直 羽 生 73折、 B 

1203 B ② SA2 床直 弥生 F3杯 C 

J 204 B ② SA2 1宜土 弥生 鉢 C 

1 205 B ② SA2 磁 土 弥生 期A D 

1206 B ② SA2 被土 弥生 J議肱� D 

1 207 B ② SA2 磁土 弥生 3世 D 

1208 B ② SA2 波土 弥λ1'. � D 

J 209 B ② SA2 桜土 弥生 減ん量 D 

1 2 1 0  B ② SA3 縦士 弥生 :5:! B 

1 2 1 1  B ② SA3 I壁土 弥生 一:;� D 

1 2 1 2  B ② SA3 磁土 弥生 1:!f. D 

1 2 1 3  B ② SA3 磁土 効ill;: �山，� B 

1 2 1 4  B ② SA3 事i土 弥生 � B 

1 2 1 5  B ② SA3 I壁土 弥生 3担 B 

1 2 1 6  B ② SA3 官i土 弥生 現J崎a山 A 

1 2 1 7  B ② SA3 税土 ��í生 台付宝E B 

1 2 1 8  B ② SA3 事i土 d泊、生 台H楚 B 

] 2 1 9  B ② SA3 事I土 ��、�I;: 事=総 B 

1 220 B ② SA3 桜 土 弥�t 主主 D 

1 22 1  B ② SA3 在I土 弥生 ヨ担 B 

1 222 B ② SA3 斑土 弥生 鉢 C 

1 223 B ② SA3 w土 弥生 鉢 B 

1 224 B ② SA3 被土 弥生 鉢 D 

122S B ② SA3 被土 弥生 ヨ量 D 

1 226 B ② SA3 被 土 効15主 2一:'ir C 

1 227 B ② SA3 ?堂土 抗生 高杯 A 

1 228 B ② SA3 被土 弥生 商科: D 

1 229 B ② SA3 ríl土 弥生 前j杯 C 

1 230 B ② SA7 P2 弥生 i:区eず D 

1 23 1  B ② SA7 !未直 弥生 温f D 

1 232 B ② SA7 床直 弥生 2一位1 D 

1233 B ② SA7 磁土 弥生 2ー・� B 

1 234 B ② SA7 在i土 弥生 1一::f 。

1 235 B ② SA7 報{土 弥生 望主 B 

1 236 B ② SA7 磁土 弥生 き盟 B 

1 237 B ② SA7 磁土 弥生 主主 C 

1 238 B ② SA7 磁 土 弥 生 車� B 

1239 B ② SA7 磁土 弥生 � C 

1 240 B ② SA7 l'!l土 弥生 3車 B 

1 24 1  B ② SA7 I宜土 弥生 楚 D 

1 242 B ② SA7 磁土 必生 湯J包‘ D 

1 243 B ② SA7 磁土 弥生 高杯 B 

1 244 B ② SA7 被 | 弥生 肉体 C 

1 245 B ② SA7 磁土 弥生 鉢 B 

1 246 B ② SA7 被 士 弥 生 !則矧i C 

色調

褐灰

褐

灰樹

1喜一 般

灰 白

に ぷ い 鐙

I月赤灰

にぷい燈

にぷい鐙

明褐灰

にぶい燈

にぶい綬

i主T電極

にぷい賞il!

浅黄i燈

灰 白

浅1電極

灰褐

に .s; � 、 宿

nJJ赤褐

灰白

に .s; � 、;燈

明縄灰

にぶい糧

褐灰

にぷい鐙

にぶい貰il!

褐灰

灰賞龍j

にぷい黄信

にぷい賞位

}夫賞褐

にぶい黄綬

灰褐

灰褐

にぷい黄燈

にぷい褐

H音灰褐

にぶい椴

にぷい燈

にぷい燈

にぷい俊

l陪褐j天

褐灰

にぷい鐙

にぷい黄位

にぷい褐

にぷい符

にぶい鐙

技法・ 文 様 ・ 特徴

外 : !l'Jí部布団3述11ニ簾状文→術波状文 ( 口縁 1 . 11同 時11 ) ) 、 lλ1 ・ 椀 ミ ガキ

外 野0':11右l珂2述11ニ簾状文→櫛波状文 ↓ 11岡 下縦 ミ ガ キ 、 成 : ナ デ、 1;1;1 償 ミ ガキ

外 ' 富良古112述JI:.1l?i状文→櫛波状 文 ↓ 11岡 下縦 ミ ガ キ 、 lλJ : fß't ミ ガキ

柄、外 : 制整不IYJ、 脚外 : ケ ズ リ 、 杯内 : 調整不IYJ 、 l則 r"l : ナ デ

脚外 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ

脚外 : 'iJJ'彩縦 ミ ガ キ 、 脚 内 ハ ケ

外 : 赤彩 繍 ミ ガ キ 、 休l 赤彩械 ミ ガキ

横 ナ デ、 外 綴凹線文、 備 考 北陸系

;償 ナ デ、 外 擬凹線文、 備 考 北陸系

械 ナ デ、 外 擬凹線文、 備 考 北陸系

横 ナ デ、 外 擬凹紙l文、 備 考 北陸系

ザ{ナ デ、 外 擬凹線文、 備 考 北陸系

外 顕官II T 字 文 + II J形浮文 3 ヶ 口縁ハ ケ →赤彩 刷 古11ハ ケ →赤彩 ミ ガキ 、 lλ1 : 仁 l縁
昔、彩 ミ ガキ A阿部ハ ケ → ナ デ、 怖i考 : 部而剥縦

外 . 頭部 1 対 T 字文2 ヶ 残→榔波状文 赤彩縦 ミ ガキ 、 内 : ハ ケ → ナ デ

外 : 頭部制I白紙l文 赤彩縦 ミ ガキ 、 戸、l 赤彩縦 ミ ガキ

外 : ナ デ、 !氏 ・ ケ ズ リ →ナ デ、 内 ナ デ 接合痕

外 : 頭部布IITI3述止簾状文→繍波状 文 ( 1 ) 、 11.1 制強不I�J 、 制u考 総面1剥離

外 : 到剖iイ五l司2述 止1m状文→櫛波状 文 ( 仁 l縁 ) ， 1胸 部 ↓ ) 1倒 F縦 ミ ガ キ 、 内 : 徽 ミ ガ
キ

外 : 頚間l櫛直線文 I1同 F縦 ミ ガ キ 、 底 誠盤不明 、 IÁI 却!'!在不明、 備 考 ー ;総而可制l南It

外 : �Jí部3巡 止自主状文→榔波状 文 ( ? ) 、 内 調整不明、 備 考 ?�TI而剥自If

�外 : �Jí都心lilI2辿 此線状文→倒波状文 ( 仁l 縁 ↑ ・ 11阿部 門 、 台外 ミ ガキ 、 �内 ミ ガ
キ 、 台|勾 工 具 ナ デ、 側i考 内総而1剥�It

外 : 頭部右 liIl2述 11:燦状文 ・ 郷波状文 JII司 F縦 ミ ガ キ 、 IÁI : J:Jι ナ デ

外 . 口縁擬1"1級文 l阿部箆工具車IJ 失 文 調撃不明、 11'1 : i�\l i在不IYJ 、 備 考 ' 北陸系

外 : 口縁擬I!! I線文 j胸部箆工具車IJ � 文 調整不明、 |入l ケ ズ リ →ナ デ 人 備 考 北隙
系

外 : 赤彩 検 ミ ガ キ m穿孔1 ヶ 残、 内 検 ミ ガキ

外 : ハ ケ →械 ミ ガキ 、 成 ケ ズ リ →ナ デ、 IÁI ハ ケ →摘 ミ ガキ

外 ー 調整不明、 内 調整不明、 備 考 北陸系

外 : ナデ、 内 ・ ナ デ

外 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 内 赤彩 ミ ガキ

外 - 赤彩 ミ ガキ 、 村、l人l 赤彩 ミ ガ キ 、 脚 内 ナ デ、 制if考 日詰I肝剥雌

杯外 : 'dJ<彩;f\\'ì ミ ガキ 、 柄、内 赤彩 ミ ガ キ 、 制iI 考 内 総1m剥縦

脚外 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 ハ ケ → ナ デ

外 : 赤彩縦 ミ ガ キ 、 l人l 赤彩縦 ミ ガキ

外 : lIJi音II T 字文 4 ヶ 残 赤彩 ミ ガキ ( 口縁横 ， 1.阿 部右傾) →、 仏l 赤彩航 ミ ガ キ 、 備 考
1232 と |司一個 体 ?

外 赤彩縦 ミ ガキ 、 lま ケ ズ り → ミ ガキ 、 内 : ハ ケ → ナ デ、 備 考 : 123 1 と 同 一個体 9

外 頚苦11I 対 T 字 文 5 ヶ 赤彩右傾 ミ ガキ 、 内 ハ ケ → ナ デ

外 u縁折 り 返 し て 下 方 か ら 指 オ サ エ ・ l師取 り 1 1 将榔波状文、 内 : 櫛波状 文 、 備
考 : ;U海系 1336 と 同 一個 体 ? 5� SA1 未尖測'ttfl と 篠 合

外 預告I1主i回2述 ll:!際状文→締波状 文 m縁 ↑ ・ l阿 部 ↓ ) JI同一ド縦 ミ ガ キ 、 成 ・ ナ デ、
内 械 ミ ガキ

外 : 頚 苦11簾状文→術波状 文 ( 仁 l縁 ↑ ' J.胸部 ↓ ) 11同 F縦ハ ケ →縦 ケ ズ リ 、 J氏 。 ケ ズ リ →
ナデ、 内 : :;償 ミ ガキ

外 !îJí 自11有 恒12述 11:111!状 文→櫛波状 文 ( 仁l縁 ↑ ? ・ l胴 苦11 ↓ ) 、 1'-1 繍 ミ ガキ

外 頭部右 liïl2述 止策状文→櫛波状 文 ( 仁 l縁 ↓ ・ l阿 部 1 ) 11問 下縦 ミ ガ キ 、 底 ミ ガ キ 、
内 械 ミ ガキ

外 頭 部布団3i!ll 止1m状文→縦波状 文 (目阿 部 ↓ ) 、 j主 ミ ケ ズ リ ‘ いl 口縁横 ミ ガキ

外 6傾ハ ケ →11目下 ケ ズ リ 、 底 ケ ズ リ 、 11.1 ケ ズ リ 、 備 .J5" : .1ヒ陸系、 胎_UI'在地

l刈 ケ ズ リ 、 備 考 北陸系

外 ケ ズ リ →ナ デ ? 、 底 ナデ、 内 ハ ケ →工Jl.ナデ、 制i 考 lヒ陵系 ?

外 赤彩 ミ ガ キ (杯横 ・ 脚縦) 、 柄、内 赤彩横 ミ ガ キ 、 脚 内 航 ノ 、 ケ → ナ デ

脚外 縦 ミ ガキ 、 杯l均 ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ

外 : 赤彩 ミ ガ キ 、 l氏 ケ ズ リ 、 内 赤彩繍 ミ ガキ

外 赤彩 ミ ガキ ( 脚 :fj;縦 ・ l則裕被) 、 杯Jl.1 赤彩償 ミ ガキ 、 l州 l勾 ; ナ デ→ 部検 ミ ガ キ 、
備考 北l控系
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1247 B ② SA7 被上 弥、�I: 株台 A l主賞4霊
外 赤彩 ミ ガ キ (何;�前 脚柱縦 脚 裾績 に 柄、内 : 赤彩縦 ミ ガ キ 、 脚 内 : ナ デ、 備 考 北
陵系

1 248 B ② SA8 床 直 効;j: 、督::.: C にぷい綬 外 �Jil'HI T 等 文4 ヶ 赤彩 ミ ガキ ( 口 縁縦 ・ 0岡部横) 、 r);) : Ll縁赤彩横 ミ ガ キ )1同制 披
不明、 備 考 内 総 而剥 再Il

1249 B 包; SA8 世 U. iJh\1: � C にぷい燈 外 �J'i 淵1 ;{=i IITl2迎 JI.:.Illi状文→樹波状 文 ( 口 縁 ↓ . )JJ� 苦)1 ↓ ) m司下横 ミ ガ キ ‘ |人l 横 ハ ケ
→検 ミ ガ キ

1 250 B ② SA8 1示直 1*�1ミ 3並 D 』こぶし、横 外 頚淵i右|両l聖�HIJ隔JI二日E状文→櫛波状 文 ( Ll縁 ↓ ・ l胸 部 1 ) 、 1:1;) 績 ミ ガキ

1251  B ② SA8 I;!<Tfí i 弥生 肉料、 D 極 何:外 ii\<彩 検 ミ ガ キ 、 何、内 赤彩横 ミ ガ キ

1252 B ② SA8 被二iニ 悦lゴニ 防相; B にぷい燈 外 . 亦彩縦 ミ ガキ 失帯、 杯内 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 調務不明 ベ ン ガ ラ 付着

1 253 B ② SA8 I�そfm 。泊i生 対，む低 D にぷい黄� 外 頭 部 1 対 T 字文 1 ヶ 残→術波状文、 内 横 ミ ガ キ 、 {!ü 考 : 1 287 と 同一 ?

1 254 B ② SA9 l来而 弥生 、"官f D にぷい黄程 外 口唇山 形突起4 ヶ 赤彩縦 ミ ガキ 、 内 : 'i)jミ�械 ミ ガキ

1 255 B ② SA9 炭"" 1 弥生 2市::.: D にぷい黄燈 外 野i部 T 字 文4 ヶ 赤彩横 ミ ガキ 、 内 被ハ ケ

1 256 B ② SA9 炭 上 弥当ニ 1ー1・':'f C 浅黄桜 外 j瓦!羽 ケ ズ リ →赤彩横 ミ ガ キ 、 内 被 ハ ケ → ナ テ・

1 257 B ② SA9 床而 悦;llミ 1::': A にぷい賞燈 外 頭 部 T 字 文4 ヶ 縦 ハ ケ →縦 ミ ガ キ 、 I*J 績 ハ ケ → L l縁横 ミ ガキ

1258 B ② SA9 床 而 伯、� 1::f A に ぶ い 鐙 外 頭部Il'!ìi直線文 ハ ケ ( 口縁縦 胴 上 横 目阿 F 縦 ) → 赤 彩 ミ ガ キ ( 仁 l 縁縦 . 1.阿 部 繍) 、
内 円縁赤彩械 ミ ガキ 胴部械 ハ ケ

1 259 B ② SA9 l京 市 弥生 2一1・1コ! A 灰褐 外 �Ji 湖i右 |司 令q:rll箱 止策状文→縦 ミ ガキ 、 1*) : 械 ミ ガキ ベ ン ガ フ 付着

1260 B ② SA9 !本 而 弥生 1::( D にぷい黄樟 外 頚部 T 字 文 1 ヶ 残 赤彩横 ミ ガキ 、 内 横 ノ 、 ヶ

1 26 1  B ② SA9 炭'I J 効;-"1ミ 翌E B 鐙 外 : 頭部右四2述止限状文→櫛波状文、 l均 械 ミ ガキ 、 備考 昔話l伺剥l雛
1262 B ② SA9 I�;jlíi 弥生 3並 A 赤褐 外 : 縦ノ 、 ケ → ミ ガキ 、 底 : 輪台 ケ ズ リ 、 内 ' 械 ケ ズ 1) 、 備 考 北陸系

1 263 B ② SA9 J.l<11'I 弥生 望E D にぷいîIi.燈 外 。 倒i止状文 IJ��下縦 ノ 、 ケ →縦 ミ ガキ 、 I;/;) 徽 ミ ガ キ 、 備 考 北陸系 と の折 �"i.

1264 B ② SA9 床 ITii 弥生 13何: B にぷい黄撞 外 口 唇 1 1 1 形突起4 ヶ 赤彩縦 ミ ガキ 、 杯内 ー 赤彩械 ミ ガキ 、 杯 内 ケ ズ リ 償 ハ ケ

1265 B ② SA9 !正直 弥生 日杯 A にぷい黄極 外 : 赤彩 ミ ガキ ( 杯積 ・ 脚縦) 、 杯内 赤彩償 ミ ガ キ 、 脚 内 航 ハ ケ

1 266 B ② SA9 炭 ' 1 ' 弥生 前杯 B 灰 褐 杯外 . 赤彩 ミ ガキ ( 仁 l縁横 ・ 柄、下縦) 、 杯 内 . 赤彩械 ミ ガキ 、 {Hü 考 1 270 と 同 一側 体 ?

1 267 B ② SA9 jん 1. 1 �h、E七 rE料; B 灰黄褐 柄、外 : >JJ;彩横 ミ ガキ 、 体内 : 赤彩繍 ミ ガ キ 、 {4u考 ・ 1 269 と |司 -{I母体 ?

1 268 B ② SA9 被こ|二 弥生 13杯 D 灰1抱一褐 柄、外 ' 赤彩 ミ ガ キ (折、」ニ縦 ・ 柄、 F ;横 ) 、 柄、内 赤彩縦 ミ ガキ 、 制iì 考 外来系 と の折 衷

1269 B ② SA9 炭 rJ'l �fJ\4=. 目玉村、 C 灰賞 脚外 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 ・ 械 ハ ケ→ ナ デ、 {!u 考 : 1267 と 同一個体 ?

1 270 B ② SA9 !ぷ 而 弥生 ìHî何: B 灰 褐 脚外 : ii\<彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 e ナ デ、 備 考 ・ 1 266 と 同 一個 体 ? 外来系

127 1  B ② SA9 床面 弥生 ま4 A 浅黄 外 赤彩徽 ミ ガ キ 、 !氏 ケ ズ リ 、 内 赤彩繍 ミ ガキ

1272 B ② SA9 J;t;:而l y�\生 鉢 A にぶい黄控
外 . 赤彩;繊 ミ ガキ 、 底 : ミ ガキ . 内 : 口縁赤彩縦 ミ ガキ 1I岡 部繊 ミ ガキ 、 側i考 北陸
系 と の折 衷

1273 B ② SA9 被土 日小1-1:. 3世 D 明褐灰 外 'Ii部右恒13述 止策状文→櫛波状文 赤彩文、 内 : 徽 ミ ガキ

1274 B ② SA9 リふ生 � D 明褐灰 外 ・ 頚部おIITl4述JI二自在状文→櫛波状文 赤彩 文 、 |刈 淵叢不明、 備 考 SK47取 り 仁 げ

1275 B ② SA9 1fJ\gミ 3担 D 明縄l天
外 頭部右回5述止f際状文→櫛波状文一 赤彩文、 内 機 ハ ケ→1 1縁赤彩横 ミ ガキ IJ同
告11械 ミ ガキ 、 備 考 軍機JJl( り 上げ

1276 B ② SA9 被士 弥生 �� D 明褐灰 外 ・ �Jilill右回6述 リ二日11状文→櫛波状文 7}j戸彩 文、 lλl 繊ハ ケ →横 ミ ガキ

1277 B ② SA J O  磁 土 弥 生 �: :日T D にぷい燈 外 : 口容I. I J 形失起4 ヶ 赤彩縦 ミ ガキ 、 I;/;) 赤彩械 ミ ガキ

1 278 B ② SA I 0  官[l 弥 生 .ヱ�:f. D 燈 外 頭部lli車直線文 赤彩 ミ ガキ ( 仁l縁縦 l阿部検) 、 内 ・ 口縁赤彩検 ミ ガキ 1I同部機ハ
ケ 、 備 考 . 内r.c十而剥 離

1 279 B ② SA 1 0  P6 弥生 " ::.( D j天褐 外 ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 内 右傾 ハ ケ

1 280 B ② SA I 0  理I 土 弥 生 望E C H音褐
外 : 頭部右四2連止Illi状文→街波状文 ( 口 縁 ) ， 胴 部 1 ) 1附 F 械 ミ ガ キ 、 件! 被 ミ ガ
キ

1 28 1  B ② SA I O  床 而i 弥生 羽... 官， A l皆褐
外 : 頭部右!国2述 JI二自在状文→櫛波状 文 ( 口 縁 ↑ 胸部 ↓ ) IJ同下縦 ミ ガ キ 、 内 航 ミ ガ
キ

1282 B ② SA 1 0  韓i 土 弥 生 � C 経
外 �Ji 郎右1"12述 II.:.Illi状 文→騎波状文 ( 口 縁 l ・ 1同 部 ↓ ) 1胴 下 械 ミ ガ キ 、 内 ・ ;憤 ミ ガ
キ

1283 B ② SA I O  Jぷ ffji 弥生 台付 � A にぷい補 3E外 。 E抗告11右恒13;車 止Illi状文→櫛波状 文 ( 口 縁 ↑ ・ l阿部 ↓ ) IJ岡下縦 ミ ガ キ 、 台外 ミ
ガ キ 、 梨内 . 椴 ミ ガキ 緩合痕、 台内 ナ デ

1 284 B ② SA 1 0  税土 弥生 日判、 D 極 脚外 ー 赤彩縦 ミ ガ キ 、 脚 内 ハ ケ → ナ デ

1285 B ② SA I 0  I;t;:Tfij 弥生 鉢 A 控 外 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 底 ナ デ 、 rÁl 赤彩横 ミ ガキ

1 286 B ② SA I 0  被上 弥生 鉢 B 控 外 : i}J，彩縦 ミ ガ キ 、 j怠 ナ デ、 |勾 赤彩械 ミ ガ キ

1 287 B ② SA I 0  磁 土 弥生 � D にぶい燈 外 : 頭部1 対 T 字 文 2 ヶ 残→櫛波状文、 内 ミ ガキ ? 、 備 考 : 1 253 と 同 一 ?

1288 B ② SA 1 1  l主l!ï 功、�Iミ '，::r. D lこぶい黄燈
外 . 頭部 T 字文 4 ヶ 赤彩 ミ ガ キ ( 口縁縦、 胴右傾) 、 内 口縁赤彩繍 ミ ガキ H同部繊
ハ ケ

1289 B ② SA 1 1  I.l< TI師 !泊;�I: '，::.: B 賞 澄 外 ・ 7憤 ミ ガ キ 、 J長 ケ ズ リ 、 内 胴上機工具ナ デ 胴 下僚ハ ケ

1 290 B ② SA 1 1  I* T0: 弥之1'. 望E D 澄 外 : 類部右回3述止Illi状文→樋波状 文 (口縁 ↑ ) 、 内 ・ 口縁績 ミ ガキ 胴工具 ナ デ

1291 B ② SA l l  J末TI'I 弥生 J誠噛a回 D にぷい賞鐙
外 : !ïfj部右問主手間隔 止餓状文→御波状文 (r l縁 1 ・ 1阿部 ↓ ) )制 下縦 ミ ガキ 、 Jま ケ ズ
リ . 内 横 ミ ガキ

1 292 B ② SA 1. 1  床 jjJ 弥生 台{サ 翌E C にぷい賛鐙
楚外 : 櫛波状文 ()I問書I1 ↓ ) )胴 下横 ミ ガキ 、 台外 縦 ミ ガキ 、 議 内 被 ミ ガキ 、 台l人l
ナ デ

- 81 -



Nn 出土遺構 層位 種別l 器種 遺存 色 調 技法 ・ 文 様 ・特徴

1293 B ② SA l l  柱穴 弥生 高杯 C 黄桜 外 赤彩 ミ ガキ (杯上横 ・ 停 F 縦 ・ 脚縦) 、 相、内 . 赤彩横 ミ ガキ

1294 B ② SA l l  床 直 弥生 高杯 B 日音褐 外 赤彩 ミ ガ キ (杯椴 ・ 脚縦) 、 杯内 . 赤彩 横 ミ ガ キ 、 脚内 ナデ

1295 B ② SA l l  P4 弥生 鉢 A にぶい燈 外 赤彩横 ミ ガ キ 、 底 ミ ガキ 、 内 : 赤彩 繊 ミ ガキ

1296 B ② SA 12 床直 弥生 主官百 D にぶい厳 外 : lJ'Ji音II T 字文2 ヶ 残、 l勾 ' 検 ミ ガキ

1297 B ② SA 1 2  床 直 弥 生 2古E D fYJ 褐灰 外 ミ ガキ ? 、 備 考 : 外来系 ?

1298 B ② SA J 2  床 直 弥 生 き控 D 明赤褐 外 。 頚部右回3述止i1li状文→樹波状 文 ( 仁l縁 ↑ ・ 胴 剖I ? ) 、 内 : 椴ハ ケ→徽 ミ ガキ

1299 B ② SA 1 2  床直 関& 重E D にぶい糧 横 ナ デ、 外 . 口縁擬凹線文、 備 考 北陸系

1 300 B ② SA 1 2  磁土 弥生 盟古E D 強 外 櫛直線文→樹波状文、 内 検 ハ ケ 、 備 考 同ー と 思 わ れ る 個体あ り

J301 B ② SA 14 報I土 弥生 Z官E D にぷい黄燈 外 l3'i部 1 対 T 字文 1 ヶ 残 縦ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 内 ' 徽 ミ ガキ

1302 B ② SA 1 4  I宣土 弥生 査 C にぷい黄糧 外 ・ 頚部櫛直線文 赤彩 ミ ガキ 、 内 口縁赤彩 ミ ガキ 胴苦11ナデ

1303 B ② SA 1 4  床 直 弥生 2で・:.( D 経 外 赤彩核 ミ ガキ、 内 赤彩横 ミ ガキ

1304 B ② SA 14 被 土 弥 生 盟古 C にぶい積 外 : 胴 上赤彩横 ミ ガキ 胴 F縦 ミ ガキ 、 内 ハ ケ →ナデ

1 305 B ② SA 1 4  床 面 弥生 査 C にぶい糧
外 : 胴 上赤彩横 ミ ガキ 胴下縦 ミ ガキ 、 !氏 測強不明、 内 ・ 7測技不 1]11 、 備考 : 1);1 器而
剥 離

1 306 B ② SA 14 覆土 弥生 3控 B にぷい黄積
外 頚音11右回等間隔JJ:簾状文→術波状文 (1 二 I縁 ↑ ・ 胸部 ↓ ) 胴 下縦 ミ ガ キ ， J.長 . ケ ズ
リ 、 内 機 ミ ガキ

1307 B ② SA 1 4  磁土 弥生 斐 D にぶい燈 外 : E頭部右回3述止燦状文→防波状 文 ( 仁l縁 ↑ ・ 胴 部 ↓ ) 、 内 : 横 ミ ガキ

1 308 B ② SA 14 床 直 弥 生 受 D にぷい黄燈 外 縦 ミ ガキ 、 底 ナ デ、 内 調整不明

1 309 B ② SA 1 4  1置 土 弥 生 台{すき盟 B 糧 斐外 頭部2述止 自在状文→櫛波状文、 愛内 繍 ミ ガキ

13 10  B ② SA 1 4  覆 土 弥 生 � D にぷい黄樟
外 : 口縁擬凶級文 胸部箆工具刺突文 翻獲不明、 I土1 ・ 械ハ ケ → 械 ケ ズ 1) 、 j�ü 考 北
陛系

1 3 1 1  B ② SA 14 床直 弥生 蓋 D にぷい黄燈 外 工具 ナ デ、 r);1 ケ ズ リ →工具ナデ

1312  B ② SA 14 床 面 弥生 高杯 A にぷい賞燈 外 ー 赤彩 ミ ガキ (何、横 田 脚縦) 、 柄、内 赤彩検 ミ ガキ 、 脚 内 ナデ し ぼ り 目

13 13  B ② SA 1 4  床面 弥生 高杯 C にぷい黄櫨 脚 外 . 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 械 ハ ケ → ナ デ

1314  B ② SA 14 磁土 弥生 高杯 C 樫 !陶外 . 赤彩 縦 ミ ガ キ 、 脚 内 ナデ

1 3 1 5  B ② SA 1 4  被土 弥生 高杯 B にぷい黄糧 !陶外 ナデ、 脚 内 指ナ デ ?

13 16  B ② SA 14 磁土 弥生 鉢 B にぷい黄樫 外 . 縦 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ 、 内 縦 ミ ガキ

1 3 J 7 B ② SA 14 被 土 弥 生 鉢 D 援 外 : 調 整 不 明 1 対穿孔1 ヶ 残、 内 調 撃 不 明

1 3 1 8  B ② SA 1 4  覆土 弥生 事E D にぷい褐 機 ナ デ、 備 考 北陸系

1 3 1 9  B ② SA 14 床直 弥生 論:;:M;;孟 D にぶい褐 横 ナ デ、 外 ・ 口縁擬凹線文/ 箆工具車IJ 突文、 備 考 北陸系

1. 320 B ② SA 1 4  被 土 弥 生 現Jむ D に..s; ， 、褐 横 ナ デ、 外 擬凹線文 I1岡部ハ ケ 、 備考 北陸系

1 32 1  B ② SA I 4  床 直 弥 生 S告白1i: D にぷい褐 外 ー 仁l唇音11波状文、 F士l 械 ミ ガキ

1322 B ② SA 1 5  ?壁土 弥生 宝世� C f長賞;ID. 外 - 頚 部 T 字文4 ヶ 縦 ミ ガキ 、 内 検 ミ ガキ 、 備 考 1323 と !日jー倒体

1 323 B ② SA 1 5  床 直 弥 生 壷 C 1実質権 外 . ハ ケ → ミ ガキ (1胴上 横 ・ I1岡下縦) 、 内 工具ナデ、 備考 1 322 と 同一個体

1 324 B ② SA 1 5  床直 弥生 3控 C にぶい縄
外 : 頭部右 四2連 止日程状文→術波状文 ( 口 縁 H阿部 ↑ ) Iß�下縦 ミ ガ キ 、 内 : 横 ミ ガ
キ

1325 B ① SA 1 5  被 土 弥 生 � D にぷい黄極 外 縦 ミ ガキ 、 底 ナ デ、 内 制整不明 白 色の物質が付着

1 326 B ② SA 1 5  P7 初:生 高杯 C にぷい黄櫨 杯、外 赤彩 ミ ガキ (杯上横・ 杯上縦) 、 杯1)'1 赤彩横 ミ ガキ

1 327 B ② SA 15 !正直 弥生 高杯 C にぷい綬 脚 外 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 積 ケ ズ リ

1328 B ② SA 1 5  床 直 弥生 5\'i D i長賞燈 機 ナ デ、 備 考 外来系 ?

1 329 B ② SA 1 6  床蘭 弥生 望E A にぷい褐
外 : 頚部右1m3述11:i1li状文→備波状文 ( 仁l縁 ↓ ・ 胴 部 ↓ ) I1岡下縦 ミ ガ キ 、 底 ' ナ デ、
内 : 横 ミ ガ キ

1330 B ② SA J 6  床面 弥生 � C l情褐 外 : 調獲不明、 内 積 工具 ナ デ、 備 考 北陸系

133 1  B ② SA 1 6  覆土 弥生 � D にぷい燈 機 ナ デ、 備 考 北陸系

1332 B ② SA 1 6  床而 弥生 査量 B にぶい褐 外 : 縦 ミ ガ キ、 内 ハ ケ → ナ デ

1 333 B ② SA 1 6  1立土 �{j;� 鉢 C にぷい黄1lt 外 : 赤彩横 ミ ガキ 、 内 務、彩横 ミ ガキ

1 334 B ② SA 1 8  磁 土 弥生 2三舎;包三 C にぶい桜 外 : 霊園部 T 字文4 ケ ミ ガキ ( 口 縁横 ・ 胴縦) ， 内 口 縁機 ミ ガキ 胴

1 335 B ② SA 1 8  被 土 弥 生 査を D にぶい燈 外 : 横 ミ ガキ 、 r);J ミ ガキ

1336 B ② SA 1 8  1置 土 弥 生 :!!!i: D 褐灰
外 : 口縁折 り 返 し て 下 方 か ら 指 オ サ ェ ・ 1面取 り 口 容櫛波状文、 I勾 : 側波状文、 備
考 : 東海系 1 336 と 同一個体 ? 50② SA l に 同一 個 体 と 思 わ れ る 破 片 有 り

1 337 B ② SA 1 8  悲{ 土 弥生 高杯 B にぶい燈 停外 赤彩 ミ ガキ (杯上横 ・ 杯下縦) 、 杯、内 . 赤彩 横 ミ ガキ

1338 B ② SA 18 被土 弥生 主主 A 権 外 : 口 縁 ス タ ン プ文 1 ヶ !胸部iilf統 ス タ ン プ文 ナ デ 仁 底 粘 土 を 付 加 し て 平底化
ケ ズ リ → ナ デ 、 内 ナデ、 備 考 北陸系 ? j治二 |ニヨ1;在地

1339 C ② SA l  稜土 弥生 宝主 D i茸賞縫 外 : 赤彩縦 ミ ガ キ 口唇部郷i皮状文 人 内 赤彩械 ミ ガキ

1 340 C ② SA 1  :rîl 土 弥 生 当世 D 灰褐 外 : 口唇術波状文 口縁側波状文、 内 ミ ガキ ?

1 34 1  C ② SA2 磁土 弥生 3で:[ C にぷい樫 外 . 赤彩 ミ ガキ 、 底 ケ ズ ') ， 1勾 赤彩 ミ ガキ

1342 C ② SA2 床面 弥生 査 A 灰黄褐
外 剤投不f!fJ わずかに赤彩が残 る が全体 に お よ ぶのか不明、 l人I ハ ケ →検 ミ ガ キ 、
備 考 : 北陸系 ? 折衷 ?
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1343 C ② SA2 床I師 弥生 現ん‘ A にぶい燈
外 íj!Jl部右四3述止簾状文→櫛i庇状文 ( 口 縁 ↑ ・ !阿部 ↓ ) 胴下縦 ミ ガキ 、 底 : ミ ガキ 、
内 横 ミ ガキ

13中i C ② SA2 被土 弥生 �←“'ι ; D に ぷ し 、J燈 外 ハ ケ→赤彩 ミ ガキ ( 口縁横 ・ Jl同縦) 、 F人l 口縁赤彩検 ミ ガキ l阿部右傾 ハ ケ

1 345 C ② SA2 床而 弥生 台付豊臣 A にぷい燈
主主外 頚部右 回3述止策状文→鮪波状文 ( 口 縁 ↓ ・ )1岡 部 ↓ ) 胴 下縦 ミ ガ キ 、 台外 縦
ミ ガキ 、 強内 横 ミ ガキ 、 台内 ハ ケ →ナデ

1346 C ② SA2 磁土 弥生 望主 D i史J僚 横 ナ デ、 制�考 北陸系

1347 C ② SA2 額二1: 効、生 蓋 C にぷい澄 外 ハ ケ → ミ ガ キ 、 内 械ハ ケ

1348 C ② SA2 }年 而 弥生 ヨ監 A 灰 白 外 縦 ミ ガキ 、 つ ま み 穿孔l ケ 、 内 横工具ナデ

1349 C ② SA2 磁:1二 弥生 市杯 D 4畳 杯外 赤彩 ミ ガキ 、 杯内 調態不明、 備 考 内 総而剥l離

1350 C ② SA2 磁土 弥生 高杯 C l珂班、褐 杯外 赤彩 ミ ガキ 、 杯内 赤 彩 検 ミ ガキ

1351  C ② SA2 在i土 弥生 望E D iJ�燈 横 ナ デ、 備 考 北陸系

.1 352 C ② SA2 車i 上 弥生 主主 D I夫被 横 ナ デ、 備 考 北陸系

1353 C ② SA2 被 土 弥生 � D に ぶ い 褐 検 ナ デ、 備 考 北陸系

1354 C ② SA4 床 聞 弥生 壷 C I長極 外 . 頭部 T 字 文4 ヶ 赤 彩縦 ミ ガキ 、 l村 赤彩繍 ミ ガ キ 、 備 考 器面剥自It

1355 C ② SA4 被土 弥生 要E D 4畳 外 頚部右恒13述止自在状文→術波状文 ( 口 縁 ↑ ) 、 内 横 ハ ケ → 横 ミ ガキ

1356 C ② SA4 被 jニ 弥生 望E D に ぶ い 褐 外 ' 縦ハ ケ 、 内 ・ ケ ズ リ 、 明ü考 ・ 北陸系

1357 C ② SA4 j正 直 弥生 台付斐 B にぷい極
� 外 : 3ïfi部 右 回 等 i間隔止簾状文→櫛波状文 ( 口 縁 ↑ ・ Jl阿部 ? ) 胴 下縦 ミ ガ キ 、 台外 :
縦 ミ ガ キ 、 E車 内 積 ミ ガキ 、 台内 : ナ デ

1358 C ② SA4 床而 弥生 蓋 A 褐灰 外 ケ ズ リ →ナデ、 内 ケ ズ リ →ナ デ

1359 C ② SA4 事i 土 弥 生 叢 C にぶい積 外 縦 ミ ガキ 、 つ ま み 穿孔1 ヶ 、 内 : 調整不明

1 360 C ② SA4 床 直 弥生 耳石杯 C にぶいJ燈 外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 杯内 赤彩 ミ ガ キ 、 脚!大l 調整不明

136 1  C ② SA4 1賢二 lこ 'JA、生 鉢 C 褐灰 外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 底 ' ケ ズ リ 、 内 ー 赤彩縦 ミ ガ キ

1362 C ② SA4 磁 土 �{J\�:二 有孔鉢 C にぷい桜 外 縦 ミ ガキ ? /，長 ナ デ 穿孔l ヶ 、 内 被 ミ ガキ

1363 C ② SA6 床 直 弥生 2士::r D にぶい燈 外 口唇 山 形突起 1 ヶ 残 赤彩縦 ミ ガキ 、 内 赤彩検 ミ ガキ

1364 C ② SA6 床直 弥生 空色 B 191褐
外 頭部右恒14述 止1m状文→櫛波状文 ( 口縁 t ， 胴 部 ? ) II� 下縦 ミ ガキ 、 底 ミ ガキ 、
内 : ミ ガキ ( 口 縁検 ・ JI同縦) 、 l!iì 考 : �I上復元

1 365 C ② SA6 床 直 弥生 望E A H音褐 外 �Ji部櫛直線文、 底 ミ ガキ 、 内 : ハ ケ →績 ミ ガキ 、 制iì 考 外務而剥離

1366 C ② SA6 被 1: 弥生 妄!J� C 明 褐 外 櫛波状文 ( ↓ ) 、 内 横 ミ ガキ

1367 C ② SA6 !ぷ 而 弥生 一愛 A lIîi褐
外 �Ji部右臣14連止簾状文→櫛波状 文 ( 口 縁 ↑ ・ 胴 部 門 、 胴 下縦 ミ ガ キ 、 成 ミ ガキ 、
内 相i ミ ガキ

1 368 C ② SA6 弥生 楚 C に ぷ L 、褐
外 壁買部右恒12連」上自在状文→倒波状 文 ( 仁l縁 ? ) 、 内 ミ ガキ 、 制IJ 考 C ① SA 1 6取 り 上
げ 1 369 と 同一個体

1 369 C ② SA6 弥生 現Jいa C にぷい赤褐
外 ' ハ ケ→縦 ミ ガキ 、 底 : ケ ズ リ → ミ ガキ 、 P'I : 右 傾 ハ ケ →工具ナデ、 備考 。 C ① SA
1 6取 り 上げ 1 368 と 同一個体

1370 C ② SA6 車i土 弥生 望主 B i先根 外 ' 櫛波状文 (/1阿部 ↓ ) Jl岡下 ケ ズ リ → ミ ガキ j底 : ケ ズ リ 、 内 : ハ ケ → ミ ガ キ

1371  C ② SA6 床 而 弥生 :苦E B H音褐 外 櫛波状文 (1阿部 ↓ ) Jl問下 ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ ，) 、 内 。 ハ ケ→横 ミ ガキ

1 372 C ② SA6 車[ j二 弥生 � B にぷい黄鐙 外 : 頚部右1TI12述」ι1m状文→櫛波状文 ( 胸 部 1 ) 、 Jま ・ ミ ガキ 、 内 ・ 左傾 ミ ガキ

1 373 C ② SA6 床 直 弥生 台小! 楚 C 4畳 台外 縦 ミ ガキ 、 台内 積ハ ケ

1374 C ② SA6 l立_1:: 弥生 台Í'J� C 程 台外 縦 ミ ガキ 、 台内 被 ハ ケ

1 375 C ② SA6 床直 弥生 王監 D H音褐 外 横ナ デ、 内 口縁横 ミ ガキ 胴部ナテ\ 備 考 北陸系

1376 C ② SA6 弥生 必� C 浅黄燈 検 ナ デ、 備考 北陸系 C ① SA 1 6取 り 上げ

1 377 C ② SA6 事i土 弥生 高杯 D にぶい按 杯外 赤彩横 ミ ガキ 、 柄、内 赤彩 横 ミ ガキ

1378 C ② SA6 草l土 弥生 高 杯 C 鐙 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 横 ハ ケ→工具ナデ

1379 C ② SA6 草{二t 弥生 片 口 鉢 C にぶい積 外 検 ミ ガ キ 片 口 、 J良 ミ ガキ 、 内 : 検 ミ ガキ

1380 C ② SA6 I壁土 l師、生 鉢 A にぷい桜 外 赤彩 検 ミ ガ キ 、 底 ミ ガキ . 内 赤彩績 ミ ガキ

1381 C ② SA6 床 l庄 弥生 有孔鉢 D l明 赤灰 外 調整 不 明 、 底 ケ ズ リ → ナ デ �"-孔1 ケ 、 内 調 整 不 明

1382 C ② SA6 被 ゴニ 弥 生 遊 B にぷい黄櫨 外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ 、 1;1;1 横 ミ ガキ

1383 C ② SA6 ��J\�主 高杯 D 1受賞鐙 外 赤彩 横 ミ ガ キ 、 内 調整不明、 備 考 北陸系 C ① SA 1 6取 り 上げ

1384 C ② SA6 磁 土 弥生 且'"旦，. D 1先校 外 口縁擬凹線文 調整不明、 内 ' 調整不明、 備 考 北陸系

1 385 C ② SA6 車i土 弥生 脚古11 D にぷい黄糧 脚外 ・ 赤彩 ミ ガキ 円孔l ヶ 残 、 脚 内 ・ ケ ズ リ ? 、 備 考 北陸系

1386 C ② SA6 磁土 弥生 斐 D にぶい糧 検 ナ デ、 外 擬凹線文、 備 考 北陸系

1387 C ② SA6 /Olëïti: 弥生 � D にぷい黄綬 検 ナ デ、 備 考 北陸系

1388 C ② SA7 床 而 弥生 」世'::f D にぷい鐙 外 赤彩 横 ミ ガ キ 、 r);J 検 ハ ケ →械工具ナデ

1 389 C ② SA7 被 土 弥生 �':l D 浅黄燈 外 I占付突初 + 凹線文 赤彩 ミ ガ キ 、 内 ハ ケ → ナ デ、 備 考 北陸系

1390 C ② SA7 床而 弥生 望主 A に ぷ い褐
外 頭部右1TI1 3辿止際状文→櫛波状文 ( 口 縁 t . 胴音11 ↓ ) II�下横 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、
内 被ハ ケ →繊 ミ ガキ

1391 C ② SA7 床直 弥生 3世 C にぷい黄積
外 : 頚音11右恒14述JI二日制犬文→櫛波状文 ( 口 縁 ↑ ・ JJ同音11 1 ) JJ同下縦 ミ ガキ 、 底 . ケ ズ リ 、
内 検 ミ ガキ
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1392 C ② SA7 磁土 弥生 翌E A にぷい賞鐙
外 頚部等 間 隔 止買を状文→衡波状 文 ( 仁l縁 1 胴 部 ↓ ) 1澗 F左傾 ハ ケ →縦 ミ ガ キ 、
底 ケ ズ リ 、 内 械 ハ ケ →仁l縁横 ミ ガキ JJ同一部ナデ

1393 C ② SA 7  I壁 土 弥 生 高杯 D にぷい賞樫 l同外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 右何l ハ ケ

1 394 C ② SA7 床而 弥生 高柄、 A にぷい掻 外 赤彩 ミ ガキ ( 柄、被 ・ 脚縦) 、 杯、いl 赤彩償 ミ ガキ 、 脚 内 機 ハ ケ

1 395 C ② SA 7  床 直 弥生 鉢 A にぷい鐙 外 赤彩縦 ミ ガ キ 1対穿孔1 ヶ 、 J止 赤彩 ミ ガキ 、 1);1 亦彩桃 ミ ガキ

1396 C ② SA 7  床 直 弥生 鉢 A にぶい褐 外 赤彩縦 ミ ガキ 1 対穿孔1 ヶ 、 l氏 ミ ガキ 、 1)，1 赤彩繊 ミ ガキ

1 397 C ② SA7 夜土 弥生 ヲE D J際 検 ナ デ、 備 考 |じ降系

1 398 C ② SA8 W土 弥生 登 C にぷい槌 外 . ，頭部 T 字文 1 ヶ 残 縦 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ 、 いJ : )胴 上;j)1iノ 、 ヶ l胴下横 ケ ズ リ

1 399 C ② SA8 被土 弥生 ]古_:;: D にぶい程 外 �.i'î剖\ 1 対 T 字文 1 ヶ 残 赤彩 ミ ガ キ 、 1*1 赤彩 ミ プf キ 、 1m! 考 器市l剥離

1400 C ② SA8 被土 弥生 望E B に � v 、褐 外 櫛波状文、 内 検 ミ ガキ 、 備 考 .It臨系 と の折衷

1401  C ② SA8 被 土 弥生 台N� C にぷい綬 主主外 ・ 櫛波状文→11同下縦 ミ ガキ 、 台外 縦 ミ ガキ 、 謎戸、l 検 ミ ガキ 、 台|人1 ・ ナ デ

1 402 C ② SA8 覆土 弥生 台付� B にぶい糧 斐外 頚昔1\右回5迷止mi状文→櫛波状 文 ( 口 縁 ↑ . )阿部 ↓ ) 11同 下縦 ミ ガ キ 、 台外 縦
ミ ガ キ 、 楚内 被 ミ ガキ 、 台内 ナ デ

1403 C ② SA8 被 土 弥生 或品優 D にぶU 、極 被 ナ デ、 外 縦ハ ケ 、 備 考 北陸系

1 404 C ② SA8 床E包 弥生 高杯 D にぷい黄燈 杯外 赤彩検 ミ ガキ 、 折、r)，l 赤彩縦 ミ ガキ

1405 C ② SA8 磁土 弥生 高杯 D にぷい賞燈 杯外 口唇山 形突起 1 ヶ 残 赤彩繍 ミ ガキ 、 杯内 赤彩繊 ミ ガキ

1406 C ② SA8 磁土 弥生 高杯 D に ぶ し 、J燈 杯外 言庁、彩 検 ミ ガ キ 、 柄、内 ・ 赤彩横 ミ ガキ 、 制Iì 考 : 北陸系 鉢の 可能性布 り

1 407 C ② SA8 被 士 弥生 高杯 C にぶい賞鐙 杯外 赤彩右傾 ミ ガキ 、 杯 r);1 ・ ナ デ

1 408 C ② SA8 床直 弥生 FE材、 B 筏 外 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 柄、内 赤彩検 ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ

1409 C ② SA8 l'il土 弥生 鉢 C 樫 外 : 赤彩 ミ ガキ I 対 ? 穿孔i ヶ 残、 内 赤彩 ミ ガ キ 、 備考 器 [日剥雌

1 4 1 0  C ② SA8 磁土 弥生 鉢 B にぶい鐙 外 : 赤彩 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 l勾 赤彩 ミ ガキ 、 備 考 ��j[1Î剥雌

14 1 1  C ② SA8 事i土 弥生 鉢 B にぷい燈 外 : 赤彩 ミ ガキ 、 底 ナデ、 内 赤彩 ミ ガ キ 、 1�ü考 古品而剥縦

1 4 1 2  C ② SA8 P6 弥生 ヨE D 褐 横 ナ デ、 外 右傾 ハ ケ 、 備 考 北限系

] 4 1 3  C ② SA8 夜土 土日i� 3担 A 糧 外 : ハ ケ→右傾ケ ズ リ 、 内 工 具 ナ デ

1 4 14 C ② SA8 縦士 土問J 吉盟 A 』こぶし 、経 外 : 右 傾 ハ ケ →底 周 ケ ズ 1) 、 内 検 ハ ケ → ナ デ

1 4 1 5  C ② SA8 車i土 土師 翌E B H音赤褐 外 : ハ ケ →横 ケ ズ リ 、 戸、l 横 ケ ズ リ

1 4 1 6  C ② SA8 荘i土 士 帥 高相、 C J燈 脚 外 ミ ガキ (脚i主縦 ・ 脚裾横) 、 脚 内 。 ケ ズ リ ナ デ

1 4 1 7  C ② SA8 Wjこ 二t師i 高何、 D にぶい褐 杯外 ケ ズ リ →被 ミ ガキ 、 杯内 積 ミ ガキ

] 4 1 8  C ② SA8 葱i土 士郎1 高杯 D にぶい極 脚外 繍 ミ ガキ 、 脚 内 . 検 ケ ズ リ 接合痕 ( 巻 き 上 げ)

] 4 1 9  C ② SA9 在i土 弥生 主奇 C 1長賞
外 : lï.i'î昔I\ T 字文4 ヶ 赤彩縦 ミ ガキ 、 1);1 口縁赤彩椴 ミ ガキ IJ阿部検 ハ ケ 、 制u考 ー 絡
而剥離

1 420 C ② SA9 在f土 弥生 望主 B 褐
外 頚部右恒12迷止mi状文→櫛波状文 ( 口縁 1 - 1問時1\ ? ) →J岡下縦 ミ ガ キ 、 j瓦 . ミ ガ キ 、
11� : ミ ガ キ ( 口縁柑{ ・ 1I同縦) 、 制a考 総 面切l両It

1 42 1  C ② SA9 床ïffi 弥生 台付主主 B J位
翌E外 3翌日1\右 1m2連 止策状文→術波状 文 ( 仁l 総 ↑ . 1飼 育Ií ? ) 、 準内 械 ミ ガキ 、 備 考 ・ ?�
而剥離

1422 C ② SA9 被土 弥生 7tI折、 C 賛}f( 杯外 ;}f;、彩横 ミ ガキ 、 料、 内 ・ 赤彩横 ミ ガキ

1423 C ② SA9 磁土 弥生 鉢 A i主賞糧 外 。 赤彩縦 ミ ガキ 、 底 . ケ ズ リ 、 内 横 ハ ケ →赤彩横 ミ ガキ

1 424 C ② SA9 床而 弥生 鉢 B にぶい褐 外 赤彩縦 ? ミ ガキ 、 底 ナ デ、 内 . 赤彩縦 ミ ガキ

1 425 C ② SA9 床 I面 弥生 有孔鉢 A にぷい宇田 外 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 穿子L1 ヶ 、 |人j 航 ミ ガキ

1426 C ② SA9 床直 弥生 有孔鉢 B I長賞ま畳 外 被 ミ ガキ 、 !氏 ケ ズ リ 穿孔1 ヶ 、 1);1 横 ミ ガキ

1 427 C ② SA 1 0  床 而 弥生 甘耳目す D にぶいJ燈 外 llJi部 T 字文3 4 ヶ 残 赤彩 ミ ガ キ 、 内 淵務不明、 備 考 : ?'�j前最1I離

1428 C ② SA J O  P2 弥生 申:!:rr D にぷい賞権 外 llJj 部 1 対 T 字文3 /4 ヶ 残 赤彩検 ミ ガキ 、 戸、l ハ ケ→ ナ デ

1429 C ② SA 10 床 直 弥生 lf:[ B にぶい燈 外 頚部 1 対 T 字 文 2 / 4 ヶ 残 !胴 上赤彩縦 ミ ガキ 11同 F縦 ミ ガキ 、 J氏 輪台 ケ ズ リ
→ ナ デ、 内 . ハ ケ→ ナ デ、 備 考 外器商剥再It

1 430 C ② SA I O  床 而 弥 生 翌E B にぷい黄燈 外 側波状文 (J阿部 1 ) 、 底 制強不明、 内 航 ミ ガキ

1431  C ② SA 10 事i 土 弥生 型E D にぶい黄燈
外 �Jl古1\右岡4述止策状文 櫛波状文 ( 口 縁 ↑ 11阿 部 ↓ ) 1I同下 ハ ケ → ミ ガ キ 、 内 : 償
ハ ケ→口縁横 ミ ガキ 、 備考 : C ① SA5取 り 上げ 1 432 と 同 一 ?

1 432 C ② SA 10 磁土 弥生 3盟 D にぷい黄111
外 横 ノ 、 ケ → ミ ガ キ 、 jま ・ ケ ズ リ → ナ デ、 内 : 横 ハ ケ 、 W! 考 : C ① SA5取 り 上 げ
1431 と 同一 ?

1 433 C ② SA I O  1未聞 弥生 翌E A IY'I茶褐 外 ・ 頚古1\右回2述 ll:mi状文→術波状文 ( 口縁 ↑ ・ 11阿部 ↓ ) 、 j式 . ナ デ、 内 : 部l 撃 不19J

1434 C ② SA 1 0  車{ 土 弥生 ヨ�明I� D にぷい赤筒 外 3頭部右回2述止日程状文→櫛波状文 ( 口縁 ↓ ) 、 戸、l 械 ミ ガ キ

1435 C ② SA I O  1* 而 弥生 型E A にぷい赤禍
外 頚音1\右四3速i七日程状文→櫛波状文 、 底 ・ 司，H吏不明、 件:J : �i胡 蜂不 明 、 制ii考 待問剥
断I

1436 C ② SA 1 0  夜 土 -鼠 生 翌E D H苦褐 徽 ナ デ、 備考 ' 北陸系

1 437 C ② SA 1 0  被 土 弥 生 有孔謎 C 明 j天褐 外 ナ デ、 底 ' ケ ズ リ →ナ デ 穿干しl ヶ 、 内 ・ 右傾 ハ ケ

1 438 C ② SA 1 0  被土 弥生 宝量 D 赤褐 外 市M撃不明、 1)ヨ 翻捻不明

1439 C ② SA I O  磁土 弥生 蓋 C 燈 外 調撃 不 明 、 つ ま み 穿孔l ヶ 、 内 。 調整不19J

1440 C ② SA I O  床 而 �n; 生 釜 D 糧 外 ハ ケ 、 つ ま み . 穿:rLl ヶ 、 Iλl 工具ナデ

1441  C ② SA I 0  床 l市 弥生 官'よ"品『ι A 茶 褐 外 ミ ガ キ 、 底 指ナデ、 内 : ナ デ
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1442 C ② SA l O  床 直 弥 生 高干1; D にぷい燈 杯外 赤彩横 ミ ガキ 、 杯内 . 赤彩横 ミ ガ キ

1443 C ② SA 1 0  被 土 弥生 鉢 B にぶい燈 外 縦 ミ ガキ 、 底 ミ ガキ 、 |均 捌整不明

1444 C ② SA 1 0  縦 士 弥 生 鉢 B に ぷ いJ僚 外 赤彩縦 ミ ガキ 1 Ml\l!:rL2 ケ 、 底 赤彩 ミ ガ キ 、 内 赤 彩 ミ ガキ

1445 C ② SA l I  床 I師 弥生 )!:( C に ぶ い絞 外 . 翠i部櫛直線文 縦 ミ ガ キ 、 内 ‘ 検 ハ ケ→償 ミ ガキ

1446 C (f) S A l l  被二|こ 弥生 割�� C にぷい黄櫨 外 �R部右四2述Iニ簾状文→櫛波状文 ( 口縁 ↓ ・ 胸 部 門 、 内 横 ミ ガ キ

1447 C ② SA .1 l  !ぷ而 弥生 台付翌E B にぷい黄極 受外 �Ji部右回2述 1Iニ燦状文→櫛波状文 ( 口 縁 ↓ ・ 11同苦15 ↓ ) 、 3車内 横 ミ ガキ

1448 C ② SA l l  床 l(ij 弥生 きE C にぷい黄櫨 外 右lIl'iハ ケ 、 休l 右傾ハ ケ 、 備 考 北陸系

1449 C ② SA 1 1  !年 l師 弥生 有孔幾 D 褐 灰 外 ナ デ、 底 ケ ズ リ →ナ デ 穿孔1 ケ 、 内 ナ デ

1450 C ② SA l I  m 土 弥生 1:1!: D i日t}吐糧 外 ' 赤彩縦 ミ ガキ 、 底 ' ナ デ、 内 ナ デ

1 45 1  C ② SA ] ]  1宜 jこ 弥生 高杯 B にぶい綬 脚外 。 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 ・ 右傾ハ ケ

1452 C ② SA 1 1  1立 土 弥生 高杯 D にぶい燈 l即外 赤彩 ミ ガ キ 、 脚 内 調整不明

1453 C ② SA l l  床而 !目、，t 脚 部 D にぷい燈 脚 外 擬胆l絹i 赤彩横 ミ ガキ 、 脚 内 . ナ テ" {lÏd考 北陸系

1 4 54 C ② SA I J  被 -1て 弥生 鉢 C 褐灰 外 調整不明 片 口 、 1);1 口縁横 ハ ケ → ナ デ

1 455 C ② SA J l  被 土 弥生 き症 D にぷい黄掲 横 ナ デ、 外 ハ ケ ? 、 内 ケ ズ リ 、 {�ìi 考 北陸系

1456 C ② SA 1 J  縦 士 弥生 雪豊 D にぷい黄栂 繍 ナ デ、 備 考 北陸系

1457 C ② SA 1 2  I�ミl国 弥生 1守b恒:�( C にぶい綬
外 : �良部 T 字文4 ヶ 赤彩 ミ ガ キ ( 仁l 縁縦 ・ 胴 昔11績) 、 内 口縁赤彩横 ミ ガキ l阿部調
獲 不l珂

1458 C ② SA 1 2  被工t 弥生 2ーu苧E C にぷい1首位 外 . 赤彩縦 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 l勾 ノ 、 ヶ (1胴 上積 . /澗 F縦) →ナデ

1459 C ② SA 12 認i土 弥生 � B :w. 
外 頭部右1m2連止限状文→櫛波状 文 ( 口 縁 1 ・ 胴 部 ↓ ) /朋下縦 ミ ガキ 、 j氏 . ミ ガキ 、
内 横 ミ ガキ

1460 C ② SA 1 2  Jぷ 直 ぅ司、当ミ 台付� A 4畳
主語外 頚昔15右回4述止il7i状文→術波状 文 ( 仁l縁 ↓ ・ 胴 部 ↓ ) 胴 下縦 ミ ガ キ 、 台外 . 縦
ミ ガキ 、 斐件l 横 ミ ガキ 、 台内 横 ハ ケ

1461 C ② SA 1 2  床 ffîi 弥生 3症 B 補灰 外 右傾ハ ケ → JI岡部ハ ケ 工具刺突文、 内 ケ ズ リ 、 備 考 北陸系

1462 C ② SA 12 床 面 弥生 主主 B にぷい黄極 外 口縁擬凹線文 /1同部右傾ハ ケ 、 内 : 綴ハ ケ 接合痕、 備考 ・ 北陸系

1463 C ② SA 1 2  車i上 弥生 望E D にぷい黄糧 外 ケ ズ リ → ナ デ、 成 ケ ズ リ → ナ デ、 内 ー ケ ズ リ 、 備 考 北陸系 ?

H64 C ② SA 1 2  I�ミl而 弥生 主主 D にぶい黄櫨 外 縦 ミ ガ キ ? 、 底 ケ ズ ，) 、 内 ー ナ デ

1465 C ② SA 1 2  1* 笹 弥生 3語 C にぷい燈 外 ハ ケ → ミ ガ キ 、 つ ま み 穿孔1 ヶ 、 内 ー 横 工具 ナ デ

1466 C ② SA 1 2  床 直 弥 生 ヨ監 A にぷい燈 外 ミ ガ キ 、 つ ま み 穿孔] ケ 、 内 ナ デ

1467 C ② SA l 2  jぷ 而 弥生 宝量 A にぶい桜 外 赤彩 ミ ガキ 1 対若手孔2 ヶ 、 底 ケ ズ リ 、 内 赤 彩 ミ ガキ ?

1468 C ② SA 12 !よ 直 弥生 Zニ古・草ι A にぶい燈
外 赤彩 ミ ガキ ] 対穿孔2 ヶ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 口縁赤彩 ミ ガキ ? 11岡部検 ミ
ガキ

1469 C ② SA 1 2  被 土 弥生 間 杯 C 被 脚 外 : 赤彩縦 ミ ガ キ 、 脚 内 右何l ハ ケ

1470 C ② SA 1 2  I�ミ nï 弥 生 鉢 A にぶい鐙 外 ー 赤彩縦 ミ ガキ 、 Jま ナデ、 内 赤彩横 ミ カf キ

1471 C ② SA 1 2  J未 而 弥 生 有孔鉢 A i主賛 外 : 縦 ミ ガ キ 、 底 ナ デ 第干し1 ヶ 、 1Iヨ ー 横 ミ ガ キ

1472 C ② SA 1 2  弥 生 鉢 C にぷい栂
外 . ケ ズ リ →iJj';彩 検 ミ ガキ 、 J氏 ケ ズ 1) 、 内 口縁---�翌日11赤彩 横 ミ ガキ 11同音11 ハ ケ →
被 ミ ガ キ 、 備 考 北陸系 と の折 衷 C ① SA29取 り 上げ

1473 C ② SA 1 2  l未 而 弥生 片 口 鉢 A にぷい樫 外 : 縦 ミ ガキ 片 仁l 、 Jま ケ ズ リ → ナ デ、 内 工具ナデ→徽 ミ ガキ

1474 C ② SA 1 2  弥生 鉢 B にぷい燈 外 : 縦 ミ ガキ 、 底 。 ケ ズ リ →ナ デ、 内 。 横 ミ ガ キ 、 備 考 ・ C ① SA29取 り 上げ

J475 C ② SA 1 2  íll :lこ 弥生 � D 穣 外 : 類部 T 字文 1 ヶ 残→櫛波状文、 内 右 傾 ハ ケ

1476 C ② SA 1 5  床 面 弥生 型E A 階褐 外 : 衡i皮状文、 底 ミ ガキ 、 内 被 ミ ガ キ 、 備 考 告書面剥l 荷It

1477 C ② SA 1 5 床 I師 弥生 型E D H自褐 外 : �頭部右四4述止il7i状文→榔波状 文 ( 口 縁 ↑ l阿部 1 ) 、 内 . 右傾ハ ケ→椴 ミ ガキ

1478 C ② SA 1 5  !よ 而 弥生 � A にぷい樫
外 ・ iïJi 部右回3迷 ? 止自在状文→櫛波状文 ( 仁l縁 ↑ . /1阿 部 ↓ ) 胴 下縦 ミ ガ キ 、 底 : ケ ズ
リ →ナ デ、 |人J : 積ハ ケ

1479 C ② SA 1 5  被 j二 弥生 当ん買 D l暗褐 外 頚部右回等 間 隔 ? 止策状文→櫛波状 文 (口 縁 ↑ ) 、 f人j 械 ミ ガキ

1480 C ② SA 1 5  I�， 而 弥生 �む民 C It;，y褐
外 頚音11右1!!14述止f1i!状文→樋波状文 ( 口 縁 ↑ ・ !阿部 ↓ ) /阿 F右傾 ハ ケ →縦 ミ ガ キ 、
底 ー ケ ズ リ 、 内 積 ハ ケ

1481 C ② SA J 5  IX!こlこ 弥生 3世 C 11官官j 外 ケ ズ リ → ナ デ、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 ケ ズ リ 、 備 考 北陸系 ?

1482 C ② SA 1 5  床 面 弥 生 2士1・ A にぷい燈
外 . 赤彩 ミ ガキ (胴 上 横 11同 ド縦) 、 底 ケ ズ 1) →ナデ、 内 口縁赤彩横 ミ ガキ 11岡部
横 ミ ガキ

1483 C ② SA 1 5  干壁 土 弥生 1監 C I抑褐灰 外 指 オ サ エ 、 つ ま み 穿干し 1 ヶ 、 内 ナ デ

1484 C ② SA J 5  磁 土 土 問 古寺台 D にぷい燈 外 赤彩 ミ ガキ 円干し1 ヶ 残、 内 ケ ズ 1)

J 485 C ② SA 1 5  l立 :1こ 弥生 � D にぷい極 外 ' 縦ハ ケ → ナ デ、 r);J : 口縁ナデ !阿部 ケ ズ 1) →ナデ、 備 考 北陸系 ?

1486 C ② SA 1 7  磁 土 弥 生 苦豊 D にぷい黄糧 外 右傾 ハ ケ 、 内 ー 横ハ ケ→縦ナ デ

1487 C ② SA 1 7  被:1:. 弥生 台小B哲 C I列赤褐 台外 . 縦 ミ ガキ 、 台 内 横 ケ ズ リ →ナ デ

1488 C ② SA 1 8  磁 土 弥生 づ"!iー・H プ C にぶい褐
外 頚音11右四3述止自在状文→赤彩 ミ ガキ ( 口縁横 ・ /1岡部縦) /1 対穿孔I ヶ 残、 J:/;J 口縁
赤彩械 ミ ガキ l阿部 ハ ケ →一部 ミ ガキ (赤彩付着)

1489 C ② SA21  IU[ 弥 生 5設 C にぷい燈 外 類部 T 字文3/4 ヶ 残 縦 ハ ケ→縦 ミ ガキ 、 内 . 績 ハ ケ →横 ミ ガ キ

1490 C ② SA21 ftl.土 弥生 5控 D J燈 外 . 頭部右回3迷止il7i状文→櫛波状文 ( 口縁 t ) 、 内 . 械 ミ ガキ

1491 C ② SA21 床直 弥生 台付発 D 程 外 縦 ミ ガキ 、 受内 積 ミ ガキ 、 台内 被工具ナデ
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1492 C ② SA21  床而 弥生 台付饗 A に ぶ い 糧 3E外 ・ 頚部右四3述 止 簾状文→術波状文 ( 仁| 縁 ↑ . n同部 ↓ ) 1澗 下 縦 ミ ガ キ 、 台外 縦
ノ 、 ケ →縦 ミ ガキ 、 斐内 検 ミ ガ キ 、 台内 . 椴 ミ ガキ

1493 C ② SA21  被土 土師 斐 D にぶい糧 横 ナ デ、 外 : ハ ケ 、 備 考 S 字斐 混 入

1494 C ② SA21  床 直 弥生 脚 部 D にぶい積 脚外 ‘ 擬凹線文 赤彩 ミ ガ キ 、 備 考 北陸系

1 495 C ② SA22 1藍土 弥生 蛮 D にぶい種 外 ー 右傾ハ ケ 、 内 検ハ ケ

1496 C ② SA22 P1 弥生 査 D にぶい極 外 : 胴 上赤彩検 ミ ガキ 11同下縦 ミ ガキ 、 l立 ケ ズ リ 、 lλ1 : 横ハ ケ

1 497 C ② SA22 被 土 弥 生 翌主 D H音褐灰 外 ー 頚昔[1右四4連止簾状 文→働波状 文 ( 口 縁 ↑ ) 、 内 : 検 ミ ガキ

1498 C ② SA22 稜土 弥生 現� D l暗褐 外 ' 頚部右lill2速JIニ買を状文→櫛波状文 (口縁 ↑ ， 1.阿部 ↓ ) 、 内 : 訓強不明 、 備考 |λl探而
剥 離

1499 C ② SA22 事t土 弥生 望E A 製褐 外 頚部右恒l 等 間 隔止l1Ii状文→樋波状 文 (口縁 HI阿部 門 、 内 : 横 ミ ガキ

1 500 C ② SA22 磁土 弥生 台付 斐 C 程 台外 . ミ ガキ 、 台r);1 工具ナデ

1 50 1  C ② SA22 覆 土 弥生 刻""現 D 褐灰 外 頚部右回等間 隔止l1Ii状文→働i主状文 ( 仁l縁 ↑ ・ 11同部 ↓ ) 、 111 : 右傾 ハ ケ

1 502 C ② SA22 覆土 弥生 溺Jむ誕 D にぶい授 外 頭部右回2述止自主状文→櫛波状文 (口縁 ↑ ) 、 内 機 ミ ガキ

1 503 C ② SA22 覆土 弥卦ミ 叢 C にぶい積 外 編直線文 赤彩 ミ ガキ (つ ま み縦 ・ 胴 部機 ) 、 つ ま み 穿孔l ヶ 、 |人j ・ 4世 ミ ガキ

1 504 C ② SA22 床直 弥生 登 D l暗褐 外 !ïJi部櫛直線文 赤彩横 ミ ガキ 、 内 : 口縁赤彩縦 ミ ガキ 胴 邸機 ミ ガキ 、 備考 火
に か け て 使 用 し た痕跡

1505 C ② SA22 覆土 弥生 高杯 C にぶい燈 外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 杯 |人J : 赤彩 ミ ガ キ 、 脚 内 ・ ハ ケ→ ナ デ

1 506 C ② SA22 覆土 弥生 鉢 C にぶい鐙 外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 !氏 ミ ガキ 、 1;/;1 赤彩械 ミ ガ キ

1 507 C ② SA22 覆 土 弥 生 望E D にぶい賞燈 外 櫛波状文

1 508 C ② SA25 覆土 弥生 =宝←E C にぷい黄櫨
外 頚部 T 字文 + 円 形浮文 3/4 ヶ 残 櫛波状文 械 ミ ガキ 、 内 ;制整 不 明、 備考 : P;I 
器商剥l離

1 509 C ② SA25 覆土 弥生 台付� C にぶいîIl燈 3並外 !îJj苦112述止簾状文、 愛内 検 ミ ガキ

1 5 1 0  C ② SA25 夜土 弥生 高杯 C に ぶ U 、 褐 杯外 赤彩横 ミ ガキ 、 杯 内 赤 彩;横 ミ ガキ

1 5 1 1  C ② SA25 覆土 弥生 高杯 C に ぶ い 褐 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 検 ハ ケ → ナ デ

1 5 1 2  25① SJ1 弥生 型E C にぷい賞鐙 外 頚部樋直線文→櫛波状 文 ( 仁l 縁 ↑ ) 11問御斜線文、 成 ケ ズ 1) 、 11;1 ミ ガキ ?

1 513  48① SJ7 弥生 望E B にぶい槌
外 �Ji部 右 回2連止l1Ii状文→櫛波状文 ( 口 縁 ↑ II岡 部 ↓ ) II岡 下縦 ミ ガ キ 、 l氏 。 ケ ズ リ
→ナデ、 内 機 ミ ガキ

1514  64① SJ1 弥生 宝主 A に ぷ い 燈 外 頭部 T 字文 l ヶ 残 赤 彩 ミ ガ キ ( 口縁縦 . 11同 上横) 11岡下縦 ミ ガキ 、 成 ミ ガ キ 、
内 口縁赤彩械 ミ ガキ l阿部横 ハ ケ → ナ デ、 備 考 結の外側 図 上復元

1 5 1 5  64① SJ1 弥生 査を B にぷい?を経
外 !胴上赤彩右傾 ミ ガキ l肘下縦 ミ ガキ 、 Jま : ケ ズ リ →ナデ、 内 ハ ケ 、 備 考 悩の
内側 内器商事1I 離

1 5 1 6  50② SK4 弥生 宜E A 浅T電極
外 類部 T 字 文 + 円 形浮文4 ヶ 赤彩 ミ ガ キ ( 口縁縦 ・11司昔11検) 1I岡下縦 ミ ガ キ 、 底 :
ケ ズ リ 、 内 口縁赤彩横 ミ ガキ 胴部制整不明、 仙考ー 内 i堺 市昔前1離

1 5 1 7  4① SDZ1 周iîlt 弥生 旬�:l.ι 一 B にぶい燈
外 . 頭部1対 T 字 文4 ヶ 赤彩 ミ ガ キ 、 内 口縁赤彩 ミ ガキ )阿部繊 ハ ケ → ナ デ、 倒=
考 : 4① SU 取 り 上げ

1 5 1 8  4① SDZ 1 周 溝 弥生 重E A にぶい燈 外 頚部右四3連止策状文→櫛波状文 ( 口縁 ↓ l阿部 ↓ ) ，附下縦 ミ ガキ 、 底 : ケ ズ リ 、
li1 ミ ガキ ( 仁l縁検 . 11同音11縦)

1 5 1 9  4① SDZ1 j司緋 弥生 望E B 燈 外 頚部右回2-3迎止l1Ii状文) →櫛波状 文 ( 口 縁 ↓ ・ 胴 苦11 ? )  III� 下調繋不 IY:I 、 |士l 翻
盤不明、 備 考 総面剥離

1 520 4① SDZl 周ilIí: 弥生 月品ι三 B 灰賞褐
外 赤彩 ミ ガキ 1 対穿孔2 ヶ 、 内 : 口縁赤彩繊 ミ ガキ l桐淵l横ハ ケ→械 ミ ガキ 、 備
考 : 4① SU 取 り 上げ

1 52 1  4① SDZ I 関i誹 弥生 高 杯 C 灰111.褐 杯外 赤彩tui ミ ガ キ 、 杯内 ・ 赤彩核 ミ ガ キ 、 fmì考 : 4① SU 取 り 上げ

1 522 19① SDZ1 j司il1よ 弥生 斐 A にぶい黄糧
外 !ï)j部右回2述止簾状文→櫛波状 文 ( 口 縁 ↓ ・ 胸部 ↓ ) II同 下 ミ ガ キ 、 底 : ケ ズ ，) 、
r);1 横 ハ ケ→一部横 ミ ガキ 、 備 考 包含層取 り 上げ

1 523 ] 9① SDZ1  周iJli: 弥生 高 杯 B にぷい質種
外 . 赤彩 ミ ガ キ 、 杯内 . 口縁赤彩横 ミ ガキ 1I阿部横 ハ ケ →検 ミ ガキ ( わずかに 赤彩が
付 着 ) 、 脚 内 ナデ、 備 考 ・ 火にかけて使用 し た痕跡 器而剥南[1

1 524 1 9① SDZ 1  周 構 土 日ilî ヨE A にぶい燈 外 ー ハ ケ→ ケ ズ リ →ナ デ ? 、 内 ・ 口縁械 ハ ケ l洞音[1検 ノ 、 ケ→11向上ナデ、 f�u考 : 包含屑
取 り 上 げ

1 525 48① SDZ5 周溝 弥生 Z官E C にぷい黄燈
外 . 口 唇 山 形突起3/4 ヶ 残 頚部布団 り 1 1 ? 述 止 め l1Ii状文 赤彩械 ミ ガ キ 、 内 口
縁赤彩検 ミ ガ キ j胸部椴 ミ ガキ

1 526 48① SDZ5 周!梓 土 師 査 B にぷい褐 外 : 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 I;/;I ケ ズ リ ? → ナ デ

1 527 48① SDZ6 周 溝 弥生 高杯 C にぷい黄櫨 脚外 : <i\<彩縦 ミ ガ キ 、 脚 内 航 ハ ケ

1528 48① SDZ6 周溝 弥生 高杯 C にぶい黄程 脚外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ

1529 48① SD1 覆土 弥生 脚部 D にぷい賞鐙 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 円孔2 ヶ 残、 脚 内 ナ デ、 備考 北陸系 ?

1 530 B ② SD2 覆 土 弥 生 高杯 B にぷい賞栂
外 : 赤彩 ミ ガキ ( 杯ザ[ ・ 脚縦) 、 杯内 . 靖之彩横 ミ ガ キ 、 l即l人]栃ケ ズ リ 、 Mlì 考 : ;[ヒ陸系 と
の折衷

1531  B ② SD8 覆 土 弥 生 高 杯 B にぶい穆 外 頚部櫛直線文/ 円形浮文2/4 ヶ 残 司目撃不明、 1);1 司�'1在不明

1532 B ② SD6 磁土 弥生 3担 D にぷい賞極 外 櫛波状文 (胴昔[1 ↓ ) 胴 下縦 ミ ガ キ 、 I;/;I 横 ミ ガキ

1533 B ② SD6 磁土 弥生 望E C にぷい貰糧 外 �Ji昔[1右四2述止l1Ii状文→櫛i皮状文 ( 口縁 j ) 、 内 : 横 ミ ガキ

1534 B ② SD6 磁土 弥生 望E C にぷい黄糧 外 頚部左回2述 止買を状文 様ミ ガ キ 、 内 検 ミ ガキ

1 535 B ② SD6 覆 土 弥 生 台付� D にぷい賞1lf 台外 縦 ケ ズ ，) 、 愛!村 ミ ガキ 、 台内 ケ ズ リ
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1 536 B ② SD6 波 土 !弥生 鉢 B にぷい貫槌 外 ・ 口 唇 山 形�起4 ヶ 赤彩 ミ ガ キ 、 底 : ケ ズ リ →ナ デ、 内 赤彩縦 ミ ガキ

1 537 B ② SD6 桜 土 弥 生 1詰 D にぷい黄櫨 外 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 内 . 赤彩 ミ ガキ

1 538 B ② SD6 被j二 二 I : nili 総合 C にぶい賞樫 外 ハ ケ →械 ミ ガキ 円干し3 ヶ 、 内 械工具ナ デ

1539 62① SX4 磁土 弥生 ーH・:! D t主1立t置 外 : -ifjミ彩縦 ミ ガキ 、 内 ・ 赤彩横 ミ ガキ

1 540 62① SX4 磁 土 弥生 5→'� C にぷい賞糧
外 . 赤彩 ミ ガ キ ( 仁l縁頭部横 ・ !胴縦) 、 底 ケ ズ リ →一部 ミ ガ キ 、 内 口縁赤彩横 ミ ガ
キ l例都右1Ií'j ハ ケ →底 周 ミ ガキ 、 備 考 : 北陸系 と の折 衷

1 54 1  遺構外 E① 弥生 一�:・'� B にぷい黄程
外 ・ '!fi部m T 王子ニ 文2/4 ヶ 残 赤 彩 ミ ガ キ ( ロ 縁縦 ・ 胴 上 横 ・ l岡 下 縦) 、 底 : ケ ズ リ 、
内 口縁赤彩ザ{ ミ ガキ !胸部検 ハ ケ →l洞中 ナ デ

1 542 j世併合ト E① 弥生 ー1:孟Eマ B にぷい澄 外 頭部樋直線文 赤彩 ミ ガキ ( 口 縁縦 ・ 胴上 積 . JJ岡 下 縦) 、 底 ・ ケ ズ リ 、 内 口縁赤彩
J憤 ミ ガキ 胴 剖i ナ デ 接合痕

1 543 泣tI�外 1 4① !品、�t i:li A にぷい黄極
外 頚 制l右四2迷止燦状文 ? 赤 彩 ミ ガ キ ( 口 縁 ? ・ l澗昔11縦 ? ) 、 内 口 縁赤彩繍 ミ ガ
キ l洞郡横ハ ケ →ナ デ ? 、 備 考 器 商事IJ�

1544 jl:tf枠外 48① 1�\�1� 1て::1【 C にぷい黄櫨 外 : 赤彩 ミ ガキ 、 内 : 調 整 不 明 、 備 考 : 7，書面剥離

1 545 治+枠外 C ① �h\生 型E D にぷい賞燈 外 l刑 制l械 ケ ズ リ 、 内 ケ ズ ，) 、 備 考 : 北陸系

J 546 i世十{II外 C ①  引;� � D にぶい積 外 縦ハ ケ → ケ ズ リ →横 ミ ガ キ 、 内 ・ 横 ミ ガキ 、 備 考 . 北陸系

1547 遺構外 73① iJ�\�? � D にぷい賞�
外 : 口縁側波状文 頭部櫛直線文→胴者1I術検羽状文 ま た は 櫛斜線文、 内 検 ハ ケ →
被 ミ ガキ

J548 治情外 B ①  弥生 望E A にぷい賛燈 外 ミ ガキ 、 !氏 ー ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ

1549 遺構外 B ①  弥生 高杯 B 灰賞 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 何:内 赤彩 ミ ガキ 、 脚 F人'J : ナ デ

1 550 遺構外 48① 弥生 高杯 C i浅賞授 杯外 赤彩 ミ ガ キ 、 杯内 赤彩横 ミ ガキ

155 J  造機外 B ①  弥生 脚 苦11 D にぷい黄僅 脚外 : 赤彩 ミ ガキ 、 脚 内 ・ 脚 柱横 ケ ズ リ 脚裾ノ 、 ヶ 、 備 考 北陸系

1552 治情外 日 ① 弥生 脚 官11 D 鐙 外 調整不明、 内 ; 調繋不明 し ぼ り 目 接合痕 ( 巻 き 上げ) 、 備 考 外 来 系 ? 胎 土
非在地

1 553 ill構外 C ①  弥生 H�十台 C 援
受外 : 赤彩 ミ ガキ 円干し2/4 ヶ 残、 脚外 ・ 縦 ハ ケ →赤彩 ミ ガキ 、 受内 : ハ ケ → ミ ガ
キ ? 、 脚 内 : 需，��不明、 備 考 北陸系

1 554 近構外 C ①  弥生 鉢 D にぷい積 外 赤彩横 ミ ガ キ 、 内 赤彩 ミ ガキ 、 備 考 : 北陸系

1555 逃Wi外 C ①  弥I�: 鉢 D に ぶ し 、松 外 赤彩 ミ ガキ 、 内 赤彩 ミ ガ キ 、 備 考 : 北陸系

1689 6① SA1 桜土 土日iU 小型丸底査 D にぷい糧 外 胴上 ハ ケ → ナ デ、 内 . ロ縁ハ ケ 胸部ハ ケ → ナ デ

J690 6① SA l !正直 土 問 小型丸ま蛮 C にぷい褐 外 . 右傾ハ ケ →JJ同 下 ケ ズ リ →胴 部 ナ デ 底 部 ケ ズ リ 残 る 、 内 ナデ

J69J  6① SA1 床直 I::mu 小型 丸底資 A に ぷ し 、鐙 外 : ;(:j・傾 ハ ケ →綱下 ケ ズ リ →胴部ナ デ 底 部 ケ ズ リ 残 る 、 内 口縁右傾 ハ ケ 胸部
ナデ

J 692 6① SA1 被 上 土師 小型丸底蛮 D にぷい澄 外 調強不明、 内 調整不明

] 693 6① SA 1 fi!土 土mu 小型丸底道 B にぷい黄糧 外 : J何下 ケ ズ リ →胸 部 ナ デ 底 部 ケ ズ リ 残る 、 内 !阿部工具 ナ デ

1 694 6① SA J 床直 :1ニmu 小型丸底資 A 糧 外 . ハ ケ→!胸 下 ケ ズ リ → JJ岡 部 ナ デ 底 部 ケ ズ リ 残 る 、 内 : J胴部工具ナ デ

1695 6① SA ] 床 直 j二日市 小型丸底資 C にぷい黄燈 外 ケ ズ リ → ナ デ、 !大j 工具ナデ

1 696 6① SAl !未直 上mu 高杯 C 極 脚 外 縦 ミ ガキ 、 脚 内 接合痕

1697 6① SA1 桜上 jニmu 高杯 C にぶい褐 脚 外 ミ ガキ (脚注縦 ・ 脚裾 円 、 脚 内 桜 ケ ズ リ 接合痕 ( 巻 き 上げ)

1698 6① SA1 桜二|ー 二|二mu 高杯 D にぶい褐 杯外 杯 上右 傾 ハ ケ 杯下 ミ ガ キ 、 杯、内 : ミ ガキ 、 備 考 内器商剥l 離

]699 6① SA 1 床 直 l:mu FE何、 B にぶい褐 杯外 右傾ハ ケ → ナ デ、 脚外 縦 ミ ガキ 、 杯、内 : ミ ガキ 、 脚 内 : 検 ケ ズ リ 接合ili ( 巻
|き 上げ) し ぼ り 目

1 700 6① SAl 床直 j二郎 高杯 C にぷい燈 脚外 縦 ミ ガキ 、 杯r);J : ミ ガキ 、 脚 内 : 横 ケ ズ 1) 接合根 ( 巻 き 上げ) し ぼ り 目

1 701 6① SAl 床直 士郎 高柄、 C にぷい'1ft褐 脚外 ー 縦 ミ ガキ 、 脚 内 検 ケ ズ リ 接合痕

J 702 6① SAl !正直 土師 高判、 C にぷい貰極 脚外 縦 ミ ガキ 、 脚 内 接合痕 ( 巻 き 上げ) し ぼ り 目

1703 。① SA 1 !正直 土mu 高拘; C にぷい黄侵 脚外 調 整 不 明 、 杯内 ・ 調整不明、 脚 内 . 横 ケ ズ リ

1 704 34① SA3 床 而 土 仰 五士・ .日， . C にぷい賞授 外 ・ 赤彩縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 : 繍 ハ ケ → ナ デ

1 705 34① SA3 床 而 二|こflij 桜台 B 括主 杯外 縦 ハ ケ →縦 ミ ガ キ 、 脚外 . 縦 ミ ガキ I'''J 孔l ヶ 残、 柄、I;);J ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ
し ぼ り 目

1 706 34① SA3 床 而 土問l 小M丸底蛮 B にぷい賞極 外 : 口縁縦ハ ケ→縦 ミ ガキ 胸部 ケ ズ リ 、 内 : 仁l縁横 ミ ガキ 胴部ナデ

J 707 48① SA1 磁 土 二Uilî 3ー1・Ï( D にぷい賞樫 外 。 縦ハ ケ →赤彩縦 ミ ガキ 、 内 口縁赤彩徽 ミ ガキ j阿部 ケ ズ リ

1 708 48① SA1 磁土 土師 2市r:I. D にぷい黄鐙 外 : 縦ハ ケ→化粧土→赤彩縦 ミ ガ キ 、 内 - 赤彩横 ミ ガキ

1 709 48'① SA 1 磁 土 土問 型車 D にぷい黄綬 外 : f湖 �不明、 内 . ケ ズ リ

1 7 1 0  48① SA .l 被ニt 二Uilî 3担 D nfJ 赤褐 外 ハ ケ 、 内 . ハ ケ 接合痕

1 7 1 1  48① SAl 斑土 土師 翌E D 怠 外 右傾ハ ケ → ナ デ、 内 ハ ケ → ナ デ ?

1 7 12 4&① SA1 磁 土 :1ニmu 3世 D 積 外 左傾 ハ ケ 、 底 ケ ズ リ 、 内 横 ハ ケ

1 7 13 48① SA] 覆土 土日iU 型E C にぷい黄糧 外 縦ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 ミ ガキ

1 7 1 4  48① SAl 覆土 j二郎 高何 C に ぶ い 極 脚外 : 縦 ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ

1 7 1 5  48① SAl 被土 こI : nili rE杯 C にぷい賛� 脚外 ー 縦 ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ

1 7 1 6  48① SAl 桜土 土mu 小型!丸成立2 D にぷい滋 外 : ハ ケ (口縁右傾.JJ岡部横) →ナ デ ? 、 底 ・ ケ ズ リ 、 内 工具ナデ
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1 7 1 7  48① SA1 覆土 土附 鉢 D にぷい黄鐙 外 ・ ミ ガキ ま た は丁寧 な ナ デ、 底 ' 丸底に粘土 を は っ て 平底 化→ ケ ズ リ 、 内 ミ ガキ
ま た は 丁 寧 な ナ デ

1718  481① SA1 磁 土 土 師 鉢 C 糧 外 ・ 仁 l 縁折 り 返 し 右傾ハ ケ →縦 ケ ズ リ 、 内 : ナ デ

] 7 J 9  48① SA2 在i土 土師 �lli C にぷい黄積 外 : 胴 上赤彩縦 ミ ガキ l岡下縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 l勾 械 工 具 ナ デ

1 720 48① SA2 lïl土 土師 刻:I'G低 B に ぷ い 褐 外 右傾ハ ケ → 口 縁 ケ ズ リ !阿部縦 ミ ガ キ 、 内 u縁繊 ハ ケ 胸部左傾 ケ ズ リ →胴
上横 ミ ガキ

1 72 1  48① SA2 取土 土附 � C に ..;� � 、褐 外 右傾 ハ ケ 、 内 : 械工 具 ナ デ

] 722 48① SA2 1壁土 土師 3盟 D に ぶ い 褐 外 右傾 ハ ケ 、 内 . 械工 具 ナ デ

1723 4s<D SA2 覆土 土師 減� D にぶい掲 外 右傾 ハ ケ 、 内 . 工P< ナ デ

1724 48① SA2 磁土 土師 通ARt4・ D にぶい褐 外 右傾 ハ ケ →調�不明、 内 . 工兵ナデ

1 725 48① SA2 被 土 土 師 高何: C に ぷ い 鐙 脚 外 縦 ミ ガキ 、 脚内 : 横 ケ ズ リ

1 726 48① SA3 床 面 土 師 日誌台 B にぷい赤褐 脚外 縦 ハ ケ |司干し3 ヶ 、 脚 内 . ナ デ

1 727 50② SA5 P3 土mu � C 褐 灰 外 縦 ケ ズ リ 、 強内 : 工具ナデ、 台内 ナ デ

1 728 50② SA5 '*直 弥生 き担 C にぷい黄Il!
外 口 唇櫛波状文 頚部右Jill2述 止i1li状文→櫛ilJi.状 文 (IJI� ↓ ) P : J 形浮 文 (J胴 1" 1 ' 5/6 ヶ

残 ・ 仁 l 唇2 ヶ 残) 、 内 : 検 ミ ガキ

1 729 50② SA5 覆 土 弥生 � D 褐灰 外 : 櫛波状文 (口縁 ↑ ) 、 内 : 積 ミ ガキ

1 730 50② SA5 事i 土 弥生 台f寸� D にぷい黄褐
外 頭部右四2述JJ:il1i状文→倒波状文 (口縁 ↑ ・ !胸部 ↓ ) 胴 F縦 ハ ケ → ミ ガ キ ‘ 内
検 ハ ケ →績 ミ ガ キ

1 73 1  5ぽID SA5 床面 弥生 高杯 D 褐 灰 何:外 赤彩械 ミ ガキ 、 伴内 ー 赤彩横 ミ ガキ

1 732 50@ SA5 車i土 リホ�I:. 高杯 D を宣 脚外 : 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚内 : 右傾ハ ケ → ナ デ

1 733 5ぽID SA5 覆土 弥生 EZ杯 D 鐙 脚 外 調捻不明、 脚 内 ; ケ ズ リ →ナ デ

1734 50@ SA5 磁 土 弥生 鉢 B にぷい黄鐙 外 調整不明、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 調整司、IYJ

1 735 50② SA5 K l  弥生 有孔鉢 B にぷい赤悩 外 ケ ズ リ (J刑 制i縦 ・ 底 閥 横) 、 底 ケ ズ リ → ナ デ J:.l'..fL I ヶ 、 1人l 償ハ ケ → ナ デ

1 736 54① SAl 夜二1: 土師 事担 D にぶい黄褐 外 ハ ケ 、 1:1;1 : '-1縁 ハ ケ 胴 部 ケ ズ リ → ナ デ、 u縁械 ナ テ・な し

1 737 54① SAl 被土 土仰 � D にぷい黄禍 外 ハ ケ 、 1*1 口縁ハ ケ 胴 部 ケ ズ リ → ナ デ、 制U �. 医l上復刊

1738 54① SAl 思{土 ゴ二宮市 阪 D にぶい賞Il! 外 ナ デ、 内 ケ ズ リ → ナ デ

1 739 57①SA3 1富士 土 師 lli! D にぷい黄糧
外 右傾 ハ ケ →一部右傾 ミ ガキ 、 内 : 口縁横 ハ ケ→繊 ミ ガキ 、 J阿 部横 ハ ケ →胴 上横 仁
fl< ナ デ→横 ケ ズ リ

1740 57① SA3 覆土 土附 耳司目、， B .m 
外 口 縁縦 ハ ケ →縦 ミ ガ キ 胴 昔日横 ハ ケ → ナ デ→一 部 ミ ガ キ 、 μl 口縁縦 ミ ガ キ
胸部被 ハ ケ →械工"* ナ デ

1 74 J  57① SA3 磁土 土 問 小型丸底資 B t置 外 : ハ ケ → 胴下 ケ ズ リ →胴部ナデ 口縁一部 ミ ガキ、 内 ナ デ

1742 57① SA3 磁 土 土mu 器台 B にぷい黄褐
受外 . ナ デ→一 部 ミ ガキ 円孔3 ヶ 、 脚外 : 縦 ミ ガキ 、 受内 ・ 械 ミ ガキ 、 脚 内 航 ケ
ズ リ →ナ デ

1 743 57'① SA3 磁 土 土 師 脚 部 C にぷい賞授 脚 外 赤彩縦 ミ ガ キ 円干し4 ヶ 、 脚 内 ケ ズ リ

1744 60② SA3 雅i土 土mu 3E D にぷい黄櫨 外 口縁箆工具刺尖文 l胸部 ハ ケ 、 内 繊 ケ ズ リ 、 制iì 考 北限系

1 745 60② SA3 磁 土 土 日iU 、紅" D 褐灰
外 口縁*，'ï:Iニl仏付 凹 級 文 赤彩、 l人l 械 ハ ケ →箆状 仁 JP に よ る 羽状取l尖文、 備
考 パ レ ス :!::í

1 746 6 1① SA9 覆土 土mu � D にぷい賞授 核 ナ デ、 l勾 ケ ズ リ 、 備 考 : S 字斐

1 747  6 1① SA9 P7 :1ニmu 望E A にぷい燈 外 縦 ハ ケ → JJ問 下粘土付110 ケ ズ リ 、 底 : ケ ズ ') 成 粘 土 を 付加| し て平底化、 内 : 償
ハ ケ →JJ同下 ナ デ

1 748 63① SAI 床直 土師 望E C にぷい控 外 : JJ向上 ミ ガキ l洞下縦 ケ ズ ') 、 底 ・ ケ ズ リ → ナデ、 1"1 ・ 4黄 ハ ケ →工-j:�ナデ、 備考
探T町剥離

1 749 63① SA1 床直 土 師 � C lこぷい黄糧
外 胴 上 ミ ガ キ ケ ズ リ (l J問 中 横 ・ 胴 下縦 ・ 底問 機 ) → 一 部 ミ ガ キ 、 l氏 粘土付)JII に よ
り 平底 化 、 1);1 被 ハ ケ → ナ デ

1 750 63① SA1 床直 二I::mu � C にぷい黄燈
外 胴 上 ミ ガキ ケ ズ リ (1胸 中 横 ・ JJ同 F縦) →ー部 ミ ガキ 、 内 : 徽 ハ ケ→一部ナデ 桜
合痕

1 75 1  63① SAl 床直 土師 型E D f宣 外 縦ハ ケ → ナ デ 仁 内 : 口縁被 ハ ケ l阿 部工.Jlナデ

1 752 63① SAl 床 I亙 土日i1i 苫合江 D J燈 外 械 ミ ガキ ? 、 内 口縁横 ミ ガキ JJ阿 部被 ケ ズ リ

1 753 63① SAl 床 直 土師 総合 C にぷい賞糧 外 ハ ケ → ミ ガキ 円干し2 3 ヶ 残、 受 け 内 ミ ガキ 、 脚 内 ナ デ

1 754 63① SAl 床 直 こt:_r.iU 日早台 C にぷい燈 脚外 縦 ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 内 . ナ デ

1 755 63① SAl 床直 土師 台付tlt B 燈 対It外 ミ ガキ 、 対l 内 ミ ガキ ( 口縁縦 ・ JJ阿部機)

1 756 63① S A l  床TIli: j二日市 7;5柄、 C にぷい掻 脚外 調 整 不 明 、 内 ・ 械工具ナデ

1 757 63① SAl 床 直 上 日市 何、 A にぷい黄櫨 外 胴下 粘土付 加 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 底 凹1氏、 l人l 縦 ミ ガキ→黒色

1 758 79① SA5 覆 土 土 日市 官主[ C にぷい樫 外 ハ ケ →一部 ミ ガキ 屑 部 イ ボ状突起2 ヶ ・ l脱税状尖起 1 ケ 、 l人l ナ デ ?

1 759 79① SA5 床而 土日市 一�'ff B 浅'U.!;俊 外 : ハ ケ →工具ナデ 刺 突3 ヶ 、 内 ケ ズ リ

J 760 79① SA5 事i土 土 問i 宝主 B にぷい黄鐙 外 工兵 ナ デ、 1);1 工 具 ナ デ

J 76 1  B ② SA 1 3  床而 二t師 主主 D にぷい燈 外 )J同下 右傾 ケ ズ リ →l洞古11工 具 ナ デ ? 、 l人j 桃工J4 ナ デ

1 762 B ② SA 1 3  車i 土 ニiこmu 台付� D 灰黄褐 台外 右何l ハ ケ →ナ デ、 台内 : 工 具 ナ デ

1 763 B ② SA 1 3  磁 土 土日iU 台付鎚 D にぶい鐙 台外 右侭i ハ ケ 、 台内 指 ナ デ
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Na 出土巡構 府位 種目リ r.号種 泣 存 色 調 技法 ・ 文様 ・ 特徴

1 765 B ② SA 1 3  草i 土 土問J 要E D IIß'赤筒 外 工具 ナ デ、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 機 ケ ズ リ

1 764 B ② SA 1 3  磁 土 土 J1iJj 高 杯 C 浅黄燈 杯外 . 右傾 ミ ガ キ 、 杯、r);1 右傾 ミ ガ キ

1 766 C ① SA30 床l師 二七日前 望E B 灰伺 外 ケ ズ リ →右傾ハ ケ 成 周 縦 ケ ズ リ 、 底 ケ ズ リ 、 内 ハ ケ→工具ナ デ

1767 C ① SA30 床 面 土níli き世 B にぶい綴 外 . ケ ズ リ →ナ デ、 内 工具ナデ

1768 C ① SA30 床 面 土 師 翌主 D 灰 白 外 ー 口縁起t ハ ケ 胴部調整不月�l、 内 : 調整不明

1 769 C ① SA30 土師 望E D にぷい黄鐙 外 : 右傾 ケ ズ リ 、 内 右傾 ケ ズ リ 、 備 考 ・ C ① SA24取 り 上げ

1 770 C ① SA30 lよ 師 j二目市 翌E D に ..s; ， 、倒 外 横ハ ケ 、 内 ナ デ

1 771 C ① SA30 床 而 土 師 斐 B にぷい黄糧 外 ー 縦 ハ ケ 、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 横ハ ケ → 工 具 ナ デ

1 772 C ① SA30 桜二仁 =!:nili 翌E D !天 褐 外 左傾ハ ケ 、 1;1;1 工具ナデ、 備考 S 字斐

1 773 C ① SA30 I�ミl師 = 1二mli 翌E D 赤 褐 外 縦 ハ ケ 、 内 ナ デ ケ ズ リ 、 備考 : S 字斐 1 778 と 同一個体 ?

1 774 C ① SA30 土 師 台付言担 D .u� 台外 縦 ハ ケ → 積 ハ ケ 、 台 内 横工具ナデ、 備考 C ① SA24取 り 上げ

1 775 C ① SA30 床 而 ゴ二mu 台付翌主 D l時 赤 台外 右傾ハ ケ → ナ デ、 台 内 指 ナ デ、 備 考 : 1 773 と 同 一個体 ?

1 776 C ① SA30 土問i 台付 重臣 D 灰 台外 。 ケ ズ リ 、 台内 ケ ズ リ 、 備 考 C ① SA24取 り 上げ

1 777 C ① SA30 二仁師 望星 C 浅黄 外 赤彩 ミ ガキ 、 内 ナ デ、 備 考 C ① SA24Jr� り 上げ

1 778 C ① SA30 土日iU Uで� B 灰 白 外 赤彩械 ミ ガ キ 、 底 ナデ、 内 ナ デ、 備考 C ① SA24取 り 上げ

1 779 C ① SA30 土問J 担E D にぶいお 外 口縁械 ミ ガキ 頭部-1岡 部 ハ ケ →横 ミ ガキ 突帯、 内 口縁繍 ミ ガキ 頭部ハ
ケ →横 ミ ガ キ 、 {布考 C ① SA24取 り 上げ

1 780 C ① SA30 土問i 日号台 B にぷい賞積
外 . ケ ズ リ → ミ ガキ ( 杯 徽 ・ 脚縦) 円干し4 ケ 、 受内 縦 ミ ガキ 、 脚 内 ケ ズ リ 、 備 考
図上復元 C ① SA24取 り 上げ

1 781 C ① SA30 床I而 土師 高村、 A にぶい燈
柄、外 赤彩 右傾 ミ ガ キ、 脚外 . 右傾ハ ケ→赤彩右側 ミ ガキ 、 杯内 赤彩横 ミ ガ キ 、 脚
内 ケ ズ リ

] 782 C ① SA30 床 而 ご|ニ間i 高 杯 B にぷい;燈 ff、外 赤彩 ミ カ キ 、 脚外 縦 ハ ケ →靖、彩 ミ ガキ 円干し4 ヶ 、 材、内 赤彩横 ミ ガキ 、 脚
内 ケ ズ リ →ナ デ

1783 C ① SA30 i百二t j 自li 高 杯 C j天褐 杯外 縦 ハ ケ ・ ケ ズ リ →一部横 ミ ガ キ 、 杯内 : 1i:傾 ミ ガ キ 、 備考 1 784 と 同一個体 ?

1784 C ① SA30 被 t 士郎 肉体 D 灰褐 脚外 縦 ミ ガキ 円 孔 ( l段 目 3 ヶ . 2段 目 3 ヶ ) 、 脚内 : 横ハ ケ→ ナ デ. 備考 ・ 1 783 と l可
一個体 9

1 785 C ① SA30 一|二郎 桜台 B にぷい黄樫 受外 赤彩 ミ ガ キ 、 受内 ;Jj，彩 ミ ガキ 、 備 考 北陸系 C ① SA24取 り 上げ

1 786 C ① SA30 土問 脚部 D l支2北極 側外 赤彩横 ミ ガキ 、 脚 内 : ナ デ、 備 考 : 北陸系 C ① SA24取 り 上げ

1 787 C ② SA 1 6  1賀 土 土 附 τ2・E D にぶい椴 外 ハ ケ → ミ ガ キ 、 内 ー ハ ケ→ ミ ガキ

1 788 C ② SA I 6  磁 土 1:1\生 高杯 D i燈 杯外 積 ミ ガキ 、 杯内 積 ミ ガキ 、 備考 北陸系 鉢の可能性有 り

1 789 C ② SA I 6  磁 土 よ師 苦監 D にぶい燈 外 右傾 ケ ズ リ 、 内 ナ デ

1790 C ② SA 1 6  被土 弥生 脚部 D t置 )即外 赤彩 ミ ガキ 円 孔 1 ヶ 残、 脚 内 調 整 不 明 、 fñù 考 : 北陸系

1791 C ② SA 1 6  程i 土 弥 生 高柄、 D 灰褐 外 。 赤彩縦 ミ ガキ 、 杯、内 ー 赤彩 ミ ガキ 、 脚内 ハケ

1 792 C ② SA 1 6  在I 土 土問J 甑 D I主黄桜 外 ケ ズ リ 、 内 縦 ハ ケ

1 793 C ② SA16  被土 土 師 手焔 ? D にぷい黄鐙 外 箆沈線文、 内 ミ ガキ

1 794 C ② SAI6  思i土 弥生 車』総も・ D 黒褐 横 ナ デ、 外 口縁擬凹線文、 内 : 口縁 ミ ガ キ IJ岡部 ケ ズ リ 、 備考 : 北陸系

1 795 C ② SA16  車i土 弥生 脚部 D 浅黄燈 脚外 . 凹線文 赤彩 ミ ガ キ 、 備考 ' 北陸系 1 1 17 と 接 合 2349 と 併せ て 同一個体 ?

1 796 C ② SA J 6  磁 土 弥生 琵t D にぶい槍 被ナデ、 外 口唇波状文

1 797 34① S8 1  土師 � D にぷい黄桜 外 ー 左傾ハ ケ 、 内 : 横 ケ ズ リ 、 備 考 : S 字斐

1 798 34① SB l 土Oili 務台 C に ..s; ， 叶 畳 脚外 : 調整不明 円 孔 ( 1段 目 4 ヶ 2段 目 4 ヶ ) 、 内 ケ ズ リ → ナ デ

1 799 48① SK3 百i土 土師l Zτ甘E B に ぷい黄櫨
外 ケ ズ リ →右傾 ミ ガ キ 、 底 : ケ ズ 1) 、 内 工 具 ナ デ、 備 考 」二 下別 作 り l澗 下 は ハ
ケ f去に接合接合部に粘土補充

1 800 65① SDZI !詞1梓 土問j ニ?:r A i主黄燈 外 右傾 ハ ケ →一部縦陶l り 、 底 . 削 り 、 内 : 右傾 ハ ケ

1801 751①SDZ4 Pcili器 土師 3控 D 浅 賞程 外 右傾 ハ ケ 、 内 ナ デ 接合痕

1802 75① SDZ4 !詔il/ì. 弥生 2寸:江7 D に ぶ い 燈 外 調毅不明、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 ・ 調 整 不 I灯 、 備考 : 弥生中J引 か ?

1803 6① SDl 世日土 土問i 2士m: C にぷい111鐙 外 . 右傾ハ ケ →一部右傾 ミ ガキ 、 内 横ハ ケ→ ナ デ 接合痕

1804 6① SDI 被二t 土問J 宮古旦 C 糧 外 縦 ミ ガキ ? 、 内 口縁繊 ミ ガキ l鋼部 ケ ズ ，) →ナ デ ?

1 805 6① SDl 桜土 土問l � C 権 外 右傾ハ ケ →一部 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 1";1 横 ハ ケ→械工具ナデ 接合痕

1806 6① SDl I置土 土附 �::! D にぷい綬 外 右傾 ハ ケ →一部右傾 ミ ガ キ 、 r);1 右 傾 ハ ケ →ナ デ、 備考 ・ 1 807 と 同一個体 ?

1807 6① SDJ 土師 望E D にぶい援 外 縦 ケ ズ リ → ナ デ、 底 ケ ズ リ → ナ テ\ 内 : 工 具 ナ デ 、 備 考 : 6① SAl取 り 上 げ
1806 と 同一個体 9

1808 6① SDl 官i二t 士側 翌E C にぷい賞程 外 省傾 ハ ケ → ナ デ 、 内 ナ デ 接合痕

1809 6① SDl 被土 士郎j � D にぷい虚 外 右傾ハ ケ 、 内 . 口縁右傾 ハ ケ !阿部工具ナデ

1810 6① SD I ftl二t 土問1 � D にぷい糧 外 右傾ハ ケ 、 内 ー 仁l縁横 ハ ケ IJ阿部右傾 ケ ズ リ ま た は工具ナデ

181 1 6① SDl  官i 土 土日市 � D にぶい緩 外 右傾 ハ ケ → ナ デ、 内 . 口縁右 傾 ハ ケ →IJ同上工具 ナ デ !洞 下横 ケ ズ リ

18 12  6① SDl 思I土 土師 現� D に ぶ し 、 褐 外 . 右 傾 ハ ケ →横 ケ ズ リ 、 内 . 械工 具 ナ デ

1 813  6① SD l 磁 土 土附 興� D 燈 外 右傾 ハ ケ → ナ デ、 内 : 仁 l縁検 ハ ケ 胴部横工 具 ナ デ 接合痕

1 8 14 6① SDl 政こt 土師 高杯 D にぶい褐 杯γ外 . 右傾 ハ ケ →一 部縦 ミ ガ キ 、 内 . 横 ハ ケ →一部左傾 ミ ガキ
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No 出土遺構 層f立 種別 器種 遺存 色調 技法 ・ 文様 ・ 特徴

1815 6① SDl 稜土 土日市 小型丸底査 B にぶい澄 外 ハ ケ (口縁右傾・!阿 部左傾) →胴 下 ケ ズ リ →胴 制i横 ミ ガキ れ 底 : ケ ズ リ 、 内 工
具 ナ デ

1816 6① SD1 務土 土 師 小型丸底蜜 A にぷい黄極 外 右傾 ハ ケ →JJ同 F ケ ズ リ →JJ岡部ナデ、 j底 ケ ズ リ 、 内 ナ デ

1817  23① SD5 磁 土 弥 生 高� D にぷい黄鐙 外 頚部右厄12述止策状文→櫛波状文口縁 ( ? ) 、 科! 被 ミ ガキ

1818 23①SD5 桜土 土 師 Eョ� D にぷい燈 機 ナ デ、 外 棒状付文3 ヶ I組 l 残 貝殻復縁 ? に よ る 羽状刺突文、 1�lì考 パ レ ス 盗

1819 23① SD5 磁 土 土m� 相: C J僚 外 検 ケ ズ リ 、 内 ミ ガキ→黒色

1820 33①SD7 覆 土 土 師 宝ま A 続 外 口縁右傾ハ ケ JJ同音IS ハ ケ ? 、 内 被 ハ ケ → 胴 上 ナ デ

1821 33①SD7 磁土 土師 � D にぷい澄 外 ハ ケ ( 仁!縁横 ・ 綱右傾) 、 FI;J ナ デ 接合痕

1822 33① SD7 覆 土 士 郎 斐 D にぷい樫 外 櫛波状文 ハ ケ 、 内 口縁械 ハ ケ →ナ デ ? J阿 部ナデ

1823 33① SD7 覆 土 土日市 望E D にぶい糧 外 芸員部検 ハ ケ→屑 部縦 ハ ケ →l洞部横 ハ ケ 、 内 横 ハ ケ →横 ケ ズ リ 、 備考 S 字�

1824 33① SD7 覆 土 土 師 3草 D にぷい黄桜 外 頭部検 ハ ケ →肩部縦 ハ ケ → )洞部右傾ハ ケ 、 内 械ハ ケ →横 ケ ズ 1) 、 制IJ 考 S 'l':斐

1825 33① SD7 夜土 土師 冨2講ず D にぷい黄糧 外 赤彩縦 ミ ガキ m穿孔1 ヶ 残、 内 ' 赤彩横 ミ ガキ

1826 33① SD7 覆 土 土 師 Z古E D 浅黄鐙 外 赤彩 ミ ガキ 、 内 ナ デ

1827 33① SD7 磁土 土師 高 杯 C J燈 杯外 縦 ミ ガキ 、 杯 内 縦 ミ ガキ

1828 33①SD7 磁土 jニ師 台付3E D 援 受外 ハ ケ 、 台外 ハ ケ → ナ デ 人 3車内 ハ ケ → ナ デ、 台内 ハ ケ → ナ デ

1829 33①SD7 磁土 土師 器台 B にぷい黄糧 脚 外 調経不明 円 孔3 ヶ 、 脚 内 ・ 械 ケ ズ リ

1830 33①SD7 援土 土師 高 杯 B J燈 受外 ミ ガキ ? 、 脚外 ミ ガキ 仁 受内 ミ ガキ、 脚 内 ・ 核 ケ ズ リ 検 ハ ケ

1831 50①SD2 被士 土師 高 杯 C にぷい黄樫 杯 外 赤彩 ミ ガ キ 、 柄、!大j 調整不明、 備考 : 外来系 ?

1832 50② SD3 夜土 土師 高 杯 A l列 褐 外 ケ ズ リ → ナ デ、 柄、内 ナ デ、 脚 内 被 ハ ケ

1833 50② SD3 援土 土師 器台 B にぷい黄鐙 外 調教不明 円孔I ヶ 残 受部に焼成 後穿孔1 ヶ 、 ))'J ・ 翻盤不明、 制lì考 : 2次被批

1834 50② SD3 磁土 土師 1%\台 C にぷい貰褐 受外 ミ ガキ 、 受 内 ミ ガキ

1835 50② SD3 I置土 土師 日持台 C にぷい燈 脚外 円 孔 ( 1段 目 3 ヶ ・ 2段 目 l ヶ 残) 、 脚 内 ' 調撃不Il)j

1836 52① SD4 磁土 土師 受 D 種 外 lïJi音1st黄ハ ケ →JJ岡部横 ケ ズ リ ? 、 内 調 整 不 明 、 制Iì考 : S 字斐

1837 52① SD1 覆土 土日市 'Æ D に ぶい黄極 外 口縁指 オ サ エ JJ岡部右傾ハ ケ 、 内 口 縁級 ハ ケ 胴 部 ナ デ 接合痕

1838 52① SD1 被 土 土 師 斐 B )天 黄禍 外 : ハ ケ (胴上右傾 ・ l胴下縦) 、 内 横 ハ ケ→胴部械工具ナデ

1839 34① SD7 磁 土 土師 宜官E D i燈 外 右傾 ミ ガキ 、 内 械 ミ ガキ 接合痕

1840 34①SD7 覆土 土師 査 D に ぶ い 樫 外 口縁端機 ミ ガキ 口縁縦ハ ケ →縦 ミ ガキ、 内 : 横 ノ 、 ケ → 横 ミ ガキ

1841 34① SD7 磁土 土師 至主 D 赤褐 外 縦 ミ ガ キ 赤彩 ? 、 内 縦 ミ ガキ

1842 34①SD7 被土 土師 至量 D にぶい貫糧 外 縦 ミ ガ キ 、 底 ミ ガキ 、 r)，l ハ ケ → ミ ガキ ? 接合痕

1843 34① SD7 覆土 土 師 望E D にぷい質種 外 : 調 整不 明 、 r);) 調整不明、 備 考 古品而剥離

1844 34① SD7 1壁土 土師 望E C に ぷい賞槍 外 - 左傾 ハ ケ 、 内 ナ デ

1845 34①SD7 磁土 土師 高 杯 D にぷい極 杯外 : 杯下 ミ ガ キ 、 杯内 . 一 部 ミ ガキ

1 846 34①SD7 被 土 土 師 高 杯 B にぶい燈 杯外 : 左傾ハ ケ→ 横 ナ デ、 杯内 左 傾 ハ ケ → 横 ナ デ

1847 34① SD7 覆 土 土 師 お杯 C にぶい燈 杯外 : 横 ナ デ→縦 ミ ガキ 、 柄、内 ' 柿ナ デ→1宿文状縦 ミ ガキ

1848 34①SD7 1壁土 j二日市 高折; B にぷい黄樟
材、外 : ハ ケ→杯上横ナ デ ・ 柄、下 ミ ガキ ? 、 脚外 : 縦 ミ ガキ 、 何、ri;J : ハ ケ→ ナ デ 仁 脚
l勾 : 工具ナデ し ぼ り 目 接合痕

1849 34①SD7 覆 土 土師 高 杯 A にぷい糧 杯外 左傾ハ ケ →検 ナ デ、 脚外 ・ 脚柱縦 ミ ガキ 脚裾横ナデ、 相;内 積 工 具 ナ デ夕、 脚
内 . 横工具ナデ し ぼ り 目 接合痕

1850 34①SD7 覆 土 土師 高 杯 C にぷい黄lli 杯外 横 ナ デ→縦 ミ ガキ 、 柄、);/;J 椴 ナ デ→l稿文状縦 ミ ガキ

1851 34①SD7 磁土 土師 高杯 C にぷい黄桜 柄、外 ・ 横 ナ デ→縦 ミ ガキ 、 停内 横ナ デ→H音文状縦 ミ ガキ

1852 34① SD7 I壁土 土日市 高 杯 B にぶい続 杯外 縦 ハ ケ→縦 ミ ガキ 、 脚外 縦 ハ ケ→H音;文状縦 ミ ガキ 、 杯内 。 右 傾 ハ ケ →H音 文状
縦 ミ ガキ 、 脚 内 右傾ハ ケ

1853 34① SD7 事i土 土 師 高 杯 B 権 脚外 ミ ガキ (脚注縦 ・ 脚裾右傾) 、 脚内 ・ 横工 具 ナ デ 接合痕

1854 34①SD7 磁土 土師 高 杯 B にぷい黄鐙 脚 外 赤彩縦 ミ ガキ 、 脚 内 械工具ナ デ 接合!J'i

1855 34①SD7 夜土 土 師 小型丸底壷 D にぶい燈 内 右傾 ハ ケ

1856 34① SD7 覆土 土 師 小型丸底査 C にぶい黄櫨 外 ケ ズ リ →一 部 ミ ガ キ 、 内 工具 ナ デ

1857 34① SD7 斑士 土日市 小型丸底査 C 権 外 ハ ケ (口縁縦 l阿部右傾) →JJ同 下 ケ ズ リ 底周 粘土付加l→ナデ、 l内 積工具ナデ

1858 34① SD7 覆土 土日i� 小型丸底壷 B にぷい黄極 外 ・ 口縁縦ハ ケ l洞下 ケ ズ リ → )阿部ナデ、 r);J 口縁 繊 ノ 、 ヶ 般工具ナデ 接合仮

I 1859 34① SD7 夜二仁 土師 小型丸底資 B に ぷ い 褐 外 口縁右傾ハ ケ l阿部ハ ケ 状工 具 に よ る ケ ズ リ 、 内 械ハ ケ → 償 」二 A ナ デ

1 1860 34① SD7 覆 土 土 師 器 台 C にぷい黄極 外 赤彩縦 ミ ガ キ 、 受け内 赤彩 ミ ガキ 、 脚内 横 ハ ケ → ナ デ

) 1861 34① SD7 1置土 土師 鉢 B にぶい燈 外 縦ハ ケ→ ナ デ ? 、 底 ケ ズ リ 、 );/;) 工具ナデ

) 1862 34① SD7 被土 土師 ? B 明黄褐 外 調整不明、 内 ミ ガ キ→黒色

I 1863 34① SD7 磁 土 土 師 fヂ B にぶい鐙 外 ケ ズ リ → ミ ガキ ? 、 内 : ミ ガキ→黒色

1864 34① SD7 務土 土仰 鉢 B 極 外 横 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ→黒色、 怖i考 ・ 火 に か け て 使 っ た痕跡、

1 865 34① SD7 1宜土 士郎 ]':[ ι D 褐
外 ハ ケ 状工具 に よ る 直線 文/ 貝殻JJR縁 ま た は櫛幽状工 具 ま た は ハ ケ 状」二-Rーに よ る
山形文、 内 ナ デ、 備考 . パ レ ス蛮

1866 62① SD2 覆土 土師 斐 D に ぷい賞燈 外 右傾 ハ ケ→一 部 ケ ズ リ 、 内 : ハ ケ → ナ デ
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No. 1.Il土遺構 府 {立 税別 総額 遺存 色調 技法 ・ 文 様 ・ 特徴

1867 62①SD2 車t土 士帥 !:・陸，ι自， D 鐙 外 相i ミ ガキ 、 底 輪台 ナ デ、 内 ナ デ ?

1 868 63① SD2 1壁 土 j:町lî 裂 D にぷい糧 横ナデ

1 869 63① SD2 磁 ゴニ ゴニ師 灘�，区a D にぶし 、積 検ナデ

1870 63① SD2 被 t 」ニ削 � D にぷい賞授 検 ナ デ

1 871 63① SD2 世i 土 よ削i 刻�長 D 明赤褐 外 ナ デ ? 、 内 ナ デ

1 872 63① SD2 被 上 j:.mo 高杯、 C にぷい賞鐙 脚外 縦ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 脚 内 : ナ デ

1873 63① SD2 磁土 土師 �'i! B 続 外 : J胴上級 ハ ケ → 横 ナ デ l刑 F ケ ズ リ →一 部 ナ デ、 底 ケ ズ リ 、 内 横 ハ ケ → ナ デ

1874 63① SD6 磁土 土師 !:1! C 櫨 外 ミ ガキ ( 口縁端横 ・ 口縁縦 ・ 胴部右傾) 、 内 : 口縁横ハ ケ 胴音 11工具 ナ デ 接合絞

1 875 63① SD6 百{土 Jこmu 小型九底査 A にぷい賛燈 外 ハ ケ→胴 下 ケ ズ リ →胴部ナデ、 内 口縁縦 ミ ガキ l府部ナ デ 接 合痕

1 876 63①SD6 在i土 lニ附 高 杯 C にぷい貰燈
脚外 ケ ズ 'パ 脚 上縦 ・ 脚 下 横 ) → ミ ガ キ (脚 上縦 ・ 脚下械) 1司干し3/4 ヶ 残 、 脚 内 械
工 具 ナ デ

1877 63①SD6 磁土 ゴニ即日 有孔� D にぶい授 外 ハ ケ →一郎ナ デ、 成 ケ ズ リ 穿干U ヶ 、 戸、l ハ ケ

1878 63① SD12 被土 上附 ヨ世 D 思褐 外 ハ ケ 、 戸、l ハ ケ → ナ デ ? 、 備考 務而事l書w.

1879 63① SD12 磁 土 土日ilî �� D 黒褐 外 縦ハ ケ 、 内 検 ケ ズ リ 接合痕、 仰i考 W.�ilñ剥離

1 880 63① SD I 2  ru 土 上附 宝立 ? D にぶい褐 検 ナ デ

1 881 63① SD I 2  磁 土 土師 ヨE D 褐灰 外 - 澗猿不明、 内 H縁横 ハ ケ 胴部ナ デ 仁 備 考 総而剥再Il

1882 63① SD12 百I土 よmu 高杯 B にぷい黄鐙 杯外 縦 ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 体内 : 縦 ミ ガキ

1883 63① SDI 2  磁 土 土日iO 1J:f D にぶい褐 外 - 調整不明、 内 調整不明

1884 46① SX I 被 上 二I:mu 台付費 D にぷい黄極 横 ナ デ、 骨11考 : 1 885 と 同一個体

1885 46① SX 1 思l土 上師 台付 斐 D にぷい黄橿
き盟外 ミ ガキ ? . 台外 . ハ ケ ? 、 斐内 . i調整不明、 台 内右傾工具ナデ、 備 考 : 1884 と
同一個体

1886 46① SX 1 事/-1 .. ー l二町目 3担 B にぷい黄燈 外 検 ケ ズ リ 、 内 ナ デ

1887 75① SX 1 問t伴 土 附 、 :ーi君r A 按 外 ・ 右 何l ハ ケ →!胴上右傾工 具 ナ デ 胴 下 ケ ズ リ 、 J氏 ' ケ ズ リ 、 内 右傾ハ ケ

1888 75① SX I 日H昨 土問i 2吋�':r. B にぶい積 外 ミ ガキ 、 j氏 ケ ズ リ 、 r);J 横工具ナ デ 接合痕、 備考 1 887に議状 に被 さ る 。 外
鈴蘭剥離

1889 75① SX 1 上坑 ニt:r.i!î 2←1・tコ( A にぷい怨 外 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 : 横工 具 ナ デ 接合*、 備 考 . 外器商剥離

1890 75① SX 1 士坑 土師 1:一.. ι " B 浅黄m
外 : ハ ケ ()胴上縦 . 11問 中 繍 ) → 胴 上 一 部 ミ ガ キ 胴 下 械 工 具 ナ デ 接合痕、 底 ・ ケ ズ
') 、 がl 右傾ハ ケ→一部ナデ 接合痕、 備 考 1880に叢状 に 被 さ る 。

189 1 C ① SX l  被 土 土 師 !::! D にぷい績 外 縦ハ ケ 、 内 検 ハ ケ

1892 C ① SX l  話f 土 上附
ー
u・� D 浅糧 外 右傾ハ ケ →横 ミ ガキ 、 内 : 調弦不明

1893 C ① SX1 被 上 上 師 � C 程 外 ケ ズ リ 、 底 ケ ズ リ 、 内 : ケ ズ リ → ナ デ

1894 C ① SX J  磁 土 土 問H 間柄、 D 燈 杯外 右似lハ ケ 、 材、内 ・ 縦 ミ ガキ

1895 C ① SX l  事l土 士師 日何、 C にぷい燈 杯外 ・ 右傾 ミ ガキ 、 杯内 左傾 ミ ガキ

1896 C ① SX l  被 土 j二郎 �;:j杯 C に ぶ い綴 脚外 縦 ミ ガキ 、 脚IÀ] ケ ズ リ →ナ デ

1897 C ① SX I  車i 土 七 郎 高何; C にぶいJ燈 脚外 縦 ミ ガ キ 指 オ サ エ → ナ デ、 脚 内 く り 抜 き J旨押 さ え →ナデ

1898 C ① SX 1  緩土 土師 l旬何; C にぶい絢 脚外 . 縦 ミ ガキ 、 脚 内 く り 抜 き ナ デ

1899 C ① SX J  被 土 土師 小理1丸底蛮 B にぷい賞償 外 口 縁 検 ナ デ 胴昔11 ミ ガキ ? 、 内 口総械 ナ デ→検 ミ ガキ l阿部ナ デ

1900 C ① SX 1  被 上 上 師 鉢 C 極 外 ケ ズ リ 、 内 工具ナデ

1901 C ① SX1 世i土 上 町F ;持台 B にぷい鐙
受外 ' ケ ズ リ →ナ デ→機 ミ ガキ 、 脚外 : 縦 ミ ガキ 円 孔3 ヶ 、 受1*1 縦 ミ ガキ 、 脚 内 :
ケ ズ リ →ナ デ

1 902 C ① SX l  従土 上附 総合 A に � � 、燈 受外 : ケ ズ リ →ナ デ→右傾 ミ ガ キ 、 脚外 縦 ミ ガキ 内干し3 ヶ ‘ 受P;J 縦 ミ ガキ 、 脚
内 ケ ズ リ →ナ デ

1903 C ① SX J  磁土 土師 総台 8 にぷい褐
受外 : ケ ズ リ →ナ デ→縦 ミ ガ キ 、 脚外 : 縦 ミ ガキ 阿孔3 ヶ 、 受内 : 縦 ミ ガキ 、 脚内 :
ケ ズ リ → ナ デ

1904 C ① SX1 lÂ< ïfii 功、'1'.
鴻
� A l凋褐灰

外 頭部 右 1m3述1]:1111状文→締i皮状文 ( 口 縁 ↑ ・ !阿部 ↓ ) 胴下縦 ミ ガキ 、 内 懐 ミ ガ
キ

1905 i出枠外 C ①  土fllli 保台 B 灰 白 柄、外 ミ ガキ 、 脚外 ミ ガ キ 円 孔3 ヶ 、 何、内 ミ ガキ 、 脚内 : 調整不明

1906 逃構外 76① 土mli 桜台 B にぶい褐 外 ミ ガキ 、 受戸、! ミ ガキ 、 脚内 : ナ デ、 備考 . 1格而剥離

1907 遺構外 C ①  土山lí 桜台 A 極 外 縦 ミ ガキ 、 杯 内 縦 ミ ガキ 、 脚内 . 積 ケ ズ リ

1908 i世相i外 C ①  J:flili 桜台 B 4宣 外 右傾 ケ ズ リ 、 内 工具ナデ

1909 i立機外 72① 土日市 D i主貫主霊
外 棒状i字文 l ヶ 残、 内 貝 殻JI員縁 ま た は櫛 歯状工具 ま た は ハ ケ状工具に よ る 羽状車Ij
失文、 骨jj考 パ レ ス 査

1910  逃t1II外 43① -1:flIU :ill! D にぷい貰糧 外 ハ ケ 状工具に よ る 直線 文/ 貝殻IJIl縁 ? に よ る 山 形 文、 内 ナ デ、 備 考 パ レ ス 爺

1932 23① SA1 磁土 土 日ili 杯 A にぶい黄燈 外 調整不明、 内 縦 ミ ガキ ?

1933 23① SA1 桜=1: 上自ili 柄、 A にぷい賞鐙 外 横 ミ ガキ 、 戸、I 検 ミ ガキ

1934 23① SAl 磁土 土日市 杯 A にぷい黄控 書ト ミ ガキ . rÀ] ミ ガキ

1935 23① SA 1 被 1ニ 土師 判、 A にぶい桟 外 調殺不明、 内 検 ミ ガキ 、 明iì考 2次被熱

1 936 23① SA 1 m土 土日ilî 柄、 A にぷい黄:m 外 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ→紫色

1937 23① SA1 1立土 j二郎 杯 A にぶい黄誼 外 積 ミ ガキ 、 戸、l 横 ミ ガキ→黒色

句Eムn日



No. 出土遺構 層位 種別 器種 遺存 色 調 技法 ・ 文様 ・ 特徴

1 938 23① SA1 夜土 須恵 杯身 B にぷい黄梅 回 転 ナ デ→ 底 回 転 ケ ズ リ 、 備 考 : JSf成 不 良、 協商摩耗

1939 23① SA1 被土 須恵 杯身 B l天 回 転 ナ デ→底 悶 転 ケ ズ リ

1940 23① SA1 夜土 須恵 杯身 B j天 賞 回 転 ナ デ→胴 下 ・ 底 : 回転 ケ ズ リ Wil.J 高台
1 94 1  23① SA1 磁 土 須!� 'i!ií A 灰 回転ナ デ→底mJ静止 ケ ズ リ →ナ デ ?

1942 23① SAl 税二仁 土日市 高 杯 B にぶい黄綬 脚外 縦 ミ ガ キ 、 柄、内 . ミ ガキ → 輿 色 、 脚 内 ナ デ

1 943 23① SAJ 被土 土日市 高杯 C にぷい樫 脚 外 縦 ミ ガキ 、 杯l村 ミ ガキ 、 脚内 椴 ミ ガキ → ケ ズ 1)

1944 23① SA l 被土 土 師 高 杯 D にぷい賞糧 脚外 縦 ミ ガキ 、 体内 ミ ガキ→黒色、 脚 !大l ナ デ

1945 23① SA1 車i士 須!� 平 瓶 A 灰 頚 部 ・ 検 ナ デ 接合痕 ( 巻 き 」ー げ) 、 l阿部 ‘ JITI転 ナ デ 波状 文 刺突文/ ボ タ ン状突
起、 底 部 ケ ズ リ →ナ デ

1946 33① SA1 カ マ ド 土 日ilí 何l B 赤禍 外 . ナ デ、 内 。 ナ デ

1 947 33① SA1 カ マ ド周辺 土 日i� 高材、 A t阿賀赤 杯外 、 杯内 ミ ガキ→黒色、 脚外 、 脚 |人l 接合痕 ( 巻 き |二げ)

1 948 33① SA1 カ マ ド周辺 二i二日市 � C にぶい筏 外 : 縦 ケ ズ リ 、 内 ハ ケ →械工 具ナテ'

1949 33① SA1 K 1  土師 � A IlfJ賞 褐 外 : 縦ハ ケ 、 底 ケ ズ リ 、 内 ハ ケ →械工具 ナ デ

1 950 33① SA5 床 而 土 師 � B にぷい黄積 外 : ハ ケ→ ミ ガ キ 、 内 ナ デ

1 951  33① SA5 床 而 土日市 3並 A にぷい筏 外 : 縦ハ ケ 、 底 ケ ズ リ 、 内 械工具 ナ デ

1 952 33① SA4 習量土 須!�� 望E D 灰 白 繍 ナ デ 句.

1 953 33① SA4 磁土 土 師 翌E C にぷい黄綬 外 : 縦 ケ ズ 1) 、 内 指ナ デ

1 954 34① SA1 床面 土問i 折、 B にぷい黄極 外 : ケ ズ リ 、 内 ナ デ

1955 34① SA1 床面 士r.ilí 鉢 A にぷい賞鐙 外 : ケ ズ 1) → ミ ガキ 、 内 ミ ガキ

1 956 34① SA1 K2 土師 杯 A にぷい黄燈 外 : ミ ガキ 、 内 ・ ミ ガキ→黒色

1 957 34① SA1 K 2  土 師 高 杯 C にぷい賞授 杯外 . ミ ガキ 、 停内 ミ ガ キ→黒色、 備 考 1958 と 同一個体 ?

1 958 34① SA1 事a 土師i 高 折、 C にぷい黄櫨 杯外 ミ ガキ 、 杯内 ミ ガキ→黒色、 備 考 1957 と 同一世間休 ?

1 959 34① SA1 K 1  二lニr.iIî 高 柄、 C にぷいîIt燈 杯外 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 柄、内 ミ ガキ→黒色、 備 考 1960 と 同 一側体 ?

1 960 34① SA1 床面 土 日ilí 高杯 C lこぶし、首糧 杯 外 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 柄、 |λl ミ ガキ→銀色、 備 考 1959 と 問 一個体 ?

1961 34① SA1 床 面 土日目j 高折、 B にぷい燈 外 : 調整不明、 何、内 ミ ガキ 、 脚 内 指ナデ、 備 考 2次被熱

1 962 34① SA1 床直 土 問i lf.\f干 C にぷい賞種 l即外 ー ケ ズ リ 、 柄、内 ミ ガキ→黒色、 脚 内 ナ デ

1 963 34① SA1 カ マ ド 土日i� 高杯 D にぷい賞鐙 脚外 ‘ ケ ズ リ 、 折、内 ミ ガキ→黒色、 脚 内 ナ デ

1 964 34① SA1 床面 土 師J 鉢 A にぷい賞m 外 : ミ ガキ 、 内 ミ ガ キ→黒色、 備考 被熱痕

1 965 34① SA1 床面 土問lí 鉢 B l暗褐 外 : ケ ズ 1) →ナデ、 底 ケ ズ リ 、 I;I;J 工 具 ナ デ

1 966 50① SA1 床而 土 師 鉢 B 賞灰 外 : ケ ズ リ → ミ ガ キ 、 内 ミ ガキ→黒色

1967 50① SAl 床面 土 師 � B に ぶ い 程 外 : 縦 ケ ズ リ 、 底 ナ デ、 内 ナ デ

1968 50① SA1 床 l筒 二t:r.ilí 2羽‘低ー・ A にぷい黄鐙 外 : 縦 ケ ズ リ 、 底 ナデ、 r);J ナ デ

1 969 50① SA4 車i 土 土 問i 杯 D 1竜灰 外 : ナデ、 内 機 ミ ガキ→f);I，色

1 970 50① SA4 務i土 土問l 斐 C H告掲 外 : 縦ハ ケ 、 底 輪台 ケ ズ リ 、 Jiq ハ ケ

1 971  48① SA4 カ マ ド aj[恵 杯叢 A 灰 回 転 ナ デ、 天31 回 転 ケ ズ リ

1972 48① SM 車i土 二|二師 片口宮4 D にぷい賀補 外 : 調整不明 片 口 、 底 ケ ズ リ 、 内 工具ナデ、 1�i1 考 外r.*而lま耗

1973 48① SA4 カ マ ド 土r.ili 望E A にぷい経 外 : 縦 ケ ズ リ 、 I;I;J 輪台 木業痕、 内 ， 械工具 ナ デ 接合痕

1974 48① SA4 カ マ ド 土問i � B に ぶ u 、 指 外 : 縦ケ ズ リ 、 内 椴 工 具 ナ デ 接合痕

1975 48① SA4 カ マ ド 二tr.市 望E B にぶい燈 外 : 縦 ケ ズ リ 、 底 木業板、 内 械工具 ナ デ 接合板

1976 48① SA4 カ マ ド 土 問i 望主 C 』こぶ し 、彼 外 : 縦 ケ ズ リ 、 l均 横 工 具 ナ デ 妓合痕、 1�i1考 図 上復冗
1977 48① SA4 カ マ ド こtftilî 3盟 B にぷい緩 外 : 縦 ケ ズ リ 、 内 械工具ナテ' 接合痕

1978 50① SA2 床 面 土 fti li 杯 C 1貢抱 外 : ケ ズ リ 、 内 . �I��色→横 ミ ガキ

1979 50① SA2 床面 土 師 鉢 A 灰 悩 外 ー ナデ、 lλl ナ デ

1 980 50① SA2 床 而 土日市 � C 桜 外 - 縦ハ ケ 、 内 ハ ケ→ ナ デ ?

1981 50① SA2 床面 士郎 望E B 極 外 : 縦ハ ケ 、 内 ナ デ 接合痕

1982 50① SA2 床面 土 日i� 望E D H音灰褐 外 : 縦ハ ケ 、 内 ナ デ

1983 50① SA2 床商 土問lí 斐 B 赤褐 外 : 縦 ケ ズ リ 、 |人l 械工具 ナ デ

1984 50① SA3 覆土 土 問lí 4平 C ïIi: 灰 外 : 横 ケ ズ ，) 、 戸、l 横 ミ ガキ→占禁色

1 985 50① SA3 カ マ ド 土師 f B j�灰 外 : 調整不明、 内 ・ 横 ミ ガキ 、 備 考 ・ 2次被熱

1986 50① SA3 覆 土 二tr.iIî � B H吉鈎 外 ー ハ ケ 、 内 調 盤 不 明

1987 50① SA3 カ マ ド 土師 � A 賀f褐 外 : ハ ケ 固定土付着、 Jik ケ ズ リ 、 内 . ハ ケ

1988 50CD SA3 カ マ ド 二七日市 望E B 赤褐 外 : 縦 ケ ズ リ 、 底 ・ ナ デ ? 、 内 。 械工具ナデ

1 989 50① SA6 カ マ ド 土r.ilí 主主 B 燈 外 : 縦ハ ケ 、 底 ケ ズ リ 、 I;I;J ナ デ 底 音11に粘土 を 付 力11 し て平底化

1 990 50① SA6 カ マ ド 二|こ師 翌色 B にぷい黄鐙 外 : 縦ハ ケ 、 内 横ハ ケ

1 991 50① SA6 カ マ ド 二Iニftilí 斐 A に ぷ い 鐙 外 : 縦 ケ ズ リ 、 lま 輪 台 ケ ズ リ 、 内 ハ ケ →械工 具 ナ デ

1992 50① SA6 カ マ ド 土問J 翌E A にぷいîltm 外 : 縦 ケ ズ リ 、 Jま 輪 台 ケ ス リ 、 内 ハ ケ → 徽 工 具 ナ デ

92 



Na 出 土:il'í憐 府{立 種目IJ 探秘 遺 存 色 調 技法 ・ 文様 ・ 特徴

1 993 50① SA6 カ マ ド J:mli 溺'‘仮d A 燈 外 調殺不明、 内 : 械工具ナデ、 備 考 1ï\1 上 1U ïc

1 994 52① SA6 床而1 上m� 相; C にぷい黄極 外 ケ ズ リ 、 l村 : 横 ミ ガキ

1 995 52① SA6 Jよ ITrr lニ r.iIi � D 浅葉桜 外 ミ ガキ ? 、 l村 . ナ デ

1 996 52①SA6 lol<l師 上r.iIi � D 灰 白 外 ケ ズ リ ? 、 内 : 検工 具 ナ デ

1997 52①SA2 カ マ ド 上自ili ?1l! D J怪 外 ナ テ づ 、 内 ; ナ デ ?

1 998 52①SA2 カ マ ド I: r.iji � D に」旬、賞燈 外 縦ハ ケ 、 内 ; 繊_L 共 ナ デ

1 999 52①SA2 カ マ ド 七日市 望E D t宣 外 縦ハ ケ 、 内 : 償工 具 ナ デ

2000 52①SA2 カ マ ド 上mu � D 程 外 縦ハ ケ 、 内 : 倣工J1-ナデ

2001 52① SA2 カ マ ド 一lニmli � D i燈 外 ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 内 工具ナデ

2002 52① SA4 1;j(1i'I 5良![.i、 相;;ra: A 11音 苛灰 回 転 ナ デ、 天 ，11: : liiI 転 ケ ズ リ

2003 52①SA4 床直 lニmli 望E C にぷい黄位 外 縦ハ ケ 、 内 : 償ハ ケ

2004 52① SA4 カ マ ド 上川l 3担 C にぷい黄位 外 縦ハ ケ 、 底 : ケ ズ リ 、 内 ナ デ

2005 52① SA4 カ マ ド !こr.iIi 説.v得 D にぷい黄糧 外 縦ハ ケ→ ナ デ、 F人l 徽 ノ 、 ヶ

2006 52①SA4 1，t; 1(li I-.r.ijî � B にぷい黄僚 外 縦 ハ ケ→JJ�j 下 ケ ズ リ 、 1*1 ハ ケ → 償 工 具 ナ デ 接合痕

2007 52① SA4 カ マ ド 上m� 誠� D にぶい積 外 縦ハ ケ 、 内 : 償工 具 ナ デ

2008 52①SA4 I�ミ Ig 上r.lli 3担 C 極 外 縦ハ ケ→ ナ デ ? 、 l人j 横工具 ナ デ

2009 52①SA4 カ マ ド 土 m� 開民 A にぷい黄燈 外 縦ハ ケ l肘 下 ケ ズ リ 、 成 穿孔I ケ 、 1)-] 棋 ハ ケ

2010 52① SA4 カ マ ド i二r.iIî 臥 A にぷい黄鐙 外 ケ ズ リ →ナデ、 IÎ� 苦手干し8 ヶ 、 内 機 ハ ケ

201 1 52①SA4 床而 土 日iU 甑 C にぷい黄援 外 ハ ケ →縦 ミ ガキ 抱手、 件l 縦 ミ ガキ

2012 53① SA 1 耳i土 lニr.IU 1::{ C 燈 外 : ハ ケ →ナ デ ヘ 内 : 工具ナデ ヘ 備 考 . 図上復元 総而lザ耗

2013 53① SA3 IÂ< lfJÏ l: r.iIi 鉢 A IYH在俗 外 調整イ、l則 、 内 : 績 ミ ガキ 、 備 考 外務而摩耗

2014 53① SA3 カ マ ド周辺 _IニOili 鉢 A 』 こぶし 、経 外 縦ハ ケ 、 l氏 . ケ ズ 1) 、 内 横 ミ ガキ

2015 53① SA3 床 開 ヒ帥 鉢 B にぷい櫨 外 側務不明、 l勾 : 制整不明

2016 53① SA3 j木ïD 二 i二mli 鉢 B にぶい禍 外 調整不明、 J氏 : 調 整 不 明 、 内 百�r;t不明、 備 考 ・ 火 に か け て 使 川 し た痕跡

2017 53① SA3 Jぷïfji :J:r.iIi 似 A にぷい鐙 外 調整不明、 !氏 : ケ ズ リ 穿孔1 ケ 、 内 丁ー 兵 ナ デ

2018 53①SA3 被土 l二r.1� J湖H底， C に ぷ い 樫 外 縦ハ ケ 、 l刈 : 械ハ ケ 接合痕

201 9  53⑦ SA3 li転Ihl: l : r.iIi '}� B に ぷ し 、 褐 外 縦 ハ ケ 、 li1: : j倫台 ケ ズ リ 、 内 縦 ハ ケ

2020 53① SA3 1."1日 I立 lニR市 望E A 燈 外 縦ハ ケ 、 底 : ケ ズ リ 、 内 積ハ ケ 接合痕

2021 53① SA5 被土 土日i� 日制: C i圭賛糧 脚外 縦 ミ ガキ 、 杯l人1 ・ 黒色→ ミ ガキ 、 脚 内 . ケ ズ リ 接合保

2022 53① SA5 車上 J: �lo;ι 3担 D H音青灰 外 口縁械 ナ デ i光線2条 胴部格子 タ タ キ I�I然利、 l人l 同心円 当 て兵痕

2023 53① SA5 カ マ ド周辺 jこOilî 羽，、a B 燈 外 縦 ケ ズ リ 、 底 ・ 木繋痕 粘 土 を 付加 し て 平底化、 内 械工 Jl ナ デ

2024 53① SA5 床 直 jこmu z功民� D にぷい鐙 外 縦 ケ ズ リ 、 内 . ナ デ、 備考 2025 と 同一個体 ?

2025 53① SA5 上自ili 3担 D にぶい褐 外 縦 ケ ズ リ 、 li1; : ケ ズ リ 、 内 : ナ デ、 備 考 2024 と 同 -{母体 ?

2026 53① SA4 床而 I�mu 高 杯 C 淡�'Ii.匂 脚外 縦 ミ ガキ 、 脚 内 ケ ズ リ ハ ケ

2027 53① SA4 1立 土 I: r.ilî ? D にぷい賞ill 外 ナ デ 仁 内 : ナ デ ?

2028 53① SA4 床 直 土日iJj � A にぶい禍 外 ケ ズ リ 、 1氏 : 調整不明、 内 横工具ナデ

2029 53① SA9 干立 ゴニ j二r.i� 望E D にぷい松 外 ケ ズ リ 仁 内 ・ H : i調整不明

2030 53① SA9 WI :J二 二lニOiU 書E D 灰 白 外 調整不明、 成 : m オ サ エ 若手孔l ヶ 残、 l刈 ナ デ 9

2031 53① SA l l  磁 土 lニ附 何; B にぷい黄燈 外 検 ケ ズ リ 、 内 : 償 ミ ガキ→黒色

2032 53② SA6 床 IfJÏ 須fι 村、告を C 灰 回 転 ナ デ、 天jl: : mll伝 ケ ズ リ

2033 53② SA6 w.上 �{Iι '.::r D 11< 1"1転 ナ デ→外 : 沈線 1 条 カ キ メ

2034 53② SA6 カ マ ド問辺 イー 附 望E B 灰 白 外 縦ハ ケ 、 内 : 繍 ハ ケ →!胴下工具 ナ デ

2035 53② SA6 J:l<mi 上 r.iIî 刻�民 B H音褐 外 制 慾 不 明 、 内 : Î憤工具 ナ デ

2036 53① SAIO カ マ ド Hijî 7JJ柄、 C にぷい賞極 杯外 ケ ズ リ 、 杯|勾 : 横 ミ ガキ→黒色

2037 53① SAlO カ マ ド こ1:仰 判: C にぷい黄糧 外 ケ ズ リ 、 l勾 : 横 ミ ガキ

2038 53① SA10 I�己記f 土r.ili 翌E D にぷい褐 外 縦ハ ケ 、 内 : 横ハ ケ →工具ナデ

2039 53① SA10 カ マ ド ーlニr.llî き世 C にぷい黄禍 外 縦ハ ケ 、 |村 : 横 ハ ケ→-g，1 ケ ズ リ

2040 53① SAJO カ マ ド 二I : r.îlî 量E B にぷい;Ilf 外 縦ハ ケ 、 内 : 績工 具 ナ デ

204 J 53① SAJO カ マ ド 二上 側 望E D に ぷ い梢 外 縦ハ ケ →縦 ケ ズ 1) 、 r);1 調獲不明

2042 53① SA I O  カ マ ド 土師} 主主 C ilJ1、褐 外 . ミ ガキ . 内 ー 誠監不明

2043 54①SA2 被 lこ �j'{m 何:主主 B j天 回 転 ナ デ、 天 jl: 回 転 ケ ズ リ

2044 54① SA2 務 上 �J{!l� 折、身 C 灰 回転ナデ、 成 : 回 転 ケ ズ リ 貼付荷台

2045 54① SA2 1立土 士山p 一梨 D にぷい褐 外 : 縦 ケ ズ リ 、 l氏 ケ ズ リ 、 内 ハ ケ

2046 54①SA2 耳i土 上r.iIî 宮+ D 按 外 : ケ ズ リ ? :1巴手が痕、 l付 ナ テ・ 1 備 考 2次被熱

2047 日① SA2 被 土 上r.ili � D にぷいlItill 外 縦ハ ケ 、 内 :líYi ハ ケ

2048 54①SA2 被上 在[);l!. 鉢 A 灰 白 回 転 ナ デ、 外 1氏周辺回転 ケ ズ リ 、 1nü考 m十而摩耗
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Nu 出土遺構 府位 種別 器積 遺存 色 調 技法・ 文様・特徴

2049 55① SA1 士郎 柄、 A にぷい賞授 外 ケ ズ リ 、 内 : 横 ミ ガキ→紫色

2050 55① SA1 被 土 j二r.ìIi 高杯 D にぷい黄椴 柄、外 . 横 ミ ガキ 、 杯内 積 ミ ガキ→M\色

2051 55① SA1 土日iP 羽� C に � � 、 褐 外 縦 ケ ズ リ 、 1);) 横工具ナ デ ?

2052 55① SA 1 土師 甑 B にぷい黄櫨
外 ・ 械 ミ ガキ 、 1氏 . ケ ズ 1) 穿干し1 ヶ 、 内 ・ ;fYt ミ ガキ→�1�色 、 制iì考 ・ 55② SA 1取 り 上
げ

2053 55① SA5 カ マ ド周辺 土 師 翌E B にぷい褐 外 縦 ノ 、 ケ 、 内 ‘ ナ デ

2054 55① SA5 カ マ ド周辺 土師 ヨJ噴� B にぷい赤褐 外 : ハ ケ → ケ ズ リ 、 内 械工具ナデ

2055 55① SA5 カ マ ド周辺 二lニr.ili 鉢 B M\褐 外 . ハ ケ → ケ ズ リ 、 内 工 具 ナ デ→ ミ ガキ

2056 56① SA l カ マ ド 土師 3並 C I主2電極 外 ' 縦ハ ケ 、 戸、l 横工具ナ デ

2057 56① SA1 カ マ ド 土師 雪E C t登 外 縦 ケ ズ リ 、 内 横工具ナ デ→m�下 ケ ズ リ ?

2058 56① SA4 床直 須恵 杯蓋 B 灰 回 転 ナ デ、 天井 回 転 ケ ズ リ

2059 56① SA4 1<3 立:r.ilí 甑 C 賞褐 外 ー ケ ズ 1) 、 !氏 穿孔1 ヶ 、 内 横ハ ケ→底周工具ナデ

2060 56① SA4 床 直 土 師 望E D にぷい黄鐙 外 : 縦ハ ケ → 底 周 縦 ケ ズ リ ， J，氏 ケ ズ リ 、 内 横 ハ ケ

2061 56① SA4 J未直 土師 き担 A :m 外 : 縦 ケ ズ リ →ナ デ、 成 ケ ズ リ 、 内 横 工 具 ナ デ

2062 57① SA1 床面 二仁師 杯 A にぷい賞糧 外 . ，調捻不明、 1人l 横 ハ ケ ミ ガキ ?

2063 57① SA l カ マ ド 土 師 柄、 B にぷい黄鐙 外 : 横 ミ ガキ 、 内 横 ハ ケ 横 ミ ガキ→黒色

2064 57① SAI 1< 1  土問1 高杯 C にぷい黄櫨 杯外 検 ミ ガ キ 、 柄、内 被 ミ ガキ→黒色

2065 57① SA1 1<1 士郎 高杯 D にぶい黄緩 脚外 ー 縦 ミ ガキ 三角孔2 ヶ 残、 折、1*) ミ ガキ→禁色、 脚内 ナ デ

2066 57① SA1 1<1  土師 � A にぷい種 外 : 縦ハ ケ 、 底 ナ デ、 戸、l 検 ハ ケ → 工具ナデ

2067 57① SAI 土師 事主 C にぷい極 外 : 縦 ハ ケ → 胴 下 縦 ケ ズ リ . 内 。 調整不明

2068 57① SAI 被土 土 師 き担 D にぷい黄糧 外 縦ハ ケ 、 内 横ハ ケ → ナ デ

2069 57① SA1 KI 二l二 日目l き盟 D にぷい櫨 外 : 縦 ハ ケ 、 内 核 ハ ケ →工具ナ デ

2070 571① SA1 床而 土問j 斐 D にぶい黄掻 外 : 縦 ケ ズ リ 、 内 外 調整不明、 内 淵 整不明

2071 57① SAI 1< 1  土師 3E D にぷい黄櫨 外 : 縦ハ ケ 、 休! 被工兵 ナ デ

2072 57① SA1 1< 1  土 日ili 斐 D に-\;い黄糧 外 ー 縦ハ ケ 把手、 内 検 ハ ケ →月岡 部工具ナ デ

2073 57① SA2 床直 土 師 斐 D 淡賞 外 : i横 ハ ケ →横 ミ ガキ 、 j長 ・ ナ デ、 r);) 械工具ナ デ

2074 57① SA2 カ マ ド周辺 土問1 � A にぷい賞積 外 : 縦ハ ケ 、 底 輪台→ ケ ズ リ → ナ デ、 内 : ハ ケ →械工Jo(.ナ デ

2075 57① SA2 カ マ ド 1 土師 � D にぷい鐙 外 : 縦ハ ケ 固定土付着、 内 調整不明

2076 57① SA2 床直 土 問j 喜姫 D にぷい黄趨 外 : 縦ハ ケ 、 底 輪台→ ケ ズ リ → ナ デ、 内 ハ ケ →横工具ナデ

2077 57① SA2 Z置土 土師 雪E D にぷい黄櫨 外 ; 縦ハ ケ ? 、 j式 木業痕、 1)、l 横工具ナテ・

2078 57①SA2 カ マ ド周辺 土問J 刻""暖， B にぷい賞程 外 : 縦ハ ケ 、 内 ハ ケ →械工具ナデ

2079 60① S A 1  土問j 論J比� B にぷい賞糧 外 : 縦 ハ ケ ーJJ岡 下 ナ デ、 lま 輪台→ ケ ズ リ 、 内 械工具 ナ デ

2080 60① SAl 積土 二I:.ffiU 翌E C 糧 外 : 縦ハ ケ 、 内 械工兵ナ デ

2081 60① SA1 覆 土 土 問j 主E D にぷい賞鐙 外 : 縦 ハ ケ → ナ デ、 内 横工具ナデ、 制Ii 考 ・ 2082 と 問 ー倒 体 ?

2082 60① SA1 覆土 土師 3世 D にぷい賞授 外 : ナデ、 底 輪台→ ケ ズ リ → ナ デ、 内 械工具ナ デ、 制lì考 2081 と 同 一個体 ?

2083 60① S A 1  被 土 土問J 瑚ん C にぷい黄糧 外 : 工具ナデ、 成 輪台 木築様、 体! 被 工具 ナ デ

2084 6 1① SA 1  カ マ ド :tJìIi 事主 B にぷい賞鐙 者十 : ケ ズ 1) → ミ ガキ 、 内 ナ デ

2085 6 1① SA1 カ マ ド 土師 望E D にぷい黄櫨 外 ; 右傾ノ 、 ヶ 、 内 検 工 具 ナ デ

2086 6 1①SA1  カ マ ド 土 師 翌E D に ぷ し 、極 外 . 工具ナデ、 内 . 械工 具ナデ、 備 考 6 1① SA3 ・ ? と 接合

2087 6 1① SA 1  カ マ ド 士郎 3担 A にぷい黄積
外 : 縦ハ ケ 底 周 ケ ズ リ 、 l氏 。 輪台→ ケ ズ リ 、 内 ー 械工 J:.lナデ、 明11考 61① SA3 と 扱
J口h 

2088 6 1① SA 1 カ マ ド 土師l 望主 C H音褐 外 . 縦 ハ ケ 、 底 輪台→ ケ ズ リ 、 内 械工具ナデ

2089 6 1① SA2 カ マ ド 土師 杯 B にぷい黄糧 外 : 調 毅 不 明 、 内 調旋不明

2090 6 1① SA2 カ マ ド周辺 土師 杯 B にぷい黄糧 外 : ミ ガ キ、 1*) ミ ガキ 、 側i考 器面l禁耗

2091 61① SA2 カ マ ド周辺 士郎 宮本 A にぷい賞授 外 : 横 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ 、 備 考 総面摩耗

2092 6 1① SA2 カ マ ド周辺 士 郎 阪 B にぷい賞授 外 : 縦ハ ケ 、 底 ' 若手孔l ヶ 、 内 。 ハ ケ →工具ナデ、 flriì 考 : 6 1① SA3 と 接 合

2093 6 1① SA2 カ マ ド 士郎 翌主 D にぶい筏 外 ー 縦 ハ ケ 、 内 調盤不明

2094 61① SA2 カ マ ド 土 師 事E C にぷい按 外 - 縦ハ ケ 、 底 輪台→ ケ ズ リ ‘ 内 ハ ケ→検工具ナデ

2095 61① SA2 カ マ ド 土 師 望E C にぷい黄櫨 外 : 縦ハ ケ 、 内 械 工具 ナ デ

2096 6 1① SA2 カ マ ド 土問j 現:øG誕 C にぷい黄櫨 外 縦ハ ケ 、 1氏 輪台→ ケ ズ 1) 、 r);) 械 工 具 ナ デ

2097 6 1① SA3 磁土 土師 初; C 理宣 外 . ミ ガ キ、 「人I 調獲不明、 制ìJ 考 総而l摩耗 2098 と 同一 倒体 ?

2098 6 1① SA3 覆土 土師 軒、 C t畳 外 . 調 整 不 明 、 内 調撃不明、 制iJ考 ifi十面l緊耗 2097 と 同一 世間体 ?

2099 6 1① SA3 床直 土町P 杯 B にぷい黄積 外 横 ミ ガキ 、 底 ケ ズ ，) ， 内 。 横 ミ ガキ→黒色

2100 6 1① SA3 床直 土師 杯 B にぷい賞糧 外 . 検 ミ ガキ 、 成 ケ ズ リ 、 戸、l 繍 ミ ガ キ →黒色

2101 6 1① SA3 床 直 土 師 相: B に ぶ い黄 外 : 横 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ → ミ ガキ ? 、 !大I 械 ミ ガキ→黒色

2 102 6 1① SA3 床直 土 師 折、 B にぷい黄糧 外 横 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 横 ミ ガ キ →黒色

2103 6 1① SA3 床直 二I:.ffiU 柄、 B にぷい黄程 外 横 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ → ミ ガキ フ 、 内 検 ミ ガキ→黒色
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Nu 出土遺構 層位 種目り 告書種 遺存 色調 技法 ・ 文 様 ・ 特徴

2 1 04 61① SA3 床直 土師 杯 B 明黄褐 外 ハ ケ →横 ミ ガ キ 、 内 被 ミ ガキ→黒色

2 1 05 6 1① SA3 !正 直 .:1:.0市 鉢 C IY:j 賞褐 外 横 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ→黒色

2 106 6 1① SA3 被 .:I� j二目市 翌E D 鐙 外 縦ハ ケ 、 内 横工兵ナデ

21 07 61① SA3 車i土 土日i� 3E D 糧 外 縦ハ ケ 、 内 積 ハ ケ

2108 6 1① SA3 1置 土 」ニOi� 望主 D 燈 外 ハ ケ →横 ミ ガ キ 、 '*J ナ デ

2 J 09 6 1① SA3 m土 土 師 ('fll C にぷい賞糧 外 ケ ズ リ →ナデ、 底 穿孔I ヶ 、 内 。 ケ ズ リ → ナ デ、 備 考 き わめて粗い作 り

2 1 10 6 1① SA5 lぷ直 土日市 杓; C にぷい黄糧 外 検 ミ ガキ 、 底 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ→銭色

2 1 1 1  6 1① SA5 床直 二仁師 �肱aー・ C にぷい賞樫 外 縦 ケ ズ リ 、 内 ナ デ

2 1 1 2  78① SA l 被 土 土問 材; A にぷい貴慮 外 ケ ズ リ →ナ デ 人 内 剖整不明

2 1 1 3  78① SAl 磁 土 土日間 折、 C 4在 外 横 ミ ガキ 、 内 被 ミ ガキ

21 14 78① SA3 被 土 土 日ili 何: C にぶい褐 外 機ケ ズ リ 償 ミ ガキ 、 内 積 ミ ガキ

2 1 1 5  78① SA3 車l.:J: 土日i� 杯 B にぶい褐 外 調整不明、 内 積 ミ ガキ→黒色、 備 考 破片 に よ り 色 調 が異 な る

2 1 1 6  78① SA3 カ マ ド周辺 土日市 � D に ぷ いJ燈 外 調繋不明、 内 調整不明

2 L 1 7  78① SA3 I置.:1- 土師 3担 D にぶい筏 外 縦ハ ケ→ ナ デ、 内 被工具ナ デ

2118 78① SA3 カ マ ド 土日市 3担 C 燈 外 縦ハ ケ 、 底 : 輪台 → ケ ズ リ → ナ デ、 内 横ハ ケ

2 1 1 9  79① SA4 被 上 二lニOi� 折、 C にぶい燈 外 横 ミ ガキ 、 |均 横 ミ ガキ→黒色

2 1 20 79(i) SA4 .:I:.OifJ 主盟 D にぷい黄極 外 縦ハ ケ 、 内 . 横ハ ケ

2 1 2 1  79① SA4 車i土 ゴニOilí 型E D 鐙 外 縦ハ ケ 、 内 : 横ハ ケ

2 122  79① SA4 土問i 溺Aむ‘ D にぷい黄鐙 外 縦ハ ケ 、 内 : 横工具ナデ

2 1 23 79① SA4 カ マ ド 土日市 � C にぶいJ燈 外 ・ 縦ハ ケ→工具 ナ デ、 内 綴工具 ナ デ

2 1 24 79① SA9 被 j 土師 高 柄、 D にぶい黄燈 折、外 調 整不明、 杯内 検 ミ ガキ→黒色

2 125 79①SA9 車i土 須恵 杯身 D 灰 白 回 転 ナ デ、 底 : 回転 ケ ズ リ

2 1 26 79①SA6 カ マ ド問辺 土師 柄、 C にぶい業種 外 検 ミ ガキ 、 内 積 ミ ガキ→黒色

2127 79① SA6 事i 土 土 師 +ィ、 B にぷい黄櫨 外 調整 不 明 、 内 積 ミ ガキ→黒色

2 1 28 79① SA6 カ マ ド 土 師 柄、 B にぷい�糧 外 調整 不 明、 内 被 ミ ガキ→)'P，色

2129 79① SA6 床 而 土 師 翌E B にぷい黄櫨 外 工具 ナ デ、 底 ー ケ ズ リ 、 内 械 工具 ナ デ

2 130 79① SA6 カ マ ド 土日市 鉢 C にぷい黄経 外 横 ミ ガキ 、 内 積 ミ ガ キ 、 制iJ考 火 に か け て 使 朋 し た痕跡

2 1 3 1  79① SA6 被二仁 土師 楚 C i主賞綴 外 縦ハ ケ 、 内 : 横 ケ ズ リ

2 1 32 79①SA6 I米直 土帥 翌E C にぷい経 外 縦 ケ ズ リ 、 内 検工具ナ デ

21 33 79① SA6 被j二 土問i 3控 D 〉燈 外 ケ ズ リ ナ デ、 底 ケ ズ リ 、 内 ナ デ

2 1 34 79①SA6 カ マ ド 土日市 望4・者，� D 1 1音禍 外 ナ デ、 底 : ケ ズ リ 、 '*J 横工具ナデ

2 135 79① SA6 カ マ ド 土 師 事主 A にぷい�{宣 外 縦ハ ケ 、 j長 : ケ ズ 1) 、 内 縦 ノ 、 ヶ

21 36 79① SA6 床 1m 土日目 甑 B にぶい黄極 外 縦ハ ケ→工具ナデ、 底 穿干し1 ヶ 、 内 横ハ ケ

2137  79① SA6 覆土 須忠 =耳肘目 B j天 回 転 ナ デ、 外 ー 刺 突文 沈線2条， }哀 回転 ケ ズ リ 箆 記 号 ?

2 138 B ① SA2 柱穴 須恵 士:'<:I D 背灰 被 ナ デ、 内 外 自 然利l

2139 B ① SA4 カ マ ド周辺 土 日市 哩主 C 浅黄桜 外 ミ ガキ 、 内 ・ 工具ナデ

2 1 40 B ① SA3 K I  土師 杯 C にぶし、燈 外 ミ ガキ 仁 内 . 繍 ミ ガ キ→黒色

2141  B ① SA3 K l  土日ilí 柄、 C にぶい授 外 横 ミ ガキ 、 内 : ミ ガキ ? →黒 色

2142 B ① SA3 磁土 土日ili 折、 B にぶい樫 外 検 ミ ガキ 、 底 . ケ ズ リ 、 内 検 ミ ガキ→黒色処理!

2 143 B ① SA3 現i土 土日i� 高折、 C にぷい経 脚外 ミ ガキ ? 、 脚内 検 ケ ズ リ

2 144 8 ① SA3 K l  土日iU 3E D 赤 褐 外 調整 不 明 、 l村 . ミ ガキ ?

2 145 B ① SA3 カ マ ド周辺 土師 翌E C に ぷ い 鐙 外 縦ハ ケ 、 内 ー ハ ケ → ナ デ

2146 B ① SA3 被jニ 土師 � D 鐙 外 ケ ズ リ 、 内 ・ 調整不明

2147 B ① SA3 カ マ ド周辺 j二OiU 弱.... 震 D に ぶ い 鐙 外 調整 不 明 、 l瓦 . ケ ズ リ 、 内 調整不明

2148 B ① SA3 カ マ ド周辺 j二師 望E B t霊 外 ナ デ、 底 ナデ、 |人1 : ナ デ

2149 B ① SA3 K I  jニ師 3担 C 経 外 調繋不明、 内 : i'J，H室不 明

2 1 50 B ① SA3 カ マ ド周辺 土自i\i 3盟 B にぶい鐙 外 ナ デ、 底 ケ ズ リ 、 内 ナ ァ 接合痕

2 1 5 1  B ① SA5 カ マ ド周辺 士郎 杯 B 盤 外 椴 ケ ズ リ 、 l勾 ・ 横 ミ ガキ→黒色

2152 B ① SA5 カ マ ド周辺 土師 高何; C 鐙 杯外 調整不明、 杯内 : 横 ミ ガ キ→黒色

2153 B ① SA5 カ マ ド周辺 土問l 鉢 B i主賞糧 外 調整不明、 内 : ミ ガキ→紫色

2154 B ① SA5 カ マ ド周辺 土師 鉢 B 櫨 外 被 ミ ガキ 、 内 ・ 横 ミ ガキ →黒 色

2 1 55 B ① SA5 カ マ ド問辺 土目前 鉢 B l暗赤褐 外 積 ミ ガキ 、 内 被 ミ ガキ→黒色

2156 B ① SA5 カ マ ド問辺 土師 3語 D に ぷ いJ燈 外 : 縦 ハ ケ 、 内 : ナ デ

2157 B ① SA5 カ マ ド周辺 土日ifJ 翌E A にぷい黄極 外 縦ハ ケ 、 底 ー ケ ズ リ 、 内 : 工具 ナ デ

2 1 58 B ① SA5 カ マ ド周辺 土師 き控 C にぷい黄極 外 : 縦 ノ 、 ヶ 、 底 . 輪台 → ケ ズ リ → ナ デ、 内 ー 調整不明

2 1 59 B ① SA5 カ マ ド周辺 土師 � B 赤燈 クト 縦ハ ケ 、 内 . ハ ケ → ナ デ
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Na /11土遺構 層{立 種別 音寺種 遺存 色調 技法・ 文;際 ・ 特徴

2 160 B ① SA5 カ マ ド周辺 土師 � B 
J股 外 : 縦ハ ケ 、 底 木'lW痕、 内 : 横ハ ケ

216 1  B ① SA5 カ マ ド閥辺 こi二mu 重臣 A 鐙 外 - 右 傾ハ ケ 、 底 輪台→ ケ ズ リ → ナデ、 l村 械工具ナデ

2162 B ① SA6 床 直 土師 � D 灰賞褐 外 繍 ミ ガキ 、 内 椴 ハ ケ →械 ミ ガキ

2163 B ① SA6 カ マ ド 土mli 誠Aむ低 D 灰ïli褐 外 ・ 右傾 ミ ガキ 、 /i!< ・ ケ ズ リ 、 内 ナ デ ? ミ ガキ ?

2 1 64 B ① SA6 カ マ ド周辺 土日市 瑚� D 灰賛褐 外 調整 不 明 、 内 調整不明

2165 B ① SA6 カ マ ド周辺 土師 3控 C にぷい燈 外 部tハ ケ 、 ri'/ 械 ハ ケ → ナ デ

2 1 66 B ① SA6 カ マ ド 土師 翌E D にぶいJ燈 外 - 右傾ハ ケ 、 内 調猿不明

2 1 67 B ① SA6 カ マ ド 土師 翌5 D にぶい桜 外 ・ 縦ハ ケ 、 内 被 ハ ケ → ナ デ

2 1 68 B ① SA6 カ マ ド周辺 二|ニ仰 ZE B にぷい赤禍 外 : 調整不明 J氏周 ケ ズ ，) 、 底 凹底、 r);j ミ ガキ

2169 B ① SA6 カ マ ド周辺 こl二fITJí 望E C 4宣 外 縦ハ ケ 、 J氏 木業痕、 戸、I 械工具ナデ

2 1 70 B ① SA7 カ マ ド 土師 相; C 燈 外 ミ ガキ ? 、 内 相i ミ ガキ

2 1 7 1  B ① SA7 カ マ ド 土師 鉢 B 糧 外 積 ミ ガキ 、 内 械 ミ ガキ→銀色

2 1 72 B ① SA7 カ マ ド 土師 翌主 D 雪量 外 調盤不fl)'J 、 I:/;j 調整不明

2 1 73 B ① SA7 覆 土 須恋 直口査 D 灰 検 ナ デ

2 1 74 B ① SA7 夜 土 土師 3控 D 1畳 外 . 調整不明、 内 調整不明

2175  B ① SA7 カ マ ド 土 師 現;bG返 B 桜 外 縦ハ ケ 、 底 ケ ズ リ 、 r);j ハ ケ →被 工 具 ナ デ

2 1 76 B ① SA8 毅土 j二日市 鉢 B 浅黄桜 外 ミ ガキ 人 内 横 ミ ガキ 、 備 考 外務而l挙粍

2177 B ① SA8 桜土 土師 � D H音褐 外 縦ハ ケ 、 内 被 ハ ケ

2 1 78 B ① SA8 カ マ ド 土日íli 翌E D 1苦 タト ー ミ ガキ 、 内 ミ ガキ

2179 B ① SA8 カ マ ド 須恵 � D 青黒 横 ナ デ、 内 ' 自 然端h

2 180 B ① SA9 覆土 土日íli 柄、 D にぷい賞鐙 外 ‘ ミ ガキ 、 内 ミ ガキ

2181  B ① SA 1 1  カ マ ド周辺 土 自ílí 鉢 A 明1官褐 外 : 横 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ→黒色

2182 B ① SA l l  カ マ ド周辺 こ仁H市 台小j 鉢 A 4笠 外 : ミ ガ キ (折、;慌 ・脚柱縦 ・ 裾積) 、 何、内 .w. 色 、 脚 内 検 ケ ズ ，)

2183 B ① SA 1 4  車i土 こ仁 師 翌E C 綬 外 : 調整不明、 内 ナ デ

2184 B ① SA 1 2  覆 土 土師 鉢 D 桜 外 ‘ ケ ズ リ 、 内 被 ミ ガキ→黒色

2185 B ① SA 1 2  事t 土 土師 き盟 C 極 外 . 縦 ケ ズ リ →一 部 ミ ガ キ 、 内 工具 ナ デ

2186 B ① SA13 床直 土日市 杯 A 槍 外 ー 胴下検 ケ ズ リ → ミ ガ キ ? 、 内 機 ミ ガキ →黒 色

2187 B ① SA l 3  被 土 土 師 材; B 4畳 外 ー ケ ズ リ ? → ミ ガキ ? 、 内 横 ミ ガキ→黒色

2 188 B ① SA 1 3  カ マ ド周辺 土師 ま4 A 』 こ ぶ し 、積 外 ケ ズ リ 、 内 検 ミ ガキ→黒色

2189 B ① SA 1 3  カ マ ド周辺 土日íli 室主 D 授 外 : ミ ガキ (口縁縦 ・ !阿 部;fiYO 、 内 繍 ミ ガキ

2 1 90 B ① SA 1 3  車i 土 土師 鉢 D にぶい縫 外 : 縦 ミ ガキ 、 内 検 ミ ガキ→黒色

2191  B ① SA 1 3  床 直 土 日íli 甑 D 明褐灰 外 : 縦 ミ ガキ 、 底 ミ ガキ 穿孔1 ヶ 、 liq 械 ミ プfキ→!H色

2 1 92 B ① SA 1 3  カ マ ド 土川i き世 A :lî 外 : 縦 ケ ズ リ 、 内 検 ハ ケ ? →械工具 ナ デ

2 1 93 B ① SA 1 6  床 直 土 師 料、 A t長f電極 外 ケ ズ 1) → ミ ガ キ 、 内 積 ミ ガキ→黒色

2 1 94 B ① SA 1 6  1'2 土師 本F A i主格 外 : ケ ズ リ → ミ ガキ 、 l夕、l 徽 ミ ガキ→黒色

2 1 95 B ① SA 1 6  床 而 土削i 柄、 A にぶい授 外 : 横 ミ ガ キ 、 内 横 ミ ガキ→黒色

2 1 96 B ① SA 1 6  床 面 土 師 杯 A にぶい経 外 : 横 ケ ズ リ 、 内 級 ミ ガキ→黒色

2 197 B ① SM 6  Ø}i床 二 l二日目i 杯 C 』こぶ し 寸畳 外 : ケ ズ リ → 械 ミ ガ キ 、 底 ケ ズ リ → ミ ガキ 箆 記 号 f x J 、 内 被 ミ ガキ→黒色

2 1 98 B ① SA 1 6  床 直 土問1 柄、 D 様 外 : 調 整 不 明 、 内 調整不IYJ、 備考 生焼け の須恵骨量 ?

2 199 B ① SA 1 6  貼J本 士郎 高杯 C にぶい桜 杯外 検 ミ ガ キ 、 杯内 横 ミ ガキ→然色

2200 B ① SA 1 6  カ マ ド周辺 土師 高何; C にぶい棒 !即外 : 縦 ミ ガ キ 、 脚 内 指 ナ デ

2201 B ① SA 16 被 土 土師i 鉢 B f在 外 : 柿 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ→巣色

2202 B ① SA 16 カ マ ド周辺 土師 鉢 C i長賞綬 外 : ケ ズ リ → ミ ガキ 、 内 ミ ガキ→黒色

2203 B ① SA 1 6  床 而 土師 翌E C m 外 : 縦 ミ ガ キ 、 内 縦 ミ ガキ

2204 B ① SA 1 6  カ マ ド周辺 土問i 翌主 B 燈 外 ; ケ ズ リ →ナ デ、 内 ナ デ

2205 B ① SA 1 6  カ マ ド周辺 土師J 斐 C 浅賀糧 外 : 縦ハ ケ → ミ ガ キ 、 内 ナ デ

2206 B ① SA 1 6  カ マ ド胤辺 土問li J現眺象a A 澄 外 縦ハ ケ 、 底 1輸台 ケ ズ ，) ， 内 ナ デ

2207 B ① SA 1 6  床 而 士 郎 3控 A 明赤褐 外 縦ハ ケ 、 底 輪台 ケ ズ 1) 、 内 ナ デ 接合ji�

2208 B ① SA 1 6  床 面l 土問i 3盟 A J燈 外 : 縦ハ ケ 、 底 輪台 ケ ズ 1) 、 内 被 ハ ケ →横 工 具 ナ デ 接合痕

2209 B ① SA 1 6  カ マ ド周辺 土師 3E A 浅?を椴 外 ・ 縦ハ ケ 、 底 。 輪台、 内 械 工 具 ナ デ 筏合相互

2210 B ① SA 1 6  1'2 土 伺i 苦E C 砂j賞褐 外 縦 ハ ケ →胴下縦 ケ ズ リ 、 内 航 ハ ケ →横工具 ナ デ

22 1 1  B ① SA 1 6  床 而 土 師 雪主 C 櫨 外 ・ 縦 ケ ズ リ 、 内 ・ ナ デ

2212 B ① SA 1 6  床 直 土 師 翌E B 鐙 外 ミ ガキ 把手の痕跡、 内 調整不明

2213 C ① SA2 カ マ ド 士郎 鉢 C 班、褐
外 部1整不明 底j間 指 オ サ エ 悶定土N，，''f Jl市小:J'�荷台、 lま |人l ミ ガキ ? 、 備考 被
需品 . ;{!f而剥離

2214 C ① SA2 1壁土 土師 鉢 D 赤倒 外 ケ ズ リ → ミ ガ キ 、 内 ミ ガキ→煤色
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No 出土遺構 府 f立 種別 告書種 遺存 色調 技法 ・ 文J様 ・ 特徴

2215 C ① SA2 被上 土 師 高柄、 D にぶい貰鐙 十ィ;外 誠監 不 明 、 柄、内 調 整不明 黒 色

221 6 C ① SA2 世i土 土師 五日折、 B にぶい燈 脚外 縦 ミ ガキ 、 柄、内 ミ ガ キ →黒 色 、 脚 内 ナ デ 接合jj't ( 巻 き 上げ)

221 7  C ① SA2 カ マ ド周辺 二 iニr.m 2づ:�千， A にぶい綬 外 右 傾 ハ ケ → ナ デ、 底 ケ ズ リ 、 内 工 具 ナ デ

2218 C ① SA2 カ マ ド周辺 土日i� 翌E D にぷい経 外 : 縦ハ ケ → ナ デ、 内 ケ ズ リ

2219 C ① SA2 カ マ ド 土日ili 豊E A 燈 外 . 縦 ハ ケ 、 底 輪台 ケ ズ リ → ナ デ、 内 椴ハ ケ l阿 仁工J'1ーナデ

2220 C ① SA2 J未直 ニI:Oiß 3草 B 理宣
外 : 縦ハ ケ 閲定土付着、 底 輪 台 ケ ズ リ ー ナ デ、 内 積ノ 、 ケ →ナデ、 世iJ考一 C ①
SA29取 り 上 げの破 片 多 い

2221 C ① SA2 カ マ ド閥辺 こ|ニr.m 3器 A にぶい燈 外 : 縦 ハ ケ 、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 : 械工具ナ デ

2222 C ① SA2 カ マ ド問辺 ご lニ Oili ヨ!i� A 燈 外 ' 縦ハ ケ 、 戸、! 被 ハ ケ ・ ケ ズ 1) →械 工 具 ナ デ

2223 C ① SA2 カ マ ド 土問j 3AMhむH C ;燈 外 縦ハ ケ 、 p;j 被 ハ ケ → ナ デ

222� C ① SA2 被こiニ 土r.jJi 自民 C にぶい綬 外 ケ ズ 1) → ミ ガ キ ? 、 底 穿孔 l ヶ 面取 り 、 内 工 具 ナ デ

2225 C ① SA2 P2 土問l 自民 A にみ;い賞鐙 外 ナデ、 底 若手干し1 ヶ 、 lλj ナ デ→一部 ミ ガキ

2226 C ① S!\2 在i二t 二l二r.ijî 阪 D にぷい黄櫨 外 縦ハ ケ→縦 ミ ガキ 、 J氏 苦手孔] ケ 、 内 : ナ デ→縦 ミ ガキ

2227 C ① SA2 車{土 二l二r.i1i 阪 A J燈 外 ミ ガキ 底 閥穿孔2 ヶ 把手、 底 穿 孔 1 ヶ 、 内 調 盤 不 明 、 備考 古品而iîl掌粍

2228 C ① SA3 床而 二|二r.ijî 柄: A i主黄櫨 外 。 椴 ケ ズ リ 、 F人'j : 樹 ミ ガキ→黒色

2229 C ① SA3 被:1 二 |ー 町li 料、 A 明褐灰 外 横 ケ ズ リ 、 内 機 ミ ガキ

2230 C ① SA3 被土 土師 杯 A にぷい燈 外 l師l 下 検 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 内 横 ミ ガ キ →黒 色

2231 C ① S!\3 床直 土mli 鉢 C に � � 、;燈 外 ミ ガキ ( 胴上 縦 ・ 11岡下椴) 、 内 ナ デ

2232 C ① SA3 床直 土師 翌E D J燈 外 右傾 ケ ズ リ 、 内 械工 具ナ デ

2233 C ① SA3 床f(ii 土mli 翌主 C にぷい燈 外 縦 ケ ズ リ 、 内 被IJ;I< ナ デ

2234 C ① SA3 官i土 須!B � D l暗背!天 償 ナ デ、 外 . 繍波状文 ? 、 内 自 然利l
2235 C ① SA4 桜土 j二日耐 高杯 B 1長賞t t畳 脚外 ケ ズ リ → ミ ガキ ? ナ デ ? 、 杯内 ミ ガキ→黒色、 脚 内 横 ケ ズ ，)

2236 C ① SA4 被 | ー|二日市 鉢 D 浅fl'l穏 外 ケ ズ リ →縦 ミ ガキ 、 内 械 ミ ガキ

2237 C ① SA6 カ マ ド 上師 苦E C にぶい燈
外 縦ハ ケ→胴 下 ナ デ→底周 検 ケ ズ リ 、 底 輪台 ケ ズ リ → ナ デ、 内 ー 横 ハ ケ →11同 下
ナ デ

2238 C ① SA6 カ マ ド 土日市 3程 B 赤鐙 外 縦ハ ケ 、 成 . 輪台 ケ ズ リ 、 内 績工具ナデ 援 合痕

2239 C ① SA6 カ マ ド よ師 望E B 浅JIj:'燈 外 縦 ケ ズ リ 、 内 横 工 具 ナ デ

2240 C ① SA6 干� ::Iニ 土日ili 3世 B i股 外 縦 ハ ケ 、 内 . 械工 具 ナ テ' 接合痕

2241 C ① SA5 カ マ ド l 土日ili 高何、 B 賞鐙 相、外 縦 ミ ガキ 、 柄、内 : tur ミ ガキ→県色

2242 C ① SA5 カ マ ド 1 }市 土師 ;旬何: A 燈 外 ・ ミ ガキ (杯椴 脚縦) 、 折、内 : 横 ミ ガキ→黒色、 脚 内 . 検 ケ ズ リ 裾横ハ ケ 接 合
痕 ( 巻 き 上げ)

2243 C ① SA5 カ マ ド l こlこ師 翌E C 鐙 外 縦ハ ケ 、 l刈 ナ デ

2244 C ① SA5 カ 7 ド 1 閥 土 問 吉出 D 賀J燈 外 縦ハ ケ 、 r);j 横 ・ 縦 ハ ケ

2245 C ① SA5 磁 土 土日ili 3担 B I別賞 縄 外 縦ハ ケ 、 内 被ハ ケ→横工具 ナ デ

2246 C ① SAS カ マ ド 1 周 土日iU 翌E B 2者燈 外 縦ハ ケ 、 がl 誹I猿不明、 1�ü考 ー 器而摩耗

2247 C ① SA5 カ マ ド l 土師 � C 経 外 縦ハ ケ 、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 械 工 J-� ナ デ

2248 C ① SA5 カ マ ド周辺 土日i� 3控 A 燈 外 ナ デ→11問 下 ミ ガキ 固定土付着、 底 木梨痕、 内 械 工 具 ナ デ

2249 C ① SA5 カ マ ド3 土問i � C !列黄禍 外 右傾 ミ ガキ 、 戸、j 積 ミ ガキ 、 備 考 力 マ ト'3燈道 出 土

2250 C ① SA5 l!，!i床 土日市 3盟 D 1竜綬 外 縦 ケ ズ リ 固定土付着、 内 縦工具ナ デ→械工具 ナ デ

2251 C ① SA5 JIIiI.ぷ 土 問li 鉢 D 賞;燈 外 ハ ケ →横 ミ ガキ 、 内 ー 横 ミ ガキ

2252 C ① SA5 l長直 二lニr.m l1R D t主権 外 調整 不 明 、 底 穿孔1 ヶ 、 内 . ナ デ

2253 C ① SA5 1壁 土 む�U&� � D 背灰 被 ナ デ、 外 : 箆描 文

2254 C ① SA7 カ マ ド周辺 土師i 相、 A にぷい黄燈 外 ケ ズ リ → ミ ガキ ? 、 内 ー 調 猿不191

2255 C ① SA7 床直 土 附 柄、 B にぷい燈 外 ケ ズ リ → ミ ガキ ? 、 内 機 ミ ガキ→黒色

2256 C ① SA7 l長直 土師 柄、 C 浅賀;燈 外 被 ミ ガキ 、 内 繊 ミ ガキ→黒色

2257 C ① SA7 床直 二J:. r.iji 3担 C I主1古;燈 外 縦ハ ケ 、 戸、j 械工具ナ デ

2258 C ① SA7 床直 こ仁師 型E A UJj赤 褐 外 縦ハ ケ 、 内 績ハ ケ → ナ デ

2259 C ① S!\7 床直 二lニr.ìli 翌E A 19'1赤 褐 外 ナ デ、 内 ナ デ

2260 C ① SA7 床直 土 問li き世 B 浅l1t糧 外 縦ハ ケ 、 内 械工具ナ デ

2261 C ① SA7 !よ而 二t r .iß 当E B にぶいJ燈 外 縦 ミ ガキ 、 内 積工具 ナ デ

2262 C ① SA8 �1穴 土日市 折、 B にぷい賞授 外 . 横 ケ ズ リ 、 内 . 工具 ナ デ

2263 C ① SA8 !主 I(ij 土師 柄、 B にぶいJ燈 外 ケ ズ リ → ミ ガ キ 、 1;);1 ミ ガキ 、 備考 : ��而摩耗

2264 C ① SA8 K l  土 問 柄、 B にぷい黄健 外 縦ハ ケ →ナデ、 1;);1 被工具ナデ

2265 C ① SA8 カ マ ド周辺 j二師 鉢 A l凋褐灰 外 ケ ズ リ → ナ デ、 内 工具 ナ デ

2266 C ① SA8 床fúi 土問J 甑 A 燈 外 縦ハ ケ →一部ナデ 把手、 底 穿孔1 ケ 、 内 械 ハ ケ →一部ナデ

2267 C ① SA8 車I 土 一I:. r.m 高杯 B 灰 白 脚外 ケ ズ リ 、 杯内 ミ ガキ→煤色、 脚内→横 ケ ズ リ

2268 C ① SA8 床I師 土日ili 望E A 燈 外 縦ハ ケ →一部ナデ、 底 ナ デ、 r);j 績工具 ナ デ
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2269 C ① SA8 床面 土日市 型E A にぷい黄糧 外 縦ハ ケ 、 底 ナ デ、 r);j 横ハ ケ→一部検工J:t-ナデ

2270 C ① SA8 カ マ ド 土師 苦毘 C にぶい糧 外 ・ 縦 ハ ケ →一 部 ナ デ、 件J : 械 ハ ケ→1I岡下 ナ デ 接合披

2271 C ① SA8 床面 土問1I � D 灰賞褐 外 縦ハ ケ 、 内 :tiIt ハ ケ →鍛工具ナテ・

2272 C ① SA8 床面 土Oíli 3世 C にぶいJ僚 外 縦ハ ケ 、 内 械 ハ ケ

2273 C ① SA8 カ マ ド 土日市 ヨE C にぶい燈 外 縦ハ ケ 、 低 ケ ズ リ 、 内 横 ハ ケ

2274 C ① SA8 床直 土問 ヨ睦 D lこぶい黄桓 外 軽量ハ ケ 、 内 横 ハ ケ

2275 C ① SA8 カ マ ド周辺 土日市 ヨ盟 A にぷい赤褐 外 縦ハ ケ 、 底 ナ デ、 内 積 ハ ケ →一昔11工J'!-ナデ

2276 C ① SA8 床而 土日市 喜E B にぶい程 外 縦ハ ケ 悶定土付着、 底 ケ ズ 1) → ナデ、 内 ハ ケ

2277 C ① SA8 床面 土師 3草 B 褐灰 外 縦ハ ケ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 胴 上工*tナデ IJ岡 下被ハケ 日1Iづ く り

2278 C ① SA9 カ マ ド 土師 杯 A にぷい賞鐙 外 ケ ズ リ 、 成 ケ ズ リ 、 内 ハ ケ 、 1J'ù考 斐底部転用 地、 ?

2279 C ① SA9 磁 土 土問l 杯 A 灰黄褐 外 積 ミ ガキ 、 1氏 ケ ズ リ → ナ デ、 内 横 ミ ガ キ →烈 色

2280 C ① SA9 床 m: 土附l 判、 B 糧 外 : �凋 整不rYl 、 底 ケ ズ リ 、 r);j 横 ミ ガキ→熱色

2281 C ① SA9 床 T色 土nm 折、 A 灰 賞 外 ' 横 ミ ガキ 、 !氏 ケ ズ 1) →ナ デ、 I:/;j 横 ミ ガキ→斜色

2282 C ① SA9 積土 土師1 折、 C にぷい燈 外 ミ ガキ 仁 成 ミ ガキ ヘ 内 銀色→ ミ ガ キ

2283 C ① SA9 被土 須恋 杯策 A 灰 白 回 転 ナ デ、 天�:I ケ ズ リ

2284 C ① SA9 床直 土 師 宜日 C にぷいjlH置 外 ミ ガ キ 、 内 ナ デ 接合痕

2285 C ① SA9 床直 土 師 鉢 B H音質褐 外 : 口縁横 ミ ガキ ナ デ、 内 。 横 ミ ガ キ →黒色

2286 C ① SA9 床直 須恋 は そ う D 灰 黄 回 転 ナ デ、 外 沈線2条 締車IJ突文

2287 C ① SA9 カ マ ド周辺 土師 鉢 C にぶい黄糧 外 ミ ガキ 、 内 ミ ガキ 、 備 考 ー 器 面 l輩耗

2288 C ① SA9 カ マ ド 土師 � C にぷい樟 外 ミ ガキ ? 、 内 ナ デ

2289 C ① SA9 覆土 土師 3E D にぶい積 外 縦ハ ケ 、 戸、l 横ハ ケ→横工具ナ デ

2290 C ① SA9 カ マ ド 土R市 � C にぶい褐 外 縦ハ ケ 、 休j 械 ハ ケ →械工具ナデ

2291 C ① SA9 カ マ ド周辺 土師j 3題 B にぷいJ燈 外 縦ハ ケ 、 内 械 工 具 ナ デ 接合痕

2292 C ① SA9 1盟土 土問 3語 D にぶい桜 外 縦ハ ケ 、 μl 繍 ハ ケ→機工具ナデ

2293 C ① SA9 覆 土 土問 � D l暗褐 外 縦 ケ ズ リ 、 j氏 ナデ、 内 縦 ケ ズ リ

2294 C ① SA9 カ マ ド 土問i 甑 D にぷい続 外 ケ ズ リ 、 底 穿孔1 ケ 、 内 : 指 オ サ エ

2295 C ① SA9 床直 須恵 � D 11< :tiItナ デ、 外 箆姉 文

2296 C ① SA I 0  1置 土 土 師 柄、 C 黒禍 外 械 ミ ガキ 、 II;J 機 ミ ガキ→黒色、 備 考 : 新 し い カ マ ド に 1半 う I壁土

2297 C ① SA I 0  カ マ ド 土師 高杯 B 燈 脚外 縦 ミ ガキ 、 停I:/;J ミ ガキ 、 脚 内 : 横 ケ ズ リ

2298 C ① SA l O  覆 土 土 師 � C 糧 外 ケ ズ リ → ナ デ、 II;J 械 工 具 ナ デ

2299 C ① SA I 0  カ マ ド周辺 土師 3語 A 黒 褐 外 ・ ケ ズ リ →縦 ミ ガ キ 、 内 ・ ナ デ→横 ミ ガキ 、 備 考 : 新 し い カ マ ド

2300 C ① SA I 0  カ マ ド周辺 土師 � C H音褐 外 縦 ケ ズ リ 、 r);J ナ デ、 備 考 : 新 し い カ マ ド

230 1 C ① SA I O  磁 土 土 師 3盟 A j般 外 . 縦 ケ ズ リ 、 底 ケ ズ リ →ナデ、 内 : ナデ. 11ii考 : 新 し い カ マ ド に伴 う 磁 土

2302 C ① SA I O  草I土 土附 � B 灰 黄 禍
外 ・ 縦ハ ケ 、 !氏 輪 台 ・ ケ ズ リ →ナデ、 r).J 横工Jl ナ デ、 制iJ 考 古い カ マ ド に w う 。
C l SA 1 4 と 桜合

2303 C ① SA l 1  床 而 土問l 柄、 A にぷい燈 外 ミ ガキ 仁 11g 横 工 具 ナ デ

2304 C ① SA l l  K I  土問 折、 B 燈 外 検 ミ ガキ 、 II;J 横 ミ ガキ

2305 C ① SA l l  1ぷ直 須恵 高 折、 C H音1年j天 十干外 回 転 ナ デ→ 回 転 ケ ズ リ 沈線l 粂 、 杯内 : JijJ転 ナ デ 自 然南h、 脚外 . 透か し ( 形
状不明)

2306 C ① SA l l  K l  須恵 高杯 C l荷背灰 回 転 ナ デ 自 然車h 透 か し 3 ヶ ( 形状不明)

2307 C ① SA 1 I  K l  土師 折、 C 積 外 ' ミ ガキ ? 、 内 械 ミ ガキ→紫色

2308 C ① SA l l  K l  土師 杯 C にぷい黄樟 外 ミ ガキ 仁 内 横 ミ ガキ→黒色

2309 C ① SA l l  Jぷ而 土師 折、 C 被 外 ・ ミ ガキ フ 、 l村 横 ミ ガキ→黒色

2310  C ① SA l l  K l  土niji 相、 C 続 外 検 ミ ガキ 、 l村 横 ミ ガキ→議色

231 1 C ① SAl l 1壁土 土日ilj 高折、 B 赤褐 料、外 調整不明、 杯内 調 整 不 明 黒 色

23 1 2  C ① SA l l  磁 土 土OíU 前杯 C H音赤褐 何:外 . ，羽駿不明、 脚外 : 縦 ミ ガキ 三fIJ 孔3 ヶ . .f干内 ・ ミ ガキ→黒色、 脚内 ー ケ ズ リ

23 1 3  C ① SA l l  K l  土師 商事f、 C にぷい燈 脚 外 縦 ミ ガキ 、 仰 11g : し ぼ り 目

2314  C ① SA l l  J本直 土師 鉢 A にぶい程 外 縦ハ ケ → ナ デ、 1氏 ケ ズ リ →ナ デ 、 r);J 工 Jlナ デ

2315 C ① SA l l  1立土 土師 � D にぷい賞侵 外 縦 ミ ガキ 、 I:/;J ナ デ

231 6  C ① SA L 1  K l  よ師 !il! D にぷい燈 外 : 縦 ハ ケ →IIJo1 下 ナ デ、 内 : 検 ハ ケ →縦上械工具ナデ、 1�ü考 : 221 7 と 同一倒体

23 1 7  C ① SA l l  K l  土OíU 3盟 D 権 外 縦ハ ケ → ナ デ 、 jま 輪 台 ハ ケ 、 内 ハ ケ →縦ケ ズ ') 、 f�ü考 : 22 1 6 と Ilil 一個体

2318 C ① SA l l  床i貰 土師 3世 A 明赤褐 外 縦ハ ケ → 工 具 ナ デ、 内 : 横 ハ ケ →横工-A-ナ デ

23 1 9  C ① SA l 1  床 直 土附 � D にぶい程 外 被 ミ ガキ 、 l勾 口縁繊 ミ ガキ 胴 郁 ナ デ

2320 C ① SA l l  床直 土mü き担 D にぷい賞樟 外 右 傾 ハ ケ →右傾 ミ ガ キ 、 内 : 口縁横 ミ ガキ !胸 部右傾J= 具 ナ デ

2321 C ① SA l 1  K l  土師 � B 浅1It綬 外 縦ハ ケ 、 内 相[ハ ケ →!阿部検工具ナ デ

2322 C ① SA l l  カ マ ド周辺 土川i � B にぷい1官僚 外 ー 縦 ハ ケ 、 戸、1 ・ ハ ケ →工具 ナ デ (胴上縦 ・ )1同 ド杭)

2323 C ① SA l l  K l  土nm 3世 A にぷい黄櫨 外 縦ハ ケ 、 !氏 輪 台 ケ ズ リ 、 |勾 績工具 ナ デ
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2324 C ① SA l l  カ マ ド 土師l 望E D i俊 外 ・ 縦ハ ケ 、 内 ・ 横 ハ ケ → ナ デ

2325 C ① SA l  I カ マ ド 土 r.ìlî � C にぶい糧 外 縦ハ ケ 、 l勾 横 ハ ケ →械工具ナデ

2326 C ① SA 1 J  K 1  土日îU 型E B 主笠 外 ・ 縦ハ ケ 、 内 横 ハ ケ → 工具 ナ デ ( J胴上縦・ JJ同下横)

2327 C ① SA l l  カ マ ド 土 mu 翌E D 積 外 ナ デ、 j氏 輪台 ナ デ、 内 縦 ・ 横 ハ ケ

2328 C ① SA l l  J�ミïrr 土日iU 翌E D にぷい黄櫨 外 縦工 具 ナ デ、 内 ナ デ

2329 C ① SA 1 I  K l  土日iU 車�・ A 桜 外 . 縦工具 ナ デ 、 !長 ケ ズ リ 、 内 . ，右傾工具ナ デ

2330 C ① SA l I  被 士 土 問 甑 C 4登 外 ハ ケ (JJ同縦 ・ 底閥横) →l制 下 ナ デ、 !氏 穿孔1 ヶ 、 内 横 ハ ケ→ ケ ズ リ →ナ デ

2331 C ① SA l l  !ぷ m: ニヒ附! 阪 A 鐙 外 。 縦工具 ナ デ 把手、 底 穿孔1 ヶ 面取 り 、 内 械工具ナデ

2332 C ① SA 1 3  J'1ë ï1日 土師 杯、 C i主賞 外 検 ミ ガキ 、 内 検 ミ ガキ→黒色

2333 C ① SA I 3  カ マ ド2 二仁川 柄、 D にぷい業糧 外 積 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ→黒色

2334 C ① SA 1 3  柱穴 土問J 鉢 D にぷい燈 外 縦ハ ケ → 部 ナ デ、 内 検 ミ ガ キ →黒 色

2335 C ① SA 1 3  柱 穴 土 問lî 高 杯 C にぶい糧 杯外 横 ミ ガキ 、 杯内 機 ミ ガキ→黒色

2336 C ① SA 1 3  被 上 土 師 杯 C にぶい棒 外 ケ ズ リ →胴 上 ミ ガ キ 、 成 ' ケ ズ 1) → ナ デ、 内 横 ミ ガキ→黒色

2337 C ① SA 1 3  被 j: 須!�: 柄、身 D 灰 回 中j日 ナ デ

2338 C ① SA 1 3  被 土 須1官、 杯身 D 11<灰 回転ナデ

2339 C ① SA 1 3  カ マ ド周辺 土問lî 高 杯 A にぷい黄鐙
杯外 : 調整不明、 脚 外 : 縦 ハ ケ →縦 ミ ガ キ 、 杯内 検 ミ ガキ→黒色、 脚内 ナ デ 按
合痕 ( 巻 き 上 げ)

2340 C ① SA 1 3  カ マ ド j二郎 望E C にぶい鐙 外 縦ハ ケ 、 I:I;J 被 工 具 ナ デ

2341 C ① SA I 3  カ マ ド 土問Ii 斐 B H音褐 外 ナ デ、 底 ケ ズ リ 、 !大] 械工具ナ デ

2342 C ① SA 1 3  I壁土 土師 苦E D IYJ赤褐 外 ナ デ 底 周 ケ ズ 1) 、 底 輪台 ケ ズ リ →ナデ、 内 ナ デ

2343 C ① SA 1 3  1壁 土 土 師 翌E D 灰賞禍 外 縦ハ ケ →縦 ミ ガキ 、 内 縦 ・ 左傾 ミ ガキ

2344 C ① SA 1 3  カ マ ド 土師 望色 D にぶい栂 外 。 ハ ケ →ナ デ、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 検ハ ケ

2345 C ① SA 1 3  覆土 士郎 翌E D 灰褐 外 。 縦 ハ ケ 、 Jま ー 輪 台 ケ ズ リ →ナ デ、 内 械 工 具 ナ デ

2346 C ① SA13 カ マ ド jニ附i き盟 A にぷい黄燈 外 縦 ケ ズ リ 、 jま ケ ズ リ 、 内 : 績工 具 ナ デ

2347 C ① SA 1 3  カ マ ド 二|二郎 翌主 A にぷい黄褐 外 縦 ケ ズ リ 、 底 ケ ズ リ 、 戸、J : j黄工具 ナ デ

2348 C ① SA I 2  1壁 土 土 師 謝，ug C にぷい燈 外 縦ハ ケ→ ナ デ、 内 調整不明

2349 C ① SA 1 4  義{ 土 弥生 脚 古11 D にぷい賞糧
l即 外 : 凹線文 赤彩 ミ ガ キ 、 脚内 : ハ ケ → ナ デ、 備 考 ・ 北陸系 1 1 17 ・ 1 796 と 同 一伯1
体 ?

2350 C ① SA 1 5  被 土 二lニ自lî 判: C i浅賀J燈 外 語Ml在不明、 r);J 横 ミ ガキ→黒色

2351 C ① SA 1 5  j正直 二|ニr.ilî 鉢 A i長賞燈 外 械 ミ ガキ 、 内 械 ミ ガキ→製色

2352 C ① SA 1 5  カ マ ド 二七日ilî 台{寸鉢 B l凋'ui:褐
外 調整 不 明 、 底 ケ ズ リ 台音IIßlí り 付け 、 内 工具 ナ デ、 備 考 : 2次被熱、 旧 カ マ
ドl協

2353 C ① SA I 5  Jil<ii百 土 師 主控 D 綴 外 縦ハ ケ 、 内 ナ デ

2354 C ① SA 1 5  J*泊: 土問i 苦E B 積 外 . 縦ハ ケ 、 内 検 工 具 ナ デ

2355 C ① SA 1 6  車i 土 土問i キ干 A 明褐灰 外 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 内 ミ ガキ

2356 C ① SA l 6  車{ 土 二七日市 相; C にぷい黄櫨 外 ケ ズ リ 、 内 横 ミ ガキ→黒色

2357 C ① SA 1 6  被 土 土問i +ィ; B 1!fJ褐灰 外 ケ ズ リ →胴上 ミ ガキ 仁 底 ー ケ ズ リ →ナデ、 内 ミ ガキ →黒 色 ( 不良)

2358 C ① SA I6 床 直 こ iニ r.ilî 判; B I!fJ褐灰 外 ケ ズ リ → ミ ガキ 仁 内 ミ ガキ→黒色

2359 C ① SA 1 6  床 面 多n忍 折、身 A J天 回 転 ナ デ、 底 ' 回 転 ケ ズ リ →ナ デ

2360 C ① SA 1 6  J;jミ [直 ゴニr.ilî 高 杯 C i圭賞燈
脚外 ・ 縦 ミ ガキ 、 杯内 ミ ガキ→黒色‘ 脚内 ケ ズ 1) →ナ デ、 備 考 新 し い カ マ ド に
伴 う 翠I土

2361 C ① SAJ6  被 土 土 師 高折、 C 浅業種 外 . ミ ガキ (杯 ? . J即縦) 、 杯内 検 ミ ガキ→黒色、 脚 内 ケ ズ リ →!氏悶 ミ ガキ

2362 C ① SA 1 6  床 直 土師 高 杯 A にぶい緩 杯外 : ケ ズ リ →横 ミ ガキ 、 脚外 : ケ ズ リ →縦 ミ ガ キ 、 杯 内 : 横 ミ ガキ→黒色、 脚内 .
ケ ズ リ →ナ デ

2363 C ① SA I 6  被 土 土 師 鉢 A |暗灰'ui: 外 ケ ズ ，) →右傾 ミ ガ キ 、 内 : 横 ミ ガキ→黒色

2364 C ① SA 1 6  磁土 土師 鉢 A 赤 禍 外 縦 ミ ガキ 、 内 被 ミ ガキ→黒色、 備 考 2次被熱

2365 C ① SA 1 6  床 直 士郎 鉢 A 燈 外 ケ ズ 1) →械 ミ ガ キ 、 内 横 ミ ガキ

2366 C ① SAI6  床 直 須恋 Eを B !天 外 i:t線文3条→ た た き 工具 に よ る 刺突文3段、 底 箆起こ し 貼付高台痕

2367 C ① SA 1 6  カ マ ド 土問l 支脚 A にぷい賞.t1!
外 縦ケ ズ リ →ナデ、 内 械工具ナデ、 天井 木業痕、 仰i考 新 し い カ マ ド に伴 う 額
土

2368 C ① SA 1 6  l年而 土問j 支脚 B !天賛褐 外 縦 ケ ズ リ → ナ デ、 内 : 指押 さ え 、 天 井 木業痕、 備考 古い カ マ ド に伴 う か

2369 C ① SA l 6  床商1 土問j 2てu江 A にぷい賞控 外 縦 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 口縁横 ミ ガキ 胴 工 具 ナ デ

2370 C ① SA J 6  床 直 土 帥 現A抵4 B 1町鐙 外 縦 ケ ズ リ 、 内 横工具 ナ デ

2371 C ① SA I 6  磁土 二 !こr.ilî 四五 D にぷい黄褐 外 ナ デ、 底 穿孔12 ヶ 残、 内 ' ナ デ

2372 C ① SA 1 7  強こL 土師 柄、 D H音灰賞 外 ケ ズ リ → ナ デ、 内 : ナ デ

2373 C ① SA 1 7  雅i 土 土師 杯 B 灰�I 'f. 絢 外 ケ ズ リ → ミ ガキ フ 、 内 . 横 ミ ガ キ

2374 C ① SA 1 7  車{ 土 土 師 折、 B i吏賛J燈 外 ハ ケ ケ ズ リ → ミ ガキ ヘ l人j 械 ミ ガキ→黒色

2375 C ① SA 1 7  床 面 土問i 杯 B j天賞 外 ケ ズ リ → ミ ガキ ? 、 内 縦 ミ ガキ→黒色
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2376 C ① 5A 1 7  被 土 土日i� 高杯 C 糧 脚外 . 縦 ・ 横 ミ ガキ、 脚 内 : 指ナ デ→ ケ ズ リ ナ デ

2377 C ① 5A 1 7  床 面 土師 鉢 B にぷい極 外 . 右傾 ハ ケ → ナ デ、 I*J ・ ナ デ

2378 C ① 5A 1 7  床 直 土 師 き盟 C I!i-J 赤 褐 外 - 縦ハ ケ 、 内 お何i ハ ケ →一 部右側工 具 ナ デ、 備 考 内 外 而 ハ ケ JJl(体が異 な る

2379 C ① 5A 1 7  床 而 土Oili � D にぷい燈 外 縦ハ ケ→ ナ デ、 内 検 ハ ケ →縦 工 具 ナ デ

2380 C ① 5A 1 7  床 而 土師 � B に ぶ い 燈 外 : 縦ハ ケ 、 rJ<J : 横ハ ケ →縦工 共 ナ デ

2381 C ① 5A18  覆 土 上師 杯 B 褐灰 外 : ケ ズ 1) → ミ ガ キ ? 、 内 縦 ミ ガキ→黒色

2382 C ① 5A18  磁 土 土師l 高杯 B 黄桜 杯外 調整不IljJ、 杯 内 被 ミ ガキ→黒色

2383 C ① 5A 1 8  事i土 土師 潟村、 C にぶい櫨 脚外 ミ ガキ (1即柱縦 ・ 裾横) 、 脚 内 ナ デ→椴 ミ ガ キ

2384 C ① 5A 1 8  被 土 土師 7JE柄、 B 燈
柄、外 . ケ ズ リ → ミ ガキ ? 、 脚外 縦 ミ ガキ 、 杯内 縦 ミ ガキ→期、色、 脚 内 械 ケ ズ リ
接合痕 ( 巻 き 上 げ)

2385 C ① 5A 1 8  務 土 土師 高杯 B 淡鐙 脚外 縦 ミ ガ キ 、 脚 内 検 ケ ズ リ

2386 C ① 5A 1 8  1量 土 土問H 鉢 B にぷい賞鐙 外 : ケ ズ 1) →横 ミ ガキ ? 、 内 横 ミ ガキ→黒色

2387 C ① 5A 1 8  思i二七 土日市 鉢 日 糧 外 : ケ ズ 1) → ミ ガ キ 人 J;);J : 横 ミ ガキ→黒色、 制iJ考 : 外市被熱

2388 C ① 5M 8  被 土 土 師 翌E B 鐙 外 : 調 整 不 明 、 内 被 工具 ナ デ、 備 考 外出品而i輩粍

2389 C ① 5A 1 8  車i 土 土日iU 鉢 C i長賞極 外 : ケ ズ リ →械 ミ ガキ ? 、 内 械 ミ ガキ→黒色

2390 C ① 5A 1 8  j年直 土 師 き世 A にぷい賞積 外 : 縦 ケ ズ リ 、 内 ・ 横工-J:!.ナデ

239 1 C ① 5A 1 8  援 土 土師 阪 B にぷい経 外 : ケ ズ 1) →縦 ミ ガ キ 、 底 ・ 穿孔 1 ヶ 、 r);J ミ ガキ ( 1胴 上 縦 ・ IJ同 F機)

2392 C ① 5A 1 8  覆土 土 師 阪 D にぷい黄積 外 : 調整不明、 底 穿孔4 ヶ 残、 l勾 調整不明

2393 C ① 5A 1 9  磁 土 土 師 柄L A J怪 外 : 胴 下 ケ ズ リ → 械 ミ ガ キ 、 1;);) 績 ミ ガキ

2394 C ① 5A 1 9  カ マ ド ゴ二日市 杯 B にぶい賞褐 外 : ケ ズ リ →械 ミ ガ キ 、 内 横 ミ ガキ

2395 C ① 5A 1 9  カ マ ド 土日市 柄、 A にぶい樫 外 . ケ ズ リ ? →横 ミ ガ キ 赤彩 ? 、 内 積 ミ ガキ

2396 C ① 5A 1 9  I末直 土日市 鉢 D 明褐 外 : 調業不明、 内 測強不明

2397 C ① 5A 1 9  カ マ ド 二七R市 翌E A にぶい燈 外 縦ハ ケ→ ナ デ 固定土付 着 、 l有 機工J!- ナ デ

2398 C ① 5A 1 9  磁 土 土 師 現J丸� C 雪量 外 縦ハ ケ 、 内 調整不明

2399 C ① 5A 1 9  毅土 土 師 議� C 4萱 外 . 縦ハ ケ 、 内 棋工具 ナ デ

2400 C ① 5A 1 9  カ マ ド 土 師 3担 C 4畳 外 ‘ 縦ハ ケ 、 休l 右傾工具ナ デ

2401 C ① 5A 1 9  カ マ ド周辺 ニ ヒ師 � B にぶい極 外 ・ 縦 ハ ケ 、 底 : ケ ズ ，) → ナ デ、 lλ1 : 績工具ナ デ、 備 考 外'得TfIïl悲粍

2402 C ① 5A ] 9  カ マ ド周辺 土日iU 翌E B 燈 外 . 縦ハ ケ |自定土付着、 内 右側工 具 ナ デ

2403 C ① 5A l 9  事i土 須![} 高杯 D j末 l回 転 ナ デ、 外 波状文

2404 C ① 5A 1 9  麓土 須悲 高杯 D H音灰 回 転 ナ デ

2405 C ① 5A21 床直 土日市 杯 A にぷい黄経 外 : ケ ズ リ → ミ ガ キ 令 、 内 横 ミ ガキ→黒色、 f>>1ì考 2次被熱

2406 C ① 5A21 カ マ ド周辺 土日iU 杯 A 浅1fi 外 ケ ズ リ → ミ ガキ 令 、 内 検 ミ ガキ→黒色

2407 C ① 5A21 カ マ ド 土日市 高杯 D l夫議 杯外 積 ミ ガ キ 、 杯内 横 ミ プfキ →黒 色

2408 C ① 5A21 カ マ ド周辺 土師 鉢 A i長Wl 外 : ケ ズ リ →ナ デ→IJ同 干 績 ミ ガキ、 1*) 械 ミ ガキ

2409 C ① 5A21 カ マ ド周辺 二七日市 鉢 A 浅ÏJ1l 外 : ナ デ→IJ岡 下 ケ ズ リ 、 底 ケ ズ リ 、 内 工 具 ナ デ

24 10 C ① 5A21 カ マ ド周辺 土日iU 鉢 A i圭賞 外 ナ デ→)J同 F ケ ズ リ 、 成 ケ ズ リ 、 内 ハ ケ →械 工J毛 ナ デ

24 1 1  C ① 5A21 カ マ ド周辺 土師 主主 A I主1官 外 : ケ ズ リ → ナ デ→一部横 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 |式1 : ，.LJl.cナデ

24 12  C ① 5A21 カ 7 ド 土師 3担 C IYJ賀補 外 縦ハ ケ 、 I*J 被工具 ナ デ

24 1 3  C ① 5A21 カ マ ド 土日iU 翌E A にぷい褐 外 部tハ ケ 、 底 ケ ズ 1) 、 内 機工J!..ナ デ

24 1 4  C ① 5A21 カ マ ド 土師 3臣 A にぶい繋鐙 外 縦ハ ケ 、 Jま ケ ズ リ → ナ デ. 内 相i工具ナ デ

241 5  C ① 5A21 カ マ ド周辺 二iニmu � A 事主 外 . 縦ハ ケ 、 J式 輪台 ケ ズ 1) 、 内 械ハ ケ

24 1 6  C ① 5A21 カ マ ド周辺 土日市 き世 C に ぷい賞指 外 縦ハ ケ 、 底 輪台 ケ ズ リ → ナ デ、 内 . 械 工J.! ナ デ

24 1 7  C ① 5A21 床而 土日市 甑 A 1主主竜 外 . 司，�!I\!不明、 底 穿孔 1 ヶ 、 I!;) 横 ミ ガキ→銀色 ( 不良)

24 1 8  C ① 5A21 J*直 土日市 甑 A i圭J� 外 : 縦ハ ケ →11同 下 ナ デ !氏周苦手干し2 ヶ 把手、 成 : �干し1 ヶ 、 1)') : tili ハ ケ

24 1 9  C ① 5A21 カ マ ド周辺 多l恋 翌E D l主1古 繍 ナ ァ 、 外 ハ ケ 工具刺突文

2420 C ① 5A20 磁土 土師 柄; B m褐 外 ケ ズ 1) → ミ ガキ ? 、 底 ・ 箆記号r x J 、 内 ' 縦 ミ ガキ→黒色

242 1  C ① 5A20 床 而 土 師 杯 A 灰 白 外 : 調整不明、 内 ミ ガキ→黒色、 備 考 外務而lÎt耗

2422 C ① 5A20 務土 二t両日 鉢 C にぶい授 外 : ケ ズ リ 、 底 ケ ズ リ → ナ デ、 内 調 整不Ilj:J 黒色

2423 C ① 5A20 磁土 二u耐 鉢 B にぶい穏 外 ケ ズ リ →械 ミ ガキ 、 内 機 ・ 縦 ミ ガキ→諜色

2424 C ① 5A20 日市床 須恵 杯蓋 C H昔育灰 回 転 ナ デ、 天 �I: : ITII 転 ケ ズ リ

2425 C ① 5A20 事i土 土日iU 高干干 C i主1ft極 脚外 縦 ミ ガ キ 、 柄、戸、j ミ ガキ→黒色、 脚 lig : tlli ケ ズ リ

2426 C ① 5A20 床 而 土日iU 前折、 C に ぶ い 燈 脚外 縦 ・ 繍 ミ ガ キ 、 脚 内 ケ ズ リ → ナ デ

2427 C ① 5A20 wi床 土師 鉢 D 灰10:褐 外 : 調整不明、 内 ナ デ、 端 部 折 り 返 し 後ユ ピ オ サ エ

2428 C ① 5A20 カ マ ド周辺 土 日ilî ヨ臣 C に ぷ い 糧 外 縦工 具 ナ デ、 内 械 工 .jJ_ ナ デ

2429 C ① 5A20 J!占床 こ仁師 翌E D にぷい控 外 ナ デ、 内 械 工 Jt ナ デ

2430 C ① 5A20 磁土 土 師 宝主 D にぷぃ1Iìt置 外 . 縦ハ ケ 、 内 ナ デ
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243 1  C ① SA22 車i土 上m� 杯 B に ぶ U 、 燈 外 ケ ズ リ 、 内 検 ミ ガキ

2432 C ① SA22 床而 lニmu 鉢 C にぷい槍 外 ケ ズ リ →繊 ミ ガ キ 、 !ま : ケ ズ リ 、 I;/;I ミ ガキ→黒色

2433 C ① SA22 lïLJ二 l二日ili 鉢 D にぷい燈 外 Jl岡 下 ケ ズ リ →桃 ミ ガキ 、 l人) : 横 ミ ガキ→黒色

2434 C ① SA22 思i二lニ 土問li 鉢 C に s " 、 極 外 縦 ミ ガキ 、 内 ・ 械 ミ ガキ→黒色 ( 不 良)

2435 C ① SA22 lよl釘 1:. Oili 鉢 A i圭黄櫨 外 右側 ケ ズ リ 、 内 . 械 ミ ガキ→黒色

2436 C ① SA22 現i二 仁 上自i� 3担 C にぷい燈 外 縦ハ ケ 回定土付着、 内 : 械工fI， ナ デ

2437 C (í) SA23 桜こ1:. I:OIU 料、 D 様 外 被 ミ ガキ 、 内 : ミ ガキ

2438 C ① SA24 lVi)-l< I:.mu 杯 B にぷい燈 外 JJ岡 下 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 内 被 ミ ガキ→黒色

2439 C ① SA24 lVi床 二1:0国 杯 B にぷい鐙 外 検 ミ ガキ 、 l勾 . ミ ガキ→黒色

2440 C ① SA24 波 J-. J :r.iji 高宇F B にぷい鐙 柄、外 . i弘n在不l州、 杯内 : ì講推不明 黒 色 、 備 考 器而L桂耗

244 L C ① SA24 カ マ ド 土日i� 諭J民� D 櫨 外 縦ハ ケ 、 成 輪台 ナ デ、 内 ナ デ

2442 C ① SA24 カ マ ド j ニmli 当E D にぷい糧 外 縦ハ ケ 、 li-J 械ハ ケ→!胴工具ナデ

2443 C ① SA24 被こ l二 上日i� 望E C にぶい燈 外 縦ハ ケ 、 1)司 被工具 ナ デ

2444 C ① SA24 カ マ ド ーJ :r.ili 型E B 能j灰 外 縦 ハ ケ 、 底 木繁痕 9 、 内 ハ ケ →械工 J'l ナ デ

2445 C ① SA25 カ マ ド周辺 ニ iニmu 相; C に ぷ し 、後 外 調]\�不明、 内 縦 . j黄 ミ ガキ→黒色

2446 C ① SA25 カ マ ド周辺 I�mli 杯 A 明 褐 灰 外 横 ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ →ナ デ、 I;!;J 横 ミ ガキ→黒色

2447 C ① SA25 カ マ ド �JüKi 柄、在 A l暗育灰 回転ナデ、 Ii..� 静止箆起 こ し →回転 ケ ズ リ

2448 C ① SA25 i年直 土自ili :論島'民t C 極 外 : fl珂駿不 明 、 内 調E寝不明

2449 C ① SA25 カ マ ド問辺 I二mli 鉢 A にぶい燈 外 ケ ズ リ → ナ デ、 j長 ケ ズ 1) → ナデ、 内 ケ ズ リ →ナ デ

2450 C ① SA25 !ぷ ïìii 土師 鉢 A にぷい燈 外 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 j氏 : ケ ズ リ → ミ ガ キ 、 I;/;) 横 ミ ガキ

2451 C ① SA25 カ マ ド 土日ili 鉢 B 雪量 外 調線不明、 r);) 調整不明 黒 色

2452 C ① SA25 カ 7 ド _ 1: 011i IE杯 C 明裕!天 脚外 . 縦 ミ ガキ 、 杯内 : ミ ガキ→禁色、 脚 内 : 横 ケ ズ リ

2453 C ① SA25 床面l 土 mli 3世 A l男 褐!天 外 ハ ケ → ミ プf キ ( 口縁横 JJ同音1I右傾) 、 底 ケ ズ リ →ナ デ→ ミ ガキ 、 内 : 横 ハ ケ→JJ同
上 横 ミ ガキ JJI� 下 ナ デ 、 備考 被熱痕 な し

2454 C ① SA25 カ マ ド 二 I: Olli 苦E A 櫨 外 制 緩不明 煤付着、 成 : ケ ズ リ 、 内 被 工 共 ナ デ

2455 C ① SA25 カ マ ド 上 側 望E A l列褐灰 外 縦 ハ ケ→JI同 下粘土塗→ ミ ガキ 聞定土付 着、 1:)，) ・ 右傾ハ ケ 、 底 ナデ

2456 C ① SA25 カ マ ド周辺 土日i� 翌E A 程 外 縦 ハ ケ l劃定 l二付着、 J氏 : 輪台 ケ ズ リ →ナ デ、 内 : 械工 具 ナ デ

2457 C ① SA26 車i 土 土日ili 柄、 C 浅1Ii鐙 外 翻盤不明、 内 ' 横 ミ ガキ→黒色

2458 C ① SA27 磁土 i二日iU 事E C H昔}天 外 ・ ヶ ズ リ →ナ デ、 内 : 横 工具ナデ

2459 C ① SA28 床直 一Lr.IU 何: B !天裁 外 ケ ズ リ →椴 ミ ガ キ 、 内 : 検 ミ ガキ→黒色

2460 C ① SA28 磁 土 j::師 何; C 褐 灰 外 ミ ガキ ? 、 j氏 ケ ズ リ → ミ ガキ ? 、 内 ミ ガキ→黒色

2461 C ① SA28 磁 土 弥生 現ん‘ D にぷい黄鐙 外 . ハ ケ (頭部縦 . J阿部右傾) 、 内 : 横 ノ 、 ケ → ミ ガキ

2462 C ① SA28 カ マ ド J�mli � A 赤鰯 外 縦ハ ケ →JJ岡 下 ナ デ、 内 : 検ハ ケ

2463 C ① SA28 彼 1: ー 1 :附 � D 灰 黄 禍 外 縦ハ ケ 、 I;/;) 被 工 具 ナ デ

2464 C ① SA28 カ マ ド 二 i二 日ili ヨE C 縄灰 外 縦ハ ケ 、 !氏 輪台 ケ ズ リ →ナ デ、 1:1;) 械工具ナデ

2465 C ① SA29 税こ仁 Ui� 鉢 B に ぷい賞鐙 外 l'Uì ミ ガキ 、 底 ケ ズ リ 、 内 : 横 ミ ガキ

2466 C ① SA29 被 士 1:0市 鉢 C にぶい燈 外 ミ ガキ 仁 いI ミ ガキ ? 、 備考 : 火 に か け て {虫剤 し た痕跡

2467 C ① SA29 被 上 土日ili 曹E D に ぷい前歯 外 縦ハ ケ 、 I;/;) 犠工具ナデ

2468 C ① SA29 被 上 二仁帥 鉢 B にぷい黄盤 外 ケ ズ リ 、 I;/;) 工具ナデ

2469 C ① SA29 税-1 : lニmli 3控 A に ぷ し 、鐙 外 ミ ガキ 、 I;/;) 検 ミ ガキ

2470 55① SBl 被 t 二I :mu 鉢 D 浅貫一松 外 縦 ハ ケ → ミ ガキ ? 、 内 : 口縁ハ ケ Jl同工具ナデ

2'171 56① SK5 被 t 土日ili 阪 D にぶい燈 外 ケ ズ リ 、 l氏 ケ ズ リ 穿干U ヶ 、 内 検 工 具 ナ デ

2472 56① SK5 3J'l恋 は そ う C 灰 回 転 ナ デ、 外 l叫転 ケ ズ リ 9 自 然有Ii、 備 考 56② SA21f\( り 上げ

2473 C ① SI<76 被 |二 三 I-.mli 主哲 D 燈 横 ナ デ

2474 C ① SK76 税 _I:: J:mu 刻'‘頃d C � 外 イヨ何i ケ ズ 1) 、 r);) 被工具ナデ

2475 C ① SK76 後二t 1::0i1i ('f!i B 燈 外 右何i ハ ケ → ミ ガ キ (口縁横 ・ JJ阿部縦 ・ 底広j械) 把手、 r);) ミ ガ キ ( 口 縁 右 傾 ・ Jl阿部
縦)

2476 C ① SK76 被 土 在UJ!.、 告E D 灰 横ナデ、 外 . 締波状文 沈線2条

2477 23① SDl 磁土 土自!日 � D にぷい黄!l1 回転ナデ ?

2478 23① SOI 額上 ー|二Oili 3盟 D にぷい黄般 回i転 ナ デ ? 、 外 工具ナデ

2479 23① S02 磁 土 �Jì1J!. 判、身 D にぶい極 回転ナデ、 1)，'(; 回 転 ケ ズ リ u占付高台、 備 考 焼成不良

2480 23①S02 m 土 �Jif.r: �:附K D 灰 白 回転ナデ、 底 問転箆起こ し 、 備考 : 焼成やや不良

2481 23① SD2 被 士 上自ili 3世 D にぷい賞ll! 外 ミ ガ キ 、 rJ;) ナ デ

2482 23① S02 fî! 土 在U.!!. 長野i査 C 灰 回 転 ナ デ 、 接合痕

2483 23① S02 事t土 1iU�\ ):I� D 灰 回転ナデ、 外 : 肩都i;t線3粂 (螺旋 ? ) 、 内 : カ キ メ

2484 23① S02 桜 土 �jU!!' � D 灰 回転ナデ、 外 . 平行 タ タ キ

2485 34Q) SDl 被J: 土附 杯 A にぶい褐 外 ケ ズ リ →一部 ミ ガキ、 内 横 ミ ガキ
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2486 34① SD1 1宣土 士郎 柄、 C にぷい賞授 外 調整 不 明 、 内 ー ミ ガキ→諜色

2487 34① SD1 覆土 須恵 杯身 C l天 回転ナデ、 底 回転 ケ ズ リ i出i.J 高台、 外 自 然利l

2488 34① SD1 I盟土 須7古 杯身 C にぷい賞程 回転ナデ、 J氏 ー 回転 ケ ズ リ jl/í付高台、 1�出 考 >�完成不良

2489 34① SD1 1置 土 須恵 杯身 C 灰 回転ナデ、 底 . 回 転 ケ ズ リ 貼付高台

2490 34① SDl 草l土 須恵 杯叢 A 灰 悶転ナデ、 外 調整不明 自 然治h 、 内 箆記 号r x J

2491 34① SDl 覆土 土日市 7占材、 B にぷい賞鐙 杯外 ナ デ、 脚外 . ナ デ 人 柄、内 ナ デ、 脚 内 工具ナデ

2492 34① SD1  I盟土 土師 鉢 D に ぷ い 樫 外 調 整不明、 内 ミ ガキ →黒色

2493 34① SDl 覆土 土師 � D にぷぃiIì極 外 右傾 ハ ケ 、 内 ・ 横工具ナデ

2494 34① SD1 磁 土 土 師 楚 D に ぶ い 樫 横 ナ デ

2495 34① SDl 磁土 土 師 斐 D 灰賞褐 外 左傾 ハ ケ 、 内 調捻不Iyj

2496 34① SDl 磁土 弥生 3世 D l暗灰賞 内 口 縁横 ハ ケ 胴 部 ケ ズ リ 、 備 考 : 北|盗系

2497 34① SDl 磁土 土 日市 吉本 A に ぶ い 褐 外 ナ デ、 内 . 口縁 横 ハ ケ 胴工具ナデ

2498 34① SDl 事i 土 土 日市 小型丸底琵 B にぷい賞極 外 ハ ケ→ー音11ナデ、 内 ナ デ 接合痕

2'199 34① SD2 覆 土 須7色、 杯 身 C にぷい綬 回転ナデ、 j氏 ・ ケ ズ リ 、 備 考 焼成不良

2500 34① SD2 毅土 須恵 杯身 C 灰w 回 転 ナ デ、 底 回転 ケ ズ リ

2501 34① SD2 I壁土 須恵 杯身 C 燈 回転ナデ、 備考 . ，焼成不良、 外務而摩耗

2502 34① SD2 w_土 須恵 十イ;身 C 賞灰 回転ナデ、 成 回 転 ケ ズ リ U/í付高台

2503 34① SD2 磁 土 須恵 =宜釘E D J't灰 回転ナデ、 外 . 自 然利1

2504 34① SD2 覆土 須恵 2て::1 D 賞灰 回転ナデ、 外 . 底周回転 ケ ズ リ 、 底 ナ デ JlIí付高台、 内 : 自 然荊Ii

2505 34① SD2 覆 土 須恵 折、身 D 1世灰 回 転 ナ デ、 j氏 回 転 ケ ズ リ )1占付高台

2506 34① SD2 車i 土 土問 ? D にぷい黄極 外 ケ ズ リ ? 把手痕 ? 、 内 ハ ケ ?

2507 34① SD2 覆土 須恵 楚 A 燈
外 口縁横ナデ 胴音11平行 タ タ キ 府部焼成 後穿孔、 底 焼成後!.".fL ? 、 I人] : 1司心!可
当 て具痕→ ナ デ

2508 49① SD1 被土 土師 型E D 赤褐 外 調設不明、 内 : ナ デ

2509 491① SD1 車i土 土問i 溺:;J>t‘4 D にぷい黄褐 外 調 整不明、 内 ー 績工具ナデ

25 10  49① SDl 被土 土師 � D にぷい黄燈 外 縦ハ ケ 、 JiC ナデ、 件I ナ デ

25日 49① SDl 覆土 須恵 は そ う D 灰 回転ナデ、 外 l府下回転 ケ ズ リ

2512 491① SDl 磁土 土附 高 柄、 C にぷい賞糧 脚外 調主主不明、 杯内 ミ ガキ→黒色、 脚 内 ケ ズ リ 接合痕

25 1 3  49① SDl 被土 土町lî 高杯 C にぷい黄櫨 脚 外 工具ナデ、 杯r);j : ミ ガキ→黒色、 脚 内 : 横 ケ ズ リ し ぼ り 1 3

25 1 4  49① SDl 覆 土 土 師 高 杯 C にぷい賞授 脚外 縦 ミ ガキ 、 杯内 ミ ガキ→黒色、 脚 内 械 ケ ズ リ 篠合痕 ( 巻 き 上げ)

25 1 5  491① SD1 夜 土 土師 高 杯 C にぷい黄m 脚外 縦 ミ ガキ 、 杯 内 ミ ガキ→黙色、 脚 内 被 ケ ズ リ

2516 491① SDl 磁 土 �I=Uìi� � D 灰 横 ナ デ

2517 49CD SD1 被 土 �npJ き担 D 灰黄 横 ナ デ、 外 . 御波状文

2518 52② SD1 磁土 土師 何、 B 褐 灰 外 機 ケ ズ リ 、 内 ミ ガキ

2519 52② SD1 桜土 土日iP 高 +不 B i圭黄櫨 脚 外 縦 ミ ガ キ 、 杯内 : ミ ガ キ→黒色、 脚 内 。 械 ケ スF リ →械 ミ ガキ

2520 52② SD1 被 土 土師 高材: B にぷい黄掻 外 ミ ガキ (杯械 ・ 脚縦) 、 杯1;);1 検 ミ ガキ→黒色、 脚内 ' ナ デ

252 1 55① SD2 夜土 須1宮、 宜古E D にぷい黄糧 回 転 ナ デ、 備 考 . ，焼成不良

2522 55① SD2 磁 土 須 恵 杯身 B 灰 白 回転ナデ、 底 静止 箆オ 起 こ し 、 1�1i考 焼成不良

2523 55① SD3 磁 土 �î=lw. 杯身 C 桜 回 転 ナ デ、 底 : lï!nlま ケ ズ リ

2524 55①SD3 被こt 須:nJ フ ラ ス コ 瓶 B !天 回 転 ナ デ、 外 回転 ケ ズ リ 自 然車11

2525 55① SD3 磁 土 須 恵 す り 鉢 C 灰 回 転 ナ デ

2526 55① SD3 思i土 �I=.l!l宮、 長�Jj音量 C 灰 回 転 ナ デ

2527 7 1① SD3 車i 土 土r.ílî 高 杯 C にぷい貰鐙 脚外 。 横 ミ ガキ 、 脚 内 し ぼ り 目

2528 7 1① SD3 磁 土 二lニ r.日I 鉢 C にぶい賞燈 外 縦 ケ ズ リ 、 底 ケ ズ リ 、 r);j : 積 ミ ガキ

2529 71① SD3 被土 須恵 杯身 B 灰 回 転 ナ デ、 底 回 転 ケ ズ リ 貼付高台

2530 C ① SD8 翠i土 土師J き盟 D 援 外 ハ ケ → ミ ガキ 仁 内 : 口縁検 ミ ガキ つ 胴 工 具 ナ デ

2531 D ① SD 1  在i土 ごUíli 材、 A i長賞燈 外 横 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ→製色 r x J状の|情文

2532 D ① SD 1  1立土 土mu 材、 C I長就筏 外 . 宮司監不明、 内 . 機 ミ ガキ→紫色

2533 D ① SD 1  被 土 土 師 キ中 C にぷい賞m 外 調整不明、 F"j 椴 ミ ガキ

2534 D ① SD 1  被 土 土師 杯 A にぶい燈 外 ケ ズ リ →横 ミ ガキ、 内 検 ミ ガキ→黒色

2535 D ① SD 1  覆 土 土 師 キ干 B にぷい賞樫 外 調獲不明、 11'1 械 ミ ガキ→黒色 ?

2536 D ① SD 1  被 土 須恋 杯身 B 灰 回 転 ナ デ、 底 回 転 ケ ズ リ

2537 D ① SD 1  磁土 須恵 杯身 C 灰 回転ナデ、 底 回 転 ケ ズ リ l!/í付高台

2538 D ① SD 1  在i土 土mu 高 杯 A にぷい極 杯外 調盤不明、 脚外 縦 ケ ズ リ 、 杯r);j ミ ガキ→恕色、 相、l刈 工共ナデ

2539 D ① SD l  磁 土 土 師 高 杯 B 灰賞 外 ミ ガキ (杯 横 ・ 脚 縦) 、 杯内 ミ ガキ→黒色、 脚 内 積 ケ ズ 1) → ナ デ

2540 D ① SDl 誼i土 士郎 高 杯 B 褐灰 脚外 . 縦 ケ ズ リ 、 杯、内 黒色→ ミ ガキ 、 脚 内 : 工J王ナデ
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254 1 D ① SO !  1立土 土mu 百五柄、 C にぷい賞授 脚外 縦 ケ ズ リ →縦 ミ ガ キ 、 杯内 黒色→ ミ ガキ、 脚 内 : 工具 ナ デ

2542 D ① SO l  l'íl 土 二|二Oiji 高杯、 D にぷい賞授 脚外 調盤不明、 脚 内 ー 調整不明

2543 D ① S0 1  被二| ー ー I:Oili 同+干、 B にぷい賞授 外 縦 ミ ガキ 、 折、内 ミ ガ キ→黒色、 脚 内 ケ ズ ，)

2544 D ① S01 毅土 上mu 高 杯 C にぷい賞極 何、外 ケ ズ リ →横 ミ ガ キ 、 杯内 : 横 ミ ガキ→黒色

2545 D ① S0 1  被 土 上自li t1i何、 D にぷい黄樟 脚外 ・ 縦 ミ ガキ 、 脚 l主1 : ケ ズ リ

2546 o ① SO I  被土 -tOili 高杯 C にぷい黄� 脚 外 ・ 縦 ミ ガキ 、 体内 : ミ ガキ→黒色、 脚 内 ケ ズ リ

2547 D ① SO I  磁 土 土 師 防相、 C にぷい黄糧 脚外 縦 ミ ガキ 、 杯内 : ミ ガキ→黒色、 脚 内 ケ ズ リ →ナ デ

2548 D ① SO !  磁 土 土自li 高柄、 C に ぶ い 程 脚外 . 縦 ミ ガキ 、 柄、内 : ミ ガキ→黒色、 脚 内 ケ ズ リ →工 具 ナ デ

2549 D ① SO J  車i二七 土 師 鉢 D にぷい首位 外 ケ ズ ，) →横 ミ ガ キ 、 内 : 績 ミ ガキ→黒色

2550 D ① SO J  被 上 土問i 鉢 D にぷい樫 外 ケ ズ リ →横 ミ ガ キ 、 内 : 械 ミ ガキ →製 色

255 1 D ① SOI 官i土 土mli 鉢 C にぷい黄鐙 外 検 ミ ガキ 、 内 横 ミ ガキ→黒色

2552 D ① SO !  被 土 こI:r.ili 》aむa D 燈 外 ミ ガキ ( 口縁椴 ・ 1同音11右傾) 、 内 被 ミ ガキ

2553 D ① S01 被土 こlニOili 望E C にぷい賞授 外 調 繋不明、 内 被工具ナデ、 把手の痕跡2 ケ

2554 D ① S01 被 j -. 二 lニ Oiji 刻�低 D にぷい褐 外 ' 縦 ケ ズ 1) 、 内 縦 ケ ズ 1)

2555 D ① SO l  事i土 土mli 鉢 D にぷい賞桓 外 縦ハ ケ ? 、 内 械 ミ ガキ ? 、 備考 古墳前JVI孔鉢 ?

2556 D ① SO l  被 上 土問l 曹E C 鐙 外 検 ミ ガキ 、 1)-1 績 ミ ガキ

2557 D ① SO .!  磁 土 須恵 自主 C 灰I竜 回転ナデ、 外 j氏周 ケ ズ リ 、 底 ‘ 回転 ケ ズ 1) Jv.i付高台

2558 D ① SO l  被 土 m恕 翌E D H行灰 検 ナ デ、 内 自 然利

2559 D ① SOl 磁土 須恵 短頚;;� B 灰 回 転 ナ デ、 外 底周 ケ ズ リ

2560 E ① S017  被ニt ーI: OiU 何: C 浅黄糧 外 . 調整不明 箆記号r x J 、 内 ミ ガキ 9

2561 E ① S0 1 7  積:1: �JU&� 何;荒 C 灰 回 転 ナ デ、 天 井 静止箆起 こ し

2562 E ① SO ! 7  車i 土 在i思 杯葉 D 灰 回転ーナ デ、 天 井 . 回 転 ケ ズ リ

2563 E ① SO ! 7  車l 上 tJi!r( 軒、身 B 灰 回 転 ナ デ、 底 ' 回 転 ケ ズ リ → ケ ズ リ 、 内 自 然車h、 f�iì考 ・ 焼け歪み

2564 E ① SO l 7  斑:1: 須!J;( 折、身 C 灰 賞 回 転 ナ デ、 底 回 転 ケ ズ リ 貼付高台

2565 E ① S017  被 土 悲(�ι 柄、身 D 灰 回 転 ナ デ

2566 E ① SO .! 7  被上 土OiU 主主 D にぷい黄lJl 外 ケ ズ 1) 、 内 工具ナ デ

2567 E ① S0 1 7  夜二t 二 iニ OiU 鉢 D にぷい糧 外 : 仁l縁横 ミ ガ キ l洞縦 ケ ズ リ 、 内 横 ミ ガキ 仁 備考 : 被熱痕

2568 E ① SO l 7  被:1て m怠 長顕:Jit C 灰 回 転 ナ デ

2569 E ① S0 1 7  思i 土 須!!( 河村、 D 灰 外 回転 ナ デ i:t線2条 四 角 干し2 ヶ x 2段

2570 E ① SO ) 7  被 上 上mu 翌E A にぶい糧 外 縦 ケ ズ リ 、 内 : ナ デ

2571 E ① S017  被 土 土OrU ヨE D 糧 横 ナ デ、 内 櫛 ハ ケ

2572 E ① S0 1 7  磁 土 :I:OiU 苦孟 D にぶい樫 外 前猿不明、 内 ・ 調強不明

2573 E ① 50 ! 7  税 土 土日iU 五ー .目7 C 浅黄燈 外 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 内 工具ナデ

2574 E ① S0 1 7  波 土 」ニmu 型E D 褐 灰 外 司M幣不明、 内 : w.n聖不 明

2575 E ① S0 1 7  磁 土 �JL'!I: 2←1・:! D 灰 回 転 ナ デ

2576 E ① S0 1 7  磁 土 在i!l� 2←1・:f C 灰 回 転 ナ デ、 外 底周 回 転 ケ ズ リ

2577 E ① SO ) 7  斑 土 上自íU r.�台 C にぷい燈 外 縦 ミ ガキ 、 受内 : ミ ガキ 、 脚 内 横 ハ ケ

2578 E ① SD I 7  覆 土 三|こmu 総台 C にぷい燈 受外 ミ ガキ 争 、 脚 外 ー 工具 ナ デ、 受内 : ミ ガキ 人 脚 1*1 : 工具 ナ デ

2579 E ① SO ! 7  lïl 土 二lニmu ifi4台 B にぶい程 外 ハ ケ → ミ ガ キ (受検・ 脚縦) 、 受内 積 ミ ガキ 、 脚 内 : ナ デ

2580 E ① S017  税上 m恕 滅J比‘a D 灰 外 ' 口縁械ナデ 平 行 タ タ キ 自 然稿h、 内 同心円 当 て 具痕

2581 E ① SO ) 7  車i 土 在l忠 翌E D 褐 灰 外 ' 口縁械ナデ 平 行 タ タ キ 、 内 同心円 当 て 具痕→ナデ

2582 E ① S0 1 7  稜土 須恕 雪色 D にぶい黄極 横 ナ デ、 外 : 平行 タ タ キ

2583 62② SU2 磁 土 土問l 柄、 C にぷい黄極 外 。 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 f付 ' 横 ミ ガキ→黒色

2584 62②SU2 税 土 土問j 柄、 B I主負l�畳 外 ケ ズ リ → ミ ガキ 、 f人j 横 ミ ガキ→黒色

2585 62② SU2 桜 土 :I:.OiIi 杯 D 褐灰 外 ケ ズ リ → ミ ガキ 仁 内 横 ミ ガキ→禦色

2586 62② SU2 磁 土 土問J 相、 C にぷい燈 外 横 ミ ガキ 、 内 ・ 機 ミ ガキ→黒色

2587 62② SU2 被 上 土日í]i 柄、 B にぷい黄鐙 外 : í償 ミ ガ キ 、 内 : 績 ミ ガキ→黒色

2588 62② SU2 桜土 �JU\'( 相:身 B 灰 回転ナデ、 底 : 回転 ケ ズ リ

2589 62② SU2 l置 土 2貞恵 柄、身 C 灰 回 転 ナ デ、 底 : 回 転ケ ズ リ

2590 62② SU2 磁 土 ニtmu 高 折; B にぷい褐 杯外 : 横 ケ ズ リ 、 脚外 。 縦 ケ ズ リ 、 杯内 ミ ガキ→黒色、 脚 内 ー 工具ナデ

259J 62② SU2 現土 土附 高杯、 B l天黄褐 脚外 : 縦 ケ ズ リ →縦 ミ ガキ、 停内 ミ ガキ→黒色、 脚 内 : 械工具ナ デ

2592 62② SU2 被 土 1こ附 高杯 B にぷい黄鐙
体外 相 ケ ズ リ →横 ミ ガ キ 、 脚 外 縦 ケ ズ リ →縦 ミ ガキ 、 折、内 ミ ガ キ→黒色、 脚
内 検工具ナデ

2593 62②SU2 被 上 -l:附 鉢 C にぷい黄� 外 被 ケ ズ 1) 、 内 積 ミ ガキ→黒色

2594 62②SU2 磁土 二I:mli 鉢 C 灰賛褐 外 . 械 ミ ガキ 煤付 着、 内 検 ミ ガキ→黒色

2595 62② SU2 覆 土 土 師 鉢 D にぶい褐 外 縦 ミ ガキ、 内 ミ ガキ 接合痕
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No. 出 土遺構 層 f立 種別 器種 追 存 色 調 技法 ・ 文 様 ・ 特徴

2596 62② 5U2 覆 土 須恵 フ ラ ス コ 瓶 C j天 頭部 ' 回 転 ナ デ i主総l3条 、 胴部 回 転 ナ デ→ 回 転 ケ ズ リ

2597 62② 5U2 磁土 土師 � D 経 外 縦 ミ ガキ 、 内 機 ミ ガキ

2598 62② 5U2 覆 土 土師 一史 D に ぷ い 燈 外 1'J，H産不明、 1*) 横 ミ ガキ

2599 62② 5U2 磁土 土師 噛ß‘' D にぶい極 外 ケ ズ リ ? 、 内 . 工具 ナ デ ?

2600 62② 5U2 磁土 土問1 現d沌極， D にぷい賞1ft 外 右傾 ミ ガキ 、 内 械工具ナデ

2601 62② 5U2 磁土 土師 ? D にぷい黄櫨 外 調毅コf、 明 、 体I ミ ガキ→黒色

2602 62② 5U2 夜 土 土師 ? D にぷい黄l!1 外 ミ ガキ 、 内 ミ ガキ →黒 色

2603 62② 5X3 被 土 土日ili キ午 A 浅黄;燈 外 。 ミ ガキ ? 、 r);) : 検 ミ ガキ

2604 62② 5X3 磁土 土師l 杯 C にぷい貰鐙 外 調整不明、 r);) 横 ミ ガキ→黒色

2605 62② 5X3 斑土 土師 柄、 B にぶい燈 外 。 級 ケ ズ リ → ミ ガキ ? 、 内 機 ミ ガキ→黒色

2606 62② 5X3 磁土 須恵 杯 身 A 灰 回 転 ナ デ、 底 |回 転 ケ ズ リ →ナ デ

2635 53① 5KI 思i土 土仰 皿l B 灰 白 回 転 ナ デ、 底 糸切 り 痕 板状圧痕

2636 C ① 50 1  覆 土 須恵 杯身 C 灰賞褐 回 転 ナ デ、 底 回転糸 切 り 、 備 考 焼成不良

2637 C ① 50 1  磁土 須恋 柄、輩 D にぷい褐 回転ナデ

2638 C ① 502 磁土 土師 11ll C にぷい掻 外 ケ ズ リ →ナ テ\ 内 ナデ、 備考 灯i列 JllL

2639 16① 50l 覆土 須J� 材、叢 B !夫 l回転 ナ デ、 外 回転 ケ ズ リ

2640 1 6① 501 磁土 須!&� 杯身 C 灰 白 回転ナデ、 底 回転糸 切 り 、 備 考 焼成不良

2641 16① 501 夜士 須!t.� 杯身 C 灰 回転 ナ デ、 外 墨書 ? i x J
2642 1 6① 50 l  百i土 須7ι 杯身 A 灰 回 転 ナ デ、 底 . 回転糸切 り 箆記号、 外 . 翠型 H 判 読不Ilfj)

2643 1 6① 501 被土 須恵 杯身 D l天 回 転 ナ デ、 外 墨書「有j ?

2644 1 6① 50 1  車i土 土師 鉢 B i茸賞後 外 縦ハ ケ→)J同下ナ デ ヘ 底 ケ ズ リ →ナ デ、 内 械 工 J�. ナ デ、 制i 考 混 入

2645 16① 5D1 磁土 土日ili 事E D にぷい黄趨 タト カ キ メ ? 、 戸、l カ キ メ ?

2646 C ① 5U3 夜土 土問i m D 灰 白 回 転 ナ デ、 底 悶転箆起 こ し

2647 C ① 5U3 被土 土問 I阻 C にぷい質密 手控ね ? 、 外 ケ ズ リ → ナ デ

2648 C ① 5U3 積土 須恵 直口l:!í C 褐灰 回 転 ナ デ、 外 ì:t線2条

2649 C ① 5U3 務土 須恵 査 ? D 灰 白 回 転 ナ デ、 底 回転 糸 切 、 内 光沢を帯びる

2650 C ① 5U3 覆土 須恵 す り 鉢 D l夫 回 転 ナ デ、 r);J 網 目 状刻み

2651 C ① 5U3 1立土 須恵 す り 鉢 D 灰 回 転 ナ デ、 r);J 波状刻み

2652 C ① 5U3 I壁土 須JÆ す り 鉢 D 灰 白 回 転 ナ デ、 戸、l 直線刻み

表 5 石製品観察表

・ 「 色 調」 は 農ー林水産 省 農林水産技術会議事務局監修 『新版標準土色 l陥』 の 色 名 を 表記 し た。
Nα 逃構名 層{立 器種 石材 重量(g) 備 考 No. 遺構名 思位 器種 石材 重量(g ) 備 考

447 63② 5 A l  K 2  打製石鍛 )iIi!，I J程石 0. 8 464 E ② 5  A 6  w上 打製石鍛 チ ャ ー ト 1 . 8 H音赤 色

448 63② 5 A l  K 3  打製石鍛 黒 l礎石 1 . 6  465 E ② 5  A6 耳U:. 打製石鍬 �I�II担石 1 . 0  

449 E ② 5  A 3  務 土 宇T製石鍛 チ ャ ー ト 0. 4 l情赤色 466 E ② 5  A 6  被 ヒ 打製石鍛 月�II祖石 2. 5 

450 63② 5 K l  打製石鍛 謀略石 0. 8 467 E ② 5  A 6  理i よ tr製石副主 チ ャ ー ト 0. 4 黒褐色

451 63② 5 K 2  被 土 打製石鍬 黒!礎石 2. 3 468 E ② 5  A 6  覆 土 十] 製石鉱 県11理石 0. 4 

452 E ② 5  A 2  被 土 打製石鍛 黒 曜石 1 . 3  469 E ② 5  A 8  P 6  打製石鍬 頁岩 1. 8  

453 E ② 5  A 5  床 而 打製石鍛 チ ャ ー ト 3. 0 H音赤 色 470 E ② 5  K 39 被 上 打製石鍬 製11担石 1. 3 

454 E ② 5  A 5  床面 打製石鎌 黒 11理石 2. 5 E ② 5N 1 

455 E ② 5  A 5  床 而 打製石鍛 黒曜石 2. 2 471  遺構外 E ②  打製石鍬 チ ャ ー ト 1 . 3  の近 く H音

赤色
456 E ② 5  A 5  !未 而 打製石鍬 チ ャ ー ト 3. 7 l暗赤色

457 E ② 5  A 5  床直 打製石鍬 集日程石 0. 6 

458 E ② 5  A 5  床直 打製石鍛 チ ャ ー ト 0. 8 H音赤色

472 遺構外 E ②  打製石鍬 チ ャ ー ト 0. 8 11官赤色

473 遺構外 E ②  打 製石富雄 製自程石 0. 9 

474 遺構外 E ②  打製石鍬 �WI程石 0. 6 
459 E ② 5  A 5  床 直 打製石鍛 黒曜石 0. 3 

460 E ② 5  A 5  P 5  打 製石鍛 巣鴨石 1 . 6  
475 遺構外 E ①  打製石鍛 kl�1I龍石 1 . 1 

476 E ② 5  A6 磁土 石錐 思11龍石 0. 5 
461 E ② 5  A 6  床直 打製石鍬 主主 11程石 0. 7 

462 E ② 5  A 6  磁 土 打製石鍛 黒11裡石 1 . 2  
477 45② 5  A7 床直 宇l 製石斧 頁岩 67. 3 

478 63② 5 A 3 被 土 打製石斧 頁岩 1 15. 3 
463 E ② 5  A 6  じ聖上 打製石鍬 巣鴨石 0. 4 
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Nn 遺構名 府位 務種 石材 重量(g) I 備考 Nα 遺構名 層位 音寺種 石材 重量(g) 備考

479 E ② S  A 2  桜 上 打製石斧 頁岩 54. 2  534 治構外 63① 刃日早 頁岩 53. 9 

480 E ② S  A 2  被 上 }J 製石斧 頁岩 1 16. 0 535 E ② S  A 3  磁 土 刃 器 頁岩 47. 1 

481 E ② S  A3 被上 打製石斧 頁岩; 100. 8 536 E ② S  A 3  磁 土 石 匙 i庇紋岩 15 . 0 

482 E ② S A 3  税 上 打 製石 斧 頁岩 145. 4 537 E ② S  A 3  被 上 石匙 チ ャ ー ト 1 1 . 0 

483 E ② S  A 3  事i土 打製石斧 安山岩 131 .  2 I No. 4付 近 538 E ② S  A 5  床 直 石 匙 流紋岩 1 1 .  3 

484 E ② S A 3  覆 土 打 製 石 斧 頁 岩 73. 1 I No. 4付 近 539 E ② S A 5 床而 石匙 頁岩 14 . 4 

485 E ② S  A 3  被こt 打製石斧 頁岩 70. 3 540 jf凶器外 14① 石匙 ガ ラ ス 質安山岩 33. 3 未製品

486 E ② S A 3  桜土 打製石斧 頁岩 44. 5 541  遺構外 48① 石匙 頁岩 12. 2 

487 E ② S  A 3  毅土 打 製 石 斧 ガ ラ ス 質安山岩 85. 5 542 遺構外 53① 石匙 頁岩 13 . 5 

488 E ② S  A3 被ニ1: 打製石斧 頁岩 53. 2 I No. 12付近 543 遺構外 53② 石 匙 頁 岩 29. 2 

489 E ② S  A 3  被 土 打製石斧 頁岩 78. 1 544 遺構外 73① 石匙 頁岩 87. 6 

490 E ② S  A3 被j: 打製石斧 頁 岩 7 1 .  9 異 形 石 r.:�

491 E ② S  A3 桜土 打製石斧 頁 岩 58. 0 545 E ② S A 6  夜干 奥Jf� チ ャ ー ト 5. 0 にぶい'j\'，授
色

492 E ② S  A 3  床 直 打 製石 斧 頁 岩 1 94. 0 
546 E ② S  A 5  P41 石核 黒曜石 39. 1 

493 E ② S  A 3  1;1-< 0直 打 製石 斧 頁 岩 1 09. 5 
547 E ② S  A 5  P41 石核 黒JI程石 34. 7 

494 E ② S  A 4  車IJ 二 打製石斧 頁岩 26. 7 

495 E ② S  A 4  桜 上 打製石斧 頁 岩 76. 5 
548 E ② S A 5  P41 石核 !ìAll理石 49. 6 

549 E ② S A 5  P4 原石 黒JI程石 38. 1 
496 E ② S  A4 被上 打 製 石 斧 頁 岩 69. 5 

550 63② S A 2  床 直 磨 製 石 斧 緑色凝灰岩 289. 4 
497 E ② S  A4 百i 上 打製石斧 頁岩 94. 5 

498 E ② S A 4  被 ' 1" 打 製 石 斧 頁是; 82. 2 
551 E ② S  A 4  務 上 磨製石斧 緑色凝灰岩 201. 8 

552 E ② S A 4  床直 磨製石斧 蛇紋岩 1 38. 8 
499 E ② S  A4 床直 打 製石 斧 頁岩 133. 5 

553 E ② S  A 5  P49 磨 製 石 斧 蛇紋岩 1 09. 8 
500 E ② S  A 5  床直 打製石斧 頁 岩 140. 2 

554 E ② S A 6  覆 上 l審製 石 斧 蛇紋岩 1 9. 9 
501 E ② S  A 5  床直 打製石斧 頁岩 85. 6 

555 逃構外 45② 磨 製 石 斧 緑色凝灰岩 240. 4 
502 E ② S  A 5  P4 tJ 製 石 斧 頁岩 7 1 .  8 

503 E ② S  A 5  P20 打製石斧 頁岩 67. 4  
556 遺構外 63① 磨製石斧 流紋岩 343目 5

557 遺構外 E ②  縫製石斧 粘板岩 315 目 1
504 E ② S  A 6  事i土 打製石斧 頁岩 37. 7 

558 遺構外 E ①  環状石 斧 斑繍岩 332. 8 
505 E ② S A 6  思i 土 打 製 石 斧 頁 岩 58. 0 

559 E ② S  K 4 7  覆 土 磨石 安 山 岩 1 1 31 
506 E ② S  A 6  床直 打製石斧 頁岩 69. 2 

560 遺構外 E ②  磨 石 硬砂岩 582. 9 
507 E ② S  A6 床直 宇l 製石斧 r'i岩 1 66. 8 

561 遺構外 E ②  磨 石 安 山 岩 1422 
508 E ② S  A 6  床直 打製石斧 頁岩 139. 2 

509 E ② S  A 6  !末直 打製石斧 頁岩 13 1 .  5 

510 E ② S  A6 rJH 打製石斧 民岩 49. 6 

562 遺構外 E ②  多孔石 安 山 岩 1 629 

563 逃f枠外 E② 多孔石 安 山 岩 2635 

564 E ② S  A 6  覆 土 石 川l 安 山 岩 241 0  
5 J l  E ② S  K 8  事1下 打 製 石 斧 頁岩 55. 3 

565 遺構外 E ②  石nu 安 山 岩 4310 
512  E ② S  K8 在i上 打製石斧 頁 岩 88. 8 

513 E ② SJ4 磁土 打製石斧 頁岩 87. 0 
566 迂I構外 45② 石 1111 安 山 岩 6400 

567 45② S A 7  磁土 石 肌 安 山 岩 1 0450 
5 14  遺構外 45② 打 製石 斧 頁 岩 79. 5 

5 15  t立構外 45② 打製石斧 ガ ラ ス 質安山岩 143. 8 568 遺構外 53② 石 血 安 山 岩 5901 
側 iìiï に 陰刻
あ り

5 J 6  遺構外 63② 打製石斧 頁岩 1 46. 2 569 E ② S  A 5  P23 石 皿 安 山 岩 2397 

5 17  ill村i外 E ②  打製石斧 頁岩 47. 8 570 E ② S  K 47 覆土 石 川 安 山 岩 3685 

518 ill締外 E ②  打 製 石 斧 頁 岩 56. 5 571 遺構外 E ②  石 Jnl 安 山 岩 2037 

5 1 9  追術外 E ②  打製石斧 頁岩 494. 6 572 遺構外 E ②  石nu 安 山 岩 533. 6 

520 巡構外 E ②  打製石斧 頁岩 146. 5 573 E ② S  A 4  夜 中 呉 形 安 山 岩 1 038 異形凹石
521  追構外 E ②  打製石斧 頁岩 49. 4 574 E ② S  A 4  1置 中 石棒 安 山 岩 2091 

522 遺構外 E ②  打製石斧 頁岩 57. 1 864 4① S A 1  事i土 打製石鍛 黒1I1�石 3. 2 

523 遺構外 E ②  打製石斧 頁岩 1 87. 7 865 4① S A l  床直 打製石鉱 流紋岩 1 . 2  

524 illfi存外 E ②  tr製石斧 頁岩 7 1 .  9 1
近
E

く
② S A 866 1 0① S A 1  床 而 打製石鍬 頁岩 1 . 3  

867 32① S A 1  夜 中 打製石鍛 流紋岩 1. 0 
525 治椛外 E ②  打製石斧 頁岩 63. 2 

868 32① S A 1  床直 打製石鍬 黒曜石 0. 7 
526 遺稿外 E ②  打製石斧 頁岩 86. 3 

869 32① S A 1  床 直 打製石量産 流紋岩 1 . 2 
527 i立構外 E ①  打製石斧 頁岩 1 94. 1 

528 J也榔外 E ①  打製T:i斧 頁4内=1 1 0 1 .  3 
870 32① S A 1  床直 打製石鍬 流紋岩 0. 8 

871 32① S A 1  周 溝 打 製 石量産 流紋岩 6. 1 
529 j立構外 E ①  打製石斧 頁 岩 87. 1 

872 52② S A 1  炉 打製石鍬 チ ャ ー ト 1 . 3  
530 泣構外 E ①  打製石斧 頁岩 1 37. 4 

873 52② S A 3  務 下 打製石鍛 ガ ラ ス 質安山岩 1 . 5  
531 遺構外 E ①  打製石斧 頁岩 372. 7 

874 53② S A 3  S K  打製石鍛 頁岩 1 . 2  
532 45② S A 5  磁 土 刃 器 頁岩 78. 1 

875 53② S A l l  覆 土 打製石鍛 珪質砂岩 1 . 7  
533 i世緋外 45② 刃 昔i十 頁 岩 93. 9 

876 53② S A l l  i蒋 打製石動産 安 山 岩 2. 4 
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Nu 遺構名 層位 器種 石材 重量(g) f詣考 Nu 遺構名 層位 器種 石材 重量(g) 備 考

877 53② S A ll 周講 打製石鍛 頁 岩 1 . 4  9 15  64① S A l  床 直 右組 J;lE繍岩 84 1 .  9 

878 53② S A l l 周 溝 打製石鍛 頁岩 1 . 5 

879 53② S A ll 覆 土 打製石鍛 流紋岩 1 . 7 
9 16  B ② S  A4 炉 石槌 flE械岩 542. 3 

太型蛤刃石
斧の転用

880 64① S A 2  床直 打製石鍛 流紋岩 1 . 8  9 17  C②S A 20 床直 石槌 IJl機岩 889. 8 

881 65① S A 1  床直 打製石鍬 黒鴫石 1 . 4  9 1 8  64① S K 9  被土 石槌 E証機岩 487. 7 

882 B② S A 5 床面 打製石鍛 liË 質砂岩 1 . 2  9 1 9  27① S D l  覆土 石槌 斑楓岩 791.  6 

883 B ② S A 6  床 直 打 製石鍬 流紋岩 0. 7 920 32① S A l  磁土 l"-l;石 凝灰岩 70. 0 

884 B ② S  A 6  床直 打製石富雄 黒11程石 1 . 4  921 32① S A 1  1置土 紡錘ヰ1 凝灰岩 4. 9 

885 C ② S  A 19 覆土 打製石鍬 流紋岩 2. 6 1556 52② S A 2  jぷ直 打製石鍬 頁岩 2. 2 

886 32① S A 1  夜 中 石 錐 頁 岩 4 . 2 1 557 62① S A l  被 土 打製石鍬 頁岩 0. 7 

887 32① S A 1  覆土 石錐 流紋岩 2. 7 1 558 62① S A 1  床直 打製石鍛 流紋岩 1 . 9  

888 52② S A 3  炉 石錐 頁岩 50目 4 1 559 B ② S  A 3  夜 上 打製石鍬 流紋岩 8. 7 

889 27'① S D 1  護士 石錐 流紋岩 2. 3 1560 B ② S  A 7  夜 七 打製石鍬 粘板岩 1 . 1 

890 32① S A I  覆土 刃 器 頁岩 108. 1 1 56 1  C ② S  A 2  中 層 打製石鍛 流紋岩 1 . 6  

891  32① S A 1  覆土 刃25 頁岩 58目 8 1 562 B ② S  A 14 床而 覇平片刃石年 斑紙岩 274. 3 

892 32① S A 1  務下 刃器 ガ ラ ス 質安山岩 62. 5 

893 32① S A 1  覆土 刃 lt1十 頁 岩 280. 6 

純文!時代燐
1563 C ② S  A 23 床 面 肩平片刃石非 蛇紋岩 1 4 1 .  8 製石斧のヰii

j日
894 53② S A l l 床面 刃器 頁岩 1 69. 3 1564 C ② S  A 6  事U: 太型蛤刃石非 斑概岩 554. 0 

895 64① S A 1  床 直 刃器 頁岩 1 18. 8 1565 C ② S  A 4  被上 組l住民m� 頁岩 3 18. 2 

896 64① S A 1  床 直 刃総 頁 岩 1 6. 3 1 566 B ② S  A 3  炭r l" 縫製石庖丁 頁科 21. 2 

897 69① S A 1  床 而 刃器 頁 岩 40. 9 

898 69① S A 2 !司1梓 刃器 頁岩 65. 2 
1 567 64① S J 1 石槌 盟f概岩 905 .4  

絡 に 近接 し
て 出 土

899 30① S A 1  周i梓 磨製石鉱 緑色凝灰岩 1 . 1 1568 79① S A 2  夜 土 石 槌 斑糊岩 2 18. 8 

900 32① S A 1  夜 中 l縫 製石 鍛 珪 質砂岩 17 . 0 1569 C ② S  A 4  夜 中 祇 石 砂i岩 764. 9 

901 3① S A 2  床 直 属平片耳石斧 斑機岩 51 .  3 1 570 B ② S  A 10 床直 紡銭1lf 頁岩 34 . 2  

902 32① S A 1  床 直 肩平片耳石斧 丑f機 岩 297. 6 2607 6 1① S  A 5  床 直 紡鋭II! ホ ル ン 7 エ Jレ ス 6 1 .  1 

903 C ② S  A 1 3  l!lj床 肩平片刃石斧 蹄緑岩 208. 0 2608 C ① S A l l 床 直 紡錘III itt:fi 25. 4 

検 出 而 出 土 2609 C ① S  A 16 床 直 紡錘"1' T「}石 48. 1 

904 C ② S  A 19 床 直 肩平片刃石斧 斑 概 岩 487. 0 の も の と 接 2610 C ① S  A 17 床 面 紡錘耳I i'i't石 35. 7 iコb、
261 1  C ① S  A 25 PI 紡錘率 r，t石 8 1 .  0 

905 4① S A 1  覆土 太型蛤刃石斧 斑紙岩 187. 9 
扇平片刃石
斧 か フ 2612 53① S D 5  1ïl土 紡錘111 砂岩 207. 4 

906 4① S A 1  床 直 太型蛤刃石年 斑機岩 345. 6 26 13  6 1 ① S  A 5  床 I立 砥石 凝灰岩 798. 3 

907 32① S A 1  周溝 士型蛤刃石斧 斑 概 岩 643. 9 2614 C ① S  A 24 事{上 砥石 石器片岩 23. 9 持 ち 砥石

908 50① S A 10 床 直 太型蛤刃石斧 斑繍岩 502. 1 2615 C ① S A ll 覆土 凹 石 安 山 岩 6250 

909 52② S A 3  床 而 太型蛤刃石斧 斑機岩 680. 4 2616 B ① S  A6 床直 凹 石 安 1 l .J 岩 5050 

910 53② S A l l  周 構 閣制石斧 斑機岩 946. 5 2653 56① S A 5  覆 土 打製石鍛 't<: 1 l 1 岩 22. 2 

91 1 53② S A l l 大型蛤刃石斧 斑 概 岩 557. 3 2654 C ① S A 4  ll，'j床 磨製石鍛 緑iiè片 岩 1 . 2  

9 12  74① S A 1  周 I持 士型蛤耳石斧 斑繍岩 1 98. 1 2655 遺構外 B ①  磨製石1&.丁 頁 岩 72. 1 

913  60① S K 3  士型蛤耳石存 斑機岩 233. 7 2656 遺構外 60② 砥石 砂 岩 148. 0 

9 14 30① S A 1 床 面 石 槌 斑機岩 455. 7 2657 6① S E I  覆土 砥石 安 山 科 643. 9 

表 6 土製品観察表

・ 「色調」 は 農林水産省農林水産技術会議事務局監修 『新版標準土色l陥j の 色 名 を 表記 し た。
Nu 出 土遺構 層 {立 器種 重量(g) 色 調 備 考 Nu 出 土遺構 府位 総種 重量(g) 色調 備考

576 63② SAI 土1周 302. 3 にぷい黄糧

577 E ② SA4 夜 中 土偶 1 0 1 .  4 にぶい黄鐙
922 29① SAI 磁土

ミ ー チ ユ
42. 2 にぷい1電極 外而箆i:t級文 /

ア 土?ii 術短直線文

578 E ② SA3 稜中 土偶 23. 2 に ぶ い 燈 923 32① SAI 夜土 土製円板 1 1 .  3 にぷい賞栂
二t綜i \ を 力11工

有干し
579 遺構外 E ②  土偶 64 . 3  にぶい鐙

580 E ② SA6 務土 土偶 20. 3 灰1官褐 924 32① SAI 床直 土製円板 5. 8 にぷい栂 土日�i守 を 加 工

有孔

581 逃鱗外 E ②  土偶 34. 0 にぷい黄糧

582 E ② SA3 床 直 土 製 円 板 30. 4 にぷい黄燈
925 32① SAI 床直 土製円板 7. 9 に ぷ い燈 二Ul�H を 力n工

有孔

583 E ② SA4 夜 中 土製円板 8. 7 灰 褐

584 E ② SA6 床 面 土製円板 10. 3 灰策褐

926 32① SAI 被土 土製円板 1 4 . 1 に ぷ い般 ニL:lI.品jヰ を 加l 工

有干し

585 泣構外 E ②  土製円板 14. 8 浅賞授
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No 11\土遺緋 層位 器種 重量(g) 色調 備 考 No 日1土遺構 層位 総種 重量( g ) 色調 備考

927 32① SA L 被 土 土 製 円 板 2. 5 にぶい綬 土撚片 を 力[1工
有孔

961 E ① SA l  !来直 土 製 円板 6. 5 にぶい賞積
土器片 を 加l工
有孔

928 32① SA1 被土 土 製 円 板 13. 0 にぷい質経 土滞片 を 加工
有孔

1 571 5 1② SA2 床 I虹
ミ ニ チ ュ

36. 2 にぶい様
ア 土紛

929 32① SAl 事 H: 土製円板 9. 9 にぶい綬 土総片 を 力[1工
有孔

1572 55① SA3 税:1:: ミ ニ チ ュ
18. 1 にぷい黄糧 外而赤彩ア 土綜

930 32① SAl 磁土 土製IJ:I板 1 1 . 5 にぶい賞燈 土i*掛 を 力u工
有干し

1 573 55② SAl 
ミ ニ チ ュ

8. 4 にぷい賞授 内外而赤彩ア 土日告

931 32① SA l 磁土 土 製 円 板 8. 1 にぶい\'IH霊
土日持H を !1)1工
有孔

1574 55② SAl 
ミ ニ チ ュ

16. 2 にぶい黄桜ア 土器

932 32① SA l  磁 土 土 製 P.I板 2. 8 に .s;; � 、極 土保片 を 加工
有孔

1575 57② SA5 夜土
ミ ニ チ ュ

1 6. 0  にぷい櫨7 .:1ニ総

933 32① SAJ 被j 土製I"I板 2. 1 にぶい燈 士探片 を 加工
有孔

1576 C ② SA21 床直
ミ ニ チ ュ

30. 5 にぷい赤禍
ア 土器

934 32① SA1 !来 直 土 製 rll板 3. 7 にぶい燈 土器片 を 却l工
布孔

1577 50② SA7 紡錘車 16. 9 にぷい黄櫨

1578 56② SA3 磁 土 紡錘車 13. 0 にぷい賞糧

935 32① SAl 磁 土 土 製 円 板 13 . 1 にぷい賞極
土器片 を 加工
有孔

士総片 を 力)1工
1 579 52② SA2 土 製 円 板 6. 9 褐灰 両側穿孔は貫通

936 32① SAJ 床 百 l 土 製 円 板 6. 5 にぷい賞燈 土器片 を 加l工
;(�.干し

937 32① SA I 雅i 土 土製円板 3. 7 にぶい賞鐙
土r.&f'r を 加l工
有孔

938 32① SAl 土 製 円 板 4. 1 に ぶ し 、経 土器片 を }1[1工
有孔

し な い

1580 55② SA l 土製円板 2. 8 にぶい質経
土保J'\- を 加l工
ギHL

1581 56② SA3 磁 土 土 製 円 板 36. 1 に ぶい賀極 土{{�片 を 加l工
有孔

1 582 B ② SA 2  務上 土製円板 17 . 1 i圭賞 経 士総片 を 力11工

939 32① SAl 土 製 円 板 1 . 6  にぶい糧 土器十片 を 加工
有干し

1583 5 1 ① S A I  i置土 匙 7. 8 i主賛

940 32① SAl 1置土 土 製 円 板 4. 2 にぶい*íf j二機片 を 加工
有干し

1 9 1 1 48① SAl 被 土
ミ ニ チ ュ

4 . 8 に ぶ い 褐
ア 士宮寺

941 32① SA l 事i 土 土 製 円 板 3. 2 にぶい栂 土器片 を 力1 1工
有孔

1 9 1 2  57① SA3 J来而
ミ ニ チ ュ

3. 8 にぷい賞鐙7 士官幸
土ÿ，寺 片 を 加 工

942 32① SAl T量 土 土 製 1" 1板 12. 3 燈 片側穿孔は1't通
1 9 1 3  57① SA3 夜土

ミ ニ チ ュ
14. 3 i主tit 外而赤彩ア 土器

し な い

土器片 を 加工
1 9 14  57① SA3 床 面

ミ ニ チ ュ
26. 9 にぷい賞1霊 外I師赤彩 ミ ガキア 土器

943 32① S A I  1置 土 こt 製 円 板 13. 8 にぷい桜 片側穿孔は貫通
し な い

1 9 1 5  60② SA3 覆土
ミ ニ チ ュ

9. 4 にぷい黄積
ア 土 器

944 32① SA l ご仁 製 円 板 1 . 5  にぶい櫨 土日告 片 を 力11工
有孔

1 9 J 6  79① SA5 床 面
ミ ニ チ ュ

6. 8 L二ぷ い 黄
ア 土器

9'15 32① SAl I立 土 土 製 円 絞 2 1 .  0 にぶい槌 土r.'f片 を 加l工

946 32① SA l 車i土 二1:!Jl� 円 板 9. 4 に ぷ い 燈 土日早片 を 加l工
1 9 1 7  C ② SA16  覆土

ミ ニ チ ュ
2 1 .  9 にぶい禍

ア 土 器

947 32① SA l 被 土 土 製 円 板 7. 5 にぷい鐙 土日5片 を 加工 1918 C ② SA16  夜土
ミ ニ チ ュ

26. 6 にぷい燈
ア 土 器

948 32① SAl 1立土 土 製 円 板 8. 2 にぶい授 土器片 を 加工

949 32① SA l 床 而 土 製 円 板 4 . 9 にぷい樫 土日詰片 を加工
1 9 19  50① SD2 

ミ ニ チ ュ
12. 0 J燈

ア 土総

950 34① SA4 I盟土 土 製 円 板 1 1 . 6 灰賞縄 土掠片 を 加工

951 37① SA I 床 而 jこ製 円 板 7. 5 黒褐
土tE 片 を 加l工
有孔

952 37① SAl J正 直 土製円板 13. 3 に ぷ U 、褐 土日持 片 を 加l工
有干し

953 74① SAI 事i 土 土製円板 8. 3  にぷい前糧
土T.'fJ�' を 加工
有孔

1920 50① SD2 覆土
ミ ニ チ ュ

39. 8 にぶい賞
ア 土務

1 921  50② SD3 磁 土
ミ ニ チ ュ

40. 5 にぷい賞燈
ア 土R�

1 922 C ① SX l  床 直
ミ ニ チ ュ

16. 0 に ぷ い 黄櫨 弥生 後期か ?ア 士総

1923 57① SA3 覆土 $)í錘車 ? 21 . 9 にぷい賞授 球形

954 75① SA l 床直 土製円板 5. 5 にぷい穆 土総片 を 加 l 工
布干し

2617 33① SAl 床I回 ミ ニチ ュ
18. 0 にぷい黄櫨

ア 土器

955 B ② SA5 思l 上 仁製円板 5. 2 l天質褐
士号詩片 を 加工
有孔

2618 50① SA2 床而
ミ ニ チ ュ

63. 1 i斐賞ア 土縦

土器Jt を 加工
956 C ② SA20 }よ直 土 製 円 板 12目 5 にぷい黄櫨 両側穿孔は貫通

2619 571① SA2 官i 土
ミ ニ チ ュ

13. 4 にぶい燈
ア 士総

し な い

957 C ② SA20 I*ig 土製 1'1板 10. 9 にぷい\'It燈 土器十Jt を 力u工
2620 C ① SA24 被下

ミ ニ チ ュ
18. 7 にぷい;燈 内I師黒色処理ア 士 総

958 C ② SA27 被土 土 製 円 板 14. 4 にぶい1電極 土総片 を加l工
有孔

2621 23① SDI 床 直
ミ ニ チ ュ

4 . 5 にぷい賀鐙
ア 土器

959 E ① SA l  床 直 土 製 円 板 28. 3 にぷい黄綬
土r.時H- を 加工
有孔

2622 7 1① SD2 覆土 ミ ニ チ ュ
9. 5 にぶい賞[ 燈ア 土 保

960 E ① SA l  床 T江 土 製 I"l板 10. 1 にぷい黄櫨 土器片 を 加工
有孔

2623 C ① SA26 被土
ミ ニ チ ュ

23. 5 にぶい褐
ア 土 器
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Nu 11:\土遺構 層{立 器 種 重量(g) 色調 備 考

2624 62② SU2 羽 仁 l 33. 9 に ぷ いJ燈
高杯、脚部の転用
か ?

内外面赤彩 住
2625 C ① SA 3  匙 33. 4 にぷい賞燈 !舌 に 伴 わ な い |

か ?

表 7 装身具観察表

Na 出 土遺構 府f立 器種 材 質 重量(g) 備考 Nu 出土遺構 陪f立 il事種 材 質 量Ilg) 備考

63②SK4 額二iニ 玉 百��!I白 紺l 片 に 倒壊 し て お
り 、 計 iJ11J不能。 1 606 48① SDZ1 主 体 部 小 玉 ガ ラ ス 0. 1 

床直

575 E ② SA6 車i土 垂玉 チ ャ ー 卜 2. 5 

隅 丸 の ー等 辺 ニ 11J
1 607 48① SDZ1 

主 体 部 小 王 ガ ラ ス 0. 1 
床直

形 を 呈す る 。 短辺の
962 32① SA 1 床 而 ? 佐賀頁岩 3. 7 両端 に !弓孔 を 有 し 、

1 608 48① SDZ1 
主体制日

小玉 すf ラ ?、 。 l!ぷ而
他 の 辺 に は 紺M 、 な
刻みが施 さ れる 。 1 609 48① SDZ1 

主体部
小玉 ガ ラ ス O. l 

床直
963 64① SA 1 tl<直 包ー玉 第玉 l . 3 

964 C ② SA20 被 上 管玉 碧玉 0. 2 
1 6 1 0  48①SDZ1 主体部 小 玉 ガ ラ ス 0. 5 

被 土

965 6 1① SJ7  管玉 碧 玉 0. 3 

966 6 1 ① S]7 管玉 裂玉 0. 2 
1 6 1 1  48① SDZl 

主体官官 ノl、ヨi ガ ラ ス 。 l
床直

967 61① S]7 管玉 主事 玉 0. 3 
61① S]7の 南 側 よ
り 出 土する 。

1 6 1 2  48① SDZ1 
主 体制l

小玉 カeラ ス 0. 1 !正直
968 61① S]5 管玉 碧 玉 2. 0 1 6 1 3  48①SDZ1 

主 体制l
小 玉 ガ ラ ス 0. 2 I'+'直

969 61① S]5 管玉 鶏ミF. 2. 4 

970 61① SJ5 事i土 管 玉 �玉 3. 8 1 614 48①SDZ1 
主体制l ノl、:E. ガ ラ ス 0. 2 !来直

971 6 1 ① S]5 管玉 建玉 3. 8 

972 61① S]5 管玉 �I玉 3. 7 
1615 48① SDZ1 

二主{本剖i
小玉 ガ ラ ス 0. 2 

床I立

1 584 61① SA6 磁土 管玉 恕玉 2. 7 

1 585 791① SA2 磁土 �:・玉 恕玉 0. 2 
1616 48① SDZ1 

主体部 小玉 ガ ラ ス 0. 4 
床直

1 586 C ② SI\ 1 7  床 管王 碧玉 0. 4 1 6 1 7  48①SDZI 主体昔11 小玉 ガ「ラ ス 0. 2 
床 直

1 587 55① SD6 車i 土 管 玉 鉄石英 0. 3 

1 588 61① SI\8 勾 王 務翠 0. 4 半現状勾玉
1 6 1 8  48①SDZI 主体部 小玉 ガ「ラ ス 0. 2 

床I日

1 589 64① S] I 査柏内 勾玉 務当担 0. 6 半現状勾玉

1 590 B ② SI\2 Jぷ 直 勾 玉 1.1.阿部 1. 4 
1 6 1 9  48① SDZ1 主体部 ノj、玉 ガ ラ ス 0. 2 床直

1 59 1  C ② SA4 被土 勾 玉 土 1 1. 2 赤軍3 1620 48① SDZ1 
主体部 小玉 ガ ラ ス 0. 1 床I血

1 592 48①SDZ2 
主体部

勾玉 務翠 21. 7 歯に近按 し て 出 土
床 直 1621  48① SDZ1 

主体制l 小玉 プf ラ ス 0. 2 
I'+'直

1593 48① SDZ1 :E体部 小玉 ガfラ ス 0. 4 覆土 1622 48① SDZ1 
主体制i 小玉 ガ ラ ス 0. 1 

床 直

1 594 48① SDZ1 主体部 ノl、ヨ三 ガ ラ ス 0. 2 
l本而 1623 48① SDZ1 主体音11 小 玉 カ' ラ ス 0. 2 

床直

1 595 48① SDZ1 
王f*剖l 小玉 ガ ラ ス 0. 2 
床 面1 1624 48① SDZl 

主体部 ノトヨ2 ガ ラ ス 0. 3 I�ミl直
1 596 48① SDZ1 主体部 小玉 ガ ラ ス 0. 2 lよ直 1 625 48① SDZl 

主体制l
小玉 ガ ラ ス 0. 4 

床 ri'J.

1597 <18① SDZl 
主体部

小玉 カ' ラ ス 0. 2 
床 直 1 626 48① SDZl 主体制i

小王 ガラ ス 0. 3 
床 l直

1 598 48① SDZ1 
主体育l 小玉 ガ ラ ス 0. 4 J未直 1 627 48① SDZl 主 体部 小玉 ガ ラ ス 0. 5 

床 直

1 599 48① SDZ1 
主 体制l ノトョ; ガ ラ ス 0. 1 I*rill: 1628 48① SDZl 主 体部 小玉 ガ ラ ス 0. 3 !居直

1600 48① SDZl 
主体部

小玉 ガ ラ ス 0. 2 
床 直 1629 48① SDZl 

主 体部 'J、]、 ガ ラ ス 0. 2 
床 直

1 601  48① SDZl 
主体部 小玉 ガ ラ ス 0. 2 
床直 1630 48① SDZJ 主 体部

小ヨ‘ ガ ラ ス 0. 1 床直
1602 48①SDZ1 玉体部

小:E. ji ラ 1 0. 1 
l未直 163 1  48① SDZ1 

主体昔11
小玉 ガ ラ ス 0. 2 I，+，rill: 

1603 48① SDZl 
主体部 小玉 ガ ラ ス 0. 2 

)未直 1632 48① SDZ1 
主 体苦11

小:1ミ 苛 ラ 7、 0. 3 I;t.;rill: 
1604 48① SDZ1 王体部 小玉 ガ ラ ス 0. 1 

床 直 1633 48①SDZ1 主体昔11 ノl 、二tê ガラ ス 0. 2 
床I立

1605 48① SDZ1 
ミEイ'H\II 小王 ガ ラ ス 0. 1 

床 直 1634 48① SDZ1 主体苦11 小玉 ガ ラ ス 0. 1 
床 面
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Na 
1 635 

1 636 

1 637 

1 638 

1639 

1640 

164 1  

1642  

1 643 

1644 

1 645 

1646 

1 64 7  

1 648 

1 649 

1650 

1 651 

J652 

J653 

1654 

J655 

1 656 

1 657 

1 658 

1659 

1 660 

1 66 1  

1 662 

1 663 

.1 664 

1 665 

1666 

1 667 

1668 

tU土遺榊

48① SDZl 

48① SDZI 

48CD SDZ l 

48① SDZI 

48CD SDZI 

48① SDZI 

48(Î) SDZ 1 

48① SDZ1 

48① SDZI 

4�① SDZJ 

48① SDZ I 

48① SDZI 

48① SDZ I  

48① SDZ I 

48'① SDZ J 

48① SDZ1 

48の SDZ1

48① SDZ l 

48① SDZ l 

48① SDZl 

48① SDZl 

48① SDZI 

48① SDZ l 

48CD SDZI 

48① SDZ I 

480) SDZ l 

48① SDZ l 

48'① SDZl 

48① SDZJ 

48① SDZ1 

48① SDZ I 

48① SDZ1 

48① SDZ1 

48① SDZ1 

府f立

主体古11
床直

主体部
I�ミfif.

主体部
同，[1直

主体部
I�ミ11;

主体部
1-1< [1立

主体部
1;l< 1i! 

主体部
J主 flï

正体部
床面1

主体部
日;直

jミ体育1\
床ïiI

主体苦1\
J正直

主体育1\
Itf![ 

主体苦1\
IÅ日fll

主体罰1\
床直

主体制1
1-1< 1立

主体育1\
l未üï

主体制l
'* [11 

主体制l
床 1Q.

主体制l
床i江

主14>古1\
nミI立

主体制l
Jよ直

' l:体剖i
!正直

主体部
lぷIllï:

:主{本書目
I�ミfÜ:

jö {，本部
1;1ミi立

jö体部
l年l�

主体部
!正直

3öW;';I\ 
'*nï 

主体部
!よ直

ーヒW�i\
Wn紅

主体部
1-I<ü'I 

主体部
}ぷ直

主体部
床 I立

主体制i

床直

i様種 材質 重量Ig) 備考 Na 
小玉 ガ ラ ス 0. 2 1669 

小 宝 ガ ラ ス 0. 2 1670 

小 Ii. ガ ラ ス 0. 1 167 1  

小玉 カ砂 ラ ス 0. 1 1672 

小玉 ガ ラ ス 0. 1 1 673 

小'Ii. ガ ラ ス 0. 2 1 674 

小:1S ガ ラ ス 0. 2 1 675 

小玉 ガ ラ ス 0. 1 1 676 

ノl、主 ガ ラ ス 0. 1 1 677 

ノl、 玉 ガ ラ ス 0. 1 1 678 

小玉 ガ ラ ス O. J 1 679 

ノl三l土 ガ ラ ス 0. 1 1 680 

小王 ガ ラ ス 0. 1 .1681 

小:1'- ガ ラ ス O. J 1 682 

小:Ii. ガ ラ ス 0. 1 1 683 

IJ、'Ii. ガ ラ ス 0. 1 1684 

IJ、 E ガ ラ ス 0. 1 1 685 

小王 ガ ラ ス 0. 1 1686 

ノl、:1 ガ ラ ス 0. 1 1 687 

小 玉 ガ ラ ス 0. 1 1 688 

小 Ji ガ ラ ス 0. 1 
1 924 

.1 925 

ノl、 王 ガ ラ ス 0. 1 1 926 

1 927 
IJ、司E ガ ラ ス 0. 2 1928 

1 929 ノl、Ji. ガ ラ ス 0. 1 
1 930 

小玉 ガ ラ ス 0. 1 1931 

2626 

IJ、玉 ガ ラ ス 0. 1 2627 

2628 IJ、五 ガ ラ ス 0. 1 
2629 

小五 ガ ラ ス 0. 1 
2630 

2631 

小玉 ガ ラ ス 0. 1 2632 

2633 

小]i. ガ ラ ス 0. 1 
2634 

小J， ガ ラ ス 0. 1 2660 

小玉 ガ ラ ス
2661 

0. 1 

2662 

IJ、ヨζ ガ ラ ス 0. 2 
2663 

小ヨ= ガ ラ ス 0. 1 2664 

2665 

1 09 -

出土遺構 府位 器種 材 質 重量(g) 備考

48① SDZ1 
三lミイ宇都

小玉 ガ ラ ス 0. 1 
床 直

48① SDZ l 
王体部 ノl、ヨ三 ガ ラ ス 0. 1 
床 I任

48① SDZ2 
主体部 ノトヨ カFラ ス 0. 2 11:上t

48① SDZ2 
主体部

小玉 ガ ラ ス 0. 3 
磁土

48① SDZl 
主体部 銅剣| 背銅 2. 0 '*frr 

48① SDZ1  
主体部 鉄釧 鉄 1 . 2  
'*ffi[ 

48① SDZl 
主 体古1\ 鉄釧 鉄 1 . 7 
I�ミn'I

48① SDZl 
主 体部 鉄釧 鉄 0. 9 '*直

48① SDZl 
主 体部 鉄釧 鉄 1 . 7 
床 直

48① SDZI 
主体部 鉄鋼| 鉄 2. 5 
床直

48① SDZl 
主 体制l 鉄釧 欽今 3. 8 

床 直

48① SDZl 
主 体 部 鉄釧 鉄 1 . 0  

床直

48① SDZ1 
主 体制l 鉄釧 鉄 0. 3 

床直

48① SDZ1 
主体部 鉄釧 鉄 0. 1 

床直

48① SDZl 
主体部 鉄釧 鉄 0. 8 

床直

48① SDZl 
主体剖l 鉄釧 鉄 0. 1 

床直

48① SDZl 
主 体 制l 鉄釧 鉄 0. 3 床直

48① SDZl 
主体部 鉄釧 鉄 0. 7 
床直

48① SDZl 
主体部 鉄釧 欽 0. 6 

床直

48① SDZl 
主体部 鉄釧 鉄 0. 1 
床 直

63①SD2 磁 土 石剖11 韓色曜匝岩 9. 7 

6 1① SA9 小 玉 滑石 O. J 

6 1① SA9 思i土 �;玉 想 玉 2. 5 

C ① SA30 床 直 臼 玉 治 石 2. 7 

63① SD2 被土 管玉 結色轟匝岩 3. 8 

65① SDZ1 床直 管 玉 思 玉 1 . 1 

5日① SD2 被 士 ��: 玉 強玉 0. 2 

60② SA3 床直上 勾 玉 務E巨 1 . 0  未製品

C ① SA l l  床直上 臼玉 滑石 0. 1 

C ① SA 13 床直上 臼 玉 滑石 2. 7 

55① SAl  被土 包ヨz 滑石 0. 6 

C ① SA9 車Ij二 管 玉 t�3{_ 5. 5 

C ① SA 1 0  ì'il上 管玉 建玉 。目 7

C ① SA 1 0  火床前 管玉 第 五 0. 2 

56① SAl 事l土 勾 玉 土 37. 5 

57'①SA2 床直上 勾 玉 碧玉 0. 6 

C ① SA16 緩土 耳E最 71銅 10. 2 
金î1i がー 官官残存す
る。

5αD SP50 磁土 臼玉 頁岩 0. 2 

32① SP1 被jニ 1�玉 碧玉 6. 2 

逃構外 6 1① 管 ヨi 恕ヨー 4 . 9 
6 1① S ] 5 に w う
可能性が高い。

立I榊外 C ①  管 玉 恕玉 0. 6 

遺術外 32① lJ: 玉 碧玉 0. 2 

泣榔外 C ①  @;飾品 頁岩 16. 9 



表 8 石製品

接種

遺 構 時期 芋石描製T 主 鎖事製正C f主I 杓軍石斧拡
刃 石匙 石核 原 鼓石 石磨 凹 石 多干し 重案強品提 謄製石鍬 民割石

F
包坐

襲� E3F事事』
石槌 砥 こ箭向に1主

制B 考
器 石 石 皿 石

石
45② S A l  府II中 I 
45② S A 2  縦"þ 1 1 l 

45② S A 5  科目I:þ 1 1 l 1 2 

45② S A 7  純，* ， 1 

63② S A l  純，* ， 2 

63② S A 2  純"1" l 1 I 
63② S A 3  純"1" 2 1 
E ② S  A 2  崩日中 1 3 2 3 

E ② S  A 3  純r l" 3 20 6 2 4 1 9 

E ② S  A4 ��ll ':I" 1 8 6 5 2 5 石棒 1 、 異形凹石 1
E ② S  A 5  純，*， 8 4 1 2 7 1 l l 6 

E ② S  A 6  総1:1' 9 1 7 2 1 I 2 異形石 1*十 1

E ② S  A 8  純，*， 1 P6戸、l

63② S K l  網目中 1 

63② S K 2  縄中 1 
E ② S  K 8  射日中 2 石錘 ? 1 

E ② S  K 47 期日中 1 1 

45② S D l  総中 ワ 5 

3① S A l ��\中 1 1 

3① S A 2  l泊1中 1 1 
4① S A l  ç�\中 2 3 1 1 2 6 

1 0① S  A l  弥 中 1 

25① S A l  弥中 2 

29① S A l  弥中 l 

29① S A 2  弥 中 1 
30① S A 1  l泊; r.þl 1 l 

32① S A 1  弥中 10 4 10 39 3 1 1 2 5 部 片�jが多 数 山 土

5C① S A 1 0 日本中 l l 

52② S A l  初、中 1 l 1 
52② S A 3  弥 中 1 1 1 

53② S A 3  弥 中 2 2 

53② S A 7  弥中 1 

53② S A l l  弥中 4 l l 1 
61① SJ2 弥lド I 
64① S A 1  弥 l ド 1 5 4 1 5 

64① S A 2  �fl\中 1 1 3 

65① S A l  弥中 3 1 1 1 4 

69① S A l  ��ï中 l 4 l 6 

69① S A 2  弥 中 l 

74① S A l  弥中 l l 2 l 5 

74① S A 2  弥，*， ] 
75① S A l  功、中 3 

B ② S  A 4  弥r.þ l 

B ② S  A 5  日告 l ド 1 2 

B ② S  A 6  弥呼 : 4 2 ワ“ 4 

C ② S  A 14 弥呼1 1 1 
C ② S  A 1 9 弥l十: 1 2 1 3 

C ② S  A 20 ��\ I ド 1 

E ① S A l  弥r l" 1 

- 1 10 一



器種

遺 構 i時Jl11 石鍬宇畢T2 J製石部I長 f製亨石芋
f 

刃 石匙 核石 原 鼓 磨石
凹 石 多干し 芸f責単苛品苦品色

l
製石鍛岩 彊ゴ聞製ー

コ
務象芳嚢主台ヨ盟 空主ヨりZ 

石槌 砥
方コ6申尚住
3
日ニL i 

備 考
器 石 石 石 血l 石

石

60① S K 3  功、 ' =1=' 1 

64① S K 9  �，町y、一 " 1" l 

27① S D 1  弥 '=1= ' l 2 4 1 l 3 

43① S X 1  弥 中 2 

50① S A 7  �ñ\l� 1 

50② S A 4  功、後 1 

52① S A 7  1抗、後 1 

52② S A 2  ïJ{J\後 1 

53② S A 1  �Vl\後 l 

53② S A 4  百庁、後 1 

62① S A I  弥 後 2 

79① S A 2  l応後 1 

B ② S  A 3  l応後 1 1 

B ② S  A 7  l治L 後 1 

B ② S  A 1 4 弥後 1 

C ② S  A 2  ï]{J\後 1 

C ② S  A 3  劫\1:長 2 i 

C ② S  A 4  功、後 1 扶入柱状片 刃 石 斧 1
C ② S  A 5  弥 後 1 

C ② S  A 6  功;1走 l 1 1 

C ② S  A 12 功、後 1 l 

C ② S  A 1 3  弥後 1 

C ② S  A 23 弥 後
4① S 0 2  弥{走 1 台石1
48① S 0 1  弥 後 l 

64① S ] l  功、後 1 

50② S 03  古前中
50① S A 1  古 後 1 

53① S A l l  ï!1後 2 

C ① S  A 24 古後 1 
C ① S A l l  古 後 3 

49① S D 1  ï5後 2 

C ① S  U 3  平 ・ 中 1 

1①進十位外 1 1 
2①逃術外 1 1 1 

3①正I十時外 2 1 l 1 

4①遺構外 2 1 1 
6①迫構外 1 1 1 1 

7①泣精外 台石1

8①遺構外 l 

10①遺構外 1 

12①逃機外 1 

13①迫構外 1 

1 4①遺構外 1 1 

18①ìl:ì構外 1 1 2 

20①遺構外 l 

23①泣構外 1 石 板 l

25①逃構外 I 
26①遺構外 l 1 

27①遺構外 1 

- 1 1 1 一



器種

遺 構 l時期 製鍬杓石 芋製石室佐T 製雲
刃 石匙 石核 原 鼓 磨 凹 石 干多し 翼運主主3 石品磨製主

ー字J磐革委 3ポZzuz ミ3ご 霊聖石槌 砥
旗艦

fijlî :Jt 
器 石 石 石 石 皿 石

石

30②遺構外 1 
32①泣構外 1 
33①遺構外

34①逃構外 1 1 1 l 

35①遺構外 1 l 

36①逃構外 2 

43①逃構外 1 

45①遺構外 1 0 3 2 1 2 3 

45②遺構外 2 l 1 1 

46①逃構外 1 
48①遺構外 1 I 1 1 1 ] ノ ミ 4犬1ïr.� 1 

50①遺構外
1 

50②遺構外 2 1 1 

5 1①遺構外
1 

51②ill格外 1 
52①逃椛外 1 
52②遺構外 l 1 1 1 
53①遺構外 4 l 1 1 l 2 I lPI石 製 品 l

53②遺構外 2 l 1 1 1 台石 l

54①遺構外
1 l 

55①遺構外 2 

56①遺構外 2 

57①遺構外 1 1 

59①巡fiVi外 l 
60②遺構外

1 

6 1①逃li'l1外 3 2 2 1 1 

62①遺構外 l 1 1 

62②遺構外 ? l 
63①遺構外 3 1 4 1 2 1 1 1 9 

63②逃構外 2 1 l 1 

64①遺構外 1 

65①遺構外 2 2 2 

66②遺構外 2 

67②造機外

691①遺構外

70①遺構外 l 
7 1①遺椛外 1 

72①逃f{li9J. 1 

73①遺構外 1 
74①逃椛外 l 
76①巡構外

1 

78①逃術外
石板I

79①遺構外 1 1 
B ②遺構外

1 

C①・②遺構外 1 0  1 3 3 1 1 1 2 1 2 8 

D ①造機外 l 2 l 2 1 1 3 

E ①迂I構外 6 3 環状石 斧 1

E ②遺構外 4 8 ? 1 3  4 1 2 3 1 24 奥形凹石 1 石様 1

- 1 1 2 一



第U章 ま と め

第1節 集落の変遷

こ れ ま で報告 し て き た よ う に 、 調査で は 縄文時代 中 期 か ら 中 |止 に 至 る ま での 多 く の遺構が検出 さ れ、 檀 田 遺 跡

が長期 間 に わ た っ て 断続的 に 営 ま れ た 集 落遺跡、で あ る こ と が明 ら か と な っ た。 遺跡の範囲 は現在の 檀 団 地 籍 の 範

囲 と ほ ぼ重 な っ て お り 、 調査 区 は遺跡の東側 2 / 3 に 対 し て 大規模な ト レ ン チ を 入 れ た よ う な状況を 呈 し て い る 。

調 査 で は 多 く の遺構 と 共 に かつ て の 河道 の痕跡が検出 さ れ たが、 集 落が存続 し て い た 時期 の 大 半 は 窪地の状態 で

あ っ た と 思 わ れ 、 遺構 は河道 を 避 け た 2 カ 所 の微高地上に構築 さ れて い る 様子が看取 さ れた 。 本節 で は こ れ ら の

成果 を ふ ま え て 、 各時期 に お け る 集 落 の 様相 を ま と め て み た い。

1 縄文時代中期

竪穴住居 1811!f 、 土坑 6 基 、 小穴 2 基、 墓 4 基、 ì�t l 条 、 埋整 4 基、 環状列石 1 基 を 報告 し た。 北東微高地か ら

は遺構 に と も な わ な い な が ら も 前期 に 遡 る 土器が出 土 し て お り 、 集 落 の 形成 は近 隣 の 松 ノ 木田遺跡や浅川 端遺跡

と 閉 じ 前期段階 よ り 開 始 し て い る 可能性 も あ る が、 集 落 と し て 認識 さ れ る の は縄文時 代 中 期 に な っ て か ら で 、 遺

構 は 南 西11波高地の45区 ・ 63区 ・ E 区付 近 を 中心 に 分布 し て い る 。

竪穴住居 の 平 面 形 は 円 形~ 小判 形 を 呈す る 円 形基 調 の も の と 、 隅 丸方形 を 呈す る も のがあ る が規絡的 な 形態 は

認め ら れ な い。 検出状況が良好な も の に つ い て そ の 内 部構造 を み て み る と 、 45② SA5、 E ② SA3 ・ 4 . 5 ・ 7 ・

8 で は 中 央付近 に わ ずの、

な掘 り 込み を と も な う 炉

が敷設 さ れ 、 主柱 は炉 を

囲 む よ う に壁沿い に 配 置

さ れ て い る 。 こ れ に 対 し

63② SA l は 6 本 の 主 柱

穴が住居 の 主制| に平行 し

て 配列 さ れ 、 間 仕 切 り Wt

状の掘 り 込みがそれ ら を

繋 ぐ よ う に掘 り 込 ま れ て

お り 特徴的 で あ る 。 こ の

住居か ら の 出 土土器量は

少な い も の の 、 北西辺付

近 か ら 市 内 出 土の 中 で も

最 大 規 模 の 土 偶 が 出 土

し 、 ま た K7か ら は JJR泊

玉 1 個 体 が 出 土 し て い

る 。 土偶 は 右手、 左手先

端 、 両足先端部 と 頭部 を

欠 く も の で 、 体音IS全而 に 図 20 縄文時代中期の主要遺構配置
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凹線 に よ り 文様が施 さ れ る 。 乳房お よ び腹部 は ふ く ら ん で い る も の の 、 啓部の表現は 凹線のみであ る 。 頭部は 欠

損 し て い る が、 お そ ら く は 河童型土偶 に 分類 で き る 資料であ ろ う 。 長野県 中 野市姥 ヶ 沢遺跡 ( 中 野市教委1983)

出 土 の 資 料 に 近 似す る 。 琉E白 玉 は検 出 時 か ら 脆弱 な 状態であ り 、 取 り 上 げ 後 に 完全 に 瓦解 し た た め に実測不能 と

な っ て し ま っ た。 こ れ ら 住居出 土遺物 に 加 え 、 近 く に 特殊 な 土器 を 埋納 し た埋聾遺構 (63② SR1 ) があ る こ と か

ら こ の住居が植 田 ム ラ の祭杷 を 司 る シ ャ ー マ ン 的 な 人物 に 関係す る 建物で あ る 可能性が考え ら れ る 。

E 区 2 次面北西で、 見つか っ た E ② SN1 は 、 環状列石 と し て 市 内 で 初 の 検 出 例 であ る 。 人腰丈の石が環状 に 巡 り 、

そ れ ら の 石 を 支 え る よ う に 外側 に は 一 回 り 小型の石 が基部 に 据 え ら れて い る 箇所 も あ る 。 さ ら に 小型の拳 大 か ら

人頭大の河原石が内側 に 敷 き 詰 め ら れて い る 。 立石 の ほ と ん どが倒 れ た状態 で検出 さ れ て い る が、 中 央部の数個

が立 っ た ま ま の状態で検出 さ れ て お り 、 こ れ ら は ほ ぼ原位置 を 保 っ て い る も の と 推iJ!iJ さ れ る 。 土層 断面 を 検討す

る と 、 砂質土層がい く ら か遺構 を 覆 う よ う に 堆積 し た 後 、 遺構 を 挟 ん で西側 は 小隊や砂質の 層が幾重 に も 重複 し

て お り 、 そ の 東側 は 調 査 区 の 他の地点 同 様 に 粘 質土がほ ぼ水平 に堆積す る 。 こ の こ と か ら 、 こ の遺構の 西mlJ に は

当 時河川 が存在 し て お り 、 そ の 氾I監原 に構築 さ れ た 遺構 で あ る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 当 遺構 を 境 に 土層 の堆積状

況 に 大 き な 違 い が見 ら れ る の は 、 河 川 が氾濫 し た 際 に 土砂が立石 に 遮 ら れ、 そ れ を 超 え る こ と がで き ず に立石の

西側 で よ どみ の よ う に 堆積 し た も の と 解釈で き る 。 本遺構付近で は 砂層 と 機層 が厚 く 堆積 し て い る こ と か ら も 、

当 時河 川 の 氾濫があ っ た こ と を 推測 で き る 。 石 に 張 り 付 く よ う な状態で検出 し た 土器片 は遺構 に と も な う も の な

の か 、 あ る い は 他の場所か ら 流 さ れ て こ こ に 移動 し て き た も の な の か は 明 言 で き な いが、 こ の土器が意識的 に打

ち 欠 い た よ う に き れ い に 底部付 近 の み が欠損す る こ と 、 さ ら に 同 じ よ う に遺構 上面 に堆積 し た 砂 質土層除去の段

階で 出 土 し た 別 個 体の 土器が、 器 形 は 先述 の 土器 と 同 様の唐草文形土器の も の であ る に も かか わ ら ず 、 文様が全

く 施 さ れ て い な い特 異 な

土器であ る こ と を 鑑み る

と 、 意識的 に 土器 を 選択

し 、 粉砕 し た 後遺構上に

散 布 し た と も 捉 え ら れ

る 。

2 弥生時代中期

弥生時代 中 期 後 半 の い

わ ゆ る 栗林式段階の竪穴

住居4 1 軒 、 土坑8基 、 墓10

基、 i誇 2 条 、 包 含層 落 ち

込み 1 ヶ 所、 性格不明遺

構 4 ヶ 所 を 報告 し た。 出

土 し た 土 梼 に は 胴 部 に 櫛

描の横羽状文が多 用 さ れ

た 斐 や 、 頚部か ら 胴 部 を

箆 ・ 櫛 に よ っ て 検位多段

に 施 文 し た 査 が 多 く あ

り 、 総体的 に は寺 島孝典

編年 (註 1 ) の 栗林式古 図 21 弥生時代中期の主要遺構配置
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段階に 集落の盛期があ っ た こ と が窺わ れ る が、 南西微高地の C ② SA 13 ・ 19 ・ 20か ら 出 土 し た査 に 施 さ れ た 口縁部

外面への縄文 ( 788 ・ 812) や頚部~胴部への指頭円文 ( 773 ・ 815 ) ・ 結紐文 (815) 文 な どの 中 期 前 半 に特徴的 な

文 様 を 古 い 要素 と 見 る な ら ば栗林式の 初現期 に は 集 落 の形成が始 ま っ て い る こ と と な る 。 集 落 は 中段階新相 を 前

後す る l時期に比定 さ れ る 10① SA1 . 32① SA1 を 最後 に い っ た ん 途絶 え る よ う で あ る 。

竪穴住居は両微高地上か ら ほ ぼ半数ずつが検出 さ れ、 微高地 ご と に 居住域が形成 さ れて い た状況が看取 さ れ る 。

複数の居住域が同 時併存 し て い た の は 該期 だ け で あ る が、 先述 し た比較的時期 の 新 し い 住居が検出 さ れ た の は北

東微高地上であ り 、 両者の継続期 間 に は 若干の差違があ っ た か も し れ な い。 浅 川 扇状地 上 で 同 時期 に営 ま れ て い

た と 考 え ら れ る 集 落 は 、 牟礼バ イ パ ス D 地点遺跡 ( 長野市教 委 1 986) や 浅川 端遺跡 ( 長野市教 委 1 988) で検出 さ

れて い る が、 いずれ も 検出住居数は10軒 に 満 た な い 小規模集落で、 あ る 。 本遺跡 で は 2 ヶ 所の微高地 に ま た が っ て

い る と は い え40車f を 越 え る 住居が ま と ま っ て お り 、 そ の 規模か ら こ れ ら の 集 落 に 対す る 拠点 的 集 落 で あ っ た 可 能

性が高 い。 出 土土器中 に 中 期 後半段階 と し て は珍 し い北陸系土器 (686 ・ 769 ・ 770) を 含ん で い る こ と も 、 こ の よ

う な 集落の性格 を 反映 し た も の と 言 え よ う 。

南西微高地の6 1 区 2 次面で は 、 磯床木棺墓 を 主体 と す る 9 基 の 木棺墓が集 中 し て 構築 さ れ た 墓域 を 検 出 し た。

各 木棺墓 は 近接 し て構築 さ れ て お り 、 分布域 は さ ら に 西 方 に 広 がっ て 総 数 は 10基 を 超 え る と 予想 さ れ る 。 木棺墓

の規模は 墓坑長 2 m 前 後 、 棺長1. 4- 1 . 5m と ほ ぼ均一で あ る が、 主剥! の 方 向 は北西 一 南東 を 示す S] l - 4 ・ 8 ・

9 と 、 こ れ に 直 交す る 北東一南 西 の S]5- 7 の 2 つ に 分かれる 。 木棺構造 はすべて 両短辺 に 小 口 穴が残る 福 永伸哉

分類 (福永1985) の 1 a 類 を 採月3 す る が、 棺床 に つ い て は磯敷の S] l - 3 ・ 6 - 9 と 、 非傑敷の S]4 ・ 5 の 2 種が

認め ら れ る 。 副葬品 は磯敷の S]7か ら 細形の管玉 3 点 、 非磯敷の S]5か ら 太形の管玉 5 点が 出 土 し た ( 註 2 ) 。 各

木棺墓 聞 に は 規模や配置 に均一性が認め ら れ、 こ の 墓域が集 団墓地的 な性格であ っ た こ と が看取 さ れ る 。 構造や

副 葬 品 に認め ら れ る 差違 は 、 身 分 ・ 地位の誇示 と い う よ り も 集 落 内 に お け る 被葬者の 立場が表現 さ れ た も の と 考

え ら れ よ う 。 時期 を 示 す 土器 の 出 土 は な か っ たが、 該期 集 落の墓域が居住域 に 近接す る 位置 に 設 け ら れ る (青木

1991) こ と か ら す れば、 こ れ ら の 木棺墓群 は 南西微高地の居住域 に 対応す る 墓域 と 考 え ら れ る 。 墓が検出 さ れ な

か っ た北東微高地で も 同 様の 墓域が造営 さ れ て い る 可能性が高 い。

出 土遺物で注 目 さ れ る の は 、 53② SAl l ・ 75① SA l ' C ① SA20で検出 さ れ た 器形が大 き く 歪 ん だ り 器面が変色

し た 土器であ る 。 53② SA l l 出 土 の 724 は そ の 中 で も 特 に 変 形 ・ 変色が著 し く 、 そ の さ ま は あ た か も 土 器内部で爆

発が起 き た かの よ う であ る 。 こ れ ら の 変 化 は 被熱 に よ り 生 じ た も の と 思 わ れ、 こ れ を 裏付 け る かの よ う に 出 土住

居で は 炭や炭化材が検出 さ れ て い る 。 住居の焼失 も し く は 内 部での 火焚 き 行為 の 際 の 被熱が原 因 のーっ と し て 考

え ら れ る が、 変形 ・ 変色が生 じ た 土 器 は 出 土土器の一部で あ る こ と 、 他の時期 の焼失住居お よ び炉や カ マ ド に お

け る 煮炊 き に用 い ら れ た 土 器 に は 同様の 変化が起 き て い な い こ と な ど を 考慮 す る と 、 そ の 火熱は特殊な状況下で

加 え ら れ た 相 当 に 強 い も の で あ っ た と 思 わ れ る 。 な お 同 じ特徴 を 示す 土 器 は松原遺跡 ( 長野県埋文 1997) や 差 出

遺跡 ( 長野市教 委2003) で も 報告 さ れて い る 。 両遺跡例 と も 時期 的 に 後 出 し て お り 、 差 出 遺跡例が井戸 に投棄 さ

れた も の であ っ た の に 対 し て 、 松原遺跡例 で は 出 土遺椛の SB129内部で火炊 き 行為 が認め ら れ る 本遺跡 と 同 様の

検出事例 と な っ て い る 。

3 弥生時代後期

竪穴住居70軒、 土坑 1 基、 環状構 1 条、 墓 14基、 構 6 条 、 包含層 落 ち 込み 1 ヶ 所、 性格不明遺構 l ヶ 所 を 報告

し た。 後期 後半の箱清水式期 中 頃 を 盛期 と す る 集落 を 検出 し て い る が、 そ れ以前では 箱清水初現期 の25① S] l や 遺

構外か ら の 出 土な が ら 後期初頭吉田式期の様相 を 示 す 1 547が認め ら れ、 弥生 中 期 後 半 に 続 く 集落の再形成 は 後 期

前 半 に ま で遡 る 可能性 も あ る 。
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図 22 弥生時代後期の主要遺構配置

の 差違 は 見 い だせ て い な い。

居住域 は南西微高地西

半 に 展 開 し て お り 、 全長

8m を 越 す 大 型 竪 穴 住 居

が 集 中 す る C 区 付 近 に

そ の 中心があ っ た と 推測

さ れ る 。 炭 ・ 炭化材 が多

量 に 出 土 し て焼失住居 と

考 え ら れた住居は 7 車f検

出 さ れ 、 こ の う ち の B ②

SA9 ・ C ② SA2では奥壁

中央付近の炭直 仁でベ ン

ガ ラ が直径約 10cm の 円 形

に ま と ま っ て検出 さ れ て

い る 。 検出状況か ら 、 ベ

ン ガ ラ は焼失直後の炭上

に 人為 的 に撒かれた と 推

察 さ れ る 。 住居焼失 に と

も な う 一種の祭肥行為 で

あ っ た と 思 わ れ る が、 類

例 も 少 な い こ と か ら こ れ

が行 わ れ な い焼失住居 と

墓 に は 土坑墓、 土器棺墓、 円形周溝墓が認め ら れ たが、 最 も 多 く 検出 さ れ た の は 円 形周溝墓で、 10基が見つかっ

て い る 。 墓 の分布 に は 偏 在性があ り 、 南西微高地東側 の48区 で は土坑墓 1 基、 土器棺墓 1 基、 円 形周i韓墓 7 基が

重複 し な が ら 密 集す る の に 対 し て そ の 他 は北東微高 地 に 散在 す る 。 いずれ も 地形的 に 旧 河道 を 挟 ん で、居住域 と 隔

絶 さ れた場所 に 選地 さ れて お り 、 構築場所が墓域 と し て 認識 さ れ て い た も の と 推測 さ れ る 。 構築時期 は居住域 と

同 じ 後期 中 頃 に盛期があ っ た と 思 わ れ る が、 出 土土器の様相や 遺構検出状況か ら 居住域の年代 よ り も 後 出 的 な 要

素が指摘 さ れ る 48① SDZ5や19① SDZ 1 な ど は 、 次項 に 含 め た 竪穴住居 と の 関 連性 も 考慮す る 必要があ る と 思 わ れ

る 。

出 土遺物 の特徴 と し て は 、 外来要素 を 含 む遺物が多 く 出土 し た こ と が挙げ ら れ る 。 土器で、は 北陸系お よ び東海

系 の も の が認め ら れた。 量 的 に 主体 を 占 め て い る の は圧倒 的 に前者であ り 、 後者は 同 一個体の破片 で あ る 1234 ・

1336の み と 客体的 な 存 在 で あ る 。 北|態系土器は北陸編年の 法仏式段 階 に お お む ね 相 当 す る 。 千野浩編年 ( 千野1989)

の 3 段 階 ・ 青木一男編年 ( 青 木1999) の 4 段階 に 相 当 す る 遺構で確実 な 共伴 関 係が認め ら れ、 同 じ く 北陸系土器

が多 く 出 土 し た 本村東沖遺跡 ( 長野市教委1993 b ) と 同 様 な 併行関係が確認 さ れた。 細部の作 り やJJ台土か ら 大部

分 は北陸地方 の 土器 を 模 し て 在地で製作 さ れた と 思 わ れ る 点 も 本村東沖遺跡例 と 同様 で あ る 。 東海系の 1234 ・ 1 336

は胎土が在地の土器 と は 明 ら か に 異 質で、あ る こ と か ら 搬 入 品 の 可 能性が高 いが、 いずれ も 覆土か ら の 出土 で住居

と の 共伴性 に は 検討の 余地があ る 。 石器で は C ② SA4か ら 安 山 岩製の扶入柱状片 刃 石 斧 ( 1565) が出 土 し て い る 。

刃 部 は 刃 こ ぼれ を 起 こ し 、 両端が縦方 向 に 剥 離 し た よ う に 欠損 し て い る が、 遺存状況 は 良好で あ る 。 下条信行の
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形態分類 (下条 1997) に 従 え ば D 型式 (註 3 ) に あ た り 、 弥生時代前期 末~ 中 期 初 頭 に 瀬 戸 内 ・ 山 陰 ・ 関 西 ・ 東

海そ し て 日 本海側 の 山 陰 ・ 北陸 ま で広 く 分布す る と い う 。 長野県下 で は 原 則 的 に石 器組成 に 入 ら な い器 種 ( 111] 田

勝則 ・ 百瀬長秀1997、 禰宜回 2002) (註 4 ) で あ る こ と か ら も 搬入 品 と 判 断 さ れ る が、 先の年代 に 相 当 す る 時期j の

遺構 は檀回遺跡の み な ら ず周辺遺跡に も 存在 し て お ら ず、 石斧 と 出 土遺構の年代差が大 き な 問 題 と な る 。 出 土位

置が床面か ら 30cm上位 の 覆 土 中 で、 あ る こ と を 積極的 に 評価 し 、 混 入品 と し て 前段階の弥生時 代 中 期 後 半 に 使 用 時

期 を 求 め て も 、 な お そ の 聞 き は 大 き い。 いつ どの よ う に 檀 田 遺跡 に も た ら さ れ使 用 さ れ た の か現状か ら 判 断す る

こ と は 困 難であ り 、 類例の増加 を 待 っ て さ ら な る 検討が必要 と な ろ う 。

48区 円 形周溝基の副葬品で、 あ る 銅釘11 ・ 鉄釧や菊翠製勾 玉 は 、 周 辺遺跡 の そ れ と 比較 し で も 高 度 な 内容 を 有 し て

お り 、 被葬者の地位の 高 さ を 窺わ せ る も の で あ る 。 こ れ ら は檀 田 遺跡の集 落 だ け で な く よ り 広 い 範囲 に 向 け て 自

ら の地位 を 誇示 し て い た も の と 思 わ れ 、 そ の背景 に は居住域 に お け る 北陸系土器の大量保有 に 見 ら れ る よ う な 北

陸 地 方 と の 強 い 結 びつ き があ っ た こ と も 推測 さ れ よ う 。

4 古墳時代前期~中期

古墳時代前期初頭 か ら 中 期 前半 に 属 す る 竪穴住居20軒、 掘立柱建物 1 棟、 土坑 1 基、 墓 3 基、 構15条、 包含層

落 ち 込み 1 ヶ 所、 性格不明遺構 3 ヶ 所 を 報告 し た。 こ の時 期 の 浅 川 扇状地上で は 、 集 落 の 出 現が単発的 に な る 傾

向があ る が、 檀 田 遺跡 で は 調 査 範 囲 の大 き さ も あ っ て 居住域 を 移動 さ せつつ継続的 に 集 落が営 ま れ る 状況が認め

ら れた。

ま ず前 期初頭~ 中 葉 で は 弥生時代後期 と 同 じ く 南西微高地西側 に 居住域、 北東微高地 に 墓域 を お い て い る 。 墓

域 と し た の は65 . 74 ・ 75区 に お い て 検出 さ れ た 3 基 の 周 溝 墓群 で あ る が、 前項で 当 期 の 竪穴住居 と の 関 連性 を 考

慮 し た 周 溝 墓 の 48 ①

SDZ5 ・ 19① SDZ 1 を 含め

て も 同 様の 選地傾向があ

る 。 3 基の周i溝墓は墳丘

が完全 に 削 平 さ れ て 主 体

部 は 明 ら か に さ れ て い な

い が、 平 面 形 態 は 65②

SDZ1が前 方 後 方 形、 75①

SDZ1 ・ 4 が 方 形 を 呈 す

る 。 いずれの周溝覆土 も

僻面~底面 Uこ 10cm程 度

堆積す る 黒色 粘質土上に

大量 の黄色砂質土がの っ

て お り 、 3 者が ほ ぼ同 時

期 に埋没 し た と 推測 さ れ

る 。 遺物 は黒色粘質土中

に 少量 含 ま れて お り 、 65

② DSZ1 で は 土 師 器 聾

( 1800) と 管玉 ( 1 929) 、

75① SDZ4で は 土 師 器聾 図 23 古墳時代前期~中期の主要遺構配置
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( 1801 ・ 1802) を 図示 し た。 土器の様相 か ら お お むね前期 中 葉 の 所産 と 判 断 さ れ る 。 地 山 に接す る 土層 か ら 出 土

し て い る こ と を 考慮 す れ ば遺物の示す年代が構築 年 代 に 近 似す る と 思 わ れ る が、 出 土状況が明瞭で な い た め に埋

葬時の葬送儀礼 に 用 い ら れ た も の か ど う か は 判 然 と し な い。 善光寺平 に お け る 前期 の 周溝墓は千曲 川 自 然堤防上

に 立地す る も のが多 く 知 ら れ て お り 、 篠 ノ 井遺跡群聖川堤防地点 ( 長野市教委1 992) で は 開 口 部 を 有す る 方形周

溝墓か ら 前方後方形周溝墓への 変選過程が捉 え ら れて い る 。 65② SDZ 1 は 聖 川 堤防地点で最 も 新 し い SDZ3 と 類似

し た墳丘形態で 、 構築時期 も ほ ぼ同 時期 の所産 と 推定 さ れ る 。 浅川 扇状地上で は 扇 端 に 近 い 吉 田地区 で可能性が

あ る も の も 含め て 4 基 の 周溝墓が報告 さ れて い る ( 長野市教委 1996 ・ 1997 ・ 1999) が、 こ れ ら の 出 土土器お よ び

平面形態 を み る と 本遺跡検出 例 よ り も 古相 を 示す も のが多 く 、 浅川 扇状地上 に お い て も 聖 川 堤防地点 と 同 様の変

選 を 辿 っ て い た 可能性が高 い。

前 期 後葉 に な る と 弥生時代後期以来の選地意識に 変化が生 じ 、 そ れ ま で墓域であ っ た 南西微高地東半 に 居住域

が展 開す る 。 墓 は検出 さ れ て い な いが、 南西微高地の北東側縁辺部 に位置す る 63① SD2か ら は通常古墳の副葬品

と し て 用 い ら れ る 緑色凝灰岩製石釧が 出 土 し た。 63① SD2 は l幅60cm前 後 、 検 出 面 か ら の掘 り 込みが10cm未満 と 小

規模で あ る が検 出 長 は約56m と 長 い。 石 釧 は 東端か ら 約9m 西の底面か ら 出 土 し た。 全体の 1 / 12程度が残存 し て

お り 、 破断面の研磨 な ど二次加工 さ れ た 痕 跡 は 認め ら れ な い。 斜面 に 施 さ れ た 放射状l隔紺|沈線中 に は 幅広 沈線が

挿 入 さ れ、 側 面 に は 2 段 の 匙面 を 有す る こ と か ら 蒲原宏行分類 (蒲原 1991 ) の III a ' 類 に 相 当 す る が、 そ の 形状か

ら よ り 後 出 的 な も の と 判 断 さ れ る 。 北保芳 隆 に よ れ ば、 「腕輪形石製品 を も ち い た 祭杷 に は 、 古墳での場合 と 、 集

落 な い し は溝での場合の 2 形態が併存 し J 、 後者の場合 「例外な く 破砕埋納 さ れ る と い う 取 り 扱 い 上 の 共通性が認

図 24 古境時代後期の主要遺構配置
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め ら れ」、 「 こ う し た現象

は 4 世紀 の 第 4 四半期 に

限定 さ れ」 る と い う (北

候 1994) 。 本遺跡の場合、

出 土追構の年代や石釧の

出 土状況に北僚の指摘 と

の 共通点があ り 、 本遺跡

に お け る 祭杷行為の存在

を 窺 わせ る が、 調査所見

で は そ の痕跡 は 見 い だせ

て い な い。 た だ し 、 同 じ

I枠 内 の 石 釧 出 土地点 よ り

20m 西 方 で は 損壊 し た

管玉 ( 1 928) が出土 し て

い る こ と は 長野市石 川 条

里遺跡 (長野県埋文1997)

に 通 じ て 示唆的であ り 注

意 を 要す る 。

中期 に な る と 再び選地

意識は変化 し 、 竪穴住居

は北東微高地上 』こ ま で構



築 さ れ て い る 。 た だ し検出 さ れ た の は 6 ① SA1 の み で あ る こ と か ら 居住域 と 呼べ る ほ どの展 開 は 見せ て い な い。

6 ① SA 1 よ り 新 し い 57① SA3 は 再 び南西微高地上に構築 さ れ て い る 。 57① SA3 は 中 期段階で唯一 カ マ ド を 有 す る

竪穴住居であ り 、 浅川 扇状地で も 早 い段階の カ マ ド導入事例 と し て評価 さ れ る 。

5 古墳時代後期

古墳時代 後 期 中 葉ー か ら 奈良時代初頭 ま での 竪穴住居90軒、 掘立柱建物 l 棟、 土 坑 2 基、 溝 15条、 包 含層 落 ち 込

み 1 ヶ 所、 性格不明遺構 1 ヶ 所 を 報告 し た 。 該期 に は そ れ ま で継続的 な 土地 利 用 が認め ら れた北東微高 地 に 明確

な 遺構が検出 さ れ な く な る 一 方、 遺構 は南西微高地 に 集 中 し て 構築 さ れ る よ う に な る 。 そ れ ま で地形上の制約か

ら 遺構空白 域 と な っ て い た 中 央河道 に 構 な とεの 小 規模遺構が検 出 さ れ、 窪地への 土砂の堆積が進行 し て い た 様子

が看取 さ れ る こ と か ら 、 選地場所の 集 中 し た背 景 に は 自 然的 な 要因 があ っ た の か も し れ な い。 南西微高地 上 は 住

居 を 中 心 と す る 居住域 と し て 利 用 さ れて お り 、 そ の 規模 は 本遺跡で も 最大の も の と な っ て い る 。 特 に微高地西半

は他の時期 に そ れ程 多 く な い住居相互の切 り 合い 関係が頻 繁 に 認め ら れ る ほ ど集 中 し て お り 、 活発 な 住居の構築

が行 わ れ た も の と 推察 さ れ る 。 集落の盛期 は 後期 後 葉 に あ り 、 こ の 時 期 の 検 出 住居 数 は 全体の お よ そ 7 割 を 占 め

て い る 。

竪穴住居は規模に よ り 一辺の長 さ が7m を 超 え る 大型 、 3. 5m に 満 た な い小 型 、 こ の 中 間 の 中 型 に 分類 さ れ る 。

中 ~ 大型の住居は北~北西 に 主軸 を と る 隅 丸方形 を 呈 し 、 4 本主柱で主軸 方 向 の 辺上 に カ マ ド を 敷設す る と い う

該期 に一般的 な 形態 を 呈 す る 。 本遺跡で は 同 一住居内 で カ マ ド を 移転 さ せ て い る 事例が他の遺跡 と 比較 し て 多 く

観察 さ れ、 57① SA2、 C ① SA5 ・ 7 で は 実 に 3 基の カ マ ド が検出 さ れ た 。 ま た 、 火 床 に 平石 を 敷 き 詰め た C ① SA

9や 、 支l抑 に 土製 品 を 用 い た C ① SA 1 6 な ど検出 例 の 少 な い カ マ ド形態 も 認め ら れ、 本遺跡、 に お け る カ マ ド の 多 様

性 を 示 し て い る 。 53① SA3、 C ① SA4 ・ 6 ・ 12 に 代表 さ れ る 小型 の住居で は柱穴が不 明 瞭 な 横長方形 を 呈 し 、 カ マ

ドが隅 に敷設 さ れ る 傾向があ る 。

カ マ ド は住居廃絶 時 に 破壊 を 受 け て 本来 の 姿 は 残 さ れて い な い が、 燃焼部 を 囲 む袖 の 構 築 方法 に よ っ て①粘土

あ る い は地 山 削 り 出 し に よ る も の 、 ②石 を 芯 材 に し た も の に 大 き く 二分 さ れ る (註 5 ) 。 カ マ ド が検 出 さ れ た 70軒

の う ち 、 ①が12軒、 ②が44軒 を 数 え 、 残 り の 14軒 に つ い て は痕跡の検 出 の み に と ど ま っ た 。 時 期 の 判 別 が可 能 な

住居 に つ い て① と ②の比率 を 見 る と 、 中 葉 で は お よ そ 4 6 と な る の に対 し て 後 葉 で は お よ そ 2 : 8 と な る 。 周

辺遺跡、 に お け る カ マ ド 袖 部の構築方法 を み る と 、 ま ず古墳時 代 中 期 後半 の 牟礼バ イ パ ス B 地点遺跡 (長野市教委

1 986) ・ 本村東711'遺跡ではすべ て の 住居が① を 採 用 し て い る 。 次段 階 の 後 期 前葉 の カ マ ド検出事例 は 少 な い が三輪

遺跡 (長野市教委1980) 、 牟礼バ イ パ ス B 地点遺跡 ・ 吉 田古屋敷遺跡 (長野市教委1 996) で は① と ②が共に 検出 さ

れて い る 。 こ れ ら の こ と か ら 浅 川 扇状地 に お け る カ マ ド構築 は①に 始 ま り 、 ②が後期前葉 頃 を 境 と し て 登場 し て

後 期 中 葉 ~ 後葉 に 徐 々 に②の比率 を 増 し て い く 過 程 を 読み と る こ と が可 能 で、 あ る 。 た だ し 、 ②が①に取 っ て 変 わ

る こ と は な か っ た よ う で 、 吉 田古屋敷遺跡で は 奈良時代 初 頭 に 天井石 の 支 え に 倒 立 さ せた 聾 を 用 い た 広 い 意 味で

①に類する カ マ ドが検出 さ れて い る 。 な お 、 千 曲 川 自 然堤防上 に 立地 す る 拠点 集 落 の 榎 田遺跡 (長野県埋文1 999)

で は 、 古墳時代 を 通 じ て①が採用 さ れ続 け 、 ②が出 現す る の は 奈 良時代以 降の こ と であ る 。 浅 川 扇 状地 と は 対照

的 な あ り 方であ り 、 カ マ ド の 構築方法が遺跡立地 に よ り 大 き く 異 な っ て い る 点が興味深 い。

該期 の 集 落 は こ れ ま で に 知 ら れ て い る 浅川 扇状地上の 集 落 と 比較す る と 規模 も 大 き く 、 周 辺地域の拠点集落 と

し て の性格を窺わせる 。 古墳時代 中 期 後半か ら 後期前葉 の 集 落 断絶期 間 に は 、 同 時期 に最盛期 を 迎 え る 本村東沖

遺跡へ 人 々 の営みが移動 し て い た と 推察 さ れ る 。

6 平安時代~中世

掘立柱建物 10棟、 土坑1基、 土坑墓1基、 j存4条、 井戸1 1 基 、 包 含層 落 ち 込み 1 ヶ 所 を 報告 し た。 当 期 に 充 て た 遺
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図 25 平安時代~中世の主要遺構配置

構 は お し なべて 出 土造物

が少量 で あ っ た た め 、 周

辺遺構 と の切 り 合 い 関 係

や覆土の 色調が時期 判 断

の 大 き な 要素 と な っ た。

こ の た め 、 「少な く と も 古

墳 時 代 後 期 よ り は 新 し

い」 と い う 消極 的 な |時期

判 断が下 さ れ る 遺構 も 多

く 、 |時期 を 細 分 し て の集

落構造の把握 に は 至 っ て

い な い。

平安H寺代 に帰属 す る 居

住域 は 、 第 1 次調査区 ( 長

野市教委 1 991 ) や 隣接遺

跡で、見つ か っ て い る も の

の 、 調査地での 有 無 は 判

然 と し な し 、。 確実に平安

時代 に所属 す る と 判 断 さ

れ た の は 、 中 央 の 旧河道

上 に 開 削 さ れ た 1 6① SD

1 で あ る 。 1 6① SD 1 の 出 土造物 に は 墨書土 器が 2 点含 ま れ、 こ の う ち の2643 は破片資料 の た め 全体 に 記 さ れた文字

数 は 明 ら か で な いが、 遺存範囲 内 で は 「有J の 1 文字が判 読 さ れ る 。 こ れが現在 の 檀 岡 地積 に 残 る 字 名 の 「有無J

の 一部だ と す れ ば、 須恵器が示す 9 世紀代 ま で そ の 存在 を さ かの ぼ ら せ る こ と に な り 注意 を 要す る 。

中 世 で は C 区 l 次 面 に お い て 弥生 時 代 後期 ・ 古墳時 代 後 期 の 遺構 を 削 平 す る C ① SU3 を 検出 し た。 遺構 名 称 は

包含層 落 ち 込み と し て 扱 っ て い る が、 古墳時代 後期 の C ① SA 1 2が検出 さ れ た 付 近 は 島状の高 ま り を 残 し て お り 、

人 為 的 な 掘 り 込 み の 可能性が高 い。 覆 土か ら は 須恵器 ・ 土師器 ・ 青磁 と い っ た 平安時代~ 中 |止の造物 と 共 に 、 石

が多 く 認め ら れ た。 特 に 遺構北側 で は 人頭大か ら 一抱 え も あ ろ う か と い う 大ぶ り の石が集中 し 、 斜 面 に 人 為 的 に

積み上げたかの よ う な状況 を 呈 し て い る 。 そ の意 図す る と こ ろ は 判 然 と し な いが、 C ① SU3 を 池状の掘 り 込み と

考 え れ ば縁 を 護岸す る た め の石垣状施設 と 考 え る こ と も 可能 で あ る 。

註
寺 島 は 1 999論文 に お い て栗林則 を 古段階古相、 古段階新相 、 中段階古相、 中段階新相、 新段 階の 5 段階 に 区 分 し たが、 200l論文で

本 人が指摘 し て い る よ う に古段階の 2 区分は殴昧 さ を 残す も の で あ っ た。 よ っ て 本書で は 古段 階 を 一括 し て 4 段階区 分 と し て い

る 松原遺跡編年 ( 長野市教委 1 993a) を 参考 に し て い る 。

2 検出 而 w 土の管玉 (2662) は 出 土位 置か ら S]5 に と も な う 可能性が高 く 、 こ れ を 含め れ ば S]5に は 6 点の管玉が刑 務 さ れて い た こ

と に な る 。 ま た6 1① SA8か ら 出 土 し た 半決状勾 玉 1 点 は こ れが破壊す る 磯敷の S]3 ・ 4 ・ 9 の いずれかに と も な う と 予想 さ れ る 。

3 D 型式の主 要 な 形態 的特徴 と し て 、 蒲鉾型 ~ ト ン ネ ル 型の横断面形や 、 阿の狭い基音11 な ど を 挙げて い る 。

4 長野県史刊 行 会 1 988 に は植 田遺跡の北方 に 隣接 す る 神楽橋遺跡/:u 土 の扶入柱状 片 刃 石 斧が紹 介 さ れ て い る 。 椴 断|耐f�が横 方 向 に
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長いJI問張型 と な る 下 条 分類 の F 型式で、 本遺湖、 出 土 の D 型式 よ り も 後 出 す る 形態 で あ る 。 正式報告 は な く 詳細" は不明 で あ る た め 、

本書で は註で振れる に と ど め て い る 。

5 ①は判11 先端に天井 石 を 支 え る 石 材 の 有 無 に よ る 剥11分が可能であ る が、 遺存状況に よ っ て は そ の 判 別 が難 し い こ と か ら 一 分類 と し

て扱 っ て い る 。 ま た②に つ い て は カ マ ド に 使用 さ れ た と 思 わ れ る 石 が住居 内 に 散乱 し て い た場合 も 含 ん で い る 。
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第2節 縄文時代中 期前葉の土器につ い て

檀田遺跡 に お い て は 、 区 画45、 63区 お よ びア ク ロ ス プ ラ ザ地点 で遺構 内 お よ び包 含 層 か ら 比較 的 多 く の縄文時

代 中 期 に 属 す る 土器が 出 土 し て い る 。 こ こ で は こ れ ら の 地 区 か ら 出土 し た 資料 を 中心 に 、 檀 田 遺 跡 出 土 の 縄文時

代中期土器につ い て 主 に 文様の施文方法お よ び文様構成 に 基づ き 分類 し 、 各類型 の 出 自 ・ 編年的位置づけ に 関 し
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て考察 し て ゆ き た い ( 註 1 ) 。 な お 、 こ れ に前後す る 前期 及 び中期中葉~後葉の土器 に つ い て は そ の 1:1:\ 土量が希薄

な 上 に ほ と ん どが包含層 な ど遺構外の 出土であ る ため、 今回の分類対象か ら 除外 し た。

ま ず、 第 1 類の土器か ら 順 に 見 て ゆ き たい。 当土器群 は、 長野市松原遺跡 ・ 新潟県中郷村 泉 A 遺跡で良好な資

料を得 ら れて い る も の で あ る 。 半裁竹管に よ り 平行沈線や半隆起線 を 施文 し 、 口唇部の裏面に も 縄文が施 さ れ る 。

ま た 、 口縁部の 突起 に は貫通孔が穿 たれ る 。 檀田遺跡 に お い て は、 その 出土量は少な く 、 数片 を 数 え る のみであ

る 。 45② SA7の覆土か ら 2 点が確認 さ れて い る 以外は、 検出面で得 ら れ た 資料のみであ る 。 中期初頭 (檀田 中期

前葉①期) (註 2 ) の土器群であ る 。

次 に 、 第 2 類 と し て 分類 し た土器は 、 所調 “ 深沢系 " と 呼称 さ れ る 土器あ る い はそれに類似する 土器群であ る 。

深沢系土器は 、 未だ型式設定す る ま で、の資料は揃 っ て は い な い も の の、 高橋保氏、 寺内隆夫氏 ら に よ り そ の編年

的位置づけが確定 さ れつ つ あ る (高橋1989、 寺内 1997 ・ 2003) 。 檀回遺跡で も 第 2 類 a お よ び b 極 と した土器は、

深沢遺跡、第 2 類 と し て 分類 さ れて き た も の であ る (西沢1 982) 。 隆線や 半隆起線に よ る 継手文が主装tìfl i と な り 、 多

く は地文に縄文 を も っ。 檀回遺跡で器形全体の わかる 資料は、 E 区 2 次面で検出 さ れ た SR2 (埋聾 2 ) のみであ る 。

表 9 縄文時代中期前半の土器分類

第 1 類 口縁部に貫通す る 円孔 を も ち 、 格子 目 文、 平行沈線、 半隆起線、 縄文な どで装飾す る も の 6、 10、 48

降線お よ び半隆起線 に よ り 器面 を 装飾す る 土器群で、 継手文や渦巻文 を 多用 す る も の。 )治土 は
概 し て に ぶい黄澄色 を 呈す る 。

a 種 地文に縄文 を も ち 、 口縁部文様帝 に の み継手文 を 施す も の。 303 

第 2 類
b 種 地文に縄文 を も ち 、 口縁部お よ び体部文様帯 に継手文や渦巻文 を 施す も の。 22 

c 種 体部文様子育 に 継手文 を 施す も ので、 胎土が赤褐 色 を 呈す も の。 102 

d 種 隆線の み に よ り 継手文状の モ チ ー フ を描 き 、 その他の文様を 施 さ な い も の。 171� 180 

e 種 隆線に よ り 継手文お よ びY 字懸垂文 を 施す も の。 319 

f 種 純文 を 地 文 と し 、 沈線 に よ り 蕨手状の モ チ ー フ を 施す も の。 104 

第 3 類
第 l 類 同 様 に 半裁竹管に よ る 半隆起線や平行沈線を 多 用 し 、 陰刻手法 に よ る 蓮華 文 な ど北陸地

276 
方の土器の特徴 を 有す も の。

地文 に 結 節 を 有す縄 文 を も ち 、 胴 部 に は 隆線 に よ り Y 字状の懸垂文 を 施す も の。 JJ台土 は に ぶ い
賞授色 を 呈す る も のがほ と ん どであ る が、 赤褐色 を 呈 し 、 胎土 に 金雲母 を 含む 土 器 も あ る 。 在
地で模倣 さ れた も の も 含め た 五領 ヶ 台系 の 土器群 を 指す。

a 種 表面全体 に 縦方 向 の 有節縄文 を 施 し 、 頚部にJ憤位の 隆線 と 体部 に 垂下す る Y 字懸垂文を
254 

施す も の。 胎土は黄糧色 を 呈す る も のが多 い
第 4 類

口縁部文様帯 に は 沈線や刺 突文 を 施 し 、 体部に は縄文地 に Y 字懸垂文 を 施す も の。 JJ台土b 種
は黄櫨色 を 呈す る も のが多い

100 

口縁部文様帯 に は、 重ニ角 区画 文 に よ り 区画 さ れ、 そ の 内 部 を 充填す る よ う に 渦 巻 ご 叉
c 種 文が施 さ れ る 。 体音11は 隆線あ る い は沈線に よ り Y 字懸垂文状の モ チ ー フ が描/J1 さ れ る と 150 

考 え ら れ る も の。 胎土に は 金雲母 を 含み、 赤褐色 を 呈す る

第 5 類 口縁部文様帯 に は沈線や刺 突が施 さ れ、 胴 部 に は 指頭圧痕がめ ぐる も の
12、 l3 、 258、
259 

第 6 類 押 引 文 (角押文) を 施す も の 183 

第 7 類 口縁部文様帯 に 施 さ れた横位の楕 円 区画 文 内 部 に 、 波状沈線や平行沈線 を 施す も の 181 

第 8 類
凹線 ・ 陰刻手法 に よ り 区画 さ れた 内 部 に 矢羽状文 を 施 し 、 さ ら に |径線 を 多 用 し 交互刺突 文や半
隆起線上 に 連続刺 突 文 を 施す も の。

第 9 類 口縁部に如意状突起 を も ち 、 半裁竹管 に よ る 平行沈線 を 施す も の。

第10類 沈線に よ り 渦巻二 叉文、 格子 白 文 を 施す も の。

第11類 口縁部に 円孔がめ ぐ り 、 器面 に は 隆線に よ り 文様が描かれる も の。 い わ ゆ る 有孔鍔付 土器 26 

第12類 文様が施 さ れず無文で、 口唇部に刻み 目 を も つ も の 301 

第13類 縦方向の縄文のみが施 さ れ、 口縁部内外商いずれか に の 字状突起 を も つ も の
237、 238、 288
-295 

第14類
太い 隆帯お よ び沈線に よ り 文様が描かれ、 そ れ に 沿 う よ う に 連続刺突がみ ら れる も の。 隆帯の
結節部に は環状あ る い は双環状の突起がつ く (焼11可系)

第15類 彩文浅鉢形土器。 内外面 と も に 赤彩が施 さ れ る 。 特 に 内 面 に は赤彩 に よ り 文様が判官かれ る も の。
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こ の深沢遺跡 第 2 類 に 関 し て 、 更埴条里遺跡 ・ 屋代遺跡群 に お い て 検 出 さ れ た 住居跡の切 り 合 い 関 係 か ら 、 さ ら

な る 変遷過程が把握 さ れて い る ( 寺 内 他2000) 。 遺構の切 り 合 い 、 層 位 的 例 証か ら で は な い が、 檀 田 遺跡 に お い て

も や は り 2 類 a 種→ 2 類 b 種への変遷が想定 さ れ る 。

2 類 c 種 は継手文 を 採用 し て い る 点で 、 深沢系土器 と の 関 連性が認め ら れ る 。 し か し な が ら 、 胎 土 の 様子が他の

深沢系土器 と は 異 な る た め 別 途分類 し た 。 上述の 2 類 a ' b 種の 土器 は 、 胎 士 に 大粒 の 白 色砂粒 を 含 み 、 概 し て 黄

櫨色 を 呈す の に 対 し 、 c 種の土器は 褐 色 を 呈す る 。 こ の よ う な胎土の違 い は 先述 の 更埴条里 ・ 屋代遺跡群 に お い て

も 把握 さ れ て お り 、 JI台土の差異か ら も 明確 に 地域性が看取で き 、 異系統土器内の 文様構 成 の 共 有がみ ら れ る こ と

が指摘 さ れ て い る ( 寺 内 ほ か2000) 0 2 類 a ' b 種 と c 種の 時 間 軸 上の 関 係 に つ い て は 、 102 (c 種 ) と 103 (b 種)

が同一住居内の覆土 よ り 拳大 の 円磯 と と も に投棄 さ れ た よ う な状態 で 出 土 し て い る こ と か ら 、 2 類 a 種→ 2 類 b '

c 種 と い う 時 間 軸 上の流れ を 想定で き る 。 他地域の土器 と の 併行関係 に 関 し て は 、 中期前葉五領 ヶ 台 H 式 の 範 囲 内

に 収 ま る と 考 え ら れ る 。

2 類 d 種であ る が、 1 7 1 � 180の 資 料 は 同 一個体で、 口縁部お よ び体部 に 隆 線 に よ り 継手文状の モ チ ー フ を 描 出

す る も の であ る 。 摩滅が著 し く 、 器面 も 荒れ て い る た め 調整 な どは 判 然 と し な いが、 縄 文 は 施 さ れ て い な い。 器

形は胴部が強 く 張 り 、 頭音防、 ら 口縁 に か け て く 字 に 外反す る も の で全体的 に は樽型 を 呈す る も の と 考 え ら れ る 。

当 資料 は E ② SA4覆 土上層か ら 出 土 し て い る 。 隆線で描 出 さ れ た 継手 ・ 渦巻 き 状の 文 様 は 、 深沢系土器 と の 関 連

性 を 連想 さ せ る も の の 、 モ チ ー フ 自 体が だ い ぶ 崩 れて お り 、 深沢系 土器の範時 に 含め て よ い も の か は 断定で き な

い。 いずれにせ よ 出 土層位 か ら 2 類 a�c 種 に 後 出 す る 可能性が高 い と い え る 。

2 類 e 種 は 、 同一個体の中 に継手文 と Y 字懸垂文が 同 居す る も の で あ る 。 当 種 は 検出 面 よ り l 点 の みが 出 土 し

て い る た め 、 そ の 内容 は 判 然 と し な い。 口縁部 に は 隆線 に よ り 継手文が施 さ れ、 そ れが頚部か ら 体部 に か け て Y

字懸垂文 に結続 し て ゆ く 。 体部の大半 の 文様構 成 は窺い 知 る こ と は で き な い が、 継 手文が施 さ れて い る 可能性 も

あ ろ う 。 胎土は灰 黄褐 色 を 呈 し 、 深沢系 土器 と し た も の と 近似す る 。 先 に述べた よ う に 、 当 該期 の 土器 に お い て

は異系統の 土器 開 で文様モ チ ー フ の 共有が顕著 に み ら れ、 当遺跡で も 破 片 資料 だ け で は 識別 が困 難 な 資料が少な

く な い。 JI台土が深沢系 に類似 し 、 継手文 を 採用 し て い る こ と を 重要視す れ ば、 深沢系 の土器が五領 ヶ 台の文様モ

チ ー フ を 模倣 し て取 り 入 れ た 土器 で あ る と 捉 え た い。 な お 、 口縁部お よ び体部文様帯 に継手文 を 採用 し て い る こ

と か ら 2 類 b 種 と し て 分類 し た 土器の 中 に 、 口縁部が外反 し 、 胴部が ほ ぼ筒状 を 呈す る 土器 (22) があ る 。 胎土
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も 他の 深 沢系 の 土器 と は異 な り 、 糧色 を 呈す る 。 体部 に 施 さ れた継手文が Y 字懸垂文 に 置 き 換 わ れ ば、 む し ろ 五

領 ヶ 台系 の 土器 と 捉え ら れ る 土器であ る 。 こ れ も や は り 異系 統 の 要素 を 取 り 入 れ た 、 深沢系 と 五領 ヶ 台系の折衷

土器で あ る 可能性が指摘 で き る 。

第 2 類 f 種であ る が、 縦 方 向 の LR 縄文 を 地文 と し 、 雑 な 沈線に よ り 蕨 手状の モ チ ー フ を 施す も のであ る 。 器形

は 図面上で復元す る と 、 底部か ら やや外反 し な が ら ほ ぼ直線的 に 立 ち 上が る 筒状 を 呈す も の と 考 え ら れ る 。 口縁

部 と 体部文様帯 を 持 ち 、 口縁部文様帯 に は 横 方 向 の 沈線 を 、 体部文様帯 は縦方 向 を 意識 し た蕨手文が施 さ れ る 。

同様の文 様構 成 お よ び器形 を も つ も の は 当 遺跡、 に お い て は み ら れ な い。 体部 に 施文 さ れた 蕨手状の沈線は 、 継手

文の変容形 と も と れ る 。 深 沢系 同 様 に 北信地域の在地の土器であ ろ う 。

第 3 類 と し て 分類 し た 土器群で あ る が、 半隆起線 を 多 用 す る 土器で、 北陸の土器 と 考 え ら れ る も の であ る 。 第

2 類 と し た深沢系 の 土器群 と は施文方法 ・ 文様構成 に お い て 多 く を 共有 し て い る た め 、 破 片 資料 で は 識別が困難

な も の が多 い。 そ の た め 、 蓮華文や半隆起線で 区 画 さ れ た 内 部 に 格子 目 文 を 持つ も の な ど、 特徴的 な も の を 取 り

上 げた。 純粋 に北陸地方の該期の 土器、 つ ま り 新保式や新崎式であ る と 考 え ら れ る 土器 は 多 く な い。 し か し な が

ら 、 深沢系 と の 文様施文手法の 共 有 か ら 推測 で き る よ う に 、 深沢系土器の 成 立 に 北陸の土器が大 き な 影響 を 与 え

た こ と は疑 う 余地 が な か ろ う 。

次 に 第 4 類 と し て 分類 し た土 器群 を 見て ゆ き た い。 こ れ ら は広義の五領 ヶ 台式の範鴎で捉 え ら れ る 土鴇群であ

る 。 a�c 種 ま で分類 し た よ う に 、 土器の胎土 ・ 器形 ・ 施文方法 な ど に ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン が認め ら れ、 や は り 地域

性が看取で き る 。

第 5 類 の 土器 は 、 指頭圧 痕 文 を 特徴 と す る 阿玉台直前 (五領 ヶ 台 直 後) 期 の 土 器で あ る (寺 内2003) 0 45区 2 次

面 SA 1 の床面 よ り 出 土 し た 1 2 と 1 3 は 、 共 に 口縁部か ら 頭部 に か け て 連続 刺 突 や 凹 線 に よ り 装 飾 し 、 体部以下 に は

鱗状の指頭圧痕文 を 施文す る 。 文様構成上 は 同 じ 手法 を 用 い て い る に も 関 わ ら ず、 12の胎土 は に ぶ い 黄樺色 を 呈

し よ く 焼 き し ま る の に対 し 、 13の胎土 は 明 赤褐 色 を 呈 し 、 比較的脆い と い う 差異が認め ら れ る こ と は興味深い。

同 じ 住居 に居住す る 人 々 が、 時期 も 出 自 も 同 じ く し な が ら 制作者が異 な る 土器 を 使用 し て い た の であ ろ う か。 一

方が関 東 か ら 搬 入 さ れた オ リ ジ ナ ル の 土器で、 他方が在地で模倣 し た 土器 で あ る と 考 え る こ と も で き る 。 し か し

な が ら 、 胎土分析 を 実施 し た わ け で は な く 、 あ く ま で 肉 眼観察 に よ っ て の み の た め推論の域はで な い。 胎土分析

な ど に よ り 製作地が特定で き れ ば、 土器の移動 ・ オ リ ジ ナ ル と 模倣土器の 関 係 を 考 え る 上で も 重要 な 資料 と い え

よ う 。

第 6 類 の 土 器 は 2 点の み 出 土 し て い る 。 183 は勝坂 I 式期 の 土器で、 口縁部お よ び胴 部 に 横位の 隆線が巡 る 。 そ

れ に 沿 う よ う に押 し 引 き 文が施 さ れ る 。 胎 土 に は 金雲母が含 ま れ、 褐 色 を 呈す。 195は浅鉢片であ り 、 や は り そ の

内 面 に は 角押文が施 さ れ る 。 胎 土 も 183 と 同 様 に 金雲母 を 多 く 含 み 、 に ぶ い 褐 色 を 呈す。 こ れ ら 2 点 は E ② SA4覆

土 上層 よ り 出 土 し て お り 、 勝坂 I 期 の所 産 であ る と 考 え ら れ る 。

第 7 類 の 土 器 は 所 調 「後沖式土器」 と 呼 ばれ、 寺 内 氏 に よ る 一連の研究に よ り そ の型式 と し て の 内容が明確に

な り つつ あ る 土器であ る ( 寺 内 1 986 ・ 1 987 ・ 1 996 ・ 2001 . 2002) 。 出 土 数 は 少 な く 確認で き た も の は l 点 の み であ

る 。 E ② SA4の 覆 土 中 層 よ り 出 土 し て い る 。 寺 内氏 に よ れ ば、 後 沖式古段 階 は勝坂 I 式 に 併行す る も の と し て捉

え ら れ て い る (寺内2003) 。 し か し な が ら SA4覆土 中 層 は 五領 ヶ 台 E 式期の土器が大半 を 占 め て い る こ と か ら 、 本

資 料 は 混 入 の可能性が高 い 。

第 1 0類 の 土器 は E ② SA5の床面直上 よ り 1 個 体の み 出 土 し て い る 。 体部がや や 内 湾 し な が ら 立 ち 上が り 、 わず

か に く の 字 に 外反す る 短小 な 口縁部 を も っ 器 形 を 呈す。 媛小化 さ れ た 口縁部文様帯 に は 連続 コ 字状 を 呈す刺突文

が施 さ れ る 。 体部 は縦方 向 の 浅 い 沈線 に よ り 渦巻三 叉 文 や 格子 目 文、 波状懸垂文 な どが施 さ れ る 。 媛/J、化 さ れ た
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口縁部文様帯 と 体部文様帯での縦方向の施文意識 は 、 五領 ヶ 台 E 式 に 特徴 的 で あ る 。 や は り 五領 ヶ 台 E 式併行期

の土器であ ろ う 。

第 1 1 類 に 分類 し た 土器 は 、 中部高地系の土器であ り 、 井戸尻編年 で い う 新道式期 の も の で あ る 。 檀 田 遺跡、で 出

土 し た 資 料 は 、 口縁端部 を 欠 く も の であ る が、 口縁部直下 に 巡 ら さ れ た 鍔状の隆帯 に 沿 う よ う に 円孔が施 さ れ て

い る の が確認で き る 。 文様構成 に 関 し て は、 隆線 に よ り 四 角 形の 区画文が施 さ れ、 そ の 中 に 逆 の 字状や逆 さ C 字

状 の モ チ ー フ がや は り 隆線 に よ り 描出 さ れ る 。

第12類 と し て 分類 し た 土器 も 1 個 体の み の 出 土であ る 。 E ② SA3内 よ り 検出 さ れた S]4か ら 出土 し て い る 。 底部

を 欠 く 体部以上の う ち 約 1 / 2 が残存 し て お り 、 口 唇 部 に 棒状工具 に よ る 刻 み 目 を 施す以外 は 体部 に も 文様 は 施文

さ れて い な し 、。 器形は体部が大 き く 張 り 、 短い 口縁部が く の 字 に 屈 曲 す る 。 SA3の床面 に お い て 掘 り 込みが確認 さ

れ た た め 、 SA3 よ り は 時期 的 に先行す る も の と 考 え る 。 し か し な が ら 、 そ の系統や他系統 の 土 器 と の 併 行 関 係 は 明

確でな く 、 中 期 前 葉 の 土器 と し て 分類 は し た も の の 、 明確 な根拠に 欠 け る も の であ る 。 今後他遺跡 出 土 の 資 料 と

の比較検討が必要であ り 、 そ れ ま で そ の 位置づけ は保留 と し た い。

第 1 3類 に 分類 し た土 器 は 、 E ② SA8の炉内 よ り 出 土 し て い る 。 土器は掌大 に 破砕 さ れ、 土坑状の炉内 に 敷 き

詰め ら れて い た 。 炉の壁の一部 は 熱 を 受 け焼土化 し て い た が 、 土 器 自 体 は 明確 な 被熱 な ど二次焼成 は確認で き

な い。 波状口縁の波頂 部 の 口 縁部 内 側 に の 字状の装飾が見 ら れ、 口縁部直下か ら 体部 に か け て 、 縦方向 の縄文が

施 さ れ る 。 そ れ以外の 文様は施 さ れ な い。 ま た 、 E ② SA5の床面直上 よ り 出 土 し て い る 土器 も 口縁部外面 に 、 隆

線お よ び沈線 に よ り の字状の突起 を 描 出 し て い る 。 こ の 口 縁部直下が一つ の 文 様帯 と な り 、 先 の 突起 お よ び横方

向 の縄文が施 さ れ る 。 頭部以下 は も う 一つ の 文様'帯 と な り 、 結節 の あ る 縦方 向 の縄文のみが施 さ れ る 。 SA8の炉内

の資料 と の共通点 と し て 、 装飾がの字状の モ チ ー フ が口縁部内外 に 施 さ れ る の と 、 体部 に は縦方向の縄文のみが

施 さ れ る こ と が挙げ ら れ る 。

第 14類の土器は、 所調 「プ レ 焼町J あ る い は 「荒巻類型」 と 呼ば れ る 土器群で あ り 、 同 じ 中期 前葉 と し た 土器

群 の 中 で も 後半 に あ た る 。 破片資料の み の た め 器形全体 を 窺 い 知 る こ と は で き な い が、 残存す る 口縁部か ら 考 え

れば、 波状口 縁 を 呈す深鉢で あ る と い え る 。

第 1 5類 に は 浅鉢形土器の 中 で も 内外面 に 赤色顔 料 を 塗布 し 、 特 に 内 面 に は 文 様 を 描 き 出 す も の を ま と め た。 本

遺跡 に お い て は 、 いずれ も 土墳墓 と 考 え ら れ る 遺構か ら 出土 し て お り 、 他 の 土 器群 と は そ の 土器 自 体が持つ 意味

合 い に お い て 大 き な 違 い が容易 に 推 測 で き る 。 中 で も SJ l か ら 出 土 し た 298の土器は、 内 面の 彩 文 の遺 存状況が他

の土器に比べ良好で、 彩 文の全景 も 推測 す る こ と がで き た 。 こ の 彩 文 は 、 大 の 字や 蕨手、 花弁状の モ チ ー フ が描

かれ て い る と 考 え ら れ る 。 299の土器に は十文字あ る い は環状の モ チ ー フ が描かれて い た と 考 え ら れ る が、 遺存状

態が悪 く 全体像 は 復元で き な い。 器形は底部か ら 外反 し な が ら 立 ち 上が り 、 そ の 後 口縁部 に 向 か い 強 く 内屈す る

も の と 、 底部か ら 口縁部 に 向かい外反 し な が ら ま っ す ぐ 立 ち 上が る も の の 二種類がみ ら れ る 。

冒頭で述べた よ う に 、 分類の基準は器面 に 施 さ れ た 文様 お よ び施文方法に よ る が、 こ れ は 土器 の ほ と ん どが破

片資料で器形の わ か る ま で復元 し 得 た 土 器 は 少 な い こ と に 起 因 す る 。 ま た 破 片 資 料の 多 く は器面の 摩耗が著 し く 、

いずれかの類型 に 含め る べ き か判 断が 困 難 で あ っ た。 そ の た め 、 植 田 遺跡 に お け る 土器の 変選過程 な ら びに 各類

型 の 土器組成 に お け る 比率 な ど も 明確 に す る こ と は か な わ な か っ た が 、 各土器群 の 類 型 の 数、 な ら びに そ の 出 土

量 を 鑑み れ ば中期前葉 に 遺跡 の 隆盛期があ っ た こ と は推 測 に 難 く な い。

出 土土器の分類 お よ び各類型の 出 自 に 関 し て は 、 長野市立博物館 山 口 明氏、 長野県埋蔵文化財今セ ン タ ー 寺 内 隆

夫氏 ・ 黒岩隆氏の 三者 に ご教示 ・ ご指導 を 頂 い た 。 し か し な が ら 、 筆者の力 量不足か ら ご助言 ・ ご指導 を 十分 に

岨l幌で き ず、 土器の検討 に は暖昧な点 ・ 不明 確 な 点 を 多 々 残す こ と に な っ た 。 事実認識の甘 さ は 全て筆者に帰す

- 125 -



る と こ ろ で あ り 、 貴重 な ご指導 を 頂 い た方 々 に は深 く お 礼 申 し 上げる と と も に お 詫 びす る 次 第 で あ る 。

註
1 表 7 に も 示 し た 通 り 、 中 I�j を 前 業 ・ 中 主主 ・ 後葉の 三時 期 に 区 分 し て 検討 し て ゆ く 。 し か し な が ら 、 こ の 三|時 期 区 分の使い 方お よ び

そ れ ぞれに含 ま れ る であ ろ う 土器型式 の 内 容 に つ い て は 、 地域 ・ 研究者 に よ り 若干の違 いが認め ら れ る も の で あ る 。 ま た 、 各地域

の土器の併行関 係 も 、 表で示 し た よ う に 素 直 に 線引 き で き る も の で は な い。 そ の た め 、 表の作成 に は純文文 化研究会 に よ り 作成 さ

れ た 各地域の編年表 (純文文化研究会2000) を 参考 に し 、 地域聞の土日告の併行関 係 に つ い て は 主 に 長野県 ・ 新潟県での研究成果を

基 に加筆 ・ 修正 し た。 事実誤認が あ れ ばすべて筆者の 責で あ る 。

2 植問遺跡で 出 土 し た純文l時 代 中 期 の土器の大部分が中 期 前 菜 に 比定可能 な も の で あ る 。 笑 際 に は前業の純聞 で も 数段階の細分が

可能であ ろ う が、 今 回 は 五領 ヶ 台式期 を 中 期前菜①、 五領 ヶ 台直 後 ( 阿 玉台直前) 型式か ら l勝坂 1 . II 式 ま で を 中 則前葉② と し て

話 を 進め て ゆ き た い。
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